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仙台市では現在約700ケ 所の遺跡の存在が確認されています。それらの分布を見ると河川が

丘陵部をぬけて平野部に入ったあた りの自然堤防上に多 く、地区的に言 うと、西中田、大野田

・ 富沢、岩切地区と集約できるようです。

しか しながら近年、仙台バイパスより東側で、南道路や東部道路建設にともなう確認調査を

実施 したところ、新たに高田B遺跡、下飯田遺跡が発見され、その他中在家南遺跡や藤田新田

遺跡、今泉遺跡などの調査とも合わせて、仙台市東部の浜堤上の遺跡の様子も次第に知 られる

ようになって来てお ります。

この報告書は、仙台市東部の海岸平野を南北に通る、仙台東部道路の建設に先立って発掘調

査が行われた下飯田遺跡の内容をまとめたものです。海岸まで約 3hの位置にある当地で、古

代の竪穴住居跡や滞跡など、また河川跡では捨てられた貝がらが層をなしている状況で発見さ

れました。まさに古代の「貝塚」です。遺物には関東系土器が多量にあ り、当地の性格を考え

る良好な資料です。その他、鎌倉時代ごろの掘立柱建物跡などの発見もあ りました。

同じ東部道路関連で、県教育委員会が調査 した藤田新田遺跡がす ぐ北側にあ り、成果も公表

されてお りますので、合わせて参考にしていただければ、この地区の各時代の様相が一段 と鮮

明にご理解いただけるものと思います。

最後にな りましたが、発掘調査から報告書刊行まで多 くの方々のご指導、ご協力をいただき

ましたことに対しまして、心より感謝申し上げます。今後とも文化財保護行政についてご理解

とご協力を賜 りますようお願い申し上げます。

平成 7年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 坪 山 繁
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1.本書は日本道路公団仙台建設局が担当する仙台東道路建設計画に伴う下飯田遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書における土色についての記述は「新版標準土色帖」 (小山・竹原 :1976)を使用した。

3.本書の第 1図は建設省国土地理院発行の1/25,000「仙台東南部」を複製 して使用した。

4.調査区のグリット軸は道路センターライン上の方向に沿って設定してあり、平面直角座標系Xに よる国家座標

に位置づけている。

5.発掘調査および整理・報告書の作成に際しては、次の方々からご助言やご教示を賜った (50音順、敬称略)。

青山 博樹 石本  弘 糸川 道行 岩見 和泰 山内 敏行 佐藤 敏行 菅原 祥夫 須藤  隆

辻  秀人 永鳴 正春 仲山 秀樹 長谷川 厚 藤島  久 光谷 拓実 村田 晃一 梁木  誠

6。 本書で使用した遣構略号は次のとおりである。

SI:竪穴住居跡 SD:溝 跡 SK:土 坑 SE:井 戸跡 SR:河 川跡 P:ピ ット、柱穴

7.本書の記載は 2区からになっている。 1区は 2区の北側になるが、試掘調査のみで本調査に至っていない。

8.本書の遺物整理・執筆・編集は文化財課職員と協議のうえ、中富が行った。ただしVの分析等に関するご指導、

ご執筆は、次の方々にお願いした (掲載順、敬称略)。

松本 秀明 守田 益宗 高橋 利彦 大越 健嗣 富岡 直人 松谷 暁子 古環境研究所 三辻 利一

9.竪穴住居跡の記載はその番号順に行っているが、S17・ 10012・ 17・ 20については欠番であり、記載してい

ない。

10,SE2井戸跡出上の曲物の井筒について、奈良国立文化財研究所の光谷拓実氏に年輪年代測定を依頼したが、

年代を推定できる有効な結果は得られなかった。

H.調査成果については現地説明会資料、年報13・ 14で も紹介してあるが、内容が異なる場合は本書が優先する。

12,発掘調査・整理作業には次の方々が参加した (50音順、敬称略)。

相澤せい子 栗野ちよ子 猪狩 和子 板垣 祝子 伊藤 晋也 上野 美子 臼井美津子 遠藤  清

遠藤 辰男 遠藤 徳子 遠藤 文子 大泉  勇 大泉 照美 大内 松夫 大木百合子 大越 床弥

大友 悦子 大友 敬子 大友 孝子 大友ちえ子 大友 恒子 大友とみ子 大友 寅男 大友 広美

大友 泰子 大友よし江 小佐野章子 小野さよ子 小野 純也 小野寺圭穂 角田 紀隆 片貝 葉子

加藤 若子 金沢 君代 神坂勝太郎 川村 秋子 菅野やゑ子 菊地 和江 菊地 京子 草刈 昭代

黒瀬クラコ 後藤 幸子 後藤ひとみ 小林みよ子 今野よし子 斎藤 理恵 酒井 正雄 佐久間幸子

佐 木々かつみ 佐々木陽子 佐藤ケイコ 佐藤忠二郎 佐藤つよし 佐藤 正敏 佐藤 良正 佐藤 良次

佐藤 玲子 真田 貞愛 篠原 良子 柴田  明 柴田 徳郎 庄子カツイ 菅原 浩樹 菅原 光子
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鈴木 由美 関内 久子 関根 昭雄 平  照子 高橋 健寿 常盤 歌子 橋本ひろみ 長谷川 貴

林崎  恵 針生せつ子 平野 真美 藤代まゆみ 藤田 光男 細谷 広枝 堀江 幸雄 堀口百合子

松崎 純子 松葉美代子 武蔵美代子 山崎 光雄 渡辺 純子 渡辺みどり

13.発掘調査の記録や整理した資料・ 出土遺物は仙台市教育委員会が管理・保管している。
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I 調査に至る経過

仙台東道路は、仙台市内の通過交通を分離して現道の機能回復を図るとともに、建設省及び宮城県が事業中の仙

塩バイパス・松島有料道路と一体となり、仙台湾岸地域の幹線道路として機能するとともに、国際化を進めている

仙台空港・仙台新港の連絡道路として仙台都市圏の発展に寄与しようとするものである。

本道路は、仙台湾高規格幹線道路の一部として三陸縦断自動車道と連結し、宮城県亘理町中泉の一般国道 6号線

を起点として仙台市宮城野区中野の一般国道45号線を終点とする延長約26.3kmの路線である。このうち日本道路公

団は、仙台空港 ICか ら仙台東 ICま での延長約14.lkmの 区間を一般有料道路事業として施行することになった。

昭和56年 12月 に提示された計画案では周知の埋蔵文化財包蔵地は避けられていたが、ルートは阿武隈川と名取川

の河口に開けた仙台沖積平野を南北に縦断することから、自然堤防や浜堤部分には遺跡の存在する可能性が想定さ

れ、宮城県教育委員会では日本道路公団仙台建設局と協議をし、平成元年 3月 に対象となる路線全域の詳細分布調

査を各市・町教育委員会とともに実施した。

これらのうち仙台市域においては、微高地上に位置する下在家地区・藤田新田地区で遺物の散布が見られ、また

同様に微高地上に位置する下飯田地区でも遺跡の存在する可能性もあることから、平成元年10月 に宮城県教育委員

会では、下在家地区から下飯田地区にかけての約 3血にわたるほぼ全線の試掘調査を実施した。その結果、藤田新

田地区と下飯田地区で古墳時代の竪穴住居跡や溝跡などが多数発見され、両地区とも古墳時代の集落跡であること

が判明した。路線敷にかかる面積は藤田新田遺跡が約24,4004r、 下飯田遺跡が約7,500urで ぁる。

藤田新田遺跡・下飯田遺跡の発掘調査については、宮城県教育委員会と仙台市教育委員会が協議しながら協力し

てあたることとし、宮城県教育委員会が藤田新田遺跡を、仙台市教育委員会が下飯田遺跡をそれぞれ担当して実施

した。

平成 3年 3月 に日本道路公団仙台建設局長から埋蔵文化財の発掘通知が提示され、同年 4月 に日本道路公団の委

託を受けて、 5月 15日 より発掘調査に着手した。

調 査 要

と 遺 跡 名

2所 在 地

3 調査面積

4 調査期間

5 調査主体

6 調査担当

7 担当職員

8 調査協力

項

下飯田遺跡 (官城県遺跡登録番号 01434)

仙台市若林区下飯田 地内

約7,500ar

平成 3年 5月 15日 ～平成 4年 3月

平成 4年 4月 13日 ～ 9月 30日

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課

金森安孝 工藤哲司 中富 洋

日本道路公団



Ⅱ 遺跡の位置 と環境

1.遺跡の位置と地理的環境

下飯田遺跡は仙台市若林区下飯田にあり、 JR東北線仙台駅の南東7.5kmの地点に位置している (第 5図 )。

この地域は南北に仙台平野が広がり、東方は 3 km程 で仙台湾に面した海岸線に至 り、南方は2.5血程のところを

名取川が東流し、西方は 4 km程 のところを国道 4号仙台バイパスが通 り、市街地が広がっている。周辺一帯は、標

高が lm前後ときわめて低く、近年急速に市街化、宅地化が進行しているが、藩政時代からの市街地となっている

西部地区とは対照的に、近世初期の新田開発に伴って成立した集落が、一面に広がる水田地帯の中に点在している。

仙台市衡地の地形は西半部と東半部とに大きく三分される。

西半部は奥羽山脈から派生する七北田・青葉山・高館丘陵と名取川の支流である広瀬川がその中流域に形成した

段丘地形からなる。この段丘は上位から青葉山段丘・ 台ノ原段丘・上町段丘・ 中町段丘・下町段丘と命名され、近

世初頭、伊達政宗の開府以来、現在に至るまで、仙台の中心市街地はこれらの段丘上に営まれ拡大してきた。

これに対し東半部は幅約10血に及が官城野海岸平野が北は宮城郡七ケ浜町から南は亘理郡山元町まで約40kmにわ

たって三日月形に広がっている。この沖積平野は奥羽山脈を水源とする七北田川・名取川・阿武隈川の運搬物によ

って形成され、流域には扇状地・ 自然堤防・後背湿地・ 旧河道など沖積地特有の地形を形成している。特に海岸に

近い東部付近一帯では、浜堤や自然堤防などの微高地が随所に発達している。松本秀明氏によれば、この地域には

海岸線と平行して南北に延びる4本の浜堤列が認められ、最も内陸側 (西側)に位置する第 I浜堤列が最も古く、

形成年代は約5000～ 4500年前頃、同じく第I浜堤列は約2600～ 1700年前頃、第Ⅲ浜堤列は約1000～700年前頃と見

られている (註 1)。 本遺跡は北から下在家～藤田新田～下飯田と連なる第 I浜堤列上にあたっている (第 2図 )。

第 1図 下飯田遺跡の位置



原状では耕地整理のため平坦な水田となっており、本来は

浜堤と後背湿地からなる地形に小さな河川が入 り組むな

ど、変化に富んだ地形であったようであるが、旧地形を知

ることができない。なお、本遺跡の主体をなす遺構群の属

する時代である古代～中世の頃は、第Ⅲ浜堤列の形成期前

後とみられ、現在の海岸線より約 l km内陸で、遺跡の東約

2 kmに あったものと考えられる。

第 2図
墨簗

は
電受ぁ震奮たま落弄

して表現してある。
)

下飯田遺跡周辺の地形模式図

2.周辺の遺跡と歴史的環境

下飯田遺跡が立地している名取川左岸域について、周辺遺跡のこれまでの調査成果をもとに概観する。

縄文時代の遺跡は、高田B遺跡 。今泉遺跡がある。高田B遺跡は 2 km程南西方に位置し、後期中頃の竪穴住居跡

1棟の他、後期後半・晩期の上器が発見されている。今泉遺跡は高田B遺跡の北東に隣接しており、同時期の上器

片が出土し、当地区に集落が形成されたことが考えられる。縄文時代の後期中頃には名取川下流域にまで集落が形

成され、人々が定住生活を営みはじめたことが伺えるが、この 2遺跡の他には縄文時代の遺跡はみられず、広範な

人々の活動は後背湿地に水田耕作が開始される弥生時代以降のこととみられる。

弥生時代の遺跡は、前述の高田B遺跡 。今泉遺跡の他、藤田新田遺跡、南小泉遺跡再中在家南遺跡、押口遺跡な

どがある。高田B遺跡では、中期中頃の遺物包含層の下層から土坑・柱穴などの他、水路を伴って50区画をこえる

水田跡が確認された。また、河川跡が発見され、中期中頃の上器と共に農耕具を中心とする多量の木製品が出土し

ている。石器・木製品の中には未製品が多く含まれており、これらの製作作業がここで行われていたことが判明し

た。今泉遺跡では、高田B遺跡と同期の壷形土器、石庖丁・片刃石斧などの石器が発見されている。藤田新田遺跡

は、北側500mで隣接しており、中期中頃の壷形土器等の他、石庖丁・片刃石斧が出上している。南小泉遺跡は、

北西方 3血程から西方一帝に広がる大遺跡で、東西約1.5km、 南北約 l km、 総面積約125haを擁し、仙台平野でも弥

生・古墳時代を代表する遺跡である。これまでの30次をこえる発掘調査の結果、発見された遺構・遺物は弥生時代

から近世まで各時代にわたる。弥生時代では、霞ノロ飛行場の拡張工事の際に発見された15基の合口土器棺がある

他、中期中頃の上器類を中心に多くの土器、石庖丁・石斧などの石器が出土している。中在家南遺跡は北方 3 1cn程

に位置し、土羨墓 。土器棺墓の他、河川跡が発見され、中期中頃の上器群と共に農耕具・建築部材など多量の木製

品や石器・骨角器・ 自然遺物などが出上している。高田B遺跡と同様、木製農具の中には未製品も多く含まれてお

り、製作工程を知ることができる貴重な資料である。河川跡から出上の木製品は弥生時代のものが主体をしめるが、

近世に至る各時代のものがある。押口遺跡は中在家南遺跡の北西に隣接し、同一河川跡の流路にあたっている。中

在家南遺跡と同様、中期中頃から近世に至る各時期の上器 。木製品などが多量に出上している。両遺跡間の約800

mにわたる流路は同様の状況が想定されよう。

古墳時代の遺跡は、前述の高田B遺跡、今泉遺跡、藤田新田遺跡、南小泉遺跡、中在家南遺跡、押口遺跡などが

継続して営まれている他、遠見塚古墳再下飯田薬師堂古墳などの高塚古墳がある。高田B遺跡は河川跡から建築部

材や農耕具などの木製品が大量に発見された。今泉遺跡は前期・ 中期の土坑から土器群が一括して発見され、周辺

に集落の存在が想定される。藤田新田遺跡は前期の竪穴住居跡、方形周溝墓など、中期の竪穴住居跡のほか、所属
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時期不明の竪穴住居跡が多数発見されており、この時代に集落が大きく展開している。また河川跡からは木製品や

自然遺物が多数出上している。南小泉遺跡は東北南半地域の上師器型式編年・南小泉式の標式遺跡であり、これま

での調査で竪穴住居跡は中期に属するもの50数棟、後期から終末期に属するもの10数棟が発見されている。中期の

集落は遠見塚古墳のある遺跡東半部を中心に展開している。中在家南遺跡は前期の方形周溝墓の他、河川跡からは

前期 。中期を通じて農耕具をはじめとする木製品が大量に発見された。押日遺跡からも中在家南遺跡と同一の河川

跡から同時期の木製品が大量に発見された。遠見塚古墳は北西方3.5km程に位置し、主軸長HOmの前方後円墳で、

4世紀末頃の築造と考えられ、仙台市内では最大規模の古墳である。下飯田薬師堂古墳は本遺跡の東300m程に隣

接しており、直径10m程の円墳であるが未調査で詳細は不明である。

飛鳥時代の遺跡は、周辺では本遺跡以外には、広瀬川対岸の郡山遺跡が見られるのみであるが、関東系土師器や

郡山廃寺と同様の瓦類が出土し、密接な関連性が考えられる。

奈良・平安時代の遺跡は、前述の郡山遺跡の他、南小泉遺跡、神柵遺跡、中在家南遺跡、藤田新田遺跡、仙台東

郊条里跡などがある。南小泉遺跡は奈良時代の遺構は遺跡の北側に若子の竪穴住居跡がみられる他は希薄であるが、

平安時代の竪穴住居跡が遺跡南部地域に多く分布し、平安期の集落が南側に展開している。多くの墨書土師器や石

帯、陸奥国分寺・尼寺の瓦など通常の集落とは異なった遺物が出土している。神柵遺跡は北西3.51an程 に位置し、

奈良時代後半から平安時代初頭の掘立柱建物跡、塀跡などとともにヘラ書土師器、円面硯などが出上している。東

一帯に広がる条里跡との関連から郷などに関わる公的施設の跡と考えられている。南小泉遣跡、中在家南遺跡では

平安時代の畑跡、藤田新田遺跡では平安時代の水田跡が発見されている。仙台東郊条里跡は、南小泉・古城地区の

東方にあたる、中倉から霞目、沖野、上飯田一帯に広がる条里地割痕跡のあった地区である。昭和30年代までは方

格地割が明瞭に観察されたが、その後画場整備によりほとんど涯滅した。地区内には「三ノ坪」「尼坪」などの字

名が残っていた。条里制施行の初現は明らかでないが、奈良時代には始まっていたものと考えられる。

中世の遺跡は、沖野城跡、今泉遺跡 (扱跡)、 南小泉遺跡などがある。沖野城は北西方 3 km程 に位置し、「仙三領

古城書上」 (註 2)に よれば、四方百間で粟野大膳の出城とあり、発掘調査により堀跡が確認された他、土塁など

も観察され、城館の付近には「館」「要害」などの字名が残っている。今泉城跡は同書によれば、東西三十六間、

南北四十五間で、城主は須田玄蕃とある。発掘調査により、建物跡や区画溝跡が発見され、全体規模も200m四方

と推定される。南小泉遺跡は数次にわたる発掘調査により、建物跡や区画溝跡、土塁などが発見され、城館や複数

の屋敷があったことが明らかになっている。

江戸時代の遺跡は、若林城跡、南小泉遺跡、養種園遺跡、今泉遺跡などがある。若林城跡は北西方4.5km程 に位

置し、江戸時代初頭に仙台藩主伊達政宗の晩年の隠居所として築城されると、南小泉遺跡、養種園遺跡を含む周辺

一帯は城下町として整備されたが、政宗の死去以後、城の建物は移築ないしは取 り壊され、周辺の城下町並も衰退

の途をたどり、近世村落、耕作地に姿を変えていく。養種園遺跡は北西方 5 km程に位置し、発掘調査により屋敷跡

や庭園跡が明らかとなり、伊達家の御仮屋および別荘の跡と考えられた。今泉遺跡では、江戸時代初頭まで城館が

存続している。本遺跡のある下飯田は水沢留守家の家臣足軽によって構成された開拓部落で屋敷割も整然としてい

た。

明治22年、町村制実施の際、飯田・沖野・ 日辺 。二木 。今泉・種次・井土浜・藤塚浜の 8部落が合併して、六郷

村となり、昭和16年には仙台市に編入された。旧六郷村は名取郡に属するが、下飯田の北に隣接する藤田新田の集

落は旧七郷村の内の一部落で、旧七郷村は官城郡に属していたことから、下飯田は名取郡の北端に位置し、ここが

宮城郡との郡境となっていた。

本遺跡がある国道 4号仙台バイパスの東部一帯は、市内の他地区と比較すると遺跡の分布密度は希薄であったが、

最近の大規模な道路建設事業や区画整理事業に伴う発掘調査により、新たに発見されたり、範囲の拡大するものが

あり、今後本遺跡周辺を含め、浜堤・後背湿地における分布確認調査により、各時代の様相がより明らかになって

いくものと考えられる。

註 1 松本秀明「海岸平野にみられる浜堤列と完新世後期の海水準微変動」『地理学評論第57巻第10号』1984

註 2 「仙台叢書」第 4巻 (復刻版)宝文堂 1971





遺 跡 名 立 地 時 代 遺 跡 名 立 地 時 代

I 下飯田 浜堤 古墳・ 奈良・ 平安・ 中世 。近世 6, 北 目城跡 自然堤防 室町 。江戸

2 藤田新田 浜堤 弥生 欠ノ上Ш 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

3 下飯田薬師堂古墳 浜堤 古墳 欠ノ上 I 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

4 屋敷東 浜堤 古墳・ 平安 飯塚古壌群 自然堤防 古墳 (後期)

田母神屋敷跡 自然堤防 近世 前沖北 自然堤防 古墳 。奈良～平安

岡崎囲 浜堤 中世・ 近世 前沖中 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

汐入東場 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 欠ノ上 I 自然堤防・ 後背湿地 古墳・ 奈良～平安 。中世

8 東場 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 矢来 自然堤防 。後背湿地 古墳・ 奈良～平安

9 明屋取 自然堤防・ 後背湿地 平安 後河原 自然堤防 弥生・ 平安 。中世 。近世

下荒井 自然堤防 平安 八王子屋敷跡 自然堤妨 中世

地蔵浦 自然堤防・ 後背湿地 中世 郡 山 自然堤防・ 後背湿地 弥生・ 古墳・ 奈良

荒井館跡 自然堤防 中世 雷琶ノ説員 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

13 二木館跡 浜堤 安土・ 桃山 中田南 自然堤防 奈良～平安

明神堂 自然堤防 古墳 。奈良～平安 的場 自然堤防 奈良～平安

押 口 自然堤防 奈良～平安 西台畑 自然堤防 縄文 (後期)・ 弥生・ 古墳

北屋敷 自然堤防 平安・ 中世 。江戸 自然堤防 奈良～平安

17 築道 浜堤 奈良～平安 沢 目 浜堤 弥生 。古墳・ 奈良～平安

大塚 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 上余田 自然堤防 奈良～平安

長喜城館跡 自然堤防 中世 下田高南 自然堤防 奈良～平安

寺 田 自然堤防 中世 天神塚古墳 自然堤防 古墳

21 東中塚 自然堤防 不明 壇腰 自然堤防 奈良～平安

中在家 自然堤防 平安 前田館跡 自然堤防・ 後背湿地 中世

仙台束郊条理跡 自然堤防 奈良 。平安 根岸 丘陵斜面 縄文

龍泉寺院跡 自然堤防 中世 兜塚古墳 自然堤防 古墳

今泉城跡 自然堤防 宗禅寺横穴群 段丘 古 煩

曽利松明神古墳 自然堤防 古墳 伊豆野権現古墳 自然堤防 古墳

梅塚古墳 自然堤防 古墳 安久東 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良・ 平安 。中世 。近世

昭和封L 自然堤防 衆良～平安 中田神社裏 自然堤防 古墳・ 平安

辻 自然堤防 奈良～平安 安久東古墳 自然堤防 古項

高 田 自然堤防・ 後背湿地 奈良～平安 長町六丁目 自然堤防 奈良～平安

上屋致 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 91 八幡 自然堤防 古墳 (後期)・ 奈良～平安

中北田 自然堤防 奈良～平安 新田 自然堤 IPJ 奈R～平安

南小泉 自然堤防・ 後背湿地 弥生 。占墳・ 奈良・ 平安 。中世 。近世 長町南 自然堤防 余R～ 平安

沖野城務 自然堤防・ 後背湿地 中 世 上古川 自然堤防 近 ll以 降

谷地館跡 自然堤防 安久諏訪古墳 自然堤防 ド「墳

城丸古墳 自然堤防 古墳 西 田 自然尭防 余Rヽ 平安

四郎丸館跡 自然堤防 安久 自然堤防 余 IR rヽ安

戸 ノ内 自然堤防 弥■・ ドf墳・ 奈良～平安 北屋敷 自然堤防 余史ヽ
1′安

皇壇ケ原 自然堤防 余良～平安 元袋 lll 自然製防 余,こ
ヽ

F`′賓

弁天囲古墳 自然堤防 古墳 長町清水 自然尭防 ドIIA?

神呪 自然堤防 古墳・ 奈良・ 平安 土樋 段 rl 細文 (晩朗 )

日辺館跡 自然堤防 室町 愛宕山横穴群 丘陵斜 im 占lA・ 余史

遠見塚古墳 自然堤防 古墳 大年寺山横穴滸 丘陵斜 |∬ 古墳

志波 自然堤防 奈良～平安 鹿落土手 (杉土手) 丘陵・ 段丘 イIチ i

河原越 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 茂ケ崎城跡 丘陵 市北朝～室町

中欄西 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良～平安 大野田 自然堤防 縄文 (後期)。 弥生

日辺 自然堤防 古墳 王ノ壇古墳 自然堤防 古墳

神欄 自然堤防 縄文・ 弥生・ 古墳・ 奈良～平安 王 /壇 自然堤防 縄文 (後期)。 弥生・ 古墳・ 奈良 。中世・ 近世

砂押 Ⅱ 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 109 皿屋敷 自然堤防 縄文・ 奈良～平安・ 中世

中国畑中 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 元袋Ⅱ 自然堤防 奈良～平安

51 陸奥国分尼寺跡 自然堤防 奈良 。平安 富沢遺跡 後背湿地 Rf誓挙終響4甚甲基きf翌峯T望岳T翼工修

砂押 I 自然堤防 古猿・ 奈良～平安 金岡八幡古墳 後背湿地 古墳

下余田 自然堤防 古墳 (中期)・ 奈良～平安 袋東 自然堤防 古墳・ 平安

大塚山古墳 自然堤防 古墳 大野田古墳群 自然堤防 古墳

陸奥国分寺跡 自然堤防 奈良・ 平安 大野田古墳 自然堤防 古墳

法領塚古墳 自然堤防 古壊 春 同社古煩 自然堤防 古墳

内手 自然堤防 奈良～平安 五反田木棺基 自然堤防 古墳

若林城跡 自然堤防 古墳・ 平安・ 戦国～江戸 五反田古墳 自然堤防 古墳

描塚古墳 自然堤防 古墳 五反田石橘墓 自然堤防 古墳

養雹園 自然堤防 平安 清水 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良・ 平安
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NQ 遺 跡 名 立 地 時 代 遺 跡 名 立 地 時 代

六反田 自然堤防 舞台上 自然堤防 奈良～平安

栗 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良・ 平安 舞台中 自然堤防 奈良～平安

原 自然堤防 縄文・ 弥生・ 古墳 。奈良～平安 土手下 自然堤防 奈良～平安

野来 自然堤防 弥生・ 奈良～平安 川上 沖積錐

清水古墳 自然堤防 古墳 箕輪A地区古墳跡 丘陵 古墳 (中期)

谷地田 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 今PH野 丘陵 瞬 筆 李
甲 期・ B可 卿・ 児 期 フ ・ ・7jヽ生・ 白狽・ ポ F

127 鹿野屋敷 段 丘 古墳 ?・ 奈良～平安 箕愉B地区古墳跡 丘陵 古墳 (後期)

一塚古填 後背湿地 古墳 188 南台窯跡 丘陵斜面 奈良～平安

鹿野一丁目 段丘 縄文・ 弥生 ?・ 奈良～平安 189 北野築跡 丘陵斜面 平安～中世

泉崎浦 自然堤防・ 後背湿地 縄文 (前期)・ 弥生・ 古墳 。平安 今熊野貝塚 丘陵 縄文 (前期 )

下ノ内浦 段丘 奈良～平安 南台西 丘陵 奈良～平安

伊古田 自然堤防 縄文 (後期)。 古墳・ 奈良・ 平安 北野横穴墓跡 丘陵斜面 奈良～平安

下ノ内 自然堤防 縄文 (後期)。 古墳・ 奈良 。平安 鹿野東 沖積鉾 縄文・ 弥生・ 古墳・ 奈良～平安

萩ケ丘 丘陵 縄文・ 奈良～平安 岩日中 扇状地 古墳・ 奈良～平安

ニツ沢横穴群 丘陵斜面 古墳 南ノ東 自然堤防・ 後背湿地 弥生・ 平安

二塚古墳 後背湿地 古墳 西北畑古墳 沖積錐 古墳 (後期 )

柳生台畑 自然堤防 奈良～平安 金円J寺貝塚 丘陵 縄文 (前期・ 後期・ 晩期)

雷東 自然堤防 平安 来光閣 丘陵 縄文 (前期)・ 奈良～平安

元中田 自然堤防 弥生 。古墳 。奈良～平安 上野 段 丘 縄文 (中期)。 奈良・ 平安

萩ケ丘 B 丘陵 縄文 岩口南 扇状地 古墳・ 奈良～平安

山 口 自然堤防・ 後背湿地 甲 拳 ど T留 工
燃 期・ 叫 期 ′ ・ 小 生 ・ 山 狽 ・ ポ 民

富田南西 自然堤防 奈良～平安

教壕古墳 後背湿地 古墳 熊野新官社宿坊跡 沖積錐 中世

砂押屋敷 段丘 奈良～平安 岩口下 扇状地 古墳・ 奈良～平安

向山高襲 丘陵 縄文 (中期 ) 東真坂 丘陵 縄 文 (中期)。 奈良～平安

八木山緑町 丘陵 縄文・ 奈良～平安 鹿野 丘陵端 縄 文

関場 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 真坂 沖積錐 さ挙窓
期・ 後期 )。 弥生 (中期 )。 古猿・ 宋

雷 自然堤防 平安 那智神社宿坊跡 丘陵 中世

北宮神明 自然堤防 奈良～平安 桑島館跡 丘陵 中世

東内館 自然堤防 古墳 後 期)・ 奈良～平安 西滝沢 丘陵 縄文

150 砂押古墳 段 丘 古墳 八幡 段丘 古墳・ 平安

ニ ツ沢 丘陵 縄文 松ケ丘 丘陵 縄文

窪 田 自然堤防 奈良末～平安 岩日上 段 丘 古墳・ 奈良～平安

土手内窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 ? 後田 段 丘 奈良～平安

金洗沢古墳 段 丘 古墳 船渡前 段 丘 縄文 (中期・ 後期)・ 弥生・ 奈良～平安

青山二丁 目 丘 陵 奈良～平安 本Fコ 山軍串岳阻ま 丘陵斜面 中世

襲町古墳 段丘 古墳 高館山古墳 丘 陵 古墳 (前期 )

裏町東 段 丘 平安 高館城跡 丘 陵 中世

富沢清水 自然堤防 奈良～平安 川上大館跡 丘陵 中世

富沢館跡 自然堤防・ 後背湿地 戦国 紙漉山 段 丘 縄文

土手内 丘陵 縄文・ 奈良～平安 町 段丘 縄文・ 古墳・ 平安

金山窯跡 段 丘 古墳 山田条里遺構 段丘 奈良 ?

原東 段 丘 古墳・ 奈良～平安 熊野堂横穴墓跡 丘陵斜面 吉墳 (後期)。 奈良

土手内横穴群 丘陵斜面 古墳 PR野那智神社経塚群 丘陵 中世

三神峯 段丘 縄文 (前期 。中期)・ 平安 清田原東 段 丘 縄文 。平安

富沢上 /台 段丘 縄文・ 平安 竹の内前 段丘 奈良～平安

堀ノ内 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 御堂平 丘陵斜面・ 段丘 縄文 (中期)。 平安 。中世

鍛冶屋数A 自然堤防 縄文・ 奈良～平安 小館 (古館)跡 丘陵 中世

鍛冶屋敷 B 自然堤防 縄文・ 奈良～平安 汚田通 B 段丘 平安

六本松 自然堤防 奈良～平安 上野山 段丘 縄文

170 乗馬 自然堤防 奈良～平安 熊野堂大館跡 丘陵 中世

高畑 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良～平安 山田上ノ台 段丘 協々 蕨齢早
1甲

基脅響笠峯學訴番
〒翔・Bけ 期・″

八ツロ 自然堤防 奈良～平安 。中世 汚田通A 段丘 縄文・ 平安

内館 自然堤防 奈良～平安
一
日Ｖ 段丘

八反田 後背湿地 弥 生 余方 段 丘 奈良・ 平安

仙台城跡 丘陵 江戸 山田上ノ台塚 段丘

芦ノロ 丘陵 縄文 (早期末～前期初)。 弥生・ 平安 青葉山 丘陵 旧石器 (前期・ 後期)・ 縄文 (前期・ 後期)

三神峯古墳群 段丘 古墳 羽黒堂B 段丘 縄文・ 古墳・ 平安

富沢窯跡 段 丘 古墳・ 奈良～平安 下中東 段丘 古墳・ 奈良～平安

170 原 段 丘 弥生・ 古墳～平安 羽黒堂A 段 丘 縄文 。古墳・ 平安

180 西台窯跡 段 丘 奈良～平安 ? 羽黒堂 段 丘 縄文 。奈良～平安

第 2表 遺跡地名表 (a



Ⅲ

確認 した基本層序

本遺跡は仙台平野にみとめられる5列の浜堤列のうち、第 3浜堤列上に立地しており、同じ沖積地でも、これま

で多数の調査事例がある市内仙台平野の後背湿地の遺跡とは、際立った堆積環境の差異がうかがわれる。

今回の調査で確認された基本層序の様相は、第 3表のとおりであるが、基本層序として区分されるのは次の 2層

である。

1層は現代の水田耕作上で、調査区全域に分布している。調査地点は第 3図でみるとおり、調査開始前年の1994

年まで全域が水田として利用されていた。全体的に灰褐色を塁するツル ト質粘土層で、層厚は30cm前後、下面には

斑鉄の集積がみとめられる。

2層は 1層直下にみとめられる砂層で、調査区全域で同様の様相を示している。この砂層は浜堤の堆積物とみら

れ、全遺構の調査終了後、重機により掘 り下げを行ったが、少なくとも5m以上は同様の状況が連続することを確

認した。

なお、この層の上面が今回の調査における遺構検出面である。

遺構・河川PTh

検出面

00m

『『一一一一”一一一一一一一”””一一一一一一一一一”””一一一一”一一”̈一一一一”一一一一”一”一”一一一一一一一一一”一一”一一””一一”一一一一一一一一一”一一一一一一一一”

層 序 色 調 種  類 備 考

l 10Y R4/2 灰黄褐色 シルト質粘土 全域に分布。層厚30ctl前後。下面に斑鉄の集積。

2 10Y R6/6 明黄褐色 砂 全域に分布。層厚 6m以上。標高 Om以下ではグライ化。上面が遺構検出面。

第 3表 基本層序

-40m

第 6図 基本層序模式図



Ⅳ 遺 構 と 遺 物

今回の調査で確認した遺構の種類は以下のとおりである。

竪穴住居跡、掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、溝跡、小溝遺構、円形周溝、水田跡、河川跡、性格不明の遺構。

この章ではこれらの遺構の状況と、出上した遺物の内容について触れていくが、井戸跡、土坑、溝跡、小溝遺構、

円形周溝については、遺構番号順ではなく、検出位置が北に位置するものから順に記載している。

1.堅穴住居跡

竪穴住居跡は、合計で21棟確認したが、調査区ごとの内訳は 2区 2棟、 3区 14棟、 4区は 5棟である。

(1)S11竪穴住居跡

遺構状況 (第 11図 )

遺存状況 4区 S-55、 W-1付近で確認した。SD2・ 4溝跡およびSB2掘立柱建物跡に切られている。

検出した平面形は南北に長い長方形を呈するが、

昨
iE 尋⊆揉岳壱酢笠」琶操il奪:書蓬法尾繁畜語髯身

の埋上におよんでいるものとみられる。床面、カマ

ド等の残存は確認されなかった。

確認した規模は東・西辺7.04m、 南・北辺がそれ

ぞれ6.16m・ 4.56mである。削平が及んでいること

から、全体的な規模は不明だが、比較的残存が良か

った西辺から推定して、 7m四方程度の規模が推定

される。

西辺を基準とした南北軸の方向は、N-30° ―E

である。

堆積土 いずれも掘 り方の埋め戻し上とみられ、 3

層に区分された。各層とも黄褐色系の砂である。

柱穴 確認面で検出された 2基のビットが、柱穴に

相当するものと考えられる。 Pl・ P2と もに円形

を基調に掘られている。

掘り方 掘 り方の底面は全体的に平で大きな起伏は

認められないが、西・南辺では溝状に掘られている。

出土遺物 (第 12図 )

堆積土中より上師器片が出上したが、磨滅の進ん

だ細片が大部分で、図示をなし得たものは 1点のみ

である。

1は土師器の外である。残存約1/8の小片で詳細

は判然としないが、器形や内面を横ナデで仕上げて

いる調整方法などに特長がみられる。第 7図  2区遺構配置図



柱穴の規模 柱間寸法

ビッ トNo 直 径 ω 深 さい ビットNo 柱間寸法 ω

Pl 084× 072 Pl～ P2

P2 0 72X0 64

第 4表 Sil堅 穴住居跡柱穴計測表

なお、このほかに図化できなかった土師器片のなかに必が 2点あり、一方には内面黒色処理が施されているが、

一方は 1同様に、ナデ調整が最終調整となっている。

(2)S12竪 穴住居跡

遺構状況 (第 13図 )

遺存状況  4区 S-51、 E-3付近で確認した。SD3溝跡、およびS123・ 24竪穴住居跡に切られている。

平面形は比較的整った隅九方形を呈するが、全体的に削平を受けていて、遺構の確認面はほぼ床面におよんでい

る。カマ ドも袖部分の痕跡だけが確認された。
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<第 9図
4区遺構配置図

完全に確認した北・ 西辺の長さはそれぞれ6.44m、 6.36mを 計 り、これから復元推定される床面積は約414Pで あ

る。

中軸の方向はN-25° 一Wと なっている。

堆積土 全体で23層 に細分された。 1層は床面となった黄色の粘上である。 2～ H層は柱穴、ビットの堆積上で、

部分的に粘土をはさんでいるものの、砂を主体としている。12～ 14層はカマドの堆積上で、多量の灰・炭化物・焼

上が混入している。15016層 はカマド煙道部の堆積上で、灰・炭化物・焼上を含んでいる。18～ 23層は黄褐色系の

砂で、掘 り方の堆積上である。

床面 掘 り方埋め戻し上の上面に粘土を貼って床面としたものとみられるが、削平を受けていて、平面図網かけ部

分でのみ残存がみられた。貼床に使われた粘土は粒子が細かく、砂などの混入物の少ないもので、よく締まってい



柱穴の規模 柱間寸法

ピットNa 直 径 ω 深 さ⑭ ビ ッ 卜No 柱間寸法 ω

PI 10X076 Pl～ P2

P2 1 0× 0.92 P2～ P4

P3 0,72× 072 P2～ P3

P4 076× 060 P3～ Pl

る。

床面ではPl～ 6の 6基のビットを検出したほか、カマ ドの痕跡を確認 した。

柱穴 5基のピットのうちPl～ 4が柱穴に相当するものと考えられるが、いずれからも柱痕跡は検出しなかった。

なお、床面ではこのほかP506の ビットを確認 しているが、性格は判然としない。

第5表 Si2堅穴住居跡柱穴計測表

カマ ド 北辺のほぼ中央部で確認 した。袖部は削平によってほぼ失われていたが、平面図中のプランのように、黄

色粘上が残存 してお り、この部分がカマ ド袖基部の残存 と考えられる。燃焼部は長軸1.lmほ どの精円形の窪みと

して検出され、堆積上には灰・ 炭化物・焼土が多量に混ざっている。

煙道の検出全長は1.2m、 幅は40～ 50clll前 後であるが、先端部分は削平で失われているものとみられる。

なお、カマ ド堆積上の14層ではきわめて多量の灰が検出されたが、灰像分析の結果、稲藁・ 籾殻を起源 とするも

のであることが判明した。このことから、カマ ドの燃料として、これらのものが使用されていたことが推定される。

掘 り方 荒 く掘られていて、底面には細かい起伏がみとめられた。床面上面からの深さは30cIIl前 後を計る。堆積土

は基本層序の砂と同質のもので、住居構築時に一旦掘 り起こした上砂を埋め戻 したものと推定される。

出土遺物 (第 14図 )

床面、掘 り方堆積土中より土師器片が出土 したが、図示をなし得たものは次の 1点だけである。

1は土師器の不である。残存約1/5の 小片で詳細は判然としないが、内面にはヘラミガキの後、黒色処理が施さ

れている。

このほか、図化のできなかった土師器芥、および甕壷類の細片がそれぞれ10点、325点出上したが、いずれも非

ロクロ成形のものとなっている。

い)Si3竪 穴住居跡

遺構状況 (第 15図 )

遺存状況 3区 S-23、 W-1付近で確認した。遺構の中央部分をSD5溝跡に大きく切られている。

平面形は比較的整った隅九方形を呈しているが、全体的に削平を受けていて、遺構の確認面は床面におよんでい

る。

すべてのコーナーを検出した】ヒ・西辺の長さはそれぞれ5.56、 5.60mを 計 り、これから復元推定される床面積は

約31rである。

中軸の方向はN-33° 一Wと なっている。

堆積土 全体で19層に細分された。 2層は床面となった黄褐色系の粘上である。 3～ 12層はビットの堆積上で、砂

を主体としている。13層は煙道、14～ 17層はカマドの堆積上であるが、灰・炭化物・焼土ブロックを多量に含んで

いる。18～ 19層は掘 り方埋土である。

床面 掘 り方埋め戻し上の上面に、粘土を貼って床面としたものとみられるが、全体的に削平を受けていて、平面

図網かけ部分でのみ残存がみられた。貼床に使われた黄褐色の粘土は粒子が細かく、砂などの混入物の少ないもの

で、よく締まっている。カマド跡周囲では灰、焼土小ブロックが上面でみとめられた。

床面ではPl～ 4の 4基のビットを検出したほか、カマド燃焼部および袖の一部を確認した。
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柱穴 検出された 4基のピットが柱穴に相当するものと考えられる

が、いずれからも柱痕跡は確認されなかった。

なお、P2は SD5溝跡との重複で大半が失われていて詳細は不明

である。

第6表 Si3堅穴住居跡柱穴計測表

カマ ド 北辺のほぼ中央部で確認 した。わずかに残存 した袖部は うす

く細砂が混入する黄褐色系の粘上で築かれていて、両袖の先端幅は90

clllである。燃焼部分は長軸90clllの 楕円形の窪みとして検出され、堆積

土には多量の灰、炭化物、焼土ブロックが混入する。煙道の検出全長

は60cm、 上幅は40ctll前 後を計る。

掘 り方 荒 く掘られていて、底面では細かい起伏がみとめられた。床

面上面からの深さは10～ 30clll前 後である。

堆積土は基本層序 と同質の砂で、住居構築時に掘 り起こした土砂を埋

め戻 したものと推測される。

出土遺物 (第 16図 )

床面、カマ ド堆積土、柱穴堆積土、および掘 り方堆積土から土師器、

須恵器、土製品が出土 したが、図示をなし得たものは次の 4点である。

1はカマ ド堆積土から出土 した土師器の外である。小破片で詳 しい

様相の把握は困難であるが、内外面とも漆処理が施されている点に特

長がある。 2は床面より出上 した土師器の甕である。 3は床面より出

土 した須恵器甕で、外面に沈線および波状文が観察されるが、細片で

あるため詳細は不明である。 4は土錘である。 P4柱穴堆積土から出

土 した。

このほか、図化のできなかった土師器界および甕重類の細片がそれ

ぞれ 6点、186点出上 したが、いずれも非 ロクロ成形のものとなって

いる。

(4)s14竪 穴住居跡

遺構状況 (第 17図 )

遺存状況 3区 S-16、 E-4付近で確認 した。 SD5。 7遺構に大

きく切られている。

検出した平面形はやや不整な方形を呈 してお り、すべてのコーナー

を確認 した南 C西辺の長さは、それぞれ5。 16m、 4.28mを 計る。カマ

ドは検出されなかった。

西辺を基準とした南北軸の方向はN-15° 一Wと なっている。

lo    ‰

数字は竪穴住居跡番号

第10図 堅穴住居跡位置図

LⅢ

柱穴の規模 柱間寸法

ビ ッ 卜No 直 径 lrD 深 さ m ビ ッ 卜No 柱間寸法 ω

Pl 0 76X0 72 Pl～ P2

P2 P2～ P4

P3 0 80X0 60 P4-P3

P4 1 0X0 80 P3～ PI

∴
Ｗ
生



唇序 色 調 種  類 爾 考 層序 色 調 種   類 捕 考

I 10Y R3/3 階4B色 砂 臨り方埋土。 3 25Y5/4  黄褐色 砂 掘 り方埋上。

2 り方輝 ■
^

第11図 S:1堅 穴住居跡平面・断面図

ー

堆積土 全体で12層に細分されたが、このうち 1層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えら

れる。 2層は床面となった黄灰色の粘土層である。 3～ 4層は掘 り方の堆積土である。 5～ 12層 はピットの堆積土

番 号
騨

一つ

鏡

一薔

冽
形

種
器

出上位置
法   豊   0

外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 鱒   考 写真図版
口  径 器  局 器/口 段

l C-252
上師器

横ナデ、削 り 横ナデ E-7

第12図 SII堅 穴住居跡出土遺物



10m与

10m名

10m名

10n―彗

層層 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 傭 帝

l 25Y6/3  にぶい黄色 粘土 貼床Ⅲ Y R5/3 にボい衷稿色 カマ ド堆積物。炭化物、焼上を含む .

2 25Y3/2  黒褐色 砂 Pl堆 積物。 10Y R3/1 黒褐色 砂質ツル Ⅲ カマ ド雅積物。灰をきわめて多量に含む。

炭化物、焼上を含む。

3 25Y5/1  黄灰色 粘土 PI雅積物。灰を帯状に合む。 10Y R5/2 灰貢褐色 稿土質シル ト 煙道准積物。炭化物、焼上を少登含む。

4 25Y4/2  階灰黄缶 箔 土 PI雅積物。 10YR4/1 4BA色 砂 煙道堆積物。灰を含む。
5 25Y5/2  暗灰貢色 砂 1堆積物。柱痕か。灰黄色の粘上を含む。 10YR5/4 にぶい黄4B角 砂 瞳還雑 積物。医 を含む。

6 25Y4/3  オ,― ブ褐色 砂 Pl堆積物、 25Y3/1  黒褐色 砂 掘 り方窪土。

7 25Y4/2  暗灰黄色 砂 2雅積惚。 10Y R4/3 にぶい黄褐色 砂 縄 り方埋土^

8 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 P2堆績物。 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 掘 り方理土。

9 25Y4/1  黄灰色 砂 P3堆積物。灰黄色の粘土を多 く含む。灰、

焼上を少量含む。

25Y4/4  オリーブ褐色 砂 掘 り方埋上。

25Y4/3  オツーブ褐色 砂 P3堆積物。 25Y5/3  黄褐色 砂 据 り万埋土。

25Y4/3  オツーブ4B色 砂 P3雉 積物
^ 25Y6/4  黄褐色 砂 掘 り方理上。

I 10Y R5/2 灰頭褐色 rS土賃ンル ト カマ ド墟積物。灰、炭化惚、焼上を多量に

含む。

第13図  S,2堅 穴住居跡平面・断面図



番 号
録

号

登

番

別

形

機

器
出上位置

法 登 御
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

C-430
土師器

横ナデ D-4
黒色処理

第14図 Si2堅 穴住居跡出土遺物

で、砂を主体としている。

床面 掘 り方埋め戻し上の上面に粘土を貼って床面としたものとみられるが、平面図網かけ部分でのみ検出した。

貼床は黄灰色の粘土を主体としているが、全体的に砂が混入している。

床面ではPl～ 4の 4基のピットを検出した。

柱穴 床面で検出した 4基のビットが柱穴に相当するものと考えられるが、柱痕跡は確認できなかった。

柱穴の規模 柱間寸法

ピ ッ 卜No 直 径 ω 深 さ ω ビ ッ 卜NO 柱間寸法 ω

Pl 048× 044 (016) Pl～ P2

P2 0 72× 0 68 0 56 P2～ P3

P3 0 76X0 72 0 56 P3～ P4

P4 0 76X0 60 0 52 P4～ PI

第7表 Si4堅穴住居跡柱穴計測表

掘 り方 荒く掘られていて、底面には起伏がみとめられる。床面上面からの深さは10～ 20ctll前後となっている。

出土遺物 (第 18図 )

床面、掘 り方堆積土から土師器および須恵器片 1点が出土したが、図示をなし得たものは以下の 6点である。

1～ 3は土師器の不で、いずれも床面からの出土である。 1の 内面には黒色処理がみとめられない。 2は外面の

最終調整がヘラミガキとなっている。 3は口縁部のごく小さな破片で全体の様相は知 り得ないが、内面に漆処理が

観察される。 4、 5はそれぞれ土師器の甕、鉢で、ともに床面からの出上である。 6は掘 り方堆積土から出土した

須恵器で、壷とみられる。細片であるため、詳細は不明である。

このほか、図化のできなかった土師器界および甕壷類の細片がそれぞれ 5点、108点出上したが、いずれも非ロ

クロ成形のものとなっている。

(5)Si5堅穴住居跡

遺構状況 (第 19図 )

遺存状況 3区南壁に沿って確認したが、遺構の南半部は調査区外に延びている。 S K45土坑を切 り、ビットおよ

び水田暗渠排水管の掘 り方に切られている。

確認部分の平面形は隅丸方形を呈してお り、完全に検出した北辺の長さは5,7mと なっている。東・西辺はさら

に調査区外へと続いている。

西辺を基準とした南北軸はN-29° 一Eである。

堆積土 全体で20層 に細分されたが、このうち 1層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えら

れる。 2層は床面となった灰黄色の粘上である。 3～ 8層はピットの堆積上で、砂を主体としている。 9～ 12層は

土坑の堆積土であるが、上部を中心に炭化物の混入がみられる。13、 14層はカマ ドの推積上で、灰や焼上のブロッ

クが多く混入している。15層は煙道部堆積土、17～20層は掘 り方の推積上である。

床面 掘 り方埋め戻し上上面に粘土を貼って床面としたものとみられるが、平面図網かけ部分でのみ検出した。貼

床に使われた灰黄色の粘土は粒子が細かく、砂などの混入物が少ないもので、よく締まっている。
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層序 色 調 種  類 備 層岸 色 調 種  類 備 考

1 25Y4/2  暗灰黄色 砂 堆積土。 11 25Y5/3 貢褐色 砂 P44L積物。
2 10Y R4/2 灰黄褐色 粘土 貼床。 1:面の ‐

m`に 灰、焼
「

メp′ ク、炭

化物のせる。

25Y4/4  オリーブ褐色 砂 P4雅積物。

3 25Y4/2  暗灰黄rI 砂 PI、  241i蹟物。 13 25Y5/2  暗灰貢色 砂 煙道雑積物。全体的に灰をうす く含む。

4 25Y5/3  貢褐色 砂 PI堆積物。 25Y5/2  暗灰黄色 カマ ド堆積物.焼上を小プロックで含む^

5 25Y5/4  黄褐色 砂 P2埓 r積 物。 25Y5/2  暗灰黄色 砂質 ンル ト カマ ド雅預物。全体円に灰を多量に含む。

焼土をブロックで含む。

25Y6/3  にがい貢色 P241積 物。 25Y3/2 黒褐色 砂質ツル ト カマ ド堆積物。全体的に灰をきわめて多登

に含む。炭化物、焼上ブロックを多量に合

む。

25Y4/2  暗灰黄色 砂 P341積 物。 17 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 カマ ド堆積物。灰を大きなブロックで多登

に含む。炭化物、焼土小ブロンクを含む。
8 25Y4/4  オリープ褐色 砂 10YR4/1 褐灰色 砂 掘 り方埋土。

9 5Y5/2   灰オリーブ色 砂 P3jfl:積物。 25Y4/3  オリーブtB色 砂

5Y5/2   灰オリーブ色 砂 P441積 物
^

第15図 Si3堅 穴住居跡平面・断面図
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け
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番

別

形

任

洛
:L上位置

法    量    ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

器  高 器/日 段  高

C-257
L帥器

赤
(152) (022)

ナア、肖]り           I横 ナデ、 ミガキ E-2b
漆処理 漆処 理

番 ケ
藩

号

¢

轟

冽
形

観

器
出土位置

法 ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

口  径 底 径 器  高

2
上師器

横ナア、ハケロ、削 り 横ナア、ヘラナデ D-2 27-2

3
甕

ロタロナデ、沈線文、波状文 ロタロナデ、自然釉付着。 破 片 36-10

番 号
縁

号

登

香
種  別 器  種 出上位置

法    量    9
分 類 l残 存 I    備          考 写真図版

長  さ I最 大 径 I孔  径 I重 量 lEl

4 P-34 土製品 土 鍾 2  1 1/2 1外面ナデ

第16図 Si3堅 穴住居跡出土遺物

床面ではカマ ド袖部・ 燃焼部および、 5基のビットと上坑 1基を検出した。

坑の性格は判然としない。

柱穴 確認したピットのうち、Pl～ 4が柱穴に相当するものと考えられる。

っ た 。

これらのうちP5ピ ット、SKl土

柱痕跡はいずれでもみとめられなか

柱穴の規模 柱間寸法

ビッ トNα 直 径 ω 深 さ ω ビットNo 柱間寸法 ω

Pl 10X06 PI～ P2

P2 06× 05 P2～ P4

P3 07X05 P4～ P3 28

P4 04× 04 P3～ Pl

第8表 Si5堅穴住居跡柱穴計測表

カマ ド 西辺で確認した。袖部は灰黄色の粘上で築かれている。北側の先端部分は失われているが、袖の先端幅は

70cIIl前後と推定される。燃焼部は長軸 lmの窪みとして検出され、堆積上には多量の灰、焼土が混入している。煙

道の検出全長は1,9m、 幅は40～ 50clllを 計る。

掘り方 中央部分から外側に向かって深く掘られていて、貼床となった 2層上面からの深さは10～30clllを 測る。底
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階浮 色 祠 種   額 備 考 層斤 色 調
―

纏  額 儒 考

! 10YR4/2 灰費福色 堆積土。 7 25Y6/4  にどい奮角 砂 P2舅団贋蒻,。

25Y6/1  貢灰色 砂 貼え IcY R4/3 にぶい貢褐色 秒質シル ト P3用翻詔物む
3 10YR3/2 黒鶴色 砂質ツル ト 掘 り方理上^ 2.5Y6/3  にがい責色 砂 P3堆積物。
4 2 5YOア 4  にどい蓑色 踊

'万
4」 l. 砂 P3拗 。

25Y5/3 賞絶 砂 Pl謝瞬質物。 ,Y R4/1 再灰色 砂質ツル ト P4舅切廣覇え
10Y R2/1 黒色 P2堆描物^炭化物をィ

'詈
合 Jf^ 25Y5/3  黄福色 砂 P4堆着物

^

第17図  Si4堅穴住居跡平面・断面図
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面には起伏がみとめられる。

出土遺物 (第21図 )

堆積土、 ピット堆積上、掘 り方堆積土から土師器が出土 したが、大半が小破片で、図化することができたのは次

の 2点のみである。

1は甕である。日縁部分の破片であ り、全体の状況を把握することはできないが、長胴型を呈するものとみられ

る。掘 り方堆積土から出上 した。 2は P4柱穴堆積土から出上 した蓋であるが、つまみ部分の破片で、詳細は不明

である。

このほか、図化のできなかった土師器界が12点、甕壷類の細片が327点 出上 しているが、いずれも非 ロクロ成形

のものである。なお、この うち芥片はH点が内面黒色処理の施されたものであるが、 1点は内面の最終調整が横ナ

デで、両面に漆処理が観察される資料となっている (登録番号 i C253)。

(6)Si6竪 穴住居跡

遺構状況 (第20図 )

遺存状況 3区 S-16、 W-3付 近で確認 した。遺構の西半をSD2溝 跡に切られている。

平面形はほぼ隅丸方形を基調 としているが、依存状態が悪 く不整なものとなっていて、本来の形態は分からない。

また全体的に削平がおよんでお り、遺構の確認面は掘 り方の堆積土中に達 しているものとみられる。床面、カマ ド

等の施設は確認されなかった。

完全に検出した東辺の長さは6.16mで、東辺を基準とした南北軸方向はN-27° 一Eである。

堆積土 全体で16層 に細分された。 1・ 2層は掘 り方埋土で、黄褐色系の砂である。 3～ 16層は ピットの堆積土で

ある。

柱穴 確認面でH基のビットを検出したが、このうちPl～ P8が主柱穴に相当するものと考えられる。またこの

ほか、壁に沿って位置するP9～ Hに もその可能性は推測されるが判然 としない。

Pl～ P8の ピットは平面図でみるような重複があ り、Pl～ 4の組み合わせが、P5～ 8のそれを切っている。

/

番 号
球

号

笠

番

冽

形

種

器
出上位置

法 邑 い
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/ロ 段  高

C-435
上師器

芥
横ナア、削 , 破片 D-2

2 C-187
土師器

然
(132) ミガキ、削 り D-8b

黒色処理

3 C-258
界

破片 E-5a
漆処理

番 サ
藩

号

笠

番

別
形

樫

器
出上位置 外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真鳳版

底  径 器  高

C-342
にlll器

(182) 横ナデ、ハケロ、輸積み痕。 横ナデ、ヘラナア、輪積み痕。 D-3b 28-7

C-371
に鰤器

118 横ナデ、ナア、肖Jり ヘラナデ、ナデ (国 縁部は磨滅 ) D-2 29-5

E-21
客t忠岩

平行叩き、ナデ タロナア、同心円文押え。 破片 4 36-15

第18図  Si4堅 穴住居跡出土遺物



柱穴の規模 柱問寸法

ビットNo 直 径 ω 深 さ ω ビッ トNo 柱問寸法 ω

P】 0.80X072 0 28 Pl～ P2 2 52

P2 0 80× 0 76 0 32 P2～ P3 2 44

P3 0.84× 076 0 32 P3～ P4 2 52

P4 072X064 0 28 P4～ P〕 2 28

P5 (056X044) (028) P5～ P6 2 84

P6 0.6 0 28 P6～ P7 312

P7 0 56 0 44 P7～ P8 3 08

P8 0.56 0 32 P8～ P5 312

第 9表  S16堅 穴住居跡柱穴計測表

09m」鶉 08m名 P3

層序 色 調 種   類 備 考 色 調 穣  瀬 庸 考

I 25Y4/2  暗灰黄色 准積上。 11 25Y6/6 切煮褐色 砂 SKl堆積物。

2 25Y6/2  灰黄色 粘 土 貼床。カマ ド近くでは上面に灰、灰化物を

のせる。

25Y7/6  明黄褐色 砂 SK I 堆積物。炭化物を少量含む。

3 25Y4/2  暗灰貢色 砂 PI雑積物。炭化物を少量含む。 25Y4/2  暗灰黄色 シル ト質粘土 カマ ド堆積物。灰および焼土 ブロックを多

量に含む。

4 5Y4/3  オリーブ褐色 砂 P I XL積物。 25Y5/2  暗灰貢色 砂 カマ ド雅積物。灰、焼土小ブロックを含む。

5 25Y4/2  暗灰黄色 砂 P2堆積物。炭化物を少量含む。 25Y3/2  黒褐色 煙道堆績物。灰を含む。

6 25Y4/2  暗灰黄色 砂 P3、 4雅積物。 10Y R5/2 灰黄褐缶 砂

5Y4/2  灰オツーブ色 砂 P3堆積物。 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 カマ ド部掘 り方埋土。

8 25Y5/3  黄褐色 砂 P4堆積物。 10Y R4/3 にぶい黄褐色 砂質ンル ト 掘 り方埋上。

9 10YR1 7/1黒 色 砂質ンル ト SKl堆 積物.炭化物を多 く含む^ 10Y R4/3 にぶい黄褐缶 砂 掘 り方埋上。

4/2  暗床貢色 SKI雑 預惚。灰 化物 を含む。 10Y R4/3 にボい貢褐色 砂 掘 り方埋上。

第19図 S15堅 穴住居跡平面・断面図



P-3

P4   ドニ  I on堅当    '2

08m―乳  P5 I Omと当  P7   ド上   10mttL P8   P410m i   P2 P-6 崖

Σ

層序 色 調 種  類 備 考 層 序 色 調 績  類 備 考

I 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 掘 り万埋上。 9 25X4/2  暗医貢色 砂 P4堆潜物.

25Y5/4  黄48色 砂 掘 り方埋土。 25Y4/2  階灰貢色 砂 P5堆積物。

3 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 PI堆積物^
11 25Y4/4  オツーブ4B色 砂 P5堆積物。

4 25Y3/2  黒褐色 砂 P2准預物。 25Y4/2  暗灰黄色 砂 P6堆績物。

5 25Y3/3  暗オリーブ褐色 砂 P2雄積物。 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 P7堆積物。

6 25Y5/3  貢褐色 砂 P2堆積物 . 25Y3/2  黒褐色 砂 P7准積物。

7 25Y3/1  黒褐色 砂 P3雅積物。 25Y4/4  オリーブ褐色 砂 P7堆積物。

8 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 ?3堆績物。 25Y4/3  オリーブ褐色 秒 P8堆糟物^

第20図 S16竪 穴住居跡平面・断面図



このような柱穴のあ りようから、当住居跡では少なくとも2回の柱の立替が行われたことが推定される。

掘り方 非常に荒く掘られていて、底面には細かい起伏がみとめられる。確認面からの深さは、10～ 30clll前後とな

っている。

出土遺物 (第22図 )

掘 り方堆積土中より土師器および瓦 1点が出土したが、図示することができたのは瓦のみである。

1は丸瓦である。小片であるために全体の様相は知 り得ないが、凸面には縄叩きとナデによるす り消し、凹面に

は布目痕が観察される。

このほか、図化することのできなかった土師器不 5点と甕壷類42点が、いずれも掘 り方堆積土より出上している。

摩滅が著しい細片がほとんどで詳しい状況は知 り得ないが、ロクロ成形のものはみられないようである。また 5点

出上した外には、すべてに内面黒色処理がみとめられる。

(D S18堅穴住居跡

遺構状況 (第23図 )

遺存状況 3区 S-2、 W-15付近で確認した。小溝遺構H群、 S D30溝跡を切 り、SK4土坑に切られている。

遺存状況は比較的良好で、各辺の検出全長は北辺6.52・ 南辺5,9。 東辺 5・ 西辺 4mを計 り、東西方向に長い隅

九の長方形を呈している。なお南辺のほぼ中央部分には、他の住居跡ではみられない南北幅 1。 東西幅1.4m程の

方形の張 り出しがみとめられ、特長のある形状を呈している。

南北軸の方向はN-39。 一Eである。

堆積土 遺構断面図に示した堆積土は、全体で15層に区分される。 1層の砂は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然

流入によるものと考えられる。204b層 の粘土は類似した灰黄色の粘土で、ともに貼床の残存とみられる。なお、

4a層は 4b層直上に分布する灰で、炭化物や焼上の小ブロックを含んでいる。4b層に伴 う灰層とみておきたい。

3層の砂は 4b層から2層の床面へかさ上げする目的で入れられた可能性を推測しておきたい。 5～ 7層の砂は、

番 号
球

号

登

番

冽

形

機

器
出上位置

法    量    回
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

1 C-368
土師器

ミガキ ナア、 ミガキ 破片 D-1

番 号
録

暑

登

番

別

形

笹

鶏
出上位置

法   量
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

臼  径 底

2 C-346
土ffn器

甑
口唇部ハケロ、横ナデ 横ナデ、一部ナデ、 ミガキ D-2a 一　

一

”

６７

第21図 Si5堅 穴住居跡出土遺物

い一
第22図 6堅穴住居跡出土遺物

番 号
録

暑

登

番
額  別 器  種 出上位置

長
分 類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

縄ppき、スリ消し (ナ ア) 布日痕



Yゝ

第23図 Si3堅 穴住居跡平面図



第24図 S18堅 穴住居跡断面図

第10表 S18堅穴住居跡柱穴計測表

P3ピ ットの堆積上である。 8～ 13層 はカマ ド、煙道の堆積上である。シル トや粘土を主体としていて、全体的に

灰、炭化物、焼土などの混入がみ とめられる。 14・ 15層は掘 り方堆積上である。

床面 部分的ではあるが、床面 と考えられる面を 2面検出した。古い階段の貼床 とみられる4b層 (第 2床面)の

粘土は、掘 り方堆積土の直上にみ られるもので、平面図網かけ部分実線の範囲で面的な広が りを確認 した。なお、

この面の直上では、平面図の濃い網かけの範囲で、カマ ドに由来すると考えられる灰層が検出された。これらの上

部に 3層の砂を挟在 して、新段階の貼床の残存 と考えられる 2層 (第 1床面)が、平面図破線の範囲で確認された。

4b層段階の床面上に 3層の砂を入れてかさ上げ し、この直上に 2層の粘土を貼 って新たな床面を作 り出したも

のと推測 しておきたい。

柱穴 第 1床面直上から第 2床面の レベルでは、Pl～ 9の 9基のピットを確認 した。これらのピットが、どのよ

うに組み合って柱穴を構成 し得るものか判然としないが、配置からPl・ 2・ 8・ 9の組み合わせや、 P4・ 5な

どのピットに主要な柱穴 としての可能性が考えられる。また、東辺に沿った P7ビ ットからは柱材とみられる木製

品が出土 したことから、西辺のP7ピ ットとともに、柱穴の可能性が推測される。

なお、床面の調査を終えて、掘 り方底面までの掘 り下げを行った時点で、新たに P10～ 16の 7基のピットを新た

に検出した。これらの うち、 P15・ 16ピ ットでは柱材状の木製品が出上 したが、住居の構造に係わる柱穴 となるも

のかどうか、判断することはできなかった。

腎序 色 調 穣  取 偏 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 25Y4/2  暗灰貢色 砂 堆積上。 8 25Y3/1  黒褐色 砂質シル ト カマ ド堆積物。全体的に灰を含む。炭化物

を少量含む。

2 25Y5/2  暗灰貢色 第 1貼床。全体的に綱砂が うす く混入。 9 25Y5/2  階灰黄色 ンル ト質粘土 煙道堆積物。焼上を小ブロックで含む。

3 25Y4/2  階灰黄色 砂 貼面かさ上げ上。部分的に炭化物、焼土」、 25Y4/2  贈灰黄色 カマ ド堆積物_灰、炭化物を含む.

ЮYR2/1 黒色 灰

プロックを含む。

第 2床面上の灰層。炭化物、焼土小プロ

クを含む。

II 25Y3/1  黒褐色 粘土質ンル ト
煙道堆積物。全体的に灰を多量に含む。炭

化物を含む。

25Y5/2  暗灰黄色 第 2貼床_砂 の混入ほとんど認められなヽ 25Y5/2  暗度黄負 ンル ト質粘土 カマ ド～煙道堆積物。灰、炭化物を含む。

25Y4/2  暗灰黄色 砂 25Y4/3  オツーブ褐色 砂 塵道雅積物 (掘 り方 ?)。 灰を少量含む。

6 25Y4/1  黄灰色 砂 P-3堆積物。 25Y3/3  暗オリーブ褐色 砂 掘 り方埋上。

7 25Y3/1  黒褐色 砂 P-3堆積物。 5Y6/2   反オリーブ缶 砂

柱穴の規模 柱間寸法

ビ ッ 卜AIo 直 径 ⑭ 深 さω ビッ トNα 柱間寸法 ω

P] 032× 032 Pl-2

P2 024× 020 P8～ 9

P3 0 52XO.44 PI～ 8

P4 0 36× 0 32 P2～ 9

P5 0 60X0 44 P4～ 5

P6 028X028 P6～ 7

P7 036X028

P8 032X028

0 36× 0 32



番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 量 側
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段 高

1 C― ■1

土師器
(186) (025) 横ナア、肖1り D-4

黒色 処理

2 C― ■0
土 師 器

邦
(146) (032) 横ナア、肖1り 、 ミガキ、輪積みlR。 D-8b

黒色処理

番 号
録

号

登

香

別

形

種

器
出上位置

法   量  0
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

口 径 底  径 器  高

3 C-122
土師器

(188) 横ナデ、ハケロ、削 り 横ナデ、ヘラナア、ナア、輸積み痕 (1/5) D-lb
炭化物付着。

C― ■6
土師器

短預壺
横ナデ、 ミガキ D-2 内外面頚部に稜

5 C-109
土師器

(314) 横ナデ、 ミガキ、肖Jり
ミガキ 外面口縁部に沈

繰あ り。黒色 処理

番 号
番  号

種  別 器  種 出上位置
特 長

分  類 写真図版
凸 面 凹 面 備 考

6 F-2 瓦 丸瓦 縄叩き、ス ツ消 し (ナ デ)

糸切 り痕、布目痕、布綴 じ痕、側縁ヘ

ラ割り
側面ヘラ肖1り 。灰白色。 41-2

7 F-3 瓦 丸瓦 平行叩き
糸切 り展、布 目反、布綴 し痕、一部ナ

デ凸型台圧痕、側最ヘラ首こり.

al面 ヘラ肖1り 。灰色。 4,-8

8 F-1 瓦 軒丸瓦 平行叩き、ス
'消

し (ナ デ) 糸切 り痕、布目痕、側緑ヘラ削 り

瓦当部剥落。広端面にヘ ラ刻み、瓦当

との接合部に粘土を付加。側面ヘラ湾1

り、灰色。

40-1

第25図  S18堅 穴住居跡出土遺物(1)
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番 号
録

暑

登

碁
種  別 器  種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 鷹 考

9 F-5 瓦 丸瓦 縄叩き、ス リ消 し (ナ デ) 糸切 り痕、布目痕、側縁ヘラ削 り 側面ヘラ肖より、灰色^

F-6 瓦 丸 瓦 平行ppき
糸切 り反、布目痕、凸形台圧痕 灰色

II F-4 瓦 丸 瓦 縄叩き、ス リ消 し (ナ ア) 糸切 り戻、布 目痕 紫灰色
F-7 瓦 丸瓦 縄即き、ス リ消 し (ナ デ) 糸切 り反、布 日反、狭端縁ヘラ肖1り 狭端面ヘラ音Jり ^灰缶 _

番 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

法 量 い
分 類 残  存 備 考 写真図版

長    さ 最 大 径 孔   径 1重 量 億)

P-10 土製品 土錘 1 2 2 V3 1外 面ナデ

番 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹  種 素 材 木取 り

法   豊  倒
傭 考 写真図版

長  さ I最 大 径 全  周

L-282 木製品 柱 材
ハンノキ属の

一種
ち

う

材

持

割

割

芯

分

分

く

二

(177) 底部木口面に切断力Π工痕あ り。上部欠損。

第26図  S18堅 穴住居跡出土遺物(2)

カマ ド 】ヒ辺のほぼ中央部分で検出した。

袖は西側一方で確認された。貼床の構築土とみられる 2・ 4b層 と、きわめて類似した灰黄色系の粘上で作られ

ているが、全体的にうすい砂の混入がみとめられる。残存する長さ。最大幅はそれぞれ70・ 50ctllで、高さは最大で

15c14を 計る。煙道の検出全長は1.2m、 最大幅は lmと なっている。

掘 り方 全体的にていねいな掘 り込みが行われているが、南・東辺では中心部に向かって深くなる明瞭な段差が確

認されたほか、中央部分では島状の高まりがみとめられる。確認面からの深さは周辺部分が20～30cal前後、中心部

分では40～ 50ctllと なっている。掘 り方堆積土は基本層序と同質の砂であるが、住居構築時に一旦掘 り上げた土砂を

埋め戻したものと推測される。

なお、底面の一部では土掘 り用具の痕跡を集中的に検出した。平面形は整った半円形を呈し、東から西方向への

掘 り込みを示 している。大きさにはややばらつきがみられるが、平面形15× 1 5clll、 深さ 7 clll前 後のものが主体をな

している。

出土遺物 (第 25・ 26図 )



床面やカマ ド堆積上、ビット、掘 り方堆積上、堆積土などから土師器、瓦、土製品、木製品が出上した。

1・ 2は土師器の不で、いずれも第 1床面 2層上面での出上である。1は体部外面にごく軽い段がみとめられる。

2は椀型の器形を呈し、外面の最終的な調整にミガキ調整が加えられている。なお、ともに内面には黒色処理が施

されている。

3の上師器甕は、第 2床面 4b層上面からの出上である。体部の下半を欠いているが、胴の張った球形の器形を

呈するものとみられる。4は土師器の壷である。日縁部の小片であるために詳細は不明だが、短頚型の器形を呈し、

外面はていねいなミガキ調整、内面には黒色処理が施されている。

5は土師器で不型の製品だが、大型であるため、鉢として分類した。第 1床面 2層上面から出上した。日縁部直

下に軽い沈線が巡 り、内面は黒色処理となっている。

6～ 12は瓦である。このうち6は広端面に刻みが観察されることから、瓦当の剥落した軒九瓦とみられる。その

他の資料はいずれも九瓦片である。

13の土製品は土錘である。第 2床面 4b層上面から出土した。

14は柱穴とみられるピットから出土した木製品で、住居に用いられた柱材の残存と推測される。P7ピ ット底面

に、ほぼ直立した状態で出上した。芯持ち・ 2分割の分割材が用いられていて、残存全長・最大幅はそれぞれ36.8

・ 17.7cmである。樹種はハンノキ属の一種に同定されている。

(け Si9堅 穴住居跡

遺構状況 (第27図 )

遺存状況 3区 S-1、 W-26付近で、調査区西辺に接 して確認した。SIH。 19竪穴住居跡および、 S D43・

109円形周溝を切っている。なお、今次の調査で最大規模の竪穴住居跡でもあり、可能な限 り調査域の拡張を図っ

たものの、遺構の西半部はなお調査区外に延びており、遺構の全容を検出することはできなかった。

遺構の遺存状況は比較的良好だが、ほぼPl・ 5ピ ットより南側全域は、ごく最近の工事撹乱によって削平を受

けていて、遺構上部が失われている。

平面形は整った隅丸方形を呈しており、完全に検出した東辺の長さは7.7mを計る。北・南・ 西辺は調査区外へ

延びるが、柱穴の配置などから、各辺ともほぼ東辺と同程度の長さを示すものと推測され、今回の調査で確認した

竪穴住居跡のなかでは最大規模のものとなっている。

南北軸の方向はN-25° 一Eである。

なお、改めて後述するが本住居跡には比較的大がかりな改築・拡張の痕跡がみとめられ、北辺の旧煙道は改築・

拡張前の段階に伴 うものである。

堆積土 堆積上、周溝堆積土、貼床、床面かさ上げ上、掘 り方堆積土、柱穴・ ピット堆積上、カマ ド●煙道堆積土、

煙道掘 り方堆積土などに区分される。

1・ 2層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。

3～ 14層は薄い粘土層と砂層が互層の状態となっている。 3・ 5・ 7。 90H・ 13・ 14層が粘上層で、層厚は 2

～ 5 clll前後、全体的によく締まっている。 4・ 6・ 8010。 12の砂層は、各粘土層の間に挟在する。層厚は10層が

5～ 7 clllと 最も厚く、それ以外の層は 3～ 5 cm前後である。粘土層は貼床、砂層は床面を補修した際のかさ上げ土

である可能性を推測しておきたい。

15～ 17層の砂は、撹乱状窪み部分の堆積上である。18～29層は柱穴とみられるPl～ 5ピ ットの堆積上で、いず

れも砂である。30031層は周溝の堆積土である。32～ 45層はカマド●煙道堆積土、および煙道掘 り方堆積上である。

ンル ト、粘上を主体としているが、カマドの堆積土は全体的に、灰・炭化物や焼土ブロックを多く含んでおり、こ

のうち40～ 42層は灰の集積層となっている。煙道の堆積部土にも全体的に、灰・炭化物や焼土ブロックなどの混入
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第27図 Si9堅 穴住居跡平面・断面図(1)
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層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 繕  額 傭 考

25Y3/2  黒褐色 砂 雑積土。 25Y3/1  黒褐色 砂 P5堆積物。

2 25Y4/2  階灰黄色 砂 雅積上。 25Y4/2  暗灰黄色 砂 PS堆積物。

3 25Y6/3  黄褐色 粘土 第 1貼床、全体的に砂が う十 く混る_ 25Y3/2  黒褐缶 砂 周満堆積物。

4 25Y5/2  暗灰天色 砂 床 面か さ上げ上。 31 25Y4/2  暗灰黄色 砂 周滴堆積物。灰黄色の粘上を小ブロックで

少登合と^

5 25Y6/3  黄褐色 粘土 第 2貼床。上面に黒色の灰、炭化物をのせ

る。

25Y5/2  暗灰黄色 粘土 煙 適獲預物。

6 25Y5/2 賠灰黄色 砂 床面かさ上げ上。 10Y R3/2 黒褐色 煙道堆積物。全体的に灰が混る。

7 25Y5/3  黄褐色 粘 土 第 3貼床。上面に黒色の灰、灰化物および

焼土小粒をのせる。

25Y4/2  賠灰黄色 煙道雅積物。炭化物、焼上を含む。

25Y3/1  黒褐色 砂 床面かさ上げ土。全体的に灰を含む。 10Y R3/2 黒褐色 煙道堆積物。炭化物、焼上を少豊含舌^

25Y5/3  黄褐色 粘 土 第 1貼床。全体的に砂が うす く混る。上面

に黒色の灰をのせる。

25Y4/2  陪灰黄色 砂質 シル ト 煙道堆積物。炭化物、焼上を少量合む。

25Y5/2  階灰黄色 砂 床面かさ上げ土。全体的に灰を うす く含む。

焼土小プロックを少量合tF^

25Y6/2  灰黄色 粘土 煙道掘 り方埋土。

11 25Y6/2  階貢色 FI土 第 5贈ス。 25Y3/2  黒褐色 煙道雅積物。全体的に灰が混 る。焼土を大

ブロックで含む。炭化物を少量含む。

25Y3/2  黒褐色 砂 黄褐色の粘上を小ノロックで含む。 しまり

強ぃ_第 5床面の残存 ?

25Y4/2  階灰黄色 砂質シル ト 煙道雅積物。炭化物、焼上を少量含む。

12 25Y4/2  暗灰頁色 砂 床 面か さ上 げ上。全体的 に灰が うす く滉 る。 25Y4/2  暗灰貢色 灰 カマ ド雅積物。灰の集積層。炭化物、焼土

を含む。

13 25Y5/2  暗灰黄色 粘上 第 6貼床。上面の一部に灰をのせる。 25Y3/1 黒褐色 カマ ド堆積物。全体に灰を多量に含む。炭

化物、焼上を少量含む。

14 25Y5/2  暗灰黄色 粘土 第 7賄床。上面に灰および砂の藩層をのせ 42 25Y2/1 黒色 灰 カマ ド堆積物。尿化物、焼上をきわめて多

豊に合む^

15 25Y3/2  黒褥色 砂 黄褐色の粘土を小ブロックで含む。炭化物

を含む。

25Y4/3  オツーブ褐色 砂 煙適雅積物。灰化物を少重含む。

26Y4/2  暗灰黄色 砂 黄褐色の粘上を小ブロックで含む。炭化物

を含む。

25Y3/1  黒褐色 砂 カマ ド堆積物。全体的に灰が多量に混る。

炭化物、焼上を含む。

17 25Y4/2  陪灰黄色 砂 灰褐色の猫土を小ノロックで含む。灰化物 45 25Y4/3  オ〃―ブ穏色 砂 カマ ド雅積物。にぶい貢色の粘土を小プロ

ックで合む^

25Y4/3  オツーブ褐色 砂 PI准積物。 25Y6/2  灰貢色 粘土 カマ ド構築土。煙道掘 り方埋土。

5Y4/1   灰 砂 PI雅積物。 47 25Y4/1 黄灰色 砂 P26堆積物。

25Y4/2  暗灰黄色 砂 P2堆精物^ 25Y3/1  黒褐色 砂 P26准積物。柱痕か ?

21 25Y4/2  階灰貢色 砂 P2堆預物。黒褐色の砂をブロッタで含む。 5Y4/2   灰オリーブ色 砂 P26雅積物。

5Y4/1   灰 砂 P2堆積物。 25Y3/1  黒褐色 砂 P27雅積物。灰黄色の粘土を小プロックで

少豊含む。

25Y3/1 黒褐色 砂 P3堆積物。柱戻カ 25Y3/1  黒褐色 砂 P274L積 物。柱戻か ?

25Y4/1  黄灰色 砂 P3堆績物。 25Y4/2  暗灰黄色 砂 P27堆積物、

5Y4/2   灰オツーブ色 砂 P3堆積物ぅ 25Y3/3 暗オリーブtB角 り方埋土。

75Y6/2  灰オツーブ色 砂 25Y4/2  暗灰貢色 砂 掘 り万埋土。 (1日 肩藩4t積物 ?

27 75Y4/2  灰オリープ色 砂 P4堆積物。柱反カ

第28図 S19堅 穴住居跡断面図(鋤
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第20図 S19堅A住居跡平面・断面図0)

がみとめられる。37層の灰黄色粘土は煙道の掘つ方埋上であるが、非常に硬く締まっている。46層の医黄色粘土は、

カマド袖の構築上、ならびに煙道掘 り方埋上である。区別がつけ難いほどに同質であったため、同番とした。

47～52層は、拡張・改築以前の段階に伴う柱穴とみられる、P26。 27ピ ットの堆積土である。53・ 54層の砂は掘

り方堆積上である。

床面 当遺構の調査に当たっては、床面の判断が困難であったが、以下のような、すくなくとも7期以上の改修・

変遷を推定しておきたい。

一部



旧―新の順に、14層 (第 7床面)、 13層 (第 6床面)、 11層 (第 5床面)、 9層 (第 4床面)、 7層 (第 3床面)、

5層 (第 2床面)、 3層 (第 1床面)。 これらの層は、層厚 2～ 5 clll前後の締まりの強い粘土層で、これらが貼床の

残存と推定される。工事撹乱による削平の及んでいない、Pl・ 5ビ ット以北全域で面的な広がりを確認したが、

いずれの上面でも、カマド跡を中心に灰や炭化物の分布がみられた。

最も古い段階の貼床となっている第 7床面が、掘 り方埋土の直上に作られた後、なんらかの理由で床面改修の必

要が生じ、その都度新たな床面が構築されていったものとみられる。貼床と考えられる粘土層各層の間には、 12・

10・ 8・ 6・ 4層の砂層が挟在しているが、これらは新たな貼床を行う際に入れられたかさ上げ土と推測しておき

たい。なお、最下の第 7床面上面から、第 1床面上面の比高差は18clll前後となっている。

第 1床面上面では周溝、カマド、柱穴、ビットなどの施設を検出した。

周溝 検出した北・東・南辺に沿って巡っていて、上端幅は30～ 50ctll、 深さは20～ 25cIIl前 後を計る。なお、後述す

るが周溝底面では、合計14基のピットを検出した。

柱穴 Pl～ 5ビ ットが主柱穴に相当するものとみられる。また確認はできなかったが、Pl― P2延長線上の破

線で示した位置に、さらに 1基の柱穴が存在する可能性が高く、 1× 2間の主柱穴を構成するものと理解される。

これらの柱穴のうち、Pl・ 3・ 5ビ ットからは柱材が出上したほか、P4ビ ットでは直径約20clllほ どの柱痕跡が

みとめられた。

このほか周溝底面では、直径15clll前後のものを主体とするP12～ 25の 14基のピットが確認された。 うちP15・ 16

・ 22ピ ットでは直径 8 cal前後の柱痕跡を伴っており、これらのピットにも住居跡の補助的な柱穴としての可能性が

推測される。側柱穴として理解しておきたい。なお、カマド袖に接して検出されたP13・ 14ピ ットは、直径が18～

20clllを 計るなど、やや様相を異にしており、他のピットと同様の性格であるものか、あるいはカマドに付随するな

んらかの施設に伴うものか、半↓然としない。

カマ ド 北辺で確認した。なお、古い煙道は住居跡の旧段階 (改築・拡張以前)に伴うもので、別頂で後述する。

袖は双方とも残存し、灰黄色の粒子の細かい粘上で築かれている。西側の袖は下端幅44clll・ 上端幅21clll・ 高さ

13cIB、 東側は下端幅34clll・ 上端幅16cal・ 高さ15cIIlと なっていて、両端幅は先端で1.2m、 最大1.5mを 計る。燃焼部

は1.25× 0.6mの精円形を呈し、底面は焼上化している。この部分の堆積上では、多量の灰や炭化物がみとめられ

た。

煙道は一旦掘 り方を掘って灰黄色の粘土を充填し、これを穿って作られており、先端部分では煙出しとみられる

ピット状の落ち込みを確認した。掘 り方部分は検出長2.lm・ 上端0.55～ lm・ 深さ15clll前 後を計 り、煙道は長さ

1.25m、 上幅40cln前 後・深さ 6 clll前後・先端部深さは10cIIlと なっている。

掘り方 本住居跡は、ほぼPl・ 5ピ ット以南全体で、掘 り方埋土中に達する削平を受けており、掘 り方の全体的

な様相を知 り得ないが、南北ベル トA― A'ライン断面の一部では、確認面から掘 り方底面までの深さは35clll前 後、

カマド部分は深く、約55ctllを 計る。掘 り方堆積土の53・ 54層は、双方ともに基本層序と同質の砂である。

なお、掘 り方底面までの掘 り下げを行った時点で、一回り小さい掘 り方の痕跡が検出され、当住居跡で拡張が行

柱穴の規模 柱間寸法

ビットNo 直 径 ω 深 さω ビ ッ 卜Nc 柱間寸法 ⑪

Pl 1.lXO.6 Pl～ 5

P2 (0 65X0 55) (058) P2～ 4

P3 (075× 07) Pl～ 2

P4 (0 85× 0 65) (038) P5～ 4

P5 06X06 P4～ 3

第11表 Si9堅 穴住居跡 (新段階)柱穴計測表
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番号
球

号

堂
番

別
形

礎

器
出上位置

法 重
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備 考 写真図版

口  径 器 属 器/口 段  高

C-105
土師器

外
(148) (4■ ) (027) (21) 横ナブ、一部ナデ、肖1り

ミガキ D-2 21-2
黒色処理

2 C-92
土師器

芥
(167) (42) (025) (18) 横ナデ、削 り D-3 21-4

黒色処理

3 C-93
必

12 横ナア、肖1り D-3 21-7
黒色処理

C-89
土師器

然
17 横ナデ、肖jり

ぼ

形

は

移
死

D-4 22-3
黒色処理

5 C― ■3
不

(160) (39) (024) (17) ミガキ、 (1/8) D-4
黒色処理

6 C-108
上師器

邦
(150) (40) (026) (16) 債ナア、削 り、 ミガキ、綸積み痕。 (1/4) D-4 21-12

黒色処理

7 C-103
土師器

(118) (39) (026) (09) 横ナア、ハケロ
ミガキ

(1/4) D-5 22-12
黒色処理

8 C-104
界

(188) (45) (024) (17) 横ナデ、削 り、愉積み戻。 (1/8) D-4
黒色処理

9 C-107
土師器

(228) 横ナブャ削 り
ミガキ

(1/8) D-9つ
緊缶処理

番 号
録

号

登

番 器 形
出上位置

法 量 倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

口 径 底 径 器  高 底/ロ

C-90
上師器

(133) (55)
削 り、 ミガヤ D-7 23-2

邦 黒色処理 黒色処理

C-91
土師署

芥
(150) (60) (04) 横ナデ、削 り

ミガキ D-7c 割れ日に漆付 23-5
70-4黒角処理

番 号
録

号

登

番 器 形
出上位置

法 量 碑
外 面 調 整 内 面 調 整 茂 存 分 類 備 考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

C-106
不

(164) (38) (023) 横ナデ、削 り、部分的に ミガキ (1/8) D-8b
黒色処理

C― H4
土師器

外
横ナデ、肖Jり 僚ナデ 破片 E-7

番 号
録

舟

登

懸

別

形

種

器
出上位置

法  量  倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備 考 写真図版

底 径 器  高

C-94
莞

(190) 横ナデ、肖Iり 横ナア、ヘラナア、一部ナデ (1/5) D-2
27-5
67-6

C-95
上師器

(228) 横ナデ、ハケロ
積

痕

デ、ヘラナア、一部ナデ、輪積み
(1/4) D-2 27-1

第30図 S19堅 穴住居跡出土遺物(1)
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番 ;
球

号

笠

番 器 形
出上位置

法   量   倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口 径 底 径 器  高

C-96
土師器

甕
(223) 横ナア、ハケロ、 ミガヤ 横ナデ、ヘラナア、ナア、輪積み展 (1/5) D-2 27-8

C-99
土師器

(132) 横ナデ、ハケロ、削 り 横ナデ、ハケロ、ベラナデ、ナデ (1/6) D-3 預部に段 25-1

C-66
土師器

養
(163) ケヽロ、横ナア、一部ナデ 横ナデ (1/8) D-3b

C-67
土師器

莞
(204) 横ナデ、ハケロ 撲ナア、ナデ、綸積み痕。 (1/4) D-3b 28-5

C-98
土師器

蓼
(82) ケヽロ、磨減 ナ デ D-lb

C-100
鉢

(244) 横ナデ、削 り 横ナデ、ヘラナア、ナデ (1/4) D-1 29-3

番 号
諄
号

箆
香

冽
形

湮
器

出上位置
法 量 倒

外 面 調 整  1 内 面 調 整 残  石 分  類 備 考 写真図版
陛 径 器  高 直/口

E-50 須恵器

芥
(154) クFナデ、一部に媒状付着   Iロ クロナデ (1/4) 2

番 号
球
号

登
香

別
形

種

器
出上位置

い
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  顔 備 考 写真図版

口  径 医 径 器  高

E-51
須恵器

平行即 き、全面に自然釉付着。 富クロナア 破 片 36-8

第31図  S19堅 穴住居跡出土遺物(鋤



てFrif

ri韓 幾

ヽ
0

ー

香 号
番  号 器 形

出上位置
法 量 倒

外 面 調 整 内 面 調 整 機 存 分 類 備   考 写真図版口 径 I底 径 器  高

E-15 須恵器

変
平行叩き、全面に自然釉付着 同心円文押え。 破片 36-13

E-16 須恵器

莞
平行叩き 同心円文押え。 破 片 36-12

E-52 須恵器

甕
平行叩き、全面に自然釉付着。 クロナデ。 破 片 36-11

番 号
薄
号

登
番

種 別 器  種 出上位置
特 長

分 類 写真図版
凸 面 凹 面 備 考

F-8 瓦 丸瓦 縄口「き (Lく スリ消 し (ナ デ)  1糸 切 り痕、布目痕、lHl縁 ヘラ肖Jり    I側 面ヘラ削 り̂ 灰白fh_ 42-2

番 号
落
号

貧
番

種  別 器 種 出上位置 樹  種 素  材 木取 り
法   母

備 考 写真図版
長   さ 最 大 径 全  周

L-280 木製品 柱材
分割材

(芯去 り)

(460) 上部欠損。 51-5

L-281 木製品 柱材
分割材

(心去 り)

(392) 上部欠損。 51-3

L-279 木製品 住材
分割材

(550) 上部欠損。 51-6

第32図 S19堅 穴住居跡出土遺物(0



われたことが確認された。北 。東 。南辺でそれぞれ、1.2・ 1,701.lm前 後以上の拡張が行われた様相をうかがう

ことができる。拡張にあたっては、旧段階住居跡の掘 り方輪郭を残しながら、床面や埋上を一旦掘 り上げたうえで

拡張部の掘 り方を掘 り、その全体を再び砂で埋め戻したものと推測される。

また掘 り方底面では、土掘 り用具の痕跡を多数検出した。分布には偏 りがあり、拡張部分ではまばらとなってい

る。平面形は整った半円形を呈し、大きさにはややばらつきがみられるが、平面形15～ 20× 6～ 10clll、 深さ 7～ 10

cm前後のものが主体をなしている。

旧段階 (改築・拡張以前)の住居跡 掘 り方底面において、掘 り方輪郭の残存と、この段階のものとみられる柱穴

2基を検出した。また、新段階住居跡の煙道掘 り方に切られている煙道は、この段階のカマ ドに伴うものと判断さ

れる。

旧段階住居跡の規模については判然としないが、掘 り方南北軸の長さは6.4m前後を計る。また、掘 り方底面で

検出したP26・ 27ビ ットは、旧段階に伴う柱穴とみられるが、これと組み合う新たな西側の柱列は検出することが

できなかった。配置からみると、新段階の柱穴 Pl・ 2ピ ットとのバランスがよく、これらの柱穴は旧段階でも機

能していた可能性も考慮する必要があるものと考えられる。なお双方のピットで、直径15～ 18clllの 柱痕跡を確認し

た。カマ ドについてはソデ、燃焼部の痕跡はみとめられず、北辺で煙道だけを検出した。残存全長は2.3m、 上端

幅は50clll前後となっている。

出土遺物 (第30・ 31・ 32図 )

床面や柱穴、床面かさ上げ上、周溝堆積土、掘 り方堆積土などから土師器、須恵器、瓦、木製品などが出上した。

第30図 1～ 13は土師器の不・椀で、 2～ 4・ 6・ 9。 10は第 1床面、H・ 12は第 3床面からの出上である。芥は

体部に段を持ち、内面に黒色処理が施されたものが大半を占めている。13の資料は小片で全体的な様相を知 り得な

いが、器形・器厚や内面のナデ調整などに特長がみられる。10の椀は内外面ともに、ていねいなミガキ調整と黒色

処理が施されている。

第30図 14・ 15、 第31図 16～ 20は土師器の甕である。第30図 14・ 15、 第31図 16・ 17は第 1床面、第31図20は第 4床

面、 2・ 3は掘 り方堆積土からの出上である。長胴型のものがほとんどだが、体部の最終調整はヘラ削 りのものと

ハケロ調整のものとがみられる。第31図 20は体部下半から底部の破片であるが、やや大型で球形の器形が推測され

る。第31図21は土師器の鉢である。

第31図22は須恵器の外であるが、堆積土からの出上で後の混入と考えられる。体部下半に屈曲がみとめられ、底

部切 り離 し技法は不明である。第31図 23、 第32図24～ 26は須恵器の甕であるが、いずれも体部の破片で詳細は知り

得ない。

第32図27は九瓦で、第 5床面から第 4床面のかさ上げ上である10層から出上した。凸面に縄叩き、凹面には糸切

り痕、布日痕が観察される。

第32図 28～ 30は木製品である。それぞれ柱穴のP103・ 5底面に直立した状態で出上し、この住居跡で使用さ

れた主要な柱材であったものとみられる。いずれも芯を避けた分割材で、最大径33～約35clll、 全周は92～ 107caと

大型である。樹種はクリに同定されている。

柱穴の規模 柱間寸法

ビ ッ 卜No 直 径 ω 深 さ い ビットNo 柱間寸法 ω

P26 0 60× 0 55 P26～ P27

P27 0,65X055

第12表 S19堅 穴住居跡 (旧段階)柱穴計測表



(9)S111堅穴住居跡

遺構状況 (第33図 )

遺存状況 3区 S-3、 W-24付近で確認した。S19竪穴住居跡、 S K31土坑に切られている。

平面形は隅丸方形を呈しているが、遺構の西半をS19竪穴住居跡に大きく切られていて、本来の形状を知るこ

とはできない。完全に残っていた東辺の検出全長は5。 24mである。カマドは確認できなかった。

東辺を基準とした南北軸方向はN-45° 一Eである。

堆積土 全体で 9層に細分された。 1層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。 2層

は部分的にみられる粘土層であるが、貼床の残存と考えておきたい。 3、 4層は掘 り方、 6～ 9層はビットの堆積

上である。

床画 面的な広が りとして確認することはできなかったが、掘 り方堆積土直上に点在する堆積± 2層に、床面とし

ての可能性を想定しておきたい。この層は全体的にうすく細砂が混入する灰黄色の粘土であるが、掘 り方堆積土上

面に貼って床面を作 りだしたものとみられる。

この面では 2基のピットを検出した。

柱穴 Pl・ 2ビ ットが柱穴に相当するものと考えられるが、柱痕跡はみとめられなかった。

掘 り方 比較的ていねいに掘られていて、底面に高低差はあるものの、著しい凹凸はみとめられない。貼床の残存

とみられる 2層上面からの深さは10～ 15ctll前後を計る。堆積土は基本層序の砂と同質のもので、住居構築時に一旦

掘 り起こした土砂を埋め戻したものと推測される。

出土遺物 (第34図 )

床面上部堆積上、掘 り方推積土中より上師器が出上したが、摩滅の進んだ細片が大半で、図示をなし得たのは次

の 1点だけである。

1は床面上部堆積土から出土した芥である。外面は削 り調整、内面にはヘラミガミが観察されるが、黒色処理は

施されていない。

このほか、図化のできなかった外が 1点、甕壷類が16点出上したが、いずれも非ロクロ成形のものである。この

うち外には内面黒色処理がみとめられる。

中O S113堅穴住居跡

遺構状況 (第35図 )

遺存状況 3区 S-21、 W-24付近で確認した。この一帯に集中する小溝遺構 5条に切られている。

すべてのコーナーを確認したが、各辺の検出全長は北辺4.1・ 南辺3.6・ 東辺3.1・ 西辺3.Omを計 り、東西方向に

長い隅九の長方形を呈している。これから復元推定される床面積は約134f前後である。

全体的に削平がおよんでいて、遺構の確認面は床面に達しているものとみられる。カマ ドの煙道と床面残存の一

部を確認したが、柱穴は検出することができなかった。

南北軸の方向はN-32° 一Eである。

堆積土 全体で 4層に区分された。 1層は部分的に存在する粘土層であるが、貼床の残存とみられる。 2～ 4層は

掘 り方の堆積土で、いずれも褐色系の砂である。

床面 掘 り方埋め戻し上の上面に、粘土を貼って床面を作 りだしたものと推測されるが、遺存状況が悪 く、平面図

網かけ部分でのみ検出した。貼床に使われた黄褐色の粘土には、全体的にうすく細砂の混入がみられ、よく締まっ

ている。

床面で、カマ ド痕跡および柱穴は確認されなかった。

カマ ド 北辺のほぼ中央部分で煙道の掘 りこみだけを確認した。検出全長は68cal、 上幅は40clll前後を計るが、先端



住穴の規模 柱問寸法

ビ ッ 卜No 直 径 ω 深 さω ビ ッ 卜Nd 柱間寸法 ω

Pl (0,72× 0 60) Pl～ P2 22

P2 (0 68× 0 56) (064)

第13表 S111堅穴住居跡柱穴計測表

唇序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 備 考

25Y3/1  tttB色 砂 雅積 土 ^ 25Y5/3  煮碍色 砂

25Y4/2  暗灰貢色 粕 土 貼床痕跡 ?全体的に灰貢色の砂が うす く混 7 25Y5/4  貢褐色 砂 Pl権積物。

3 25Y4/3  オヅーブ掲fl 砂 8 砂 P2獲 積 脅。

4 25Y5/4  諏碍色 砂 闘 り万埋上。 9 25Y3/2  黒褐色 砂 P2雑積物。

25Y4/2  階灰貢色 砂 PI雅積掏。

第33図  S lll堅穴住居跡平面・断面図

番 号
録

昇

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 重 倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

1 C-68
界

(136) 削 り、磨減 ミガキ D-8b

第34図  S lll堅穴住居跡出土遺物



部分は削平により失われたものとみられる。

掘 り方 荒く掘られていて、底面には細かい起伏がみとめられる。 1層上面からの深さは15～ 30cal前 後となってい

る。

出土遺物 (第36図 )

床面より3点の上製品、掘 り方堆積土から土師器が出上したが、図示をなし得たのは以下の上製品 3点である。

1～ 3は輔羽口である。 2は先端部分に溶着がみられる。いずれも床面からの出上である。

このほか、掘 り方堆積土から内面黒処理の施された土師器不、および甕壷類の破片がそれぞれ 2点、39点出上し

第35図  S l13堅穴住居跡平面 。断面図

⇔ 1

へ 3

脚
∩

25Y4/3  オリー

25Y3/3  贈オリープ褐色

番 号
球

号

霊

， 番
種  別 器  種 出上位置

コ   径 |
備 考 写真図版

残 移 長 残 存 輻

1 P-50 上製品 羽 口 46 外面ナデ

羽 ロ

3 P-6 土製品 羽 口 外面ナデ

第36図  S i13堅穴住居跡出土遺物



ている。いずれも細片であるため詳細は知 り得ないが、ロクロ成形のものは含まれていない。

なお、床面からの出土遺物のありようが特殊であったため、磁石による精査などを試みたが、鉄津や鍛造剥片等

は検出されなかった。

中, S l14堅穴住居跡

遺構状況 (第37・ 38図 )

遺存状況 3区 N-25、 W-5付 近の、 3区北辺中央部分で確認した。遺構の西端部をSD6滞跡に切られている

が、遺存状態は良好である。

平面形は端正な隅九方形を呈し、完全に検出できた南辺・東辺の検出全長はそれぞれ5,12・ 5.Omを計る。これ

から復元推定される床面積は約264fである。南北軸の方向はN-8° 一Eと なっている。

堆積土 遺構断面図に示した堆積土は、全体で26層に区分される。 1層の砂は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然

流入によるものと考えられる。 2層は部分的にみられる粘土層であるが、貼床の残存と推定される。また、カマド

袖の構築土もこれときわめて類似した粘上であるため、同じ区分とした。 3～ 13層は床面から掘 りこまれている周

溝の堆積上で、 1層 と類似した砂となっている。14～ 17層はカマドの推積上であるが、このうち14層には多くの灰

・炭化物が混入するほか、17層ではきわめて多量の焼上がみとめられた。18～25層は煙道、26層は掘 り方の堆積土

である。

なお図表には示していないが、Pl～ P4ピ ットは暗褐色系の砂、P5・ P6ピ ットは黄褐色系の砂を主体とし

ている。

床面 掘 り方埋め戻し土の上面に、粘土を貼って床面を作 りだしたものと推定されるが、遺存状況が悪く、平面図

網かけ部分でのみ検出された。貼床に使われた灰色の粘上には、全体的にうすく細砂の混入がみられ、よく締まっ

ている。

床面では周滞、ピット、カマ ドの袖・燃焼部などの施設を確認した。

柱穴 床面で検出したPl～ P4ピ ットが主柱穴に相当するものとみられるほか、掘 り方底面近くになって確認し

たP5・ 6ビ ットにも補助的な柱穴の可能性が想定される。Pl～ P4ビ ットは、よく整った方形に配置されてい

る。

Pl・ 2・ 5・ 6ピ ットには柱材が残存していたほか、ピット3では確認面で径14セ ンチ前後の柱穴痕がみとめ

られた。

カマ ド 北辺のほぼ中心部で確認した。高さ15clll前後残存していた両袖は貼床の粘土と同質の灰色粘上で築かれて

いて、先端幅70clllで ある。燃焼部では底面の焼土化がみとめられた。この部分の堆積土には全体的に灰、炭化物、

焼土ブロックなどが混入するが、14層で検出した灰は灰像分析の結果、稲の藁を起源とするものであることが判明

した。このことからカマドの燃料として、稲藁が用いられたことが推測される。

煙道部分も先端部ほぼ完全に検出された。検出全長は1.4mである。上幅は住居主体部との取 り付け部分では37

clll前後であるが、中央部付近から楕円状に脹らみ、最大70clllを 計る。なお、取 り付け部分は、掘 り方に袖と同質の

柱穴の規模 柱間寸法

ピットNo 直 径 ω 深 さω ピ ッ 卜No 柱間寸法 ω

Pl 0.6× 40 60 Pl～ P2

P2 0 72X0 64 P2～ P3

P3 0 68XO.64 P3～ P4

P4 0 60X0 48 P4～ PI

P5 (04X03) (035) P5～ P6

P6 (0 44× 0 28) (046)

第14表  S i14堅穴住居跡柱穴計測表
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第37図 S114堅穴住居跡平面・断面図(1)
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第38図 SI‖堅穴住居跡平面・断面図(2)

粘上を充填し、さらにそれを穿って構築されている様相がうかがわれ、先端部には煙出しと考えられるピット状の

落ち込みがみとめられる。

掘り方 四周の壁に沿って、周溝状に深く掘られている。非常に荒く掘られていて、底面には著しい凹凸がみとめ

られる。床面とみられる2層上面からの深さは、溝状の部分が12～ 25clll、 それ以外では 7～ 16cIIl前 後となっている。

掘 り方の堆積土は基本層序の砂と同質のもので、住居構築時に掘 り起こした土砂を埋め戻したものと推測される。

出土遺物 (第39040図 )

床面、カマ ド袖構築土、および柱穴・床面上部・掘 り方堆積土から土師器、木製品が出上した。これらのうち次

のH点を図示することができた。

1～ 3は内面黒色処理が施された土師器の外であるが、 1・ 2では体部外面に段が観察される。 4は土師器の椀

で、外面の最終調整はヘラミガキとなってお り、内面に黒色処理はみとめられない。 5は土師器の董、 6・ 7は長

層序 色 調 種  類 傭 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 10Y R3/2 黒褐色 砂 堆積上、 10Y RI夕/1黒色 カマ ド雅積物。灰、炭化物、焼土を含む。

2 灰 色 Th上 姑床、カマ ド種栗土。全体的に砂か うす く

混る。

1 25Y4/1  諏灰色 稿 土 カマ ド雅積∽。全体的に砂を多 く含む。焼

土打地 を含む。

3 25Y4/2  暗灰黄色 砂 周溝雅積物。 5Y3/1   オリーブ黒色 粘土 カマ ド堆積物。全体的に砂を多 く含む。焼

上を含む。

4 5Y4/2   灰オツーブ色 砂 周滞堆積∽。 17 25Y3/1  黒褐色 粘土 カマ ド堆積物。全体的に砂を多 く合む。焼

上を多量に合む。

5 25Y4/3 オリーブ褐色 砂 周蒲堆積協。 灰 色 煙道堆積物。

6 25Y4/2  灰オ,― ブ色 砂 周溝堆積物。 25Y4/2  暗灰黄色 煙道堆績物。

10Y R3/4 態褐角 砂 周溝雅積物。 25Y5/2  階灰黄色 柄 土 。焼上を含む。

8 10Y R4/4 褐色 砂 周溝准積物。 21 25Y3/1  黒褐色 煙道堆積物。

9 2 5GY3/1 暗オリーブ灰色 砂 周蔵堆積物。 10Y R2/1 黒色 煙道堆積物_

25Y4/3  オリーブ褐色 砂 周溝堆積物。 10Y R2/1 黒色 砂 カマ ド～嬢適獲積物。灰貢色の粘上をブロ

ックで含む。

11 10Y R3/4 階褐色 砂 周溝雅績物。 10Y R3/2 黒褐色 砂 煙道雅積物。

5Y3/2   オ,― ブ黒色 砂 周溝堆積物。 砂 煙道雅積物。

25Y3/2  黒褐色 砂 10Y R4/4 褐色 砂 掘 り方埋上
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番 号
球

号

堂

番 器  形
出上位置

法 豊 い
外 画 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版器  高 器ン/日 段  高

I C― H7 土師器

不
(160) (34) (021) (13) 横ナデ、削 り (1/8) D-3

黒色処理

2 C-88
土師器

(176) (35) (020) 横ナデ、肖】り
ミガキ

(1/6) D-4
黒色処理

3 C― ■8
芥

(169)
横ナデ、削 り、 ミガキ ミガキ

(1/8) D-8b
黒色処理 黒色処理

4 C-86
土 師 器

界
(190) 横ナデ、肖】り、 ミガキ ミガキ (1/5)

D-7

番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

9
外 面 調 整 面 調 整内 残  存 分 類 備 考 写真図版底 径 器  高

5 C-83
土師器

甕
(100) 横ナア、ハケロ、剖 り、輪積み痕 横ナデ、ナデ、 ミガキ (1/4) D-2

H7cE
27-7

6 C-81
土師器

甕
(170) 横ナデ、首1り 、輪積み痕 磨減 (1/4) D-3b 28-8

7 C-82
土師器

(236) ケヽロ、横ナデ 横ナデ、ヘラナデ (1/4) D-3b 28-4

C-87
壺

横ナデ、削 り 横ナデ、ヘラナデ D-3 29-7

C-35
土師器

(113) 横ナデ、肖Jり 、 ミガキ (1/4) D-2
黒色処 理

第39図  S114堅穴住居跡出土遺物(1)
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番 号
著

号

笠
番

種 別 器 種 出上位置 樹   種 素 材 木取 り
法 量 ω

備 考 写真図版
長   さ 最 大 径 金  周

木製品 柱材 期』翔
(486) 上部と下端部殆ど欠損。

L-292 木製品 柱 材
マツ属単維管東

丸太材 下端部分に加工面あ り。両端部欠損。 52-1

第40図  S114堅穴住居跡出土遺物(2)

胴形の甕である。 8は土師器の小型壷、 9は鉢であるが、 9の資料は体部以下の最終調整がヘラミガキで、内面に

は黒色処理が施されている。なお、 1～ 6の出上位置は床面やカマド袖構築上、カマド堆積土などで、いずれもこ

の住居跡に伴うものである可能性がつよい。

10、 Hは柱穴とみられるピットから出上した木製品で、ともに当住居跡に用いられた柱材と考えられる。10は P

2ピ ット底面にはぼ直立する状態で出土した。芯持ち、 2分割の分割材が用いられていて、全長・ 最大幅はそれぞ

れ48.6・ 17.lclllで ある。樹種はクリに同定されている。Hも P6底面に直立の状態で出上した。芯持ちの九太材と

なっており、下端部には加工面が 1面みとめられる。全長・最大径はそれぞれ44.2・ 8.8clllで ある。樹種はマツ属

の一種に同定された。

このほか、図化のできなかった上師器外、養壼類の細片がそれぞれ58点、171点出上したが、ロクロ成形の資料

は含まれていない。須恵器は 1点 も出上しなかった。

中, S,15竪穴住居跡

遺存状況 2区 N-66、 W-29付近で確認した。遺構の大部分を、水田暗渠排水管の掘 り方と、ごく最近の撹乱に

切られている。

検出した平面形は比較的整った隅丸方形を呈しているが、遺構の大半が撹拌等によって失われているので、本来

の形状は知ることができない。全体として遺構の四辺を検出しているが、他との重複がないのは西辺だけで、この

全長は4.88mである。このほか北辺・南辺・東辺の検出全長は、それぞれ4.54・ 4.71・ 4.54mを計る。
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第41図  S l15堅穴住居跡平面・断面図(1)



なお、暗渠排水溝より東側部分の遺構確認面は、掘 り方堆積土中におよんでいる。カマ ドの残存は確認すること

ができなかった。

西辺を基準とする南北軸の方向はN-13° 一Eである。

堆積土 全体で20層に区分された。 1層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。 2・

4層は非常に類似していて、灰黄色の粘上が多量に混入する土層である。ともに貼床の残存と考えられる。 3層の

砂は、 4層から2層の床面へ、かさ上げする目的で入れられた可能性を推測しておきたい。 5～ 19層 はPl～ 4ピ

ットの堆積土である。砂を主体としているが、部分的に戊化物などの混入がみとめられる。20層は掘 り方堆積上で

ある。

床面 床面とみられる面を 2面検出した。古い段階の貼床と考えられる4層 (第 2床面)は、掘 り方堆積土直上に

みられるもので、暗渠排水溝より西側全面で面的な広が りを確認した。この上部に 3層を挟在して、新 しい貼床の

残存とみられる 2層 (第 1貼床)が確認されるが、部分的な残存で、連続する面的な広が りとしては検出されなか

った。

4層段階の床面上に 3層の砂を入れてかさ上げし、この直上に 2層を貼って、新たな床面を作 りだしたものと推

定しておきたい。

柱穴 7基のピットを確認したが、配置からPl～ 4ピ ットが柱穴に相当するものと考えられる。いずれでも明確

な柱痕跡は確認できなかったが、P2～ 4ピ ットでは底面でピット状の窪みを検出し、柱材の痕跡を示すものであ

る可能性も考えられる。なお、P5～ 7ピ ットの性格については判然としない。

柱穴の規模 柱間寸法

ビ ッ 卜No 直 径 ω 深 さ ω ビ ッ 卜Nα 柱間寸法 61

Pl (0 5× 0 38) (038) P4～ P3 (242)

P2 (0 4X0 36) (029) P3～ P2 (228)

P3 (054) P2～ Pl (232)

P4 (0 42) Pl～ P4 (232)

第15表  S i15堅穴住居跡柱穴計測表

C

層 序 色 調 種  類 備 考 色 調 種   類 臓 考

1 10Y R2/3 黒褐色 ンル ト質砂 堆積土。 11 10Y R3/1 黒褐色 ンル ト質砂 P3堆積物。炭化物を含む。焼上の小粒を

少登含む。
10Y R3/3 階褐色 シル ト質砂 第 1貼床。灰黄色の粘上をブロックで多豊

に含む。上面の一部に炭化物をのせる。

黒褐色 ツル ト質砂 P3堆積物。

3 10YR2/3 黒tB角 禾面か さ上 げ土。 25Y6/3  にぶい黄rh P3雑 積物。

4 10Y R2/3 黒褐色 ンル ト質砂 第 2貼床。灰黄色の粘上をプロックで多量

に含む。上面の一部に炭化物をのせ る。

25Y7/4  浅黄色 砂 P3堆積物。

5 10Y R4/2 灰黄褐色 ンル ト質砂 PI猶 貰物。灰頭色 の相土 を小 ブ ロ ックで

合,?_膨 イ″物 力今才に

10Y R2/2 黒褐色 シル ト質砂 P4堆積物。

25Y6/1  黄灰色 砂 Pl堆積物^緯痕跡か 10Y R2/3 黒褐色 P4堆積物^炭化物を合士f_

7 10YR4/1 褐灰色 ンル ト質砂 PI堆積物。 10Y R2/1 黒色 炭化物 P4堆積物。
25Y4/2  暗灰黄色 ンル ト質砂 P2堆積物 . 25Y3/2  黒褐色 P4堆積物。炭化物を含む^

25Y7/4  浅黄色 砂 P2堆積物。 25Y3/2  黒褐色 砂 P4堆積物ハ

25Y5/2  膳灰苦缶 P2雅積物。 10Y R3/3  暗tB缶 砂 掘 り万埋土。

第42図  S115堅穴住居跡平面・断面図(D



掘 り方 2層上面からの深さは22～ 33cm前後を計るが、底面の四周に沿って、おびただしい土掘 り用具の痕跡を検

出した。平面図は完掘の状況だが、確認時の平面プランは、比較的整った半円形を呈する。大きさにはややばらつ

きがみられるものの、20～ 24× 12～ 1 5clll、 深さは 5～ 8 cn前後のものが多い。使用用具の特定は困難であるが、鉄

製の刃先を持つ鋤などが想定される。

なお、掘 り方准積土は基本層序と同質の砂であるが、住居構築時に一旦掘 り上げた土砂を埋め戻したものと推測

される。

出土遺物

第 1床面上部堆積土、および掘 り方堆積土から土師器が出土した。器種内訳は芥 7点、甕壺類136点であるが、

すべて小さな破片であるため、特長など詳しい様相を知ることはできなかったが、いずれも非ロクロ成形のものと

なっている。このうち杯片についてみると、内面黒処理が施されたものが 4点、内外面ともに黒色処理のみとめら

れる資料が 3点である。須恵器は出土しなかった。

19 S116堅 穴住居跡

遺構状況 (第43図 )

遺存状況 2区 N-68、 W-22付近で確認した。 S115竪穴住居跡の東に近接して位置しており、遺存状況は全体

的に比較的良好であったものとみられるが、遺構の西半部分はごく最近の工事撹乱によって失われている。

平面形はやや不要な隅丸方形を基調とするものと推定されるが、約1/2が削平されているために、全体的な形状

は不明である。完全に確認することができたのは東辺だけで、検出全長はほぼ 4mである。

東辺を基準とした南北軸の方向は、N-6° 一Eと なっている。

堆積土 全体で 6層に区分された。 1～ 5層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。

6層は褐色系の砂で、掘 り方堆積上である。

⑧P2

hW序 色 調 種   類 備 考

1 10Y R3/2 灰説秘Frl rli■質ンルト 上用からの落ちこみ。

2 10Y R4/2 灰貢褐色 上層からの落ちこみ

3 10Y R3/1 黎褐色 砂 雅積J

41積 上。
5 25Y4/1  rt灰 也 IItt I

6 10Y R4/4 鵜rrI 砂 鶴 り方用!1:(床 皿f)^し ま り強

第43図 S l16堅穴住居跡平面 。断面図
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なお、当住居跡ではカマ ド痕跡の一部を確認 したが、この部分の堆積土に灰、炭化物、焼土などカマ ドに由来す

るような堆積物は検出されなかった。

床面 ほかの住居跡で確認されているような、貼床と考えられる粘土層は検出しなかったが、掘 り方堆積土とみら

れる 6層の砂は締まりがつよく、この層そのものの上面が床面として機能 していたか、あるいは直上に床面が存在

した可能性が推測される。

柱穴 6層 中および、当住居跡の範囲内と考えられる撹乱底面から、それぞれP102ピ ットを検出したが、これ

らのピットが柱穴に相当するものであるかどうか、判然としない。

カマ ド 北辺で、カマ ドの一部を確認 した。片方だけ確認 した袖は、 5～ 10cm前後の高まりとして残存 していて、

灰黄色の粘土で築かれている。煙道部分の検出全長は84clllを 計るが、西半部は失われている。

掘 り方 壁に沿った部分が、周溝状に深 く掘られている。掘 り込みは非常に荒 く、底面には著 しい凹凸がみとめら

れる。確認面からの深さは、溝状の部分が25～ 32cm、 それ以外では15～ 20clll前 後となっている。

出土遺物 (第44図 )

堆積土、掘 り方堆積土から土師器が出土 したが、図示をなし得たものは次の 2点である。

1は平底の外である。内面の調整が横ナデ主体となっていて、黒色処理 も施されていない点などに特長を見出す

ことができる。 2は長胴形の甕であるが、体部外面の最終調整は削 り調整 となっている。また、外面の一部にター
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第44図  S'16堅穴住居跡出土遺物



ル状炭化物の付着がみとめられる。両資料 ともに堆積± 6層最下層、床面の直上からの出土で、当遺構に伴 う資料

である可能性が高い。

このほか、図化することのできなかった芥 4点 と、甕壷類 159点 が出土 している。いずれも細片であるために詳

しい特長等を知ることはできないが、 ロクロ成形のものは含まれていない。須恵器は出土 しなかった。

中O Si18竪穴住居跡

遺構状況 (第45図 )

遺存状況 3区 S-28、 W-10付近の、調査区南端で確認 した。 SD2・ 6溝跡に大きく切られているほか、遺構

の南半部は調査区外に延びていて、ごく部分的な検出である。そのため、全体的な形状は不明である。

煙道の中軸を基準 とした南北方向は、N-50° 一Wと なっている。

堆積土 全体で13層に区分された。 1層は住居跡廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。 2

・ 4層は非常に類似 していて、黄褐色・黄色の粘上である。ともに貼床の残存と考えられる。 3層の砂は、 4層か

ら 2層の床面へ、かさ上げする目的で入れられた可能性を推測 しておきたい。炭化物や灰の混入がみとめられる。

5～ 8層はカマ ドの堆積土である。砂を主体としているが、多量の灰、炭化物、焼土ブロックを含んでいる。 9～

12層は煙道の堆積土で、部分的に灰を含んでいる。13層は掘 り方堆積上である。

床面 床面とみられる面を 2面検出した。古い段階の貼床 と考えられる 4層 (第 2床面)の粘土は、掘 り方堆積土

直上にみられるもので、平面図網かけ部分の範囲で、面的な広が りを確認 した。この上部に 3層を挟在 して、新 し

い貼床の残存とみられる 2層 (第 1貼床)が確認されるが、断片的な残存で、連続する面的な広が りとしては検出

10m―名 I Om■_2_1

層序 色 調 種  類 備 考 層 序 色 調 種   騨 備 考

I 10Y R4/2 灰煮褐色 砂 雅積土。 8 10YR1 7/1黒 色 灰 カマド4L積物。焼上をブロッグできわめて

2 10YR5/3 にどい黄褐色 粘土 第 1貼床。全体的に黄掲色の砂がうすく混

る。

9 25Y3/2  黒褐色 砂 煙道堆積物。層を多量に含む。

3 25Y5/4  黄褐色 砂 床面かさ上げ土ぅ炭化物、床を合‡′̂ 25Y3/3  膳オリーブ褐缶 砂 煙道雄積物^

25Y6/3  に至い黄色 相 上 第 2貼床。 上面を黒色の灰が おお う 11 25Y3/3  暗オリーブ褐色 砂 煙道堆積物。

25Y3/2  黒褐色 砂 カマ ド雅積物。炭化物、焼上を小プロック

で含tf^

25Y4/3  オ,一 ノ褐色 砂 煙道堆積物。灰を含む。

6 25Y3/2  黒褐角 砂 カマ ド雅積物。凝土を」ヽブロックで含む。 25Y4/3  オ
'―

ブ褐色 砂 掘 り万理 土。

25Y3/1  黒褐色 砂 カマ ド雅積物。多量の灰及び焼上をブロ

クで多量に合む。

第45図  S118堅穴住居跡平面・断面図
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第46図 118堅穴住居跡出土遺物

されなかった。

4層段階の床面上に 3層の砂を入れてかさ上げし、この直上に 2層の粘土を貼って、新たな床面を作 りだしたも

のと推定しておきたい。

点面ではカマ ドの残存を検出したが、柱穴は確認することができなかった。

カマ ド 西辺で検出した。袖の残存は比較的良好だったが、煙道は取 り付け部分から中央にかけて、SD6溝跡に

切られている。

袖は貼床の構築土とみられる 2、 4層 と、きわめて類似した黄褐色系の粘土で作られていて、10clll前 後の高まり

として検出した。先端の幅は65clllを 計る。燃焼部分は長軸1.lm前後の窪みとして検出され、堆積上には多量の灰

や炭化物のほか、焼土ブロックなどを含んでいる。煙道は、取 り付け部分を欠いているが、推定全長1,76m、 上幅

は38～ 45clll前 後となっている。また、先端部分には、煙出しとみられるピット状の落ち込みがみとめられる。

掘り方 荒く掘られていて、底面では大きな凹凸がみられる。 2層上面からの深さは15～ 30cIIlを 計る。なお、堆積

上の砂は基本層序のそれと非常に類似していて、住居の構築時に一旦掘 り起こした土砂を、再び埋め戻したものと

推定される。

出土遺物 (第46図 )

准積土や床面、かさ上げ土、カマ ド袖構築上、掘 り方堆積土などから土師器が出上したが、多くが小さな破片で、

図示することができたのは以下の 5点である。

1・ 2は第 2廉面から出土した椀である。 1は内外面ともにミガキ調整、黒色処理が施されている。 2は全体的

な器形や、内面のナデ調整などに特長がみられる資料となっている。 3の外は第 1床面から出土した。 2同様に、

内面の最終調整はナデ調整が主体となっているが、底部を中心に放射状のミガキ調整が加わっている。また、外面

の一部と内面全面に漆処理が観察される。なお、外面で漆の付着がみとめられたのは、日縁部のごく一部分である

が、外面は全体的に磨滅が進んでおり、本来はさらに広い範囲に漆処理が施されていた可能性も考えられる。

4の甕は、第 2床面からの出土である。日縁部の破片で詳細は不明だが、長胴形のものと推定される。5は鉢で、



カマ ド袖の構築土中から出土した。

このほか、図化することのできなかった外 9点 と、甕重類144点 が出上している。いずれも細片であるために詳

しい特長等を知ることはできないが、ロクロ成形のものは含まれていない。なお、このうち不片についてみると、

5点には内面黒色処理がみとめられるが、いずれも床面から出土した他の 4点は、 2・ 3の資料同様に内面調整が

横ナデで、黒色処理が施されていないものとなっている。

19 S119竪穴住居跡

遺構状況 (第47図 )

遺存状況 3区 N-1、 W-23付近で確認した。S19竪穴住居跡に大きく切られていて、ごく部分的な検出にす

ぎないが、平面形や堆積上のありようなどから竪穴住居跡と考えておきたい。

全体的な規模や平面形は不明だが、北辺 。東辺の検出全長はそれぞれ1.2・ 2.5mを計り、一カ所だけ検出した北

東コーナー部分は、隅丸形を塁している。カマ ドや柱穴は、確認することができなかった。

東辺を基準とした南北方向は、N-41° 一Eと なっている。

堆積土 全体で 3層に区分された。 1層は住居跡廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。 2

層は黒褐色の砂を主体としているが、灰黄色の粘土ブロックが多量に混在しており、貼床の残存の可能性を考えて

おきたい。 3層は掘 り方堆積土である。

床面 掘 り方埋め戻し上の直上に、粘土を貼って床面としたものと考えられ、検出範囲の全面で面的な広が りを確

認した。貼床の残存とみられる2層には、全体的に多量の灰黄色粘上が混入しており、よく締められている。

掘り方 比較的ていねいに掘られていて、底面に大きな起伏はみとめられなかった。 2層上面からの深さは15cm前

後を計る。また、堆積土は基本層序の砂と同質のもので、住居構築時に掘 りあげた土砂を、再び埋め戻したものと

推測される。

出土遺物

遺物は出土しなかった。

中O S121堅 穴住居跡

遺構状況 (第48図 )

遺存状況 3区 S-6、 W-3付近で確認した。SDH6・ 117溝跡を切 り、SD2溝跡、 S K43土坑に切られてい

る。

A′         A               /

‐S19,ほ

N― O― S

色 調 種   恕 鯖 考 層序 色 調 種  類 備 考

陪灰貢色 砂 堆積上。 3 25Y4/4  オリープ褐色 砂 掘 り方埋上。
2 25Y3/2  黒褐色 砂 貼床。灰芸色の粘土をプロックで多量に含

士「_ しまり強 ^

第47図  S119堅穴住居跡平面 。断面図



hVl,, 調 穏   頼 備 考 層序 調 種  類 鮒

25Y4/2  陪灰伎色 砂 貼床残TF?灰茂色の粘土をプロックで多埜

に含帝
^

2 25Y5/3  文褐色 砂 競 り方4!J

第48図  S121堅穴住居跡平面・断面図

柱穴の規模 柱聞寸法

ピ ッ 卜No 直 径 ω 深 さ⑪ ビ ッ トトh 柱問寸法 ω

P65 (約01?) P65～ P255

P69 (0 48X0 36) P69～ P255

P255 076X052

第 16表  S i21堅穴住居跡ビット計測表
*注  SD2溝跡底面で検出したP65ビ ットは、水没による崩落で拡大し、平面図は本来の規模をとどめているものではない。

全体的に削平がおよんでいて遺存状況が悪 く、壁の立ち上が りは南辺・東辺で部分的に検出したにすぎない。確

認面は、断片的に残存する床面に達している。

部分的に検出した東辺は、さらに北東方向へ延びていたものと推定され、したがって北辺の位置は不明である。

このような確認状況であるために、全体的な規模や形状を知ることはできない。なお、P65・ 68・ 690255ピ ット

は、検出位置から当住居跡に伴う可能性を想定 したものである。カマ ドの痕跡は確認することができなかった。

東辺を基準にした南北軸の方向は、N-40°一Eである。

堆積±  2層に区分された。 1層は砂を主体としているが、灰黄色の粘土ブロックが多量に混在しており、貼床の

残存と推定 しておきたい。その直下 2層は、掘 り方堆積上である。

床面 掘 り方埋め戻し上の直上に、粘土を貼って床面としたものと推測される。貼床の残存とみられる2層は全体

的に多量の灰黄色粘上が混入しており、よく締められている。遺存状況は悪く、平面図網かけの範囲で検出した。

柱穴 P65・ 69・ 255ピ ットに柱穴の可能性を想定しておくが、特定は避けたい。なお、P65。 69ピ ットでは、直

径12cm前後の柱あたりを検出した。



掘 り方 比較的ていねいに掘られていて、底面に大きな起伏はみとめられなかった。 1層上面からの深さは 7～ 10

clll前後を計る。

出土遺物

掘 り方堆積土中から土師器が出上した。器種別の内訳は芥 1点、甕壷類10点である。いずれも磨滅が著しい細片

で、特長など詳しい様相は知 り得なかったが、ロクロ成形のものは含まれていないようである。

中つ S122竪穴住居跡

遺構状況 (第49図 )

遺存状況 3区 S-14、 E-22付近で確認した。調査区東壁に接しており、可能な限 りの拡張を行ったが、遺構の

東半部はさらに調査区外に延びている。

他遺構との重複状況をみると、 S K61・ 84土坑、 S D123。 129溝跡、および現代の水田暗渠排水管掘 り方に切ら

れている。このうち、 S D123溝跡はこの住居跡の西辺部分を切っているが、深さが浅 く、部分的な削平にとどま

っている。また、この付近はごく最近の浅い工事撹乱がおよんでいて、当遺構も西半の上層部分がこれによって失

われている。

西辺の検出全長は5.9mを計 り、ここで北西・南西コーナーを検出しているが、S D123と の重複によって大きく

変形している。そのため、本来の形状を知ることは困難であるが、おおむね方形を基調としているものと推測され

る。

正確に本来の状況を示すものではないが、確認した西辺を基準にした南北軸の方向はN-19°一Eである。

堆積土 ピットや土坑を含めた堆積土は、全体で17層に区分された。 1層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流

入によるものと考えられる。 2・ 4層は様相が非常に類似していて、ともに黄色系の粘上であるが、貼床の残存と

みておきたい。 3層の砂は、 4層から2層の床面へ、かさ上げする目的で人為的に入れられた可能性を推測してお

きたい。 5～ H層はPl～ 4ピ ット、13～ 15層は土坑の推積上である。12層は、17層上面に局地的にみられた灰層

である。多量の炭化物や、焼土などの混入がみとめられる。16・ 17層は掘 り方堆積上である。

床面 床面とみられる面を 2面検出した。古い段階の貼床と考えられる4層 (第 2床面)の粘土は、掘 り方堆積土

直上にみられるもので、平面図網かけ部分の範囲で、面的な広が りを確認した。この上部に 3層を挟在して、新し

い段階の貼床の残存とみられる 2層 (第 1貼床)んミみとめられる。

4層段階の床面上に 3層の砂を入れてかさ上げし、この直上に 2層の粘土を貼って、新たな床面を作 りだしたも

のと考えておきたい。

床面直下で 4基のビットと土坑を 1基検出した。このうちSKl土坑は、貼床とみられる4層直下の17層上面に

局地的に分布する灰層 (12層)の直下で検出した。堆積土中には、一般的にカマ ドの堆積物でみられるような灰化

物、焼上、粘土ブロックなどを含んでいる。

柱穴 4基のピントを検出しているが、配置や堆積上の類似のありようなどから、柱痕跡は確認されなかったもの

の、P102ピ ットに柱穴の可能性を想定しておきたい。P3・ 4ピ ットの性格については判然としない。

掘 り方 ていねいな掘 り込みが行われていて、底面で日立った起伏はみとめられず、ほぼ平らな状態となっていた。

確認面からの深さは18clll前 後である。なお、堆積上の砂は基本層序のそれと非常に類似しており、住居構築時に掘

りあげた土砂を、再び埋め戻した可能性を考えておきたい。

柱穴の規模 柱間寸法

ビッ トNo 直 径 ω 深 さい ビ ッ 卜No 柱間寸法 ω

Pl 長軸080 0 52 Pl～ 2

P2 0.88X076

第17表  S122堅穴住居跡ビット計測表
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種  類 備 考 跡 色 調 纏  額 鯖 考

1 10Y R3/2 黒褐色 鞭 ke 10Y R4/2 灰黄褐色 P4推潜物^

2 2.5Y8/3  淡責色 お 土 1魅床。 10Y R5/3 にどい貢灰褐色 砂質ツル ト P4堆積物。反化物を少量含む。

3 25Y7/2  灰貢色 砂 床面かさ上げ上 2.5Y3/1  黒掲伍 砂 P4珀第思協ぅ

4 10Y R7/4 におヽ`貢橙色 粕土 第 2貼床。上面の一部に少量の尿化物をの

せるム

10Y R2/1 黒色 灰 SKl寝 頂物。尿化物を多重に含む。焼上

小脱を少量含む。

10Y R5/2 灰寅脅色 蒲土 第2貼床の残存か?全体的に少量の砂を含
む。

10Y R4/3 におい買獨色 粘土質ンル ト SKl堆積物。黄種色の油土プロァタを含

む。炭化物を多量に合と。

5 25Y5/1  叡 色 砂質ンル ト Pl、 P2蛙積仏 責橙色の粕土小粒を含

む。炭化物を少量合も。

10Y R5/1 褐灰色 櫓土策ンル ト SKl寝凹恥 揉化御を少量含む。

6 10Y R5/3 に√い貢褐色 Pl 2.5Y7/4  浸貢色 砂

7 10Y R4/1 褐反色 砂質 ンル ト Pl、 P2堆積笏。炭化物をやや多 く含む。 2.5Y7/4  浅黄色 砂 Bり 方埋土。

,
'3翼

閉V協^ 2.5Y6/4  にれ 歳角 秒 掘 り方鯉土.

第49図  S i22堅穴住居跡平面・ 断面図
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番
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器
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外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版
日  径 器  属 器ッ/日 段 属

1

土師器

抹
横ナデ、肖1り D-8b 23-H

黒色処理

2
界

横ナア、菌Jり 横ナデ E-2b

番 号
藩

”号

黛

番
種  別 器  種 出上位置

法 量 ロ
分 類 残 存 備 考 写真図版

軸   長 I最  大 径 I孔    径 !軸長/最下径 I笠 登 0

3 P-30 土製品 土  玉 l 完 形
ナデ。孔の内側にハケロ状の工具(?)で ね じって

孔をあけたような痕跡あ り、
43-3

第30図  S i22堅穴住居跡出土遺物

出土遺物 (第 50図 )

堆積土、ピット堆積上、および掘 り方堆積土から土師器、土製品が出土したが、これらのうち図示をなし得たの

は以下の 3点である。

1・ 2は土師器の不で、ともに柱穴の可能性が考えられるPlビ ット底面から、重なり合う状態で出土した。 1

は内面黒色処理が施されたものであるが、 2は器形、調整技法ともに特長のある資料である。内面の最終調整はナ

デ調整となっていて、黒色処理はみとめられない。

3は上製品の上玉である。堆積± 1層からの出上である。

このほか、図化することのできなかった土師器芥10点・ 甕壷類198点が出上しているが、磨滅の進んだ細片が大

部分となっていて、詳しい様相は知 り得ないが、ロクロ成形のものは含まれていないようである。

中O S123堅穴住居跡

遺構状況 (第 51図 )

遺存状況 4区 S-52、 E-5付近で確認した。この一帯ではS12・ 23・ 24の住居跡が密集して重複するが、当

住居跡はS12竪穴住居跡を切っている。S124竪穴住居跡とはきわめて近接しているものの、重複関係はみとめ

られない。遺存の状況は比較的良好である。

平面形はやや角ばった隅丸方形を示していて、四辺の検出全長は、北辺3.64m、 東辺3.45m、 南辺3.60m、 西辺

3.48mを計る。これから復元推定される床面積は、約12.5r前後である。

南北軸の方向はN-30° 一Eである。

堆積土 ピット堆積土を除き、 7層に区分された。 1は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考え

られる。 2層は黒褐色の粘土層で、断片的な分布状況であるが、貼床の残存である可能性を考えておきたい。 3層

は周溝の堆積上である。 4層はカマドの堆積上で、多量の灰や焼土を含んでいる。 5層は粘上を主体とする煙道の

堆積土で、やは り灰、焼上の混入がみとめられる。 6・ 7層は掘 り方堆積上である。

床面 掘 り方埋め戻 し上の上面に、 2層の粘土を貼って床面を作 りだしたものと推測されるが、遺存状況が悪く、

平面図網かけの部分で、わずかに面的な広が りが確認されたにすぎない。

床面直下の掘 り方堆積土上面では、周溝、Pl～ 3ビ ット、カマ ド痕跡などの施設を確認した。このうち周溝は、



柱穴の規模 柱間寸法

ビットNo 直 径 ω 深 さ⑪ ビ ッ 卜No 柱間寸法 ω

Pl 0,48^ヤ 0 44 Pl～ P2

P2 0 40X0 36

P3 0 32XO.24

第18表  S123堅穴住居跡ビット計測表

i Omれ

層序 缶 調 種  類 備 考 層岸 色 調 種  類 備 考

1 25Y3/2  黒褐色 砂 准積土 5 25Y5/2  暗灰頭色 猫 土 煙道雅積物。灰、焼上を含む。

2 25Y3/2  黒褐色 ンル ト質粘土 貼床。全体的に少量の灰が混 り汚れている、 25Y5/2  暗灰黄色 砂 掘 り方埋土。

25Y3/2  黒褐色 砂 同滞獲預翅。灰煮色の猜土を打ヽプロックで

含む。

25Y4/3  オリーブ褐色 砂 掘 り方埋土。

4 25Y4/2  暗灰黄色 砂 カマ ド堆績物。灰、焼上を多量に含と、

第51図  S123堅穴住居跡平面・断面図
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別
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種
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出上位置

法 量 ロ
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

器  高 器/ロ 段  高

1 C-433
外

横ナア、肖Iり
ミガキ

破片 D-4
黒色処理

2 C-259
土酌器

不
E-2a

口縁部のみ漆処理 漆処理

第52図  S i23堅穴住居跡出土遺物



カマド部分を除いて四周を巡っており、上端幅18～ 36ctll、 深さは28clll前 後を計る。

柱穴 掘 り方堆積土上面でPl～ 3の 3基のビットを確認したが、いずれでも柱痕跡がみとめられなかったこと、

また全体的な位置関係からも、これらが柱穴に相当するものかどうか、半J然 としない。それぞれのビットの規模等

は下表のとおりであるが、堆積土はいずれも黒褐色を塁する砂の単層である。

カマ ド 北辺のほぼ中央部分で確認された。 4～ 7 clll前後の高まりとして検出された袖は黄褐色系の粘上で築かれ

ていて、両袖の先端幅は75clllを 計る。燃焼部分は、東西方向を長軸にとる楕円状の窪みとして検出され、堆積土に

は多量の灰や焼上がみとめられる。煙道の検出全長は1.4m、 上端幅は45～50clll前 後となっている。

掘り方 荒く掘られていて、底面には著しい凹凸がみとめられる。確認面からの深さは10～ 30cdl前後である。なお、

堆積上の砂は基本層序のそれときわめて類似していて、住居構築時に掘 りあげた土砂を、再び埋め戻したものと推

浪Jさ 矛しる。

出土遺物 (第52図 )

堆積土やカマ ド堆積土、掘 り方堆積土から土師器が出土したが、図示をすることができたのは、次の 2点だけで

ある。

1は掘 り方堆積土から出上した不の日縁部破片であるが、内面にはヘラミガキと黒色処理が施されている。 2も

芥で、小破片であるために詳細は知 り得ないが、器形や調整技法のありように特長のある資料である。内面の調整

は横ナデで、黒色処理等はみとめられない。堆積± 1層からの出上である。

なお、このほかに外と甕壷類がそれぞれ 4点・ 75点出土した。磨滅の著しい細片が大半で、詳しい特長等の把握

は困難であるが、ロクロ成形のものは含まれていない。なお、これらのうち不片については、いずれもカマ ド堆積

土から出土し、全点に黒色処理が観察され、このうち 1点は内外面に施されている。

19 S124竪穴住居跡

遺構状況 (第53図 )

遺存状況 4区 S-48、 E-8付近で確認した。この一帯ではS12・ 23・ 24の住居跡が密集して重複するが、当

住居跡はS12竪穴住居跡を切っている。 S123竪穴住居跡とはきわめて近接しているものの、重複関係はみとめ

られない。

平面形は隅丸方形呈していて、確認面での四辺の検出全長は、北辺3.64m、 東辺335m、 南辺3.3m、 西辺3.28

mを計る。南】ヒ軸の方向はN-14° 一Eである。

堆積土 全体でH層に区分された。 1層は住居廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。 2・

4層はともに灰黄色の粘土ブロックを多量に含むンル トで、断片的な分布ではあるが、貼床の残存とみておきたい。

3層の砂は、 4層から2層の床面へかさ上げする目的で、人為的に入れられた可能性を推測しておきたい。 5～ 9

層はカマド煙道の堆積上である。全体的に灰や焼土、粘上の小ブロックなどを含んでいる。100H層は掘 り方堆積

上である。

床面 床面とみられる面を 2面検出した。古い段階の貼床と考えられる4層 (第 2床面)は、掘 り方堆積土直上に

みられるもので、平面図実線の範囲で、面的な広がりを確認した。この上部に 3層を挟在して、新しい段階の貼床

の残存とみられる2層 (第 1貼床)が、破線の範囲でみとめられる。

4層段階の床面上に 3層の砂を入れてかさ上げし、この直上に 2層を貼って、新たな床面を作 りだしたものと考

えておきたい。

なお、床面やその直下層でぁ周溝、柱穴、カマ ドなどの施設は確認されなかった。

カマ ド 袖、燃焼部の痕跡は確認することができなかったが、東辺で煙道の掘 りこみを検出した。後述するが、当

住居跡では、第 2床面から第 1床面への更新に伴って、北 。東辺に拡張の痕跡がみとめられる。袖等の施設を検出



10n名 。9m」名

層序 色 調 種  類 傭 考 層序 色 調 種  顔 隔 考

25Y4/2  階灰黄色 砂 堆積土。 7 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 煙道雑積物。全体的に灰を含む。

25Y5/1  黄灰色 砂質ンル ト 第 1貼床。灰黄色の粘上を大小のブロック

で多量に含む。

8 25Y4/1  黄灰色 砂 煙道4t積物。灰を多量に含む。灰黄色の粘

土をプロックで含む。

3 25Y4/2  贈灰黄色 砂 床面かさ上げ土。 9 25Y3/1  黒褐色 砂 煙道雅積物。灰を多量に含む。

25Y5/2  賠灰黄色 砂質シル ト 第 2貼床。灰黄色の粘上を大小のプロック

で多量に含む。

25Y3/3  陪オリーブ褐色 砂 掘 り方埋上。

5 25Y5/2  暗灰黄色 砂 煙道堆積物。全体的に灰を合む。 25Y5/3  黄褐色 秒 掘 り方埋土。

6 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 煙道堆積物。全体的に灰を含む。焼土小粒

を少量含む。

第53図  S'24堅穴住居跡平面 。断面図
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番号
軒

号

０

番 器  形
出上位置

際   重   田
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備 考 写真図版

口 径 I底 径 1器 高

C-373
土師器

甕
慣 ナア、肖より 横ナデ、ヘラナア、ナア、輪積み底。 D-lb

体部最大径位置

6 0cm

最大径 15 3cla

25-7

番 号
藩

号

登
番

種  別 器  種 出上位置
法 4Hl

分 類 I残 存 I  備      考 写真図版
軸   長 I最  大 径 I孔    径 I軸長/最下径 I重  量 億)

2 P-31 土製品 土玉 07 07 2 完形 I外面ナデ 43-13

番 号
録

号

登

番
種 別 I 器 種 I出上位置

法

残  存 備 考外 径 口 内 後 口 厚 さ91 際 幅制  璽 重lg, 写真図版

最  大 最  小 1最  大 1最  小

金属製品 I 耳環 125 字形 I部分的に銀箔残存ぅ 45-1

第54図  S124堅穴住居跡出土遺物



することができなかったため、いずれの床面の段階に伴 うものか、半1断 し難い。

煙道の検出全長は1,76m、 上端幅は50～ 58cIIl前 後となっている。掘 りこみは先端部分に向かって深くなり、最深

で45clllを 計る。

掘 り方と拡張 断面図に示したように、北 。東辺に拡張の痕跡がみとめられる。拡張は第 2床面から第 1床面の更

新時になされたようで、北辺では約20cm、 東辺では約25ctllの 拡大を図っている。拡張時の掘 り方は浅く、確認面か

らの深さは20clll前 後である。

第 2床面に伴 う掘 り方は非常に荒く掘られていて、底面には著しい凹凸がみとめられる。確認面からの深さは、

30～38伽前後となっている。

出土遺物 (第54図 )

堆積土、床面、掘 り方堆積土などから、土師器、土製品、金属製品が出土したが、図示することができたのは次

の 3点である。

1は、第 1床面から出土した土師器の壷であるが、日縁部分を欠いている。 2は小型の土玉で、堆積± 1層から

出上した。

なお、このほか土師器不片 8点、甕壷類の破片98点、および須恵器甕片 2点が出上しているが、磨滅した細片が

大部分で、特長など詳しい様相を把握することはできなかった。なお、これらのうち土師器には、ロクロ成形のも

のは含まれていないようである。また、土師器不には全点に内面黒色処理がみとめられる。

?O S125竪穴住居跡

遺構状況 (第55図 )

遺存状況 4区 S-42、 E-8付近で、調査区北辺に接して検出した。遺構の北半は調査区外に延びているほか、

SDH溝跡、 S K26土坑やこの付近に集中するピット群の、 8基のピットに切られている。壁の立ち上が りはやや

不明瞭であったものの、柱穴やカマドなどの遺存状況は比較的良好である。

部分的な検出であり、全体の形状は不明確であるが、平面形は不整形な隅九方形を呈している。四辺のいずれも

完全に検出することはできなかったが、南 。東辺延長から推定される南辺の長さは 6m前後である。

南北軸の方向はN-35°一E前後である。

堆積土 全体で 7層に区分された。 1層は住居廃絶後の推積上で、自然流入によるものと考えられる。 2b層は黄

色の粘土層で、層厚は 5～ 8 ctll前後である。部分的な分布となっているが、貼床の残存である可能性が考えられる。

2a層は、2b層の直上にのる黒色の灰層である。平面図濃い網かけ部分のカマ ド前面にのみ、局地的に分布する。

3～ 10層は柱穴とみられるPl～ 4ビ ットの堆積上である。砂を主体とするが、カマドに近接するP3の推積土に

は灰や焼上が混入する。11・ 12層はSKl土坑の堆積土で、全体的に炭化物・焼土や粘上の小ブロックを含んでい

る。13～ 18層はカマ ド●煙道の堆積上である。灰・炭化物・焼上が多く混入するが、13層 。14層では、それぞれ灰

・焼土ブロックが特に多量に集積している。19・ 20層 の砂は、掘 り方堆積上である。

床面 掘 り方埋め戻し上の上面に、2b層の粘上を貼って床面を作 り出したものとみられるが、削平を受けていて、

平面図網かけ部分のように面的広がりを確認した。貼床に使われた黄色の粘土は粒子が細かく、全体的にうすく細

砂が混入しており、硬く締まっている。

床面では 4基のピット、カマドのほか土坑を 1基検出した。上坑は南西コーナー付近で確認され、平面形は 1×

0,9mほ どの、整った円形を呈する。深さは20clll前後と浅い。堆積土は粘土と砂に区分されるが、層中にカマ ド堆

積土中で検出されたものと類似した、炭化物や焼土が混入する。出土遺物はなく、遺構の性格は判然としないが、

カマ ドとの関連も推定される。また、カマドの前面では、これに由来するものと考えられる黒色灰の分布域がみら

れた。
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暫犀 色 調 種  類 備 考 色 調 種  寂 偏 考

1 25Y4/1  黄灰色 砂質 ンル ト 獲積■ e il 25Y5/2  暗灰賣色 ンル ト質粘土 SKl准 積物。炭化物、焼土を合む。灰黄

色の粘上を大小のプロッタで合む。
10YR1 7/1黒色 灰 床面上の灰層。 25Y4/3  オリープ褐色 砂 SKl堆預惚。反化物、焼上を含む。灰薫

色のFt上を小ブロゥタで少昔合
==^25Y6/3  にどい黄色 粘上 貼床。全体的に砂が うす く混入。 10Y R5/1 碍灰色 カマ ド堆積物。医をきわめて多量に含む。

炭fLD、 焼上を含む。黄橙色の粘土を小ノ

ロゥタで多量に含む。

25Y5/2  階灰貢色 ンル ト質粘■ PI堆積掏。灰貢色の結土を小ブ
'ッ

クで

合む。

10YR6/2 灰黄褐色 カマ ド～嬢頑獲積脅。灰を含む1焼土をき

わめて多量に含む。炭化悔を含む。黄峰色

の粘上を小ノロックで多量に含む。

25Y4/3  ォリーブ褐色 砂 Pl堆積物。 10Y R4/1 褐灰色 ンル ト質粘土 カマ ド堆積物。灰を含む。炭化物、焼土を

少量含む。

5 25Y3/2  黒掲色 砂 P2堆糟物^炭化物を/j豊 合ど監 25Y4/2  階灰貢色 煙道堆積物。炭化物、焼上を少量含む。

6 25Y4/1  黄灰色 粕土質ンル ト P3堆預物。灰および発生小程を少量含む。 17 25Y2/1  黒色 煙道堆積物。炭化物、焼土を含む。灰黄色

の粘土を小ブFァ クで合む。
7 2.5Y4/1  黄灰色 砂質ンル ト P3雅積物。 2_5Y2/1  灰黄色 砂質ンル ト カマ ド堆預物。灰を含む。ArL物および焼

上′瞳 を含む^

8 25Y4/1  貢医色 砂 P4堆積物。炭化物および焼土小粒を少量

含む。灰黄色の粘土を小プロッタで少量含

=t_

25Y4/4  オリーブ褐色 砂 競 り万理■e

23Y4/3  オツープ褐色 砂 P4勒 . 5Y5/4  貢褐色 砂 り万窪k.
25Y5/3  黄褐色 砂 4 jEH密。

第55図 S,25堅穴住居跡平面・ 断面図
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番 号
録

号

登

番 器  形
出上位置

法 重 ロ
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口 径 器  葛 器/口 段  高

1 C-177
土師器

不
(120) (32) (027) (13) 横ナデ、削 り (1/4) D-4

黒色処理

2 C-178
土師器

必
(176) (38) (022) ミガキ

ミガキ
D-9a

23-19

70-5黒色処理

3
土師器

必
(172) (022) ミガキ ミガキ (1/8) D-99

番 号
録

昇

登

悉 器 形
出上位置

法   重   回
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

口 径 底  径 器  高

4 C-370
土師器

憂
(188) 横ナデ、肖Iり 横ナデ、ヘラナデ、ナデ D-2 26-4

番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 量 働
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

器  高 器ノ/ロ 段  高

5 C-179
土師器

赤
(153) (40) (026) (1 7) 横ナデ、削 り、輪積み痕 F-2a 32-2

黒色処理

6 C-180
芥

(153) (38) (025) (16) 横ナデ、首】り、輪積み痕 F-2
黒色処理

番 号
承
号

登
番

冽
形

軽
器

出上位置
倒

外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

7 C-377
土師器

莞
削 り、 ミガキ ヘラナデ、磨減 F-1

体部最大径位置

13 11cw

最大径 240∞
33-2

8 C-362
土師器

琵
(154) 横ナデ、ハケロ ケロ、ヘラナデ、ナデ (1/3) F-1

外面頚部に段あ

り。最大径体部
32-3
69-1

第56図  S125堅穴住居跡出土遺物(1)
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]25堅穴住居跡出土遺物(2)

第19表  S125堅穴住居跡柱穴計測表

柱穴 床面で検出したPl～ 4の ピットが、柱穴に相当するものと考えられるが、柱痕跡はみとめられなかった。

カマ ド 西辺で検出したが、柱穴など全体的な配置からみて、中央よりやや北方向に寄った位置に作 られたものと

みられる。また、カマ ド袖に切 られる燃焼部 と唖道の一部を検出したことから、当住居跡ではカマ ドの更新がなさ

れたものと判断される。

残存する袖部は双方とも、貼床の粘土 と類似 した灰黄色系の粘上で築かれてお り、下端幅は30～ 45clll、 残存高 8

clll前後、先端部は85cIIIと なっている。また、南側袖の構築土中には、 2点の上師器甕がほぼ直立の姿勢で据えられ

紆

番 号
熱

号

登

番

冽

形

種

器
出上位置

法  量  倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

日 径 底  径 器 高

9
土師器

甕
横ナブ、ハケロ 横ナデ、ヘラナデ (2/3) F-2a 頚部に段 33-1

C-375
土師器

菱
横ナデ、ハケロ、輪積み痕 横ナデ、ヘラナデ F-2b 頚部に緩い段 33-3

11
土師器

鉢
横ナデ、ハケロ 横ナデ、ヘラナデ (1/5) F-1 33-4

12 B-22 番

瓶

思

頚

須

長
ロクロナデ、一部に灰釉付着。 ロクロナデ

(4/5)
1 37-1

13 E-20 須恵器

壷
クロナデ (1/8) 3

E-36 須恵器
ロクロナデ、沈線文、隆線文 クロナデ 破片 37-4

柱穴の規模 柱間寸法

ピットNo 直 径 ω 深 さ ω ビットNO 柱間寸法 ⑭

PI 0 75X0 55 Pl～ P2

P2 1と X08 P3～ P4

P3 08× 07 Pl～ P3

P4 095× 07 P2～ P4



ていた。燃焼部は 1× 0.6mの精円状の窪みとして検出され、底面は焼土化している。煙道は削平を受けたものと

みられ、検出全長は45clnと 短 く、上幅は30cal程度である。

古い段階のカマ ド痕跡では、検出全長50callほ どの煙道と、燃焼部の一部を確認した。この部分の堆積上は当住居

跡堆積± 1層で、灰や炭化物、焼土ブロックなどは検出されなかったが、燃焼部底面では焼土化がみとめられた。

出土遺物 (第 56・ 57図 )

床面やカマ ド袖構築上、ビット堆積土、掘 り方堆積土、堆積土などから土師器、須恵器が出上した。

第56図 1～ 3・ 5・ 6は土師器の外であるが、すべて堆積土中から出土した。 1は体部内外面に段がみとめられ

る。 2・ 3は段、沈線とも持たない平底の資料で、ともに内外面の最終調整はヘラミガキとなってお り、 3では黒

色処理が施されていない。 5・ 6は体部外面に沈線が巡っている。

第56図 4・ 7。 8、 第57図 9。 10は土師器の甕である。第56図 4・ 第57図 10は カマ ド袖構築土中、第56図 8は床

面、 7は柱穴のP3ビ ット堆積土から出上している。

第57図 12は須恵器の長頚瓶であるが、頚部破片で詳細は不明である。13は須恵器の壷である。掘 り方堆積土から

出上した。小型で、短い頚部に特長がある。 5は床面から出上した須恵器で、ごく小片であるものはそうとみられ

る。

なお、このほか土師器不片15点、土師器甕壷類とみられる破片490点が出上しているが、磨滅した細片が大部分

で、特長など詳しい様相を把握することはできなかった。なお、これらのうち土師器には、ロクロ成形のものは合

まれていないようである。また、土師器不には全点に内面黒色処理がみとめられる。

|, S126竪穴住居跡

遺構状況 (第58図 )

遺存状況 3区 S-7、 E-22付近で確認した。調査区東辺に接 しており、遺構の東半部はさらに調査区外に延び

ている。 S122竪穴住居跡の北に隣接して位置し、他遺構との重複はない。

部分的な検出であるため、全体の形状は知 り得ないが、平面形は隅丸の方形を基調としていて、完全に検出した

西辺の長さは4.56m、 南北軸の方向はN-15° 一Eである。

壁の立ち上がりは比明瞭であるほか、カマ ドも確認されるなど、遺存状況は比較的良好であるが、柱穴は検出す

ることができなかった。

堆積土 東西A― A'、 南北B― B'ラ イン上の堆積土は、全体で 6層に区分される。

1・ 2層は住居跡廃絶後の堆積土とみられ、自然流入によるものと考えられる。 3・ 4層はカマ ドの堆積上で、

このうち 4層には炭化物と焼土が多量に混ざっている。 5層は黄色系の砂質シル トであるが、灰黄色の粘土ブロッ

クを含んでおり、貼床の残存である可能性も推測されるが、判然としない。 6層は掘 り方堆積上である。

なお断面図では示 していないが、カマド袖の構築土は全体的にうすく細砂が混入する、黄灰色の粘上である。

床面 粘土などによる貼床はみとめられず、床面の祥定はなし得なかったものの、他住居跡での事例などから、掘

り方堆積土直上のところどころ分布する堆積± 5層に、貼床の残存である可能性を推測しておきたい。

床面ではカマ ドを検出したが、柱穴や周溝などの施設は確認することができなかった。

カマ ド 西辺の、中央よりやや南寄 りで確認した。

残存する袖部は、双方ともに黄灰色の粘上で築かれており、下端幅は50～ 40clll、 残存高18clll前後、先端幅は80clll

となっている。煙道は削平を受けたものとみられ、検出全長は35cIIlと 短く、上幅は40call程 度である。また、燃焼部

底面では焼土化がみとめられた。

掘 り方 ていねいな掘 り込みがなされており、底面に目立った起伏はみとめられない。確認面からの深さは20～30

cln前後である。



層序 色 調 種   類 隔 考 層序 色 調 籠  類 備 考

10Y R3/2 黒褐色 砂土質 ンル ト 雅積土。 4 10YR4/1 4Bttrh ンル ト質 FI II カマ ド寝積物。灰化物、焼土を多量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 砂土質ンル ト 准積上。 5 25Y6/4  にどい貢色 砂質ツル ト 掘 り方埋土 ?灰黄色の粘上が混 り、貼床の

残存の可能性あ り̂

3 10Y R5/1 褐灰色 ンル ト質rlt土 カマ ド堆積土。灰色の粘土を大プロックで 6 25Y4/3  オリーブ掲色 砂質 シル ト 鈍 り方理 土。

第58図 S i26堅穴住居跡平面・断面図

出土遺物 (第59図 )

堆積土より土師器が出土したが、かろうじて図示をなし得たのは次の 1点のみである。

1は堆積土から出土した土師器の外である。口縁部の小破片で、詳細は知 り得ないが、体部外面に段がみとめら

番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法    量    個
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

器 高 器/ロ 段  高

1 C-434
芥

横ナア、削 り 破 片 D-3
黒色処理

第59図 S i26堅穴住居跡出土遺物



れ、内面には黒色処理が施されている。

このほか堆積土中より、土師器の甕壷類とみられる破片がH点出上した。いずれも小片であるため、詳しい特長

の把握はできなかったが、ロクロ成形のものは含まれていないようである。

2.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は合計 7棟確認したが、調査区ごとの内訳は 3区 2棟、 4区は 4棟である。

なお、これらの建物跡を大別すると次のとおりである。

OSBl掘立柱建物跡

・ SB2・ 3掘立柱建物跡   同時期

・ SB4～ 7掘立柱建物跡   SD2溝 跡に伴 う建物群

(1)SBl掘立柱建物跡

遺構状況 (第61図 )

確認状況 3区 S-17、 W-24付近で確認した。小溝遺構群H群に切

られている。

規模・方向 梁行 1間、桁行 2間の南北棟で、柱列の総長はそれぞれ

1.5・ 3.37mを 計る。南北の方向はN-38° 一Wである。

柱穴 6基の柱穴で構成される。それぞれの状況は下表のとおりであ

る。

出土遣物 (第62図 )

6基すべての柱穴から、木製品が出上した。

1～ 7は柱材とみられる木製品である。いずれも底面に接して検出

されたが、P6ピ ットでは 3・ 5の 2本が確認され、 3の材は 5に添

うような状態で、底面から離れて出上した。いずれも心を持つ丸太材

となっていて、 と、 2では底面に加工痕がみとめられる。樹種はすべ

てクリに同定されている。

土器など、他の遺物は出上しなかった。

(2)SB2掘立柱建物跡

遺構状況 (第63図 )

確認状況 4区 S-60、 E-1付近で確認した。S11竪穴住居跡を

切 り、SD4溝跡とSRI河川跡に切られている。

規模・方向 東西の梁行 2間、南北の桁行 3間の総柱建物で、柱穴の

中心を基準とした柱列の長さは、東・西辺がともに4m、 南・北辺は

6.3mを計 り、規格性の高い柱配置がうかがわれる。

|

10   2嫡

第60図 掘立柱建物跡位置図

Na P2

項 目 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 住痕跡 掘 り方 柱痕跡

形 状 円形 橋円形 捕円形 円形 円形 橋円形

大きさ 051X05 07X05 0 65X0 5 045X0 45 0_42X036 057X042

深 さ 0 58 (058)

SBI掘立柱建物跡柱穴観察表



09m二監  柱穴2 柱穴4 柱穴6  こ

鞠戸~刊~¬
島一/

第61図 SBI掘 立柱建物跡平面・断面図

東西の方向はN-70° 一Wである。

柱穴 Pl～ 12の 12基の柱穴で構成される。それぞれの状況は上表のとおりである。

出土遺物 (第65図 )

柱穴の底面および堆積土より、土師器と木製品が出土した。

1、 2は ともに土師器の不である。 1は Pl柱穴の堆積土より出上した。口縁部の小破片で、詳しい様相を知 り得

ないが、内外面に段や稜はみられない。内面黒色処理が施されている。 2は P4柱穴のほぼ底面より出上した。器

形や調整技法に特長がみられる。内外面の全面に漆処理が施されている。

3は木製品で、柱材とみられる。P9柱穴底面にはぼ直立する状態で出上した。芯を持つ丸太材で、樹種はクリ

に同定された。なお、このほかPl・ 304・ 12柱穴底面からも柱材と考えられる木製品が出上したが、検出後の

劣化が著しく、詳しい観察や図化をすることはできなかった。Pl・ 4・ 12柱穴出土材は樹種同定を実施したが、

No P3

頂 日 掘 り方 柱反跡 掘 り方 柱反跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱展跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形状 惰円形 円 形 円 形 情円形 円形 方 形

大きさ 097× 127 1 09X1 21 085X079 091× 145 0,61X067 085× 103

深 さ 0 36

NtI PH

項 目 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 佳痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形 状 円形 円形 円形 楕円形 方形 円形

大きさ 085X073 0 42X0 48 042X079 0 79X1 33 0 52XO,73 0,79X085

深 さ 0 55

第21表 SB2掘 立柱建物跡柱穴観察表



|

番号
録

号

登

番
種  別 器  種 出土位置 樹   種 素 材 本露克り

法  量  ω
備 考 写真剛阪

長   さ 最 大 径 全  周

木製品 柱材 丸太材 t646, 節払い反、底部木口面に切断加工痕あ り、上鎧部欠招^ 51-
2 L-31111 木製品 柱材 丸太材 匠部本日向に切断加工展あ り、上部欠損。 52-2
3 L-298 本製品 柱材 ク リ 丸太材 ul o, 上部欠孔

4 L-297 木製品 財 ク リ 丸太材 (335) 底部木口面に切断加工痕あり、上部欠損。
5 L-295 未製品 丸太材 上端部欠損。 5ユ ー 2

6 木製品 柱材 タ リ 丸太41 52-3
7 L-299 木製品 柱材 (339 117 上BI久損^

第62図 SBI掘 立柱建物跡出土遺物



第63図 SB2掘立柱建物跡平面・断面図

いずれもクリに同定された。

これ以外の出土遺物はない。

(O SB3掘立柱建物跡

遺構状況 (第64図 )

確認状況 4区 S-55、 E-15付近で確認した。SD2・ 61・ 140溝跡に切られている。

後述するように10基の柱穴を確認したが、うちSD2溝跡底面で確認したP7柱穴は、堆積土の状況や位置関係

から、この建物に伴なう柱穴と判断した。本来はこの東西の延長線上、東辺ではP6・ 10の間、西辺ではP4・ 8

の間に柱穴が存在した可能性が高いものと推測される。

なお、建物跡は柱穴や全体的な規模、方向や柱穴堆積上の共通性から、SB2掘立柱建物跡との関連が考えられる。

規模・方向 実際に確認することができたのはPl～ 10の柱穴であるが、本来は南北の梁行 2間、東西の桁行 3間

の総柱建物と推定される。柱穴の中心を基準とした柱列の長さは、南・北辺がともに3.4m、 東・西辺は4.lmを計



09m4

09m皇

C
O.9mヨ

第64図  SB3掘 立柱建物跡平面・断面図

聴

頃 日 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 住痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 住痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形状 精円形 精円形 楕円形 惰円形 円形 精円形 円形 楕円形 円形

大きさ 1 09× 1 21 021X030 103X121 127X151 036X033 1.03X1 21 1 15X1 03 021X030 036X039

深 さ

No

項 目 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 堀 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形状 情円形 円形 方形 円形 精円形 円形

大きさ 115X127 021X024 097X109 024X030 067X133 121X―

深 さ 0 36

第22表 SB3掘 立柱建物跡柱穴観察表



雨 藍〃ワ

鬱 Ⅷ 一ノ

り、規格性の高い柱配置がうかがわれる。

東西の方向はN-76° 一Wである。

柱穴 Pl～ 10の 10基の柱穴を検出した。

それぞれの状態は表のとおりであるが、Pl～ 4、 6～ 9では確認面で柱痕跡が確認されたほか、P103・ 5

・ 8。 9の底面ではピット状の窪みがみとめられた。

出土遺物 (第 65図 )

柱穴の堆積土より、土師器の小破片が 1点出上したのみである。

4は土師器芥である。全体的な様相は知 り得ないが、外面の底部近くに段がみとめられる。内面には黒色処理が

施されている。

い)SB4掘 立柱建物跡

遺構状況 (第 66図 )

確認状況 3区 S-29、 E-18付近、調査区南端で確認 した。部分的な検出であり、可能性として推測した建物跡

である。遺構はさらに調査区外南方向に延びているものと考えられる。

規模・方向 北辺は 2間、4.2mを計る。東西辺の規模は不明であるが、東辺P3・ 4の柱間は1.2mと なっている。

東西の方向はN-32° 一Wである。

柱穴 Pl～ 4の 4基の柱穴を検出した。

SB

番号
爆

号

登

番

別

形

礎

器
出上位置

法    量    倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

1

土師器

杯
横ナア、割 り 破片 D-8b

黒色処理

2 C-260
土師器

(29)
横ナデ、ナデ、歯1り 横ナデ

E-2a
口縁部 のみ漆処理         I漆 処 理

番号
録

昇

登

泰
種 別 器  種 出上位置 樹  種 1素 材 撤り 備 考 写真図版

3 L-301 木製 ! 柱材 タ リ 丸太材 (156)I(450)I上 部欠損

番 号
録

昇

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 量 口
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/ロ 段  高

4 C-186
芥

ミガキ、肖1り 破片 D-5
黒色処理

第65図 SB2・ 3掘立柱建物跡出土遺物



それぞれの状況は下表のとおりであるが、Pl～ 3では確認面で柱痕跡が確認されたほか、P2では柱材の残存

が確認された。

第23表
SB4掘立注建
物跡柱穴観察表>

出土遺物

配

頂 日 掘 り方 性痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形状 円形 惰円形 円形 円形

大きさ 042X052 0_30X021 036X036 0 33XO.36

深 さ 0.33

P2柱穴底面に直立する状態で、柱材とみられる木製品が出上したが、検出後の分化が著しく、詳しい観察をす

ることができなかった。底面の直径は12clm前 後、残存長は15cmほ どである。

その他の遺物は出上しなかった。

A
10m~  

柱穴4

第66図 SB4掘立柱建物跡平面。断面図

(5)SB5掘立柱建物跡

遺構状況 (第67図 )

確認状況 4区 S-41、 E-17付近、調査区】ヒ端付近で確認した。部分的な検出であり、可能性として推測した建

物跡である。遺構はさらに調査区外北方向に延びているものと考えられる。

規模・ 方向 梁行 1間、桁行 2間以上の南北棟と推測されるが、詳細は不明である。

柱間の寸法は次のとおり。Pl～ 2・ 3～ 4は ともに4.2m、 Pl～ 3・ 2～ 4は2.5m。

南北の方向はN-1°一Eである。

柱穴 Pl～ 4の 4基の柱穴を検出した。

それぞれの状況は表のとおりであるが、Pl～ 3では確認面で柱痕跡を確認した。

出土遺物

遺物は出上しなかった。



Na

頂 日 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱展跡 掘 り方 柱反跡

形 状 円形 円形 惰円形 円形

大きさ 042X039 030X033 036X045 042X042

深 さ 0 27

A10m¬
 柱穴3

第67図 SB5掘 立柱建物跡平面 。断面図

い)SB6掘 立柱建物跡

遺構状況 (第68図 )

確認状況 4区 S-48、 E-8付近で確認した。

なお、本遺構とSB4・ 5掘立柱建物跡は方向が類似しており、関連性も推測される。

規模・方向 梁行 1間、桁行 2間の南北棟で、柱列の総長はそれぞれ3.5。 3.9mを 計る。

Wである。

柱穴 Pl～ 6の 6基の柱穴で構成される。

それぞれの状況は下表のとお りであるが、全ての柱穴で柱痕跡を確認した。

出土遺物

遺物は出土しなかった。

(7)SB7掘立柱建物跡

遺構状況 (第69図 )

第24表
SB5掘立柱建

<物跡柱穴観察表

南北の方向はN-38° 一



No

項 目 掘 り方 柱戻跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 桂痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形状 円形 円形 円形 円形 楕円形 楕円形

大きさ 051X05: 030X030 0,36X036 036X036 045× 036 042X030

深 さ 0 30 024

第25表 SB6掘 立柱建物跡柱穴観察表

ぜ       崖

第68図 SB6掘立柱建物跡平面・断面図

確認状況 4区 S-43、 E-15付近、調査区北端部で確認した。

規模・ 方向 梁行 1間、桁行 3間の南北棟で、柱列の総長はそれぞれ3.8・ 6.lmを計る。南北の方向はN-18° 一

Eである。

柱穴 Pl～ 8の 8基の柱穴で構成される。

それぞれの状況は下表のとおりであるが、Pl～ 4・ 8では確認面で柱痕跡を確認したはか、P7では柱材の可

能性が考えられる木製品が確認された。

出土遺物

P7で木製品が出上したが、検出後の劣化が著しく、詳しい観察をすることができなかった。直径は 8911前後、

残存長は30cmほ どである。

その他の遺物は出土しなかった。



Ntx PI

夏 目 掘 り方 柱戻跡 掘 り方 柱痕跡 掘り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形状 円形 円形 円形 円形 円形 円形

大きさ 0 42X0 48 042X045 036X042 0.51X051 051X055 0 42XO,42

深 さ 0 24 0 38

NQ

第26表

SB7掘立柱建物跡柱穴観察表

形 状 円形 精円形

大きさ 055X052 048X033

深 さ

Ｅ・７斗
A

10m¬

B

第69図 SB7掘 立柱建物跡平面・ 断面図



(3)SB8掘立柱建物跡

遺構状況 (第70図 )

確認状況 4区 S-43、 E-18付近、調査区北端部で確認した。

なお、本遺構はほぼ同方向で、SB7掘立柱建物跡のすぐ東に接しており、両建物跡の関連性も推測される。

規模・方向 梁行 2間、桁行 2間の南北棟で、柱列の総長はそれぞれ2.5・ 3.7mを 計る。南北の方向はN-22° 一

Eである。

柱穴 Pl～ 8の 8基の柱穴で構成される。

それぞれの状況は下表のとおりであるが、 PI・ 3・ 5。 6・ 7・ 8では確認面で柱痕跡を確認した。

出土遺物

遺物は出上 しなかった。

k上

勁二F3_ 柱穴2注 丈1と

B
10m―

可部斗
第70図 SB8掘 立柱建物跡平面・断面図

C´

柱穴61~

NIx

項 目 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 住痕跡 掘 り方 柱痕跡 掘 り方 柱痕跡

形 状 円形 円形 円形 円形 円形 精円形

大きさ 024X024 024X024 027X027 021X021 0 33XO_30 030X024

深 さ 0 36 024

NQ

第27表
SB8掘立柱建物跡柱穴観察表

形状 円形 円形

大きさ 024X027 021X024

深 さ



3.土坑
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第71図 土坑位置図

数字は土坑番号



土坑は 2区で 3基、 3区で64基、 4区では28基、合計95基が検出された。ここでは特長のあるもの、あるいは遺

物が出土したものに限って記述することとし、それ以外は図、表にまとめて掲載した。

(1)SK4土 坑

遺構状況 (第72図 )

3区N-0、 W-18付近で検出された。 S18竪穴住居跡を切っている。平面形は不整な三角形を呈し、長軸

2.5m、 最大幅2.15m、 深さは29clllほ どである。堆積土は 2層に分けられるが、いずれも黒色の灰が混ざる砂層で

ある。層中には焼土、炭化物のほか、灰白色粘上のブロックが含まれている。

出土遺物 (第73図 )

堆積土中より比較的多量の上師器片が出上したが、小破片が多く図示し得たのは次の 2点である。 1は非ロクロ

成形の上師器芥であるが、段から下の底部を欠いている。 2は土師器の壷である。張 りのある体部に、外反ぎみの

短い口縁がつく。頚部には軽い段がみられる。 1・ 2と もに堆積± 2層中からの出土である。

…
層序 色 調 種  理 備 考

I 25Y3/1 黒褐色 ンル ト質砂
多量の上器片を含む。焼土を少量含む。医自

色の粘土、プロックを含む。

2 10Y R2/1 黒色 +器片を合主f^焼 +、 炭化物を多量に含む、

SK4土坑平面・断面図

番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法  量  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備    考 写真図版

底  径 器  高

1 C― H9
外

(178) 横ナデ D-5
黒色処理

2 C-121
吏

(112) 横ナデ、削 り 横ナア、ヘラナデ、ナデ D-1 顎部に段

第73図 SK4土坑出土遺物

(2)S K27土坑

遺構状況 (第74図 )

3区 N-8、 E-0付 近で検出された。平面形は精円形を呈する。長軸1.36m、

堆積土は 3層 に分けられいずれも砂であるが、 1・ 2層には炭化物を含んでお り、

短軸 86ctll、 深さは31cln程 である。

特に 2層には多い。



出土遺物 (第75図 )

堆積± 3層中より、土師器杯が 1点出土した。無段でやや浅く、日縁は外傾、九底風である。内面はヘラミガキ

のみで、黒色処理はみられない。

⑮

> 遺構状況 (第76図 )

3区 S-10、 W-24付近で検出された。 S D56円形周

溝、 S D33溝跡、およびピット54を切っている。平面形

は隅丸方形であるが、やや不整である。長軸3.32m、 短

軸は2.18mで、深さは約27clllを 計る。堆積土は 7層に分

けられる。このうち 4層は黒色の灰層である。また 1層

には多量の炭化物を含むほか、 1・ 4層には住居跡の貼

床やカマ ド構築上に類似した灰白色の粘土ブロックや焼

土粒を含んでいる。底面ではなだらかなビット状の落ち

こみが確認されたほか、ビット56が検出された。

なお、この遺構と重複あるいは近接してピット54・ 55

・ 56・ 78が確認されたが、これらは位置関係や堆積上の

共通性から、竪穴住居跡柱穴 (久番S110)の可能性が

想定される。併わせてS K30土坑は、この住居跡の掘 り

方痕跡など、住居跡と何らかの関連を持つ遺構である可

能性も考えられる。

臀序 色 調 種  類 備 考

I 2 5YR4/2 階灰黄色 砂 炭化物を少量含む。

2 25Y3/1  ttaB負 砂 炭化物を多量に含む。

2_5Y4/4  オリーブ褐色 砂

第74図  S K27土坑平面 。断面図

番 号
録

具

登

泰

別

杉

種

豊
出上位圏

法    豊    い
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備    考 写真図版

口 径 器  膏 器/口 段  高

1 C-43
邦

横ナア、削り、輪積み反 ミガキ D-9a 23-20

第75図  S K27土坑出土遺物

(3)S K30土坑

P-78

①

> 蜘斗

⑮

Ｐ．
θ

灰 層

層序 色 調 種  類 傭 考

1 25Y3/2  黒褐色 砂
炭化物 を多量 に含 む。 粘土 を小 ブ ロックで少

母合 ,?_

25Y4/3  オリーブ褐色 砂

25Y5/4  黄PB徹 砂

4 10YR1 7/1黒 色 灰 粘土を小プロックで含む。焼土粒を含む。

5 25Y3/2  黒褐色 砂

25Y4/3  オリーブ褐負 砂

砂

第76図  S K30土坑平面・ 断面図



出土遺物 (第77図 )

堆積土中、特に 4層から比較的多くの主に上師器片等が出土したが、そのうち図示し得たものは以下の 6点であ

る。 1は土師器芥であるが、器高が低く皿状の器形を呈している。外面は ミガキ調整が主体で、内面には黒色処理

が施されている。 2も 土師器芥であり、内外面とも灰白色を呈する。ほぼ平底状の底部から内弯ぎみに体部が立ち

上 り、日縁部はごく短い。内面はナデ調整の後、ごくまばらな放射状 ミガキが施されていて、黒色処理はみられな

い。このような特長をもつ不は、いわゆる在来型土師器芥のなかにはみられないものである。 3～ 6は土師器の甕

である。 3は体部の張 りが大きく、頚部には段が形成されている。体部外面はハケロの後、削り調整が施されてい

る。 4・ 5・ 6は体部の張 りがない長胴形のもので、いずれも頚部は無段である。 4は屈曲する日縁部に特長があ

る。体部外面は 4・ 5がヘラ削 りで、 6はハケロ調整である。なお、図示はできなかったが、同じく4層中より平

瓦の小片が 1点出上している。凸面は縄叩きの後スリ消し、凹面には布目痕がみられる。

番 号
審

号

黛
番

別
形

種

器
出上位置

法    重    口
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備    考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

1

土師器
横ナデ、 ミガキ D-9a

23-21

黒色処理

番 号
録

昇

登

懸

別

形

種

器
出上位置

法    量    倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備    考 写真図版

口 径 底 径 器  高 底/口

2 C-49
土師譲

郷
横ナア、鷺1り

僚ナア、ナデ、部分的に ミガキ (放

BI鍛 ゝ
E-3

番 号
落
号

霊
番

別

形

種

器
出上位置

法
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備    考 写真図版

口  径 騒  螢 器  属

3
土師器

横ナデ、ハケロ、削 り 横ナア、ヘラナデ、倫積み痕 D-la 頚部に段 24-5

4 C-46
土師器

莞
横ナデ、´ヽケロ、百1り 、愉積み展 横ナデ、ヘラナア、ナデ 頚部に沈線 27-4

5
土師器

横ナデ、口唇部、体部―百!り 横ナア、ヘラナア、ナデ D-3b
28-3
68-1

6
土師器

甕
ケヽロ、横ナデ ハケロ、横ナア、ヘラナデ (1/5) D-3b

第77図  S K30土坑出土遺物



い)S K32土坑

遺構状況 (第78図 )

3区 S-22、 W-21付近で検出された。小溝遺構群を切 り、 S D29溝跡に切られている。平面形は不整な楕円形

を呈している。長軸2.51m、 短軸2.49mで深さは56calを 計る。堆積土は 4層に分けられ、いずれも砂であるが 1・

2層は未分解の植物遺体を少量含んでおり、黒褐色を呈している。なお、後述するように出土遺物が製鉄関連のも

のだけに限定される点に、この遺構の特長を見出すことができる。

出土遺物 (第79図 )

底面直上の 4層中より、輪の羽口が 3点と鉄滓 1点が出土した。

第78図 S K32土坑平面・断面図
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(働  S K61土坑

遺構状況 (第80図 )

3区 S-18、 E-18付近で検出された。ビット244・ 301を切 り、 S D123に切られている。平面形は整った隅丸

の長方形を基調とするが、東側で大きく乱れている。この部分は深さも浅く、本来別遺構であった可能性もあるが

平面、断面の観察で重複を確認することができなかったために、同一遺構とした。規模は長軸が6.24m、 短軸2.83

mで深さは最深で58clllを 計る。底面は平らで起伏はほとんどみとめられない。堆積土は12層に区分された。10層以

⑮

（か幣［〕　（一

0

層序 色     調 種  類 館 考

1 25Y3/2  黒褐色 砂 未分解の植物遺体を少量含む。

2 25Y3/1  黒褐色 砂

3 25Y4/3  オリープ褐色 砂 黒褐色砂が混る
^

5Y5/3  灰オツープ色 砂 が混る。

番 号
録

昇

登

番
種 別 器  種 出上位置

法   量   働
備 考 写真図版

残存長 残存幅 孔 径

l P-52 土製品 羽  ロ 外面ナデ

2 P-51 土製品 羽  口 外面ナデ

3 P-53 土製品 オデ

第79図 S K32土坑出土遺物



上では未分解の植物遺体を含んでいるが、特に 203層で顕著である。このほか 1～ 3層では炭化物の混入が 日立

っている。

出土遺物 (第31図 )

堆積土中より多量の木製遣物が出土したが、出上位置は 8・ 10層に集中している。また土器ほか、ほかの種類の

遺物は出上していない。木製遺物の大半は断片で、また用途不明品が多い。 1は草履である。左右対称のスギ板を

2枚合わせて一対としている。中央からやや下方の側縁には、方形の切 り取 りがみられる。 2～ 4は柾日薄板の破

片であるが、いずれも年輪方向にほぼ直交してケビキ線が亥Jま れており、曲物の側板と考えられる。 5は容器の底

であろうか。側縁に側ってほぼ等間隔で穿孔されている。 6は高台のつく小型の漆器皿であるが、内外面ともに黒

漆で仕上げられている。文様はない。 7～ 12は先端が細く仕上げられており、箸と想定される。13・ 14は薄板が用

いられた一孔札状の製品であるが用途は不明である。15～ 18は用途不明の板状製品であるが、15は草履の破片であ

る可能性も考えられる。

(6)S K75土坑

遺構状況 (第82図 )

3区 S-23、 E-18付近で検出された。 S D120濤跡を切 り、 S D123溝跡に切られている。平面形は隅九の長方

形を呈し、長軸約 lm、 短軸64cm、 深さは30ctll程 度である。堆積土は上下 2層に分けられいずれも粘土が主体であ

るが、ともに未分解の植物遺体を含み、とりわけ 2層で顕著である。また 2層には多量の戊化物がブロックで混入

している。

出土遺物 (第83図 )

堆積± 2層 より木製遺物が出上したが、図示し得たのは次の 3点である。 1は草履と考えられる。欠損が著しい

層序 色 調 種  類 偏 考 臀序 色 調 種  類 廂 考

1 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンル ト
未分解の植∽遺体を含む。層中に炭化物を猿

縞状に多量に含む。灰を横繍状に少量含む。
7 10YR1 7/1黒 色 粘土 未分解の植物遺体を多量に含む。

2 7 5YR3/2 黒褐色 稿士
禾分解 の預物遺 体 を多量に含む。灰化物 を含

む。
8 5Y5/3  灰オリーブ色 砂

黒褐色ンル トを猿漏状に含む。黒褐色猫土を

小ブロックで少量含 tr。

3 25Y2/1  黒色 粘土
未分解の植物遺体を多量に含 tr。 炭化物を少

量含む。
9 25Y2/1  黒色 粘土質 ンル ド

未分解の植物遺体を含む。炭化物を多量に含

む。

4 10YR2/1 黒色 粘土質シル ト
末分解の植物遺体を少量含む。芸橙色砂を大

小のブ♂ックで少量含む、
5Y5/2  灰オリーブ色 砂 黒褐色シル トを横縞状に少量含む。弱還元。

5 25Y6/3  に然い煮色 砂 底部に黒色粘上を横縞状に含む。 5Y3/2  オリーブ黒色 砂
禾分解の傾惚遺体を少重含む。オ ツーブ黒色

シル トを横縞状に少量含む。弱還元。

6 25Y5/3  黄褐色 砂質シル ト
未分解の植物遺体を少量含む。黒色粘上を小

プロックで少母合主fハ

25Y5/3  黄褐色 砂

第80図  S K61土坑平面・断面図
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番号
番  号

種  別 器  種 出上位置 樹   種 素 材 木取 り
法 量 倒

備 考 写真図版
長  さ 幅 厚  さ

1 L-89 木製品 革履 板  材 柾 目 両側面に決 りあ り、部分的に欠嶺

2 L-90 木製品 曲物 (側板 ) 板 材 板  目 (163) 31 年輪に直交するケビキ線がはぼ等間隔で刻まれている、両端欠損。 64-8

3 L-71 木製品 曲物 (側板 ) ス  ギ 板 材 柾 目 (102)
年愉に直交するケビキ線がほぼ等間隔で刻まれている、両端・ 右側面

欠損。
54-6

4 L-88 木製品 曲物 (側板 ) 板 材 柾  目 (77) (22) 03
年輪に直交するアビキ線がほぼ等間隔で刻

=れ
ている、下部・ 両側面

54-4

5 L-70 木製品 容 署 (底 ) 板  材 板 日 (131) く20, 05 巖辺に添つて貫通■ (最大径03伽)5ケ 、両端・ 左側面始 ど欠損。 55-2
6 L-271 本製品 襟 器 (塊 ) 柾 日 口径 (8 4cm)底 径 (60∞ )器 高 (1 4ca)、 黒漆塗 り、部分的に欠損。 54-2

L-35 木製品 箸 モミ属の一種 板 材 柾 目 7) 上部欠損_

8 L-36 木製品 箸 板 材 柾  日 (107) 07 面瑞欠損。 58-13

9 L-85 本製品 箸 板  材 柾 日 (87) 上部欠損。 58-H
L-62 木製品 箸 モ ミ属の一纏 板  材 板 目 (48) 07 両端欠損。

L-38 木製品 箸 板  材 板  目 48) 上部欠損。 58-17

L-37 木製品 箸 板  材 板 目 (52) 上部久損。 58-15

13 し-22 木製品
用途不明

木製品
モ ミ属の一種 板  材 柾 目 (76) 上部に貫通孔 (径04∞ )、 下部欠損。 59-10

L-24 木製品
用途不明

板  材 柾  目 (110う 貫通孔 (径0 2cm)、 両端欠損。 59-9

L-87 木製品
木製品

板  材 板  日 (160) 加工展あ り、上部欠損。 60-14

L-86 木製品
用途不明

木製品
モ ミ属の一種 板 材 板 目 (162) (20) 左下端に加工痕あ り、上部・ 右側面欠損。 60-13

17 L-72 木製品
用途不切

木製品
モ ミ属の一毯 板  材 柾 日 (218) (44) 上部 。右側面欠損。 60-1

L-73 木製品
用途不明

木製品
板 材 板  目 (272) 上部欠損。 59-5

第81図 S K61土坑出土遺物
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第32図 S K75土坑平面・断面図

(7)S K77土坑

遺構状況 (第84図 )

3区 S-21、 E-18付近で検出された。 S K78土坑を切 り、 S K47土坑、 S D123に切られている。平面形は楕

円形を呈し、長軸96cln、 短軸81cal、 深さは36calである。堆積物は 3層に分けられ、全体的に未分解の植物遺体を含

んでいる。 1層には炭化物の混入がみられる。

出土遺物 (第85図 )

堆積± 2層 より1の木製品が 1点出土した。柄の部分を欠いているが杓と考えられる。正面はスプーン状にゆる

く扶られ、背面には細かな削り加工の痕跡が全面におよんでいる。

が一枚板で作られており、中央よりやや下方の左側縁には切 り取 りがみとめられる。 2、 3は薄板で作られた札状

製品であるが、いずれにも上端部付近に小孔が穿たれている。用途は不明である。

…
層序 色     調 種  類 捕 考

I 10Y R3/2 黒褐色 粘土質ンル ト 炭化物を少量含む。

2 10YR2/2 黒褐色 粘土質シル ト
禾分磨のIE物遺体を夕重に含む。灰化物を

プロッタで含む。

番 号
球

号

黛

番
種  別 器  種 出上位置 樹   種 来  材 木取 り

法  量  い
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

1 L-319 未製品 車 歴 阪  材 狂   目 22 2 約V2欠損

L-14 木製品
用途不 明

大製品
モ ミ属の一種 板 材 柾 目 111 上部に貫通孔 (径0 4cm)、 焼戻あり、左側面欠孔 59-8

3 L-30 木製品
用途不明

木製品
モミ属の一種 板  材 柾 目 上部に貫通孔 (径 0 4ca)、 下部欠損。 59-H

第83図  S K76土坑出土遺物



⑮

第34図  S K77土坑平面 。断面図

番 号
録

昇

登

番
種  別 器  種 出上位置 倒   種 素 材 木取 り

滋 田
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

板  材 板  日 (17) 身の内面は大部分腹損 している。上端の一部・ 柄の部分欠損、

第86図  S K77土坑出土遺物

(8)S K78土坑

遺構状況 (第86図 )

3区 S-20、 E-19付近で検出された。 S K47・ 77土坑に切られている。平面形は隅九の長方形であるが、東、

西の端部で乱れている。規模は長軸6.52m、 短軸2.2m、 深さは約70clllを 計る。堆積土は13層に区分されるが、全

体的に未分解の植物遺体を含んでいる。 3・ 4・ 5010層中には炭化物の混入がみられる。なお 4層は 3層中に帯

状に入る泥灰質のつよい粘土層であるが、多量の籾殻、種子類が検出された。

出土遺物 (第87図 )

堆積土中より、木製品、石製品および籾殻、種子類が出上した。このうち木製品は破損の著しい用途不明品が多

く、図示できたのは以下の 7点である。 1は草履である。 2枚の薄板を左右対称に削って一対としている。先端部

分に穿孔があり、中央よりやや下位の両側縁には方形の切 り取 りがみられる。 2は漆器椀であるが漆はほとんど剥

落し、内面にごくわずか朱漆の残存がみとめられる。裏面にはロクロ痕跡が明瞭であるが、高台を削 り出したのみ

で中央部分は削 り残している。 3は漆器椀あるいは皿の底部部分である。裏面でわずかに高台が確認されるが、破

損が著 しい。両面とも黒漆がみとめられる。 4は漆器椀であるが、破損が著しい。内・外面ともに黒漆の残存がみ

られる。 5は容器と考えられる。鉢などの器形が推定されるが、剥 り物で両面で明瞭な加工痕が観察され、黒漆が

施されている。 6は柾目の板材を台形に作 り出したものである。差し歯下駄の歯などが想定される。スギの薄板が

用いられた 7は用途不明の札状製品である。 8は砥石である。使用面は 2面であるが、いずれの面もきわめて平滑



層 序 色 調 種  類 偏 考 層序 色 調 種  類 偏 考

25Y2/1  黒色 未分解の植物遺体を含む。全体的に砂を含む。 8 25Y2/1  黒色 粘土 未分解の植物遺体をきわめて多量に含む。

2 25Y3/1  黒褐色 粘土
未分解の傾物遺体を多量に含む。全体的に砂

を含む。
10YR4/4 褐色 砂

3 25Y4/6  オリーブ褐色 粘土
未分解の植物遺体をきわめて多量に含む。妖

化物を少量含む。
25Y4/1  黄灰色 砂質シル Ⅲ 炭化物を少量含む。

4 10YR1 7/1黒 色 粘土
未分解の植物遺体をきわめて多量に含 tr。 炭

11 5Y2/3  オリーブ黒色 砂 未分解の植物遺体を含む。

5 25Y3/1  黒褐色 務土
未分解の値物遺体を多重に含む。反化物を多

く含む。
10YR1 7/1黒 色 粘上 未分解の植物遺体を多量に含む。

5Y3/2  オリーブ黒角 砂 未分解の植物置体を合と,ハ 13 10YR4/6 PBfh 砂

5Y4/2  灰オヅーブ色 砂 未分解の植物遺体を少量含む。

第86図  S K78土坑平面・断面図

で光沢もみとめられ、細かい擦痕が観察される。

(9)S K80土坑

遺構状況 (第88図 )

3区 S-15、 E-16付近で検出された。 SD■ 9溝跡を切 り、 S D 123溝 跡に切られている。平面形は隅丸の長方

形で、長軸6.34m、 短軸3.08m、 深さは72clll程度である。底面に起伏はほとんどみとめられず平らであるが、東よ

りに浅い土坑状の落ちこみがある。堆積土はH層に分けられる。最下層の 6層を除き、全体的に未分解の植物遺体

を含んでいる。 1層には多量の炭化物の混入がみられる。底部に近い 5・ 6層はよわい還元層である。

出土遺物 (第89図 )

推積土中より陶器片 1点、磁器片 1点および多数の木製遺物が出土したが、大半は 5層に集中してみられた。な

お木製遺物は破損の著しい用途不明品が多く、図示できたものは10点である。 とは陶器の鉢である。日縁部は短く

直立ぎみで、平らに作 り出されている点に特長を見い出すことができる。内外面ともに青灰色を呈し、胎土には粒

径の大きい砂粒が目立つ。産地、年代ともに特定は困難であるが、大まかに中世の所産ではないかと推測される。

2は中国産磁器で高台付きの碗である。龍泉窯系の製品と考えられ、13世紀代の年代が推定される。 3は漆器の椀

である。外面底部に小さな台状の削 り出しがみられ、高台はつかない。漆の残存は内面の一部にわずかにみとめら

れるだけで、本来の全体的な塗 りの様相は不明である。 4は箸と考えられる。柾目角材の両端を削っている。 5・



―~

5は板 日、 6は柾 目に

10・ Hは小型の札状製

|

第87図 S K78土坑出土遺物

6はやや大型の札状製品であるが用途は不明である。 ともにスギの薄板が用いられてお り、

とられている。 7～ 9も 用途不明の札状製品であるが、先端部分をヘラ状に加工 している。

番号
録

昇

登

養
種  別 器  種 出上位置 樹 種 素 材 木取 り

法  量  ω
備 考 写真図版

長  さ 幅

1 L-4 木製品 草 履 モ ミ掘の一種 板 材 柾 目 22 8 95
両側面に決 り1ケ 所づつあ り、上部に貫通孔 (径05∞ , 1ケ ある。

右上端が欠損。ほぼ完形。
55-9

2 L-39 木製品 漆器椀 柾 目
底径7 1cD、 器高 (23釦 )。 内面の一部分に朱塗 りが残存。口縁部が

欠損。
53-1

3 L-278 木製品
(底 轟り

柾  目 推
'直

径63ω、器高 (0 6cE)。 黒漆塗 り、底部の約1/2欠損。

L-277 木製品 漆器塊 柾  日 推定回径 145釦ハ楽漆塗 り、殆ど欠損^

5 L-273 木製品 容  器 エゴノキ属 (77) (60) (11)
熟漆 塗 り。 両面 に加工 反 が あ る (割 り物。,縁辺 の一 部 を除 に始 ど欠

1目 _

6 L― H2 木製品 ドほ(? 板 材 柾  日 (102う (31 55-10

7 L-10 木製品
木製品

ス  ギ 板 材 柾  目 (41) 1 65 上端力ξ久損。 60-18

番号
騨

号

堂

番
種  別 器  種 ‖1上位置 残 存 I      備           考 写真図版

長 さ い I 幅 91 厚 さ 御I 重 量 lg)

8 K-12 石製品 砥 イf (154) I (54 51) ほぼ完形 I使用面は2面 46-9
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A

第88図  S K80土坑平面・断面図

品である。形態的に木簡類の可能性が想定されたため、 6の製品とともに赤外線テレビによる観察を行たが、墨書

はみとめられなかった。12・ 13は先端部分に加工の施された製品である。ともに詳しい用途は不明であるが、組み

物などの部材と考えられる。

中O SK81土坑

遺構状況 (第90図 )

3区 S-22、 E-22付近で検出された。 S X13性 格不明遺構を切 り、 S D123溝跡に切られている。平面形は楕

円形を呈するがやや乱れている。長軸3.74m、 短軸1.96mで深さは36cIIlを 計る。底面に起伏はほどんどみられず、

ほぼ平らに掘られている。堆積土は 8層に分けられる。 1～ 5層は粘土主体で 6層以下は砂層となっているが、全

体的に未分解の植物遺体が含んでいる。また 1層には炭化物の混入がみとめられる。

出上遺物 (第91図 )

底面および堆積土中より比較的多くの木製品が出上したが、破損の著しい用途不明品がほとんどで、図示し得た

のは次の2点である。なお、いずれも底面からの出上である。 1は桶など容器類の底板と推定される。1/3程度の

残存で、全体の推定直径は14.5ctllほ どである。スギの柾目板が用いられている。側面には釘穴らしい小孔が3ケ所

層序 色 調 種  類 備 考 色 調 種  敏 願 考

Ia 25Y3/1  黒褐色 油土質ンル ト
ックで含む。炭化物を多 く含む。

10Y R3/1 黒褐色 粘土質ンル 未分解の植協遺体を多 く含む。

b 25Y2/1  黒色 未分解の植物遺体を多量に合む。 黒 色 粘 土

10Y R4/1 褐色 来分解の植効遺体を含む。 4 25Y6/3  にどい黄色 砂

10YR2/2 黒掲色 絡土質ンル ト 未分解の植物遺体を含tr。 5 5Y3/2  オツーブ黒色 砂 未分解の植物置体を多 く含 !

10Y R2/1 黒角 絶 + 未分解の植物遺体を含む。 砂

25Y4/2  暗灰貢色 砂賃ンル ト 未分解の植物遺体を多 く含む。
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番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法  量  働
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  頚 備 考 写真図版

口 径 I匠 径 I器 扁

I-18
陶  器

(386) ロクロナデ ロタロナデ (1/18) 39-1

2 J-3 陶 器

高台付椀
( 55) ロクPナデ、付高台―ロクロナデ ロクロナデ (1/5) 中国産 39-6

番 号
球
号

登
番

種  別 器  種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り
法   重   回

備 考 写真図版
長  さ 幅 厚  さ

3 L-272 木製品 漆器、椀 ケヤキ 柾  日 底径7 2cD、 器高 (2 0cal)ハ 黒漆塗 り̂ 口縁部が欠招^

4 L-34 木製品 第 完 形 58-10

L-139

用途不明

木製品

ス  ギ 板  材 板  目 31 下端に加工痕がある。はぼ完形 60-3
L-138 ス  ギ 板  笏 柾  日 (209) 両側面の一部分と下端が欠損、

7 L-50 板  材 柾  日 卜端 と左側IHlか欠損。 60-12

板  材 柾  目 03 上端に加工痕がある。下端 と左側面が欠損。 60-,7
L-49 木製品 板  材 柾  目 (97) 上端 と左側面が欠損。 60-16

L-83 板  材 征  目 両端 と左側面が欠損。

11 L-64 板  材 右側面の一部分に焼戻あり。両端が欠損。 60-15

板  材 阪  目 (265) 商端に 1ケ 所ずつカロエ痕がある。両端 と右側面卜災損。

L-14, ス  ギ 板  材 板  目 (480)

第89図  S K80土坑出土遺物



でみとめられる。 2は木筒状製品である。表面には横方向の細かいキズが数条みとめられる。なお両面とも赤外線

テレビによる観察を行なったが、墨書を確認することはできなかった。

第90図  S K81土坑平面・断面図

HI I咀
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⑮

厠
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剛
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硼

一

備 考

I 7 5YR2/3 極暗褐色 粘土
未分解の植物遺体をきわめて多量に含む。炭

化物を含tr。

2 25Y2/1  黒色 粘上

砂

4 10YR1 7/1黒 色 粘土

5 25Y4/2  階灰黄色 砂 未分解の植物遺体を少量含む。

10Y R4/3 にがい貢禍色 砂

8 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 未分解の植物遺体を含む。

番 号
球

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り

法  豊  ω
備 考 写真図版

長  さ 輻 I・9 さ
I L-29 木製品 容器 (底 ) 板  材 柾  目 (137) 推定直径 (14 5ca)、 側面に釘穴 3ケ 所あ り、約2/3λ 損。

2 未    簡 ? 板  材 板  日 正面 に キ ズあ り 58-8

第91図  S K81土坑出土遺物



中O SK84土坑

遺構状況 (第 92図 )

3区 S― H、 E-22付近で検出されたが、調査区東壁と接しており、遺構の東半部は調査区外にのびている。水

田暗渠の堀 り方に切られている。平面形は隅九の長方形を呈するものと考えられ、規模は確認部分で長軸が73clll、

短軸44clllで、深さは24ctllほ どである。堆積土は 2層に分層される。 1層は黒褐色の砂質ンル トであるが、層中に黒

色の灰をプロックで多量に含んでいる。 2層は粘上で、未分解の植物遺体を含んでいる。

出土遺物

堆積± 2層中より陶器小片 2点が出土した。ともに甕体部と考えられる。色調は灰色を呈し、内外面ともにナデ

調整がみとめられる。焼成は良好で硬質であるが、胎土中には砂粒が目立っている。産地、年代の特定は困難であ

るが、大まかに中世の所産と推測される。

⑮

輛 ゝ

ぜ

―

中つ S K90土坑

遺構状況 (第93図 )

3区 N-3、 E-5付近で検出された。 S D160滞跡を切 り、SD2溝跡に切られている。平面形は精円形を呈

し、長軸1.71m、 短軸1.08m、 深さ41clllを 計る。堆積土は 4層に区分され、 1～ 3層が砂質ンル トで最下層 4層は

砂である。 1・ 2層は戊化物を含んでいるほか、 1層には竪穴住居跡の貼床やカマド構築に用いられているものと

類似した灰白色粘上が小ブロックで混入している。

出土遺物 (第94図 )

底面直上の 4層中より、土師器界が 1点出土した。九底で外面に明瞭な段をもち、日縁部は内弯ぎみに外傾する。

外面は全体的にミガキ調整が主体である。内面に黒色処理はみとめられない。

中O SK101土坑

遺構状況 (第95図 )

3区 N― ■、W-1付 近で検出された。平面形は不整な楕円形を呈し、長軸1.01m、 短軸85clll、 深さは46clllを

計る。堆積土は 4層 に分けられ、 1層が砂質ツル トで 2層以下は砂である。 1層中には多量の炭化物を含んでい

る。

出土遺物 (第96図 )

堆積± 1層中より上師器甕 1点が出土した。体部の張 りが大きく、日縁部は「 く」字状に屈曲する。頚部にはご

くゆるい段差がみとめられる。

中O SK102■坑

第92図  S K84土坑平面 。断面図
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A

0 -  
圭n

10YR1 7/1黒 色
プロッタで合む。炭化物を少

2 5GY4/1 贈オリー

第93図  S K90土坑平面・ 断面図

番 号
球
号

登
番

冽
形

醒
器

出上位置
法    量    9

外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版
口 径 器  高 器/ロ 段  高

1 C-386
土師器

(030 肖!り 、 ミガキ ミガキ D-5

第94図  S K00土坑出土遺物

⑮

A

A

臀層 色 調 種  類 備 考

1 10YR4/2 灰責BB色 砂質シル I 灰化物を多 く含む。

2 5Y6/2  灰オリープ色 砂

3 砂

4/1 暗オリープ灰色 砂

第95図  S K101土坑平面・断面図

番 号
録

昇

登

番

別

影

種

毀
出上位置

法  景  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口  径 医 径 器  高

l C-366
土師器

甕
横ナデ 横ナデ、ヘラナデ、ナデ D-la 外面頚部に段 24-6

第96図  S K101土坑出土遺物



遺構状況 (第97図 )

3区 N-27、 E-4付近で検出されたが、堀 り込みはSR4河川跡堆積± 5層上面である。平面形は楕円形を呈

し、長軸76clll、 短軸66cal、 深さは57clllを 計る。堆積土は 9層に分けられるが、このうち 9層は曲物を敷設するため

の堀 り方埋土と考えられる。 1～ 8層はツル トおよび粘土で、全体的に未分解の植物遺体を含んでいるが、 3～ 7

層では特に顕著で泥炭に近い様相を呈している。 9層はシル ト質の砂である。

なおこの上坑には平面形が半精円形で、深さが最大で40cmの曲物が敷設されている。側版のみで、底板は検出さ

れなかった。

出土遺物

曲物側板および 9層 より非ロクロ土師器の内黒杯小片が 1点出上した。曲物側板は劣化がきわめて著しく、取り

上げの際に崩壊し、図化はできなかった。断片の観察により、針葉樹の柾目材を用いていることが確認される。

+果塗 りは曲物

層序 色 調 種  類 備 考

1 10YR2/2 黒褐色 本分解の植物遺体を少量含む。

2 10Y R3/2 黒褐色
3 25Y2/1  黒色 絡土

4 10Y R2/1 集缶 粘土 未分解の値妨遺体をきわめて多量に含む。

5 10Y R3/1 緊褐色 猫 土 未分解の種物遺体を多量に合む。

6 25Y3/1  黒褐色 未分解の植物遺体を多 く合む小

7 10YR2/1 黒色
10Y R3/1 黒褐色

9 25Y3/2  黒褐色 ンル ト質砂

第97図  S K102土坑平面・断面図

te SK8土 坑

遺構状況 (第98図 )

4区 S-75、 W-25付近で検出された。検出層はSRl河川跡堆積± 1層上面である。平面形は楕円形を呈し、

長軸 1.59m、 短軸1.46m、 深さは82cmほ どである。堆積土は単層で、一気に埋め戻された様相を示している。また

層中には基本層 1・ 2層の水田耕作土をブロックで含んでいる。

出土遺物 (第99図 )

堆積土中より陶器片 2点 と磁器片 1点が出上したが、いずれもごく小さな破片である。 1は陶器で、小型壷、瓶

類などが想定される。産地は相馬で、近代以降の所産と考えられる。

ミ

く



Q

第98図 SK8土 坑平面 。断面図

7

ガ

斗

と

層序 色 調 種  類 考

1 75Y3/1  オツーブ黒色 ンル ト賃私土

番 号
録

昇

登

無

別

形

機

器
出上位置 外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備 考 写 真図版

1 I-2?
開 器

袋物の一種
ロクロナデ Fク ロナデ 破  片 施釉陶器、相馬産 39-4

第99図  SK8土 坑出土遺物

中O SK10土坑

遺構状況 (第 100図 )

層層 色 調 種  類 隔 考 臀層 色 調 種   類 偏 考

I 25Y4/3  オリーブ碍色 砂 黒48色のシルトをブロックで多量に含む。 4 25Y4/3  オリーブ脅色 砂 黒色の粘上をプロックで多量に含む。

2 10YR3/2 黒褐色 砂 黒色のシル トをブロックで多量に含む。 5 10Y3/1  オリープ黒色

砂質シル ト

第100図  S K10土坑平面・断面図



4区 S-92再 W-24付近で検出された。SK9土坑およびSD2溝跡に切られており、遺存状況は不良である。

平面形は隅丸の長方形で長軸3.4m、 短軸2.24m、 深さは53clllを 計る。堆積土は 5層に区分されるが、 1～ 4層は

砂層中に黒～黒褐色のシル トブロックが混入する層相を呈しており、短期間に埋没したかあるいは人為的な埋め戻

しが行われた可能性などが想定される。

出土遺物 (第 101図 )

底面より鉄製品 2点および鉄滓 5点が出上した。 1は用途不明の鉄製品である。厚さ 9111111程度で、幅の狭い単純

な板状を呈している。なお下端部分の九みは錆取 りの結果で、本来は整った長方形であったものと想定される。な

おもう一方の鉄製品は著しい劣化のため図示し得なかったが、出土時の観察によれば10× 8 calの方形を呈する単純

な板状製品である。

第101図  S K10土坑出土遺物

中う S K74:上 坑

遺構状況

4区 S-47、 E-19付近で検出された。 S D139溝跡に切 られている。平面形は隅丸の長方形を呈 し、長軸1.25

m、 短軸 63clll、 深さ56cmを計る。底面北端部では細長のビット状落ちこみが確認された。堆積土は 4層に分けられ

る。 1～ 3層は黒色の灰で、人為的な埋め戻しと考えら

れる。最下層 4層は砂である。

出土遺物

2、 3層の灰中より木製品が 3点出上した。いずれも

破損の著しい断片で図示し得なかったが、柾目薄板材を

用いた札状製品である。

灰 層

⑮

番号
録

具

登

泰
種  別 器   種 出上位置 素 材

法 登
残 存 備 考 写真図版

長 さ 働 幅  ロ 厚 さ い 董 最 債)

1 N-14 金属製品 用途不男金属製品 底 面 鉄 114 1 9 はぼ完形

10YR1 7/1黒 色 黒4B色 の砂をブロックで多 く

第102図  S K74土坑平面 。断面図
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第107図 土坑平面・断面図(0

短 軸 深  さ 出 土 遺 物 所属時期 聴 遺 構 血 短  軸 深  さ 出 土 遺 協 所属時期
S K38 2 S K49 3 上製品片 (羽 口)

S K39 2 S K55 3

S K41 2 S K50 3 108

S K24 3 S K54 3

S K19 3 S K56 3

S K25 3 本製品 く用途不切角材, S K62 3

S K26 S K63 3 61

S K28 S K64 3 非 ロク,上師器細片

S K17 3 S K65 3

S K29 3 S K66 3 非ロクロ土師器細片
S K33 47 S K68 3 203
S K31 3 S K69 3 6tl 44以 上

S K34 S K71

S K36 3 非 ロクロ上師器畑片 S K70 3 98以 上 129

31 S K37 3 S K76 3 99 111
S K45 3 非 Fク ロ上師器組片 S K79 3 106以上

S K42 3 S K82 3 68 〕Fロ クロ上師器細片
S K43 3 198 505 ヲF'タ ロ上師番綱片 S K89 3 185以上 51

S K48 3 169 実測図掲さヽ S K88 3 114以上 ロクロ土師器片

S K46 3 184

第28表 土坑観察瓢 1)



Na 所属時期 h 遺 藉 h 区 長  斡 短  斡 深  さ 出 土 遺 ″ 所層時 期

S K67 3
木製品 (用途不明札状製品 )

SK″ 4 非 ロタロ土師器細片

S K91 3 134以上 SKI】 4 99

S K93 3 83以上 S K13 4

50 S K95 3 17 S K16 4

60 S K92 3 SK9 188 本製品 (用 途不班札状製品 ,

S K83 3 234以上 80以 上 ,FFク ロ土師器llH片 S K12 4

62 S K109 3 S K14 4

SK■ 0 3 268以上 235以 上 83 7 S K20 4

S K108 3 S K21 4

S K98 3 51以上 〕Fロ クロ上節器細片 S K15 4 80

S K96 3 S K22 4 62以上

S K97 3 S K23 4 8

S K99 3 21以上 非 ,ク ロ上師器組片 S K72 4 木製品 (用 途不明材 )

S K100 3 S K85 4

S K47 3 非 Fク ロ土師器細片 S K86 4 87以上 83

″1 S K94 3 109以上 29 6 S K87 4

4 S K103 4 113以上

SK2 4 S K104 76

SK3 8 S K105 4

SK5 4 S K 107 4 31以上

SK6 4 夢F,ク ロ上節器細片

第29表 土坑観察表(2)

19 SK38
層序 色 調 偏 考 層序 色 調 種  類 篇 考

砂 2 25Y4/3  オヅーブ褐色 砂

19 SK39
層序 色 調 種  類 篇 考 層 序 色 調 種   寂 霜 考

90 S K41
層′子 色 調 色 調 種   寂 廂 考

10Y R2/2 黒褐色 3 5Y5/2   灰オツープ色 砂

2 25Y6/6  切黄褐色 砂

鬱J SK24
lW'r 色 調 種  類 廂 考 層序 色 調 種  類 備 考

10YR1 7/1巣 色 ツル ト質砂 粘性ややあ り。 4 25Y3/1 黒褐色 砂

2 25Y3/1  tttB缶 砂 5 10YR1 7/1黒 色 灰化物

3 2 SY2/1 黒色 砂 炭化物をまばらに含む。

00 SK26

10YR1 7/1黒 色

25Y4/3  オヅ

10Y R3/1 10Y R4/3 にどい

25Y4/3  オリー

Oe SK31
層 斤 色 調 種  類 偏 考 層序 色 調 種  類 鷹 考

1 25Y4/2 階灰黄色 砂 3 25Y4/3  オリープ褐色 砂

2 25Y5/4  黄褐働 砂

つO Sk34
層序 色 調 種  類 備 考 色 調 種  類 爾 考

25Y3/2  黒脅色 砂 3 25Y4/3  オリーブ褐色 砂

2 25Y5/4  貢褐色(1層に) 砂 4 25Y4/4  オリープ褐色 砂

00 Sk86

層序 備 考 層序 色 調 種  取 爾 考

砂 2 25Y5/4  貢褐色 砂

種   瀬 考爾 層斤 色 調 種  取 隔 考

I 25Y4/3  オリーブ褐色 砂 2 25Y5/6  黄褐色 砂

第30表 土坑堆積土註記表(1)



層 序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種   類 備 考

1 25Y4/2  階灰貢色 3 25Y4/4  オリーブ褐色 砂

2 25Y4/3  オツーブ褐色 砂

25Y4/4  オヅーブ褐色25Y2/1  黒色

層 斤 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 75YR2/1 黒色 粘 土
未分解の植物遺体を多量に合む。炭化物を

含む。
3 10Y R5/2 灰黄褐色 砂

砂

色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種   類 備 考

1 25Y3/1  黒褐色 砂質シル ト 灰白色火山灰をプロックで含む。 8 10Y R4/4 褐色 砂
黒色粘土をブロックで少量含む。炭化物を

か督合,仕

2 7 5YR2/3 極暗褐色 粘土
未分解の植物遺体を多量に含む。全体的に

奮褐ftl砂 ″少旨合rf_炭化物を/J・豊合if^
4 10Y R4/4 褐色 砂

ユ序 色 調 種  類 備 考 層 斤 色 調 糠  額 備 考

10YR4/4 褐角 砂 黄褐色粘上を少ブロックで含む。

黒褐色粘上を大小のプロッタで含む。未分
10YR5/4 にぶい黄褐色

10Y R5/4 にぶい黄褐色

色 調 種  類 備 考 曹序 色 調 種   類 備 考

1 25Y3/2  黒褐色 上部に炭化物を少霊含む^
2 25Y4/3  オリープ褐色 砂 未分解の植物遺体を横縞状に含む。

を大小のブロックで含む。未分
10Y R5/4 にぶい黄褐色

色 調 種  類 備 考 層序 色 調 備 考

註記不 明

層 序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種   類 備 考

1 25Y4/3  オツーブ褐色 砂

25Y4/3  オリーブ

層 層 色 調 備 考 層序 色 調 種   類 備 考

1 10Y R3/1 黒褐色 2 25Y6/1  黄灰色 砂質ンル ト

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種   類 備 考

層序 色 調 種   類 備 考 色 調 種  類 偏 考

25Y   黒色 未分解の植物遺体を多 く含む 10Y R5/4 にがい黄掲th 砂

10Y R5/4 にがい黄

層序 調色 種  類 備 考 層 斤 調色 備 考

I 25Y2/1  黒色 未分解の植物遺体を含む。 3 5Y5/1 灰色 砂 未分解の植物潰体をごく少量含む.

2 25Y3/1  黒褐色 夫分解の楢物潰体を/JN豊合ど,^

第31表 土坑堆積土註記表(2)



2 5GY5/1 オツーブ

2 5CY6/1 オツー

6り  S K91

2_5Y6/4  にがい

60 SK98
種  類 備 考 備 考

I 10Y R3/2 黒褐色 24L夕を少量含む。 3 25Y6/3  にホい貢色
2 10Y R4/2 灰黄PB色 砂質シル ト

69 SK95
備 考

I 10YR2/1 黒色 貢褐色の砂を小ブロックで合む。 2 10Y R6/4 にがい煮後色 砂賃ンル ト 再灰色の粘上を」ヽブコックで含む。

5Y3/2   オリープ

Y5/1 オリープ灰色

25Y4/3  オリー

10 Sk‖ 0

60 SK108

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 績  類 備 考

砂

2 25Y3/2  黒褐色 砂 黒褐色粘上の小アロックを班状に含む。 4 5Y3/2   オリープ黒色 砂

25Y4/2  灰黄色 砂 5 5Y4/2   灰オリーブ色 砂

25Y4/4  オリープ

6e SK99
備 考

1 25Y4/3  オリーブ褐色 砂

10 SK4″

層序 色 調 種   類 篇 巧 層斤 色 調 種  類 隋 帝

I 7 5YR3/2 黒褐色 粘土
未分解 の植物遺体 を多量に含む。灰化物 を

あ彗に会 )f_
3 砂

2 砂

75Y3/2  オツープ黒色

?O SK2
層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

10Y R2/2 黒褐色 釉 土 3 10X R2/2 黒褐色 砂質猫土

2 10Y R4/4 褐色 砂

10 SK3

第32表 土坑堆積土註記表(3)

調色 種  類 備 考 層序 調色 種  類 備 考

10Y R2/2 果名缶



層序 色 調 績  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

暇序 色 調 種  類 捕 考 層序 色 調 種  類 偏 考

10YR2/2 黒褐缶

暇 序 色 調 種  類 痛 考 色 調 備 考

1 25Y3/1  黒褐色 砂質ンル ト 未分解の植物遺体を少登合む。 4
①10Y R4/3に ぶい貢褐色
②25Y3/1 黒褐色

細砂

砂質ツル ト

Э、②の互層

2 10YR1 7/1黒 色 灰 5
①25Y4/3 オリープ語色

②25Y3/1 黒褐色
ltH砂

泥炭質粘土

①、②の互層

3 25Y4/2  謄灰黄色 絡 土 6 25Y4/2  港灰黄色 制砂 未分解の植物遺体をごく少量含む。

色 調 績  額 備 考 色 調 種  類 備 考

I 25Y3/1  黒褐色 砂賓ンル ト 5 25Y3/1  黒褐色
2 10YR3/1 黒褐色 泥灰質粘上 6 25Y2/1  黒色 泥灰質粘土

3 25Y3/1  黒褐色 7 75Y5/2  廉オリーブ色 砂 弱最元、

層序 色 調 種  類 偏 者 層序 色 調 種  寂 備 考

I 5Y3/1   オリープ黒色 現代の水田耕作上。 4 25Y3/1  黒褐色 ンル ト質粘土 未分解の植物遺体を少量含 t」

2 25Y3/1  黒褐色 6 75Y3/2  オツーブ黒色 絶土

3 10Y3/1  オリーブ黒色 柄 土

層序 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

25Y2/1  黒色 黄褐缶の砂をブロック状に合if^ 3 25Y4/2  膳灰黄色 砂

2 25Y5/4  黄褐色 砂

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

10YR3/1 黒格色

層序 色 調 種  類 備 考 目序 色 調 種  類 備 考

10Y R3/2 黒褐色 25Y3/1  纂tB角 砂

2 75YR  黒色 粘土 未分解の植物遺体を含む。 5 25Y4/2  暗灰貢色 砂

3 10YR4/1 褐灰色 粘土 全体的に砂を含む。

種  類 備 考 色 調 種  類 備 考

l 25Y4/3  オツーブ稿色 砂 反化物を少重含む。 2 25Y5/4  蒙褐色 砂

25Y4/2  贈灰黄 25Y4/4  オリー

10Y R4/3 にがい

土坑堆積土註記表(4)

備 考



SK9

番 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹    種 素 材 木取 り

法   量  9
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚 さ

1 L-25 木製品
明不

口ヽ

途

Ш

用

未 板  材 板  目 両端欠損

番号
騨
号

登
番

種 別 器  種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り
重   9

備 考 写真図版
長  さ 輻 厚  さ

3 L-75 木製品
切不

品

途

製

用

木
ンノキ属の一種 板  材 板  目 右側面に刻みあり、下部欠損。

4 L-76 木製品
明不

晶

途

製

用

太
板  材 柾 目 (100 (72) 一部分に焼反あり、上部、左側面欠損。

5 L-74 木製品
用途不切

木製品
ス  ギ 板 材 柾 目 上部、両偶面欠損。

第108図  SK9・ 48・ 67土坑出土遺物



4.井戸跡

井戸跡は 3区で 3基が検出されたが、

筒や枠材などの施設が確認された。

W― O― E

|

10  -   そ!m

数字は井戸跡番号

第 109図 井戸跡位置図

位置的にいずれも近接している。これらのうちSE2、 3井戸跡からは井

(1)SEI井戸跡

遺構状況 (第HO図 )

臀 層 色 調 種  類 衛 考

1 25Y5/1  黄灰色 炭化物を少登含む。

2 10YR2/2 黒揺色 灰化物 を含む。

3 10YR4/3 におい褐色 砂

4 75YR2/3 極階褐色 粘上
未分解の植物遺体を含む。炭化物を多量に

含む。

5 25Y8/4  淡貢色 砂

6 75Y2/2  黒褐色 粘土

10Y R3/1 果褐色 粘土

8 25Y2/1  黒色 砂質ンル

9 25Y3/1  黒BB色

10YR2/1 黒色 末分解の植物遺体を含む。

II 10YR1 7/1黒 色 粘土質シル

75YR1 7/1 黒角 未分解の植物遺体を含む。尿化物を含む。

滴上賃ツル ト 未分解の植物遺体を少量含む。

10YR1 7/1黒 色 未分解の植物遺体を含む。

10YR2/1 黒色 絶上

10YR6/3 にぶい黄tB缶 砂

17 25X5/2  暗灰黄色 砂 部分的に黒褐色の粘上を含む。

25Y4/2  階灰黄色 砂 部分的に黒褐色の粘上を含む。

5Y5/2  灰オリーブ色 砂

5Y6/2  灰オリーブ色 砂

25Y3/1  黒褐色 粘上質ンル ト

5Y4/1  灰色 砂 弱景元

75GY5/1 緑戊角

第110図  SEl井戸跡平面・断面図

3区 S-21、 E-12付近で検出された。 SDH9溝跡を切 っている。この上坑は検出当初は 2つの平面プランが

重複する状態で確認された。このうち重複の新 しい内側の径2.5m前後の円形 プランの掘 り下げを先行 して行った

が、井戸粋や井筒などの施設は検出されなかった。 しか しこの底面から、曲物の破片が 2点出上 したことから、後

に掘 られた円形の土坑は井筒などの施設を撤去するためのものと推定 しておきたい。掘 り方の平面形はやや乱れた

楕円形を呈 し、長軸3.82m、 短軸は2.35mを 計る。深 さは最深76cIIlで 、底面標高は0.lmである。堆積土は合計で

23層に分け られる。このうち 1～ 15層は撤去土坑の堆積土で、全体的に未分解の植物遺体を含んでいる。 16～ 23層

は掘 り方埋上で砂であるが、底面に近い22、 23層 は還元されている。



出土遺物 (第 Hl・ H2図 )
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番号
霧

号

登

番 肇 珍 1出
上位置

1外
面 調 整

1内
面 調 整

1残
存

十
分 顆

1備
 考 写真図版

I-29
陶 器

片口鉢
ロクロナデ クロナア 破片 39-3

図版

番号

録

具

登

選
種 別 器  種 出上位置 樹 種 素  材 木取 り

法   量
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

2 L一 H3 木製品
物

働

曲

制
板  材 柾 目 (19) (22) 年倫に直交するケピキ線が、はぼ等間隔で刻まれている。両端 と右

側面が欠損。
54-7

3 L-98 木製品
曲 物

板  羽 柾  目 (80)
年愉に直交するケビキ線が、ほぼ等間隔で刻まれている。両端 と左

4BI面が A・ 泊 _

54-5

4 L-97 木製品 漆器皿 征  目 黒漆塗 り。殆どが欠損。底径 (62∞ )、 器高 (0 6cm) 53-3

5 L-276 木製品 漆器皿 ケヤキ 柾  目 黒漆塗 り。殆どが欠損。騒径 (8 2ca)、 器目 (0 5cm,

6 L-274 木製品 漆器皿 柾  目 黒漆途 り、内面に朱途 りで草花文様が描かれている。約 V2欠損。 54-1

7 L― I 木製品 革 履 モミ属の一種 板  材 柾  目 23 2
両側面に快 り1ケ 所づつあ り。先端部に貫通孔 (径0 4cm)lヶ あ

り。先端の一部分欠孔
55-8

L-146 木製品 草 履 板  材 柾   目 (223) 右側面に決 り1ケ 所あ り.左側面の両端が欠損。 56-2
9 L-20 木製品 軍 腹 板  材 狂   目 (23: 128, 0 右側面に快 り1ケ 所あ り。左側面が欠孔 56-1

L-21 木製品 草 辰 属の一種 板  材 柾  目 (169) ( 殆どが欠損。 56-

木製品 革 履 板  材 柾  目 (89) (26) 上鰐が欠損。 56-6
と-26 木製品 軍 膜 版  材 柾   日 (94 t45, 上端が欠損。 56-4

L-27 木製品 草 履 板 材 柾  目 (100) (45) 下端に貫通孔 (径04伽 )1ケ あ り。上端が欠損。 56-5

第111図  SEl井 戸跡出土遺物(1)
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番 号
幕
号

登
番

種 別 器  種 出上位置 樹 種 素 材 木弱寛り 備 考 写真図版
長  さ 輻 早  さ

L-7 木製品 樹 イスノキ属の一種 板  材 (21 (10) 棟はゆるい弧を描 く。殆 ど欠損。 関-6

L-149 木製品
木製品

ヒノキ属の一種 版 材 板 目
箱物の可能性あ り。両端に貫通孔 (径 0 3cm)力〔2ケ ずつあ り。両

側面に釘穴が4ケ所ずつある。
55-4

L-150 木製品
用途不明

木製品
板 材 板 目 (173) (18) 容器の底か。縁側面に釘穴 1ケ 所ある。左側面が欠損。 55-3

L-99 木製品
用途不明

角 材 狂 目 加工されている。下端の一部が欠角

L-144 本製品
用途不明

末製品
ス  ギ 板  材 柾  日 20 9 中央部に多数の傷がある。 60-4

L-147 木製品
木製品

モミ属の一種 板  材 征 目 (54) 下端は丸味があり、加工痕がある。上端が欠損。 60-n

L-145 木製品
用途不切

ヒノキ属の一種 板  材 柾 目 (133) (35) 上端と右側面が欠損。 60-6

L-148 木製品
木製品

モ ミ属の一種 板  材 板 目 (71) (10 下端は丸味があり、加工戻がある。上端と右側面が欠負 60-10

L-77 木製品
用途不明

木製品
板  材 板  目 (94) 上端が欠損。 611-7

L-19 木製品
用途不明

板 材 板  目 (84) 上端が欠損。 611-9

L-17 木製品
木製品

板  材 板 目 上端が欠孔 60-8

L-18 木製品
用途不明

板 材 板 目 (146) 賞通孔 (径0 5cm)が 1ケ あ り。下端 と右側面の一部が欠損。 59-6

L-16 木製品
木製品

板 材 板 目 (133) 貫通孔 (径0 4cB)が 1ケ あり。下端が欠損。 59-7

L― H3 本製品
用途不明

木製品
モミ属の一種 板 材 板 目 (70) 貫通孔 (径0 4cB)力tIケ あり。下端と左側面の一部が欠損。 59-13

L― H2 木製品
用途不切

モミ属の一種 板  材 板 日 (68) 賃通孔 (径0 3ca)彦ilケ あり。下端と右側面の一部が欠損。 59-12

第112図  SEl井 戸跡出土遺物(2)



掘 り方埋土から陶器 1点、漆器 2点が出土したほか、撤去土坑堆積土中より多数の木製遺物が出上した。しかし

木製遺物の大半は破損の著しいもので、図化し得たのはH点である。

1は掘 り方埋±22層から出上した陶器で、鉄釉の片口鎌である。片口部分は指によるナデ調整がみとめられる。

胎土は粗 く砂粒が日立ち、焼成もあまくやや軟質である。詳細は明らかでないが、在地産の中世陶器と推定される。

2・ 3は柾目薄板材の断片であるが、片面に年輪方向に直行するケビキ線が刻まれており曲物と判断される。なお

双方ともに撤去土坑底面からの出上で、本来井戸跡に敷設されていた井筒の一部である可能性を考えておきたい。

4・ 5は漆器の皿あるいは椀で、ともに底部の破片である。 4は高台が削り出されており、内面には黒漆が施され

ている。外面は破損しているために明瞭ではないが、高台の内側にもわずかに黒漆の残存がみとめられ、本来は全

面に塗 りが施されていたものと思われる。 5は内面にロクロ痕跡がみられる。高台はつかず、 6の形態に近いもの

と考えられる。外面底部で剥落が著しいものの、全面に黒漆がみとめられる。 6は掘 り方埋±22層から出上した漆

器の皿である。木地は薄手で、全面に黒漆を施した後、見込み部分に朱漆で草花文様が描かれている。棒状のもの

は竹のようにもみえる。また全体的に漆が劣化しているため、本地のロクロ痕跡が両面でみとめられる。 7～ 13は

草履である。 7が最も良好な資料であるが、左右対称に削った柾目の薄板を 2枚で一対としている。先端部分には

小孔が穿たれ、中央よりやや下方の両側縁には三角形の切 り取 りがみられる。 8～ 13はいずれも破片であるが 8～

10には側縁の切 り取 りがみとめられる。 8の ものは方形、 9は三角形を呈し形状に差異がみられる。13には先端部

に小孔がある。14は櫛である。全体的な様相は知 り得ないが、棟はゆるい弧を描くものと思われる。櫛歯の間隔は

ほとんどなく、密につまっている。15は板日の板材が用いられたものであるが詳しい用途は不明である。両側面お

よび表面iか ら裏面への、釘穴らしい小孔がみとめられる。箱物の一部である可能性も考えられる。15は 円形状製品

の端部であるが、断片であるために詳細は知 り得ない。側面に小孔があり、曲物などと組む容器類の底 (蓋)板な

どが考えられる。17は用途不明の角材製品である。18～ 28は薄板で作られた札状の製品である。18は表面中央部分

に刃物痕のような細かいキズが多数みとめられる。19・ 21は先端部がヘラ状に加工されている。25～28は端部付近

に小孔がみとめられる。なお18～28の札状製品は、赤外線テレビによる観察を行ったが、いずれからも墨跡は確認

されなかった。

(2)SE2井戸跡

遺構状況 (第 H3図 )

3区 S-18、 E-8付近で検出された。SD7溝跡を

切っている。平面形は変形しているが方形に近く、長軸

1.85m、 短軸は1.72mを 計る。深さは65cmで、底面の標

高は0.2m前後である。掘 り方の断面形は上下で異なり、

上部は舟底形であるが、下部の井筒掘 り方はほぼ垂直な

円筒形を呈している。井筒掘 り方部分は平面形が楕円形

を呈し、長軸1.Om、 短軸は82ctllを計る。井筒はこの掘

り方の東端に寄せて設置されている。なお良好に残存す

る井筒曲物は 1個体のみであるが、この上端外縁に部分

的に別の曲物片が密着する状態でみとめられ、機能時に

は少なくとも2段以上の曲物が積み重ねられていたもの

と判断される。またこの井戸跡では井側再井桁等の施設

は確認されなかったが、上部掘 り方で 2本の打ち込み杭

が検出され、形態は不明であるものの井戸枠が組まれて

口

'F
色 調 種   類 隔 考

1 10Y R3/2 黒褐色 粘土

2 10Y R2/2 黒褐色 砂をラミナ状に含む。

3 10YR2/2 黒褐色 粘土
来分解の植物遺体を多量に含む。砂をラミ

ナ状に含む。

25Y3/1  ttBB角 砂

5Y4/2  灰オリーブ色 砂 弱還元層

6 5Y3/1   オリーブ黒色 砂 弱還元層

7 5Y4/1  灰負

第113図  SE2井 戸跡平面 。断面図
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番 号
録

昇

登

碁
種  別 器  種 出上位置 樹 種 素  材 亦翻えり

法 ω
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

I L-47 木製品 井戸曲物 ヒノキ類似極 板  材 柾 目

二枚の柾目材で作られ、とし皮 (桜皮,が 2ケ所ある。上端に貫通

孔 (最大径0 6ca)力 illケ ある。年愉に直交するケビキ練がはぼ等

間隔で一部分に刻まれている。下端が欠損。直径453∞ 器高 (232
苗注

54-13

2 L-127 木製品
容 器

鮭か 著】
ヒ′キ属の一極 板 材 柾 目 (121)

縁辺に貫通孔 (径05～ l llm)力〔2ケ あ り。焼痕が一部にある。右

側縁が欠損。推定直径425∞。
55-5

3 L-45 木製品
容 器

rEr、
ヒノキ届の一種 板  材 柾 日 7) (25)

正面に貫通孔 (径0 4cB)1ケ と側縁に貫通孔 (径0 3cm)1ケ 、釘

穴 2ケ あ り、競痕が一部にあ り殆 ど欠捐^

54-9

第114図  SE2井 戸跡出土遺物



いた可能性も考え得る。堆積土は全体で 7層に分けられるが 6、 7層は井筒掘 り方の埋土である。 1～ 3層は粘土

あるいはシル トで、未分解の植物遺体を含んでいる。 4層は砂である。井筒内堆積土の 5層 も4層 と類似した砂で

あるが、よわい還元状態がみとめられる。 6、 7層は砂である。

出土遺物 (第H4図 )

木製品が 3点出上した。 1は底面に丼筒として設置されていた曲物であるが、保存状態がきわめて良好である。

やや偏平であるが整った円筒形で、直径45。 3clll、 高さは23.2clllを 計る。 2枚の柾目板を九め、前後 2ケ所で桜皮に

よる綴じこみを行って固定している。ケビキ線は内面の綴じ合わせ端部でのみ認められる。また上端部には径 5～

6 111al前後の貫通孔がHケ所で確認されるが、これらは上部に丼筒を重ねる際の釘穴と考えられる。 2は堆積土中か

ら出上したもので、容器類の底あるいは蓋と考えられる。破片であるが推定直径は42.5clllほ どである。縁辺に2ケ

所で貫通孔がみとめられる。 3も 円形を呈する製品で、容器類の底、あるいは蓋などが想定される。

(3)SE3井戸跡

遺構状況 (第■5図 )

3区 S-18、 E-10付近で検出された。S K88土坑を切っている。平面形は方形ぎみの円形を呈し、長軸1.37m、

短軸は1.35mを 計る。深さは78caで、底面の標高は0.08m前後である。掘 り方の断面形は下部が択れる日状を呈し

ている。掘 り方中には井側が組まれている。四隅に柱を打ちこみ、これに上下三段の横桟を組んだ後、外側に縦板

を並べている。偶柱の間隔は一部に乱れはあるものの、ほぼ85clll前 後で、比較的正確な正方形を呈している。上下

2段に渡された横桟の芯間距離は、南・北 。東面が35clll前後、西面ではやや大きく45calほ どである。隅柱と横桟の

接続は、横桟側のホブと偶柱側のホデ穴を組み合わせて行われている。堆積土は合計で14層に区分され、 1～ 9層

が井側内堆積上で、10～ 14層が掘 り方埋上である。 1～ 9層はシル ト・砂・粘上であるが全体的に未分解の植物遺

体を含み、 1・ 2・ 5層には炭化物の混入がみられる。9層はよわい還元状態を呈している。10～ 14層は砂である。

《

出土遺物 (第H6図～第122図 )

井側材のほか木製および竹製の遺物が出上したが、木製遺物は破損の著しい用途不明品が多く、図示し得たのは

井側材を除くと3点である。

1～ 13、 および15～ 22は井側材である。 1～ 4は隅柱ですべてクリ材が用いられている。 104は分割材、 2・

層序 色 調 種   類 隔 巧 層序 色 調 穫  淑 備 考

I 25Y2/1  黒色 粘上質 ンル ト
未分解の植物遺体を含む。炭化協を少量含

8 5Y2/1  黒色 粘上 未分解の植物遺体を多量に合む。

2 25Y3/1  黒褐色 炭化物を少量含む。 9 5Y3/1  オヅーブ黒色 砂 弱還元

3 10YR2/1 黒色 粘土質シル 未分解の植物遺体を少量含む。 5YR3/2 暗赤褐色 砂 貢褐色の砂を含む。

25Y2/1  黒色 未分解の植物設体を少豊合! 10YR2/2 黒4B角 砂 黄BB色 の砂を含む。

5 25Y4/2  暗灰貢色 灰化物 を少重含 む。 砂

6 25Y4/1  黄灰色 砂 10Y R3/1 オ)― ブ黒色 砂

7 25Y2/1  黒色 粘 土 未分解の植物遺体を多量に多量に含む。 5Y3/1  オリーブ黒色 砂

第115図  SE3井 戸跡平面・断面図
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番 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り

法  量  0
考備 写真図版

長  さ 悩 厚  さ

1 し-225 木製品
枠

柱炉
旗

角    財 (10201
柄穴が 4ケ 所あ り、平面は平坦で加工痕がな く、右側面に緊縛痕が

ある。杭の先端部に焼痕あ り。上端が欠孔

2 L-226 木製品
(西南棧 ) (心持ち)

(10001 直径 10 8cE。 柄穴が 4ケ所あ り。緊縛痕がある。上端が欠損。

3 と-228 木製品
井戸枠 丸太材

欲 持ち )

直径H2cB。 柄穴が 3ケ所あり、緊縛痕がある。上端が欠損。 56-10

第116図  SE3井 戸跡出土遺物(1)
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番 号
録

昇

登

選
種  別 器  種 出上位置 樹  種 素  材 木取 り

法  登  0
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

L-246 木製品
井声枠

(南縦枠材 )

そ 属ヾの一種 板 材 板  目 (840) 上端は切断されている。下端が欠損。 59-2

L-245 木製品
(南縦枠材)

モミ属の一種 板 材 板  日 (850) 下端が欠損。 59-l

と-238 木製品
井戸枠

(西縦枠材 )

そミ属の一種 板 材 板 目 (720) l】 憤枠の痕跡がある。上端は切断されている。¨端が欠損。 59-3

L-255 木製品
井戸枠

aヒ縦粋材)

板 材 柾 目 047) 先端と左側面に焼痕ある。下端は切断されている。上端が欠損。 59-15

L-32 木製品
製  品

上部の両側に快 りあ り。ほぼ完形。 58-9

第119図  SE3井 戸跡出土遺物い)
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番号
録

具

登

懸
種  別 器  種 出上位置 機   種 素  材 木取 り 備 考 写真図版

長  さ 碩 厚  さ

L-264 本製品
(横枠材 )

ヨナラ属 ヨナラ亜

属 ヨナラ節の一種
丸 太 材 直径55伽。両端が柄。完形。 57-4

L-268 本製品 酔
締

井

横

分割材

(芯去 り)

(″42) 右端が柄、転用材使用か (柄穴 lケ 所 )。 両端が欠損。 57-2

L-263 木製品
井戸枠

(横粋材 )

分割材

(薇去 りⅢ
両端が柄。緊縛戻あ り。完形。 57-7



Ｉ
Ⅷ

心   遮    S

番号
録

昇

登

選
種 別 器  種 出上位置 樹  種 素  材 木取 り

法  量  付
備 考 写真図版

長  さ 悩 厚  さ

L-269 木製品
枠

材

一声

梓

井

破
ク  リ

(芯去 り)

両端が柄。緊縛震があり。節払い展 1ケ 所ある。完形。

L-266 木製品
井戸枠

(横枠材 )

ク  リ
分割材

G去 り)

両端が柄。緊縛痕がある。完形。 57-5

L-265 木製品
井戸枠

ク  リ
分割財

(672) 右端が柄。左端が欠損。節払い痕 2ケ 所ある。 57-1

第121図  SE3井 戸跡出土遺物(6)
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法  量  ω
歯 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

L-26タ 木製品
井戸枠

(横粋材)

ク  リ

(芯去 り)

80 4 両端が柄、転用材使用か (柄穴 2ケ所ある。)ほぼ完形。 57-8

L-262 木製品
井戸枠

(横枠材 )

分割材

(芯去 り)

両端が柄、転用材使用か (柄穴 1ケ 所ある。)節払い痕が 1ケ所あ

る。はぼ完形。
57-3

L-80 木製品
物

船

曲

的
ス  ギ 柾  目 (301) (60) 年輪に置交するケビキ線がtHぼ等間隔で刻

=れ
ている。 とし皮が 1

ケ所にある^下端と両樋面が欠損^

54-12

L-275 木製品 漆器皿 ケヤキ 柾  目 黒漆塗 り。約V2欠損。推定口径9 2cD、 推定底径7 2cB、 器高 1 lcu。

第122図  SE3井 戸跡出土遺物(7)



3は芯持ちの九太材が素材となっている。いずれも上端は欠損しているが、先端には細かい連続した削 りを加えて

尖らせている。ホゾ穴は隣あった 2面で上下 2段に、計 4ケ所みとめられるのが基本であるが、 3の上段には 1面

でしか確認することができない。また 1～ 4と もに緊縛痕とみられる圧痕が観察される。 5～ 13は合計で33点出土

した縦板のうちの代表的なものである。いずれも板日の板材が素材とされ、 5・ 8(柾 目材)のみがクリ材で、他

はすべてモミ属の一種が用いられている。5～ 9の ような幅の広いタイプと、10～ 12の ような狭いタイプとがある。

なおともに焼痕をもつ 5・ 8の クリ材の板は、双方とも隙間部分に当てがわれていたもので、ほかからの応急的な

転用と考えられる。15～ 22の 8点は横桟である。15のみコナラ節の九太材を素材とし、他は全てクリの分割材が用

いられている。いずれにも両端にはホブが切られている。なお16、 21、 22にはホデ穴がみとめられるが、横桟とし

ての機能には関連が考えられず、何らかの材から転用されたものと理解しておきたい。14は 9層から出上した竹製

品である。上端部近くの両側縁には小さな観 りが入れられ、先端部は両側面からの削 り出しによって尖らせている。

用途は明らかではないが、民俗例の俵編み用具に類例がみられ、同様の機能をもつ可能性も想定される。23は曲物

の断片である。 4層から出上した。 2枚のスギの柾目薄板を重ね、桜皮で綴じ込んで固定している。内面には年輪

方向に直交するケビキ線が、連続して刻まれている。24は漆器の皿で、掘 り方底面直上の14層 より出上した。木地

は薄手で、全面に黒漆がみとめられる。

5.溝跡

溝跡は 2区で 1条、 3区で17条、 4区では29条、合計47条が検出された。小規模でプランの不明瞭なものも多い

が、他に 3・ 4区に跨って確認されたものも4条ある。ここでは主に明瞭に検出され、特長をもつ溝跡に限って記

述することとし、それ以外のものは図・ 表にまとめて掲載した。

(1)SD2溝跡

遺構状況 (第 123・ 124図 )

3区・ 4区に跨って検出された。両調査区のほぼ中央部分を南北方向に延び、 3・ 4区でそれぞれ東方向に屈曲

して調査区外に逃げる。北側の屈曲はゆるやかであるが、南側では直角にちかい。検出全長は約■Omである。上

端幅は2.85～ 2,95m、 下端幅1.2～ 1.5m程度で、深さは47ctll前 後である。底面はほば安定しており、ほぼ平らな状

況を呈している。壁は西側ではゆるやかに立ち上るが、東側は段掘 りがなされていてやや急である。堆積土は 3区

A地点でH層、 4区 B地点では10層に分けられる。そのあり方は両地点で類似してお り、上位がツル ト、中位は粘

上で、全体的に未分解の植物遺体を含んでいる。下位の底部付近は砂である。

出土遺物 (第 125。 126図 )

堆積土中より土師器・須恵器・瓦・陶器・土製品・銅貨 。木製品が出土した。これらのうち土師器・須恵器・瓦

については混入と考えられるため、図示による紹介にとどめておきたい。 3、 4は陶器で、甕あるいは壷と考えら

れる。 3は 4区 5層からの出上である。体部下端部分にヘラ削りが施されている。内外面ともに青灰色を呈し、胎

土は比較的級密であるものの、まばらに砂粒を含んでいる。細く、直立ぎみの高台に特長がある。産地、年代とも

に判然としないが中世陶器と考えられる。 4は体部下端に台状の稜がみられる。外面は指によるナデ調整がみとめ

られる。全体的に赤褐色を呈し、胎土中には砂粒が目立っている。産地は常滑と推定され、時期の特定は困難であ

るが中世の所産と思われる。 3区 7層から出上した。 6は土製紡錘車で、 3区 7層から出上した。外面全体にてい

ねいなミガキが施されている。 7は元祐通宝である。北宋銭で初鋳年は1086年 (元祐元年)と されている。 4区の

底面直上、 8層からの出土である。 8～ Hは木製品であるが、 8～ 10は用途不明である。 8は上端部に貫通孔がみ

とめられる。Hは桶など容器類の蓋と推定される。柾目板材が用いられており、推定直径は18.6calで ある。大小の

貫通孔が一箇所ずつみとめられる。
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第123図 SD2溝跡平面図(1)
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SD2滞跡位置図
第124図

(2)SD5溝跡

遺構状況 (第 127図 )

3区、 4区に跨って検出された。北東から南西方向に直線的に延びるが、 3区の北端でSR4河川跡に、 4区南

端ではSRl河川跡に接している。検出全長は約95mである。この濤跡には新旧 2時期の変遷がみとめられる。旧

溝の埋没後、その東端部に添って新たな掘 りこみが行われている。なお部分的にその重複が確認されない箇所があ

るが、この範囲は埋没した旧溝を再度掘 り上げて機能させたものと推測される。旧溝は上端幅1.2m前後 (推定)、

下端幅40ctll前後で、深さは50cn程度である。新溝は上端幅1.Om前後、下端幅は50clllほ どで、深さは旧溝と較べて

浅く30前後を計る。断面形は旧溝がV字状に近い形状を呈するのに対し、新溝は逆台形状で形態的な差異が見られ

る。また底面では掘削時のものと考えられる鋤痕跡が、ほぼ全域で密集して検出された。 (写真図版16の 56)。 堆積

土は全体で 8層に区分されるが、 1～ 4層が新溝、 5～ 8層は旧溝の堆積土である。褐色系の砂が主体をなしてい

る。なおSD5溝跡は 4区でSRl河川跡に接するが、SRlで この溝跡の延長線上に杭列が検出されている。溝

跡と杭列に関連のある可能性も考えられる。

出土遺物 (第 128・ 129図 )

新、旧溝の堆積土中より上師器、須恵器、瓦、土製品、木製品が出土した。このうち上師器、須恵器は比較的多

A地点

目序 色 調 種  類 偏 考

25Y3/1  黒稿色 砂質シル ト 未分解の植物遺体を含む_

2 25Y3/1  黒褐色 砂質ンル ト
灰オ リーブ色細砂を帯状に合む。未分解の楠

物遺体を含む。

3 5Y3/1  オリープ黒色 灰オ ツープ色細砂をラミナ状に含む。

4 5Y3/1   オリーブ黒色 シル ト質粘土
灰オ リーブ色細砂をブロックで含む。未分獅

の植物遺体を含む。炭化物を少量含む
^

5 26Y2/1  黒色 粘土 未分解の植物遺体を多豊に合 tF。

6 75Y2/1  黒色 lfT砂
弱逮元層。灰オ リーブ細砂をラ ミナ状に含む。

未分解の植物遺体を少量含む。

5Y3/1 ノ黒色 粘土 未分解の植物遺体を多量に含む。

8 5Y3/1 ノ黒色 猫 土 未分解の植物遺体を含tf。

9 砂

5Y3/1 ノ黒色 tu砂 未分解の植物潰体を少豊合才f^

2 5YR2/1 赤黒色

10YR1 7/1赤 黒色 木分解の植物遺体をきわめて多

5Y3/2  オリーブ 木分解の楢物遺体をブロッタ

5Y3/2  ォツー

SD2溝跡断面図(2)
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番 号
繰

号

登

番

別

形

種

器
出土泣置

法 量 回
外 面 調 整 内 面 調 整 残 房 分  類 備   考 写真図版

口 径 I器 高 器ン/ロ 段  高

I C-70
土師器

(158) (019 横ナデ、削 り。
ミガキ

F-1
黒色処理

番 号
録

号

登

番 器  形
出上位置

法   重   回
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

口 径 I底 径 器  高

E-62 須恵器

菱
(87)

ロクロナデ、底部一回転ヘラ切 り、回転
ヘラ肖,り 、高台部 ,ク ロナデ、付高台

ロクロナデ

3 :-3 陶 器

莞
(120) (62) ロクロナデ、削 り タロナデ 無釉陶器

4 I-5 開  器
ナ デ タロナデ 破 片

常滑座

番 号
審
号

黛
番

笹 別 器  種 出上位置
特 長

分  類 写真図版
凸 面 凹 面 隔 著

F-10 瓦 丸 瓦
縄即き (L(‡) ス リ消 し (ナデ )

側緑ヘラ削 り
布目痕、側緑ヘラ削 り、降灰 自然釉 側面ヘラ肖1り 。灰白色。 41-1

番 号

録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

法 重 口
残 存 I    備          考 写真図版

軸   長 I上面最大径 I底面最大径 孔   径 I重 量 lg)

土製品 紡鍾草 27 10 65 5 完形 I外面 ミガキ 43-19

番 号
番  号

種  別 器  種 出上位置 銭 名 I 初 鋳 年  1時 代
法 重

残 存 I   備       考 写真図版
径 9 厚 さ ● I 重 量 lgl

金属製品 I 古儀 元祐通宝 I元祐元年 (1086)I Jヒ 宍 2/3 1真書体 45-10

番 号
録

号

登

番
題  別 器  種 出土能置 樹   種 素  材 木取 り

法   重   9
備 考 写真図版

長  さ 輻 厚  さ

L-123 木製品
明不

口四

途

製

用

木
板  材 柾  n (192) (71) (13) 上端部に貫通孔 (径 1 3ca)あ り。両端、左側面殆ど欠損。

L-104 木製品
用途不明

板  材 をこ 日 ( (12) 全辺欠損。

L-103 木製品
木製品

板 材 柾  目 (59) (60) (03) 上端、右側面欠孔

第 125図  SD2溝 跡出土遺物(1)
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第126図 SD2溝跡出土遺物(2)

くの出土があったが、小破片が大部分で、図化できたものは少ない。また量的には新溝の方が圧倒的に多い。 1は

土師器で壺の口縁部と考えられる。折 りかえしがみとめられ、複合口縁である。旧溝、 7層からの出土である。 2

～ 5は土師器の甕である。 2・ 3は体部の張 りが大きく、球形を呈している。日縁部はともに「 く」字状に屈曲す

るが、 2は頚部に段がみとめられる。 4・ 5は長胴形のもので、 5は体部に張 りがなく円筒状を呈している。日縁

部は「 く」字状に屈曲するが、とりわけ 4で顕著である。 6・ 7は土師器外でともに新溝 4層からの出土である。

6は平底直上に段がみとめられ、日縁は直線的に外傾する。内面には黒色処理が施されている。 7は外面中位に沈

線が巡っている。外面の調整はミガキが主体となっているが、日縁部には横ナデがみとめられる。両面に黒色処理

が施されている。 8は須恵器の蓋である。カエリはなく、リング状のつまみがつく。 9は九瓦片である。凸面は平

行叩きで、凹面には型台圧痕、布目痕などが観察される。100Hは土錘である。10は小型で紡錘形、Hは大型でふ

くらみのある円筒形を呈している。ともに外面に指によるナデ調整がみとめられる。12・ 13は木製品で容器類の底

とみられる。双方ともに側縁に沿って段がつくられている。なおいずれもヒノキ属の板材が素材となっているが12

は柾日、13は板日にとられている。

(3)SD6溝跡

遺構状況 (第 130図 )

3区、 4区に跨って検出された南北方向の清跡である。直線的に延びているが、 4区の南端部分で東方向にゆる

く弯曲し、SRl河川跡に接続する。検出全長は約98mである。上端幅は1.0～ 1.3m前後、下端幅は60～ 70cIIl程 度、

深さは16～ 26clll前 後を計る。壁の立ち上 りはゆるやかである。底面は安定しており、ピットや鋤痕跡などはみとめ

られない。堆積土はA地点 (3区 )、 B地点 (4区)と もに 3層に分けられ、シル ト、砂を主体としている。A地

点 2層、B地点 1層は未分解の植物遺体を含んでいるが、とりわけA地点 2層では顕著で、泥滅にちかい様相を示

している。

出土遺物 (第 131図 )

堆積土中より上師器・瓦・土製品などが出上した。全体的に遺物の量は少ない。これらのうち上師器片は摩減の

激しい細片ばか りで図示し得なかった。1・ 2は九瓦である。ともに凸面縄叩きで凹面には布目痕がみとめられる。

3～ 6は土錘である。いずれも小型で紡錘形を呈している。

い)SD7溝 跡

遺構状況 (第 132図 )

番 号
球

号

登

恭
種 別 器  種 出上位置 樹    種 素 材 本取 り

四
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

L-8 木製品
器

ｊ蓋

容

で
ヒノキ属の一種 板  材 柾 目

推定直径 (18 6ca)、 貫通孔大 (径 1 4cm)1ケ 、小 (径0 2cm)1
ケあ り̂ 右側一部欠椙^



―SD5溝跡位置図

0 __  
生

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 考備

10YR1 7/1黒 缶 砂 5 10YR3/2 黒褐t・ 砂

2 10YR4/3 にぷい煮褐色 砂 6 10Y R4/3 にどい貢褐色 砂

3 25Y6/3  にぶい貢褐色 砂 25Y5/3  黄褐色 砂

25Y4/3  オリーブ褐色 砂 8 25Y6/3  にぶい黄色 砂

第127図  SD5溝 跡平面・断面図
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番号
録

号

登

番 器 形
出上位置

法   量 口
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

日 径 底 径 器  高

l C-360
夏

(164) ハケロ、横ナデ 横ナデ、部分的に ヽガキ。 (1/12) A-1 複合口縁。 17-22

2 C―狗
上師器

獲
横ナデ、音!り 横ナデ、ヘラナア、ナア、輸積み反 D-la 預部に段

3 C-365
土師器

甕
(195) 横ナデ、削 り 横ナア、ヘラナア D-lb

4 C-78
土師器

菱
(188) ケロ、横ナデ 横ナデ、ヘラナデ、ナデ D-2 27-3

5 C-164
土師器

暮
(217) 横ナデ、肖1り 横ナア、ヘラナア、ナデ (1/8) D-3b

番 号
録

号

登

器

別

形

種

器
出上位置

法 量 口
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

番  高 番/ロ 段  高

6 C-80
土師器

ネ
(174) (017) 横ナデ、肖こり、 ミガキ、綸積み痕 F-1

黒色処理

7 C-188
邦

(161)
横ナデ、肖Eり 、 ミガキ、恰積み痕 ミガキ F-2b 外面に沈腺

番号
録

；

を

帝

別

形

霞

器
出上位置

法  畳  い
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

8 E-0 須恵器
(157) ローロクロナデ。天一回転ヘラ削 り 2 36-2

番 を
球

号

笠

番
種  別 器  種 出上位置

猪 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

0 F-28 瓦 丸 瓦 平行叩き
糸切 り戻。布目痕 布綴 じ反。

凸型台圧痕、側農ヘラ百】り。
側面ヘラ削 り。灰色。 ■-7

番 リ
番  号

糧 別 器  糧 出土立置
法

分 類 残 存 I     備          考 写真図版
長さ 口 I最 大径 側 I 孔径 僻 I 重量 (gl

P-18 上製品 土 錘 (245)1  14  1  03  1  -  1 2 1/2 1外 面ナデ 48-21

第128図  SD5溝 跡出土遺物(1)
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第129図  SD5溝跡出上遺物(2)

3区、 4区に跨って検出された。南北方向に直線的に延びて、 4区で大きく西方向へ屈曲する。なおこの溝跡は

3区で一旦途切れるが、位置・方向や堆積上の特長から、 4区の溝跡と同一のものと判断した。検出全長は約98m

である。 4区 SD2滞跡以南はSRI河川跡堆積上を切って掘 り込まれている。上端幅70clll～ 1 lm、 下端幅40～

70ctllで深さは17～ 26ほ どである。底面は安定しており大部分で平らな状況を呈している。B地点付近では掘削時の

ものと考えられる鋤痕跡が密集して確認された。鋤痕の平面形は半円形あるいは三角形状を呈し、底辺長 8～ 20ctll

前後、これに直交する長さは 4～ 10ctll程度である。最梁部は全て南側にみられ、鋤が北側から入れられていること

が分る。また重複関係をみると、南側の鋤痕を北側のものが切っており、この部分の掘削は南から北へ後退しなが

ら行われた可能性がある。壁の立ち上 りは概ねゆるやかである。堆積土はA・ BoC地点でそれぞれ 4層・ 3層・

5層に分けられ、A・ B地点では砂、C地点では未分解の植物遺体を含む粘上が主体をなしている。またいずれの

地点でも上位に灰白色火山灰の混入が確認される。

出土遺物 (第 133・ 134図 )

出土遺物は非常に少なく、堆積土中より上師器 2点・須恵器 1点が出土したのみである。 とはロクロ成形土師器

の外で、 2区 3層からの出土である。内面はヘラミガキで黒色処理は施されていない。「寺」の墨書がある。 2は

非ロクロ成形土師器の甕である。体部は球形を呈し、頚部には段がみとめられる。 3は須恵器長頚瓶である。

(5)S D25溝跡

遺構状況 (第 135図 )

3区北西コーナー付近で検出された。 S D26溝跡の旧溝を切 り、 S D26溝跡に切られている。検出全長は約23m

である。北西から南東方向にほぼ直線的に延びるが、平面形は不規則で人為的に掘られた溝か自然の営為によるも

番 号
難
号

堂
番

種  別 器 種 出上位置 分 類 残 存 備 考 写真図版
長さ 倒 最大径 倒 し宅監   口 重量  lgl

P-35 土製品 土錘 55  1  22 ,a l 1/2 ナ デ

番 号
黙

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹   種 素 材 木司文り

法
備 考 写真図版

長  さ 幅 厚  さ

L-124 木製品
器

＞

容

伝
ヒノキ属の一種 版 材 柾 目 推定直径 (190∞)貫通孔 (最大径06釦)2ケ あり。約3/5欠損。 47-5

L-12 木製品
器

う底

容

で
ヒノキ属の一種 板  材 板 目

推定直径 (268m)貫通孔大 (径0 3ca)lヶ 、小 (径 0 2cm)1タ

あ り。殆 ど欠損。



Vヽll

鋭斗

A地点

ー
産

B地点

1 lm名         運

n

1 lm―

層序 色 調 種   類 備 考 色 調 種   類 備 考

I 25Y2/1  黒色 砂質ンル ト 1 10Y R2/1 黒色 ンル ト質格■
黄掲色細砂を小ブロックで合む。未分解の

構物遺体を含む。
2 25Y2/1  黒角 稲 土 2 25Y3/1  黒褐色 砂質 ツル 炭化物を少量含む。

25Y3/1 黒褐色 砂 3 25Y4/3  オツーブ褐色 細 砂

第130図  SD6溝 跡平面・ 断面図

饂 鐵 ◎ ② ⑨ ◎

山

―
番 号

球

号

堂

番
種  別 器  種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考
I F-29 瓦 丸  丸 縄叩き。ス

'消
し (ナ デ)      I布 目痕 (租い)広端縁ヘラ肖】り 広端面ヘラ削 り。灰色。 41-9

2 F-13 瓦 丸 瓦
縄即き、ス リ消 し (ナ デ)側縁ヘ ラ削 布 目展、私上板合わせ 目戻、側縁、広

端縄ヘラ首Jり 、降灰自然釉
側面、広端面ヘラ割 り。灰色。 42-1

番 号
審

号

登

ヤ否
種  別 器 種 Iと上f立 置

法 母
分 類 残  存 備 考 写真図版長 さ 偶 (径  回 孔径 僻 I 重量 億)

3 P-12 土製品 土 錘 2 外画 ナデ 43-22
P-11 土製品 土 錘 2 外面ナデ 43-29

5 P-13 土製品 土  錘 26) 1 5 2 外面 ナデ 43-32
6 P-14 土製品 卜 簾 1 2 2 外面ナデ

第131図  SD6溝 跡出土遺物



SD7溝跡位置口

∝9n亀

プロックを少量含む。
10Y R3/1 黒褐色

B地点

層序 色 調 種  類 備

25Y7/3  渋黄色 火山灰 lktth4(kri色 夫1lW文 )

2 25Y3/3  暗オリープ褐色 砂

3 25Y3/4  黄褐色 砂 よごれのある砂hW

第132図  SD7溝 跡平面・断面図



番 号
球
号

笠
番

別
形

聖

器
出上位置

法   豊  御
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

口 径 底  径 器  高

1 E-23
器

斎

恵

頚

須

辱
(108) ロナデ

頚部 東海産

(猿投窯 ?)
37-2

第133図  SD7溝 跡出土遺物

番 号
審

号

登

番

別

形

饉

器
出上位置

法 登 ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真凰版口 径 底  径 器  高 島 //口

I D-2 土師器

芥
56 0 39

Fク ロナデ、一部ナデ

底一回転糸切 り、無調格

ロクロナデ、部分的に ガヽキ

底―ナア、部分的に ミガキ
G-1 外商に墨書

「寺J
34-1

番 号
録

姜

登

暴

別

形

種

器
出土位置

法   量  0
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

口 径 底  従 器  高

2 C-364
土師器

奏
(141) ケロ、横ナデ 横ナデ、ヘラナデ、ナデ、輸積み痕 D-la 大径

体部 (208∞ )

24-7

第134図  SD7溝跡出土遺物

のか判然 としない。上端部は43m前後であるが、調査区コーナー部分で広が り7m以上となる。下端幅 も55ctllか

ら4.6m以 上と不規則である。壁の立ち上 りは非常にゆるかかで、深さは32c口前後を計る。底面はほぼ安定 してお

り、 ビット等の起伏はみ とめられない。堆積土は 3層に分けられ、いずれ も砂であるが、最上層 1層上部には灰白

色火山灰ブロックの混入がみられる。

出土遺物 (第 136図 )

堆積土中より上師器・ 須恵器・瓦などが比較的多 く出土 したが、磨滅の著 しい小破片が多 く、図示 し得たのは以

下のとお りである。 1～ 4は非 ロクロ成形の上師器外であるが、いずれもいわゆる在来型土師器不にはみ られない

タイプのものである。 1・ 2は外面上位の段をもち、直立ぎみの短かい口縁がつ く。内外面ともに漆処理が施され

ている。 3は丸底の底部から、外傾 しながら口縁が立ち上るタイプのもので、やは り両面で漆処理がみとめられる。

4は丸底ネの底部と考えられる破片であるが、内面にナデ調整後の放射状 ミガキがみとめられ、漆処理が施されて

いる。 5～ 7は須恵器である。 5。 6のネは底部回転ヘラ肖Jり で、切り離しは不明である。 8・ 9は丸瓦片で、凸

面縄叩き、凹面には布目痕がみとめられる。

(O SD26溝跡

遺構状況 (第137図 )

3区で検出された。調査区内を北西から南東方向に横断するが、東部で東方向にゆるく弯曲する。東、西ともに



S D 25溝跡位置図

第135図  S D25溝跡平面・断面図
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番 号
騨

号

笠
番 器  形

出上位置
法 仰

外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版
口 径 器  高 器/日 段  高

I C-144
上師器

外
(157)

横ナア、肖Jり 部分的に ミガキ 横ナア、一部ナア、部分的にミガキ。 E-lb 30-3
漆処理 漆処理

2 C-127
上師器

芥

横ナア、首1り 横 ナデ
破  片 E-lb

口縁部のみ膝処理 漆処理

3 C― H2
土師器

界

積 ナデ、 肖Jり 横ナデ
破 片 E-2c

口緑部のみ漆処理 漆処理

4 C-126
土師器

芥

ナア、 ガキ く放射状,

破  片 E-9
膝姐理

番 号
番  号 器  形

出上位置
法 豊 倒

外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版
口 径 底  径 器  高 底/ロ

5 E-44 賓恵器

必
(103) (46)

ロクロナア、匠部一回転ヘラ割 り、

切 り離 し不明
タロナデ

6 E-59 須恵器

外
(109) (26)

ロクロナデ、底部一回転ヘラ削 り、

切 り雌 し不明
6 35-6

番 号
幕

号

笠

番

別

形

理

器
出上位置

重   回
外 面 調 整  I 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口 径 底  径 器 高

7 E-42 賓恵器
ロクロナデ、沈線文、波状文     Iロ クロナア、同心円文押え 破  片

番号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

8 F-12 瓦 丸 瓦 縄叩き、ス
'満

し (ナ デ)

糸切 り痕、布 目痕、広端縁ヘラ副 り

降灰 自然釉
広端面ヘラ削 り。灰色。 41-13

9 F― W 瓦 引  瓦 縄叩き、ス

'消
し (ナ デ)      I布 目反、側縁ヘラ肖1,        I側 面、広端面ヘラ肖uり 黄灰色。 41-17

第136図  S D25溝跡出土遺物



層 序 色 調 種  類 廂 考 層序 色 調 種  Irl 備 考

1 10YR2/1 黒色 ンル ト質砂 10YR1 7/1黒 色 黒褐色砂を班状に含む。

2 10YR3/2 黒掲缶 砂 焼土炭化物を少量含む。 25Y4/2  陪灰諏色 砂

3 10Y R3/1 黒褐色 砂質猫土 10Y R2/1 黒色 砂

4 10YR3/2 黒掲色 砂 25Y3/1  黒褐色 砂

5 10Y R3/3 暗褐色 砂 10YR3/3 陪褐色 砂

10Y R3/2  黒褐色 砂 10Y R4/3 にぶい芸褐色 砂

7 10Y R3/1 黒褐色 砂 灰白色火山灰を大小のプロックで含む。 10YR3/4 階褐色 砂

8 10YR3/3 暗褐色 砂 10Y R4/2 灰黄褐色 砂

9 10Y R3/2 黒褐色 砂 10Y R4/6 褐色 砂

10Y R4/2 灰煮褐色 砂 10Y R3/3 贈褐色 砂 黒褐色の粘土をラ ミナ状に含む。

10Y R5/2 灰黄BB色 砂 10Y R2/1 黒角 粘 土 今体的に砂を多 く合む^

25Y4/2  陪灰黄缶 粘 十

第137図  S D26溝跡平面 。断面図

端部は調査区外に廷びている。この溝跡には新旧 2時期の変遷がみとめられる。旧溝の埋没後、この南側に新 らた

な掘 りこみが行われている。旧溝部分は S D25溝跡に切られている。また SD7・ H9溝跡 と本溝跡新溝は一時的

に同時に機能 し、最終的にこの新溝だけが残 った可能性が考えられる。旧溝の上端幅は推定で90clll以 上、深さは50

clll前後である。壁は概ねゆるやかな立ち上 りをみせるが、部分的に下位で大きな扶 りを受けて乱れている。新溝は

上端幅2.lm前後、下端幅40cIB前 後で、深さは55cm程度を計る。なお新溝は段掘 りがなされてお り、上、下位で断

面形に差異がみとめられる。壁の立ち上 りは上部はゆるやかであるが、下部は急である。堆積土は全体で23層 に分

けられ、 1～ 16層が新溝、17～23層 は旧溝の推積上である。砂を主体 とするが、新溝13層 は黒色の粘土である。な

お新溝 7層中には灰白色火山灰が大、小のブロックで混入している。



出土遺物 (第 138・ 139図 )

羽フ

鶉
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番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 量 ω 分 向 調 整 内 面 調 整
残  存 分  類 備 考 写真図版

番  属 底  径 琵 部 部 獲 部 台 部

1 C-54
土師器

9 35 ケロ、ナデ ヘラナア、ハケロ
台 部 A-lc 17-12

番 号
番  号

冽

形

機

器
出上位置

法   量  倒
外 面 調 整 面 調内 整 残 仔 分  類 備 考 写真区版

口 径 底  径 器  高

2 C-132
上師器

(188) ケロ、 ミガキ ケロ、 ガヾキ (1/16) A-1 複合口縁

a C-131
土師器

を
(147) ミガキ、ハケロ ケロ、 ミガキ (1/8) A-1 複合口縁

4 C-129 横ナデ、部分的にハケロ。 ′ヽケロ、 ミガキ 破  片 A-1 複合口緑 17-24

番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 重 回
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

5 C-55
土師器

芥
(158) (0 23う 14 横ナア、削 り

ミガキ
D-3 21-6

黒色処理

6 C-56
芥

4) (024) 16 横ナデ、肖1り 横ナデ、 ミガキ (1/8) E-lb 30-4

番 ケ
群

け

¢

ュ
宙

冽
形

捏

器
出上位置

法   重   回
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

日  径 底  径 器  高

C-51
上師器

(193) 横ナデ、ハケロ 横ナデ、ヘラナデ (V4) D-3a 額部に段 28-1

8 C-124
受

1) 横ナア、肖じり 横ナデ、ヘラナデ (1/4) D-lb 口縁部に沈線

C-53
上師器

(130) ケヽロ、横ナデ、ナデ 横ナア、ヘラナア、ナア (1/4) D-2 最大径体部

(144∝ )

26-5
68-4

洛 オ
録

号

登

器 器  形
出上位置

法 量 ω 外 面 調 椎 内 向 調 整
残  存 分 類 備   考 写真図版

器  高 底  径 不 部 PrtJ 部 不 部 脚 部

E=3 須悪器

打く り]

線

建

沈

園

叩き状圧痕

自然釉 4「 着
破  片

番 サ
録

サ

子

轟
種  別 器 種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

「
-27 瓦 九 瓦 ヘラ肖1り 糸切 り反、布 日痕 褐灰色 41-H

r-18 /L 九 瓦
縄叩き、スツ滞し (ナ デ)

側縁ヘラ削り
糸切 りlR、 布 日痕、側緑ヘラ副 り 側面ヘラ削 り、灰色 41-15

「
-26 /t 九 瓦

縄叩き、スリ消し (プ ア)

降 反 自然釉
布目FR、 側縁ヘラ削 り 側面ヘラ肖1り 。灰色。

第138図  S D26溝跡出土遺物(1)
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番 号
録

昇

登

碁
種  別 器  種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

F-25 凡 丸  瓦 隠WWき 、ス ツ消 しくナア,、 側赫ヘラ百Jり 布目痕 (布端部)、 側縁、狭端縁ヘラ削 り I側面、狭端面ヘラ削 り、青灰色。 41-14

F-17 瓦 丸  瓦 縄叩 き、ス リ消 し(ナ デ)、 側縁ヘラ削 り 布目戻、側縁ヘラ

番号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

法 豊
分  類 残  存 備 考 写真図版

長さ 仰 孔径 倒 重量 ω

P-29 土製品 土 錘 (30) 17 2 外面ナア 43-30

17 P-38 上製品 土 錘 (36) 2 外面ナデ 43-28

P-37 43-24

P-8 上製品 土 錘 101 5 完形 外面ナデ 43-18

P-9 上製品 上 錘 (68) 外面ナデ 43-16

番 号
番  号

種 別 器  種 出上位置
法 重 仰

備 考 写真図版
残 存 長 残 存 碩 孔  径

P-54 土製品 羽  ロ 外面ナデ

番号
録

昇

登

碁
種  別 器 種 I出上位置 樹 種 素 材 本取 り

法  遺  倒
備 考 写真図版

長 さ I 幅  I厚 さ

L-44 木製品
器

，

容

儀
ヒノキ属の一種 板  材 板 目 (182) (74)

推定直径 Q84cE)貫通孔 (最大径05m)8ケ あ り

部分的に縁辺欠損。
47-6

L-40 木製品
高台付

容 審
板  材 (210) (83) 推定直径 (30 0ca)91り 物。盆 ?約3/4欠 損。 4″ -2

第139図  S D26溝跡出土遺物(2)



堆積土中より上師器・須恵器・瓦・土製品が出土したほか、新溝底面より木製品が出土した。これらのうち土師

器片は多量の出土があったが、図示し得たのは掲載のものに限られる。なお小破片のうえ磨滅が激しいため図化は

行わなかったが、新旧両溝跡の堆積土中からPク ロ成形土師器が出上している。また、この溝跡の所属年代は後述

するが、木製品以外の、とりわけ土師器、須恵器については本遺構の年代観とは差異があり、混入品と理解 してお

きたい。 1は土師器で台付甕の台部である。 2～ 4は土師器壷の日縁部分であるが、いずれにも折 り返しがみられ

る。 5・ 6は非ロクロ成形土師器の外であるが、 6は丸底の底部に直立する短い口縁がつくもので、内面はナデ調

整の後、横位のミガキがごくまばらに加えられている。黒色処理はみとめられない。このような外は、在来型土師

器芥のなかには見られないものである。 7～ 9は土師器の甕である。このうち 7は体部が外傾 して立ち上 り張 りは

なく、頚部に段がみとめられる。10は須恵器である。何らかの脚部と推測されるが判然としない。H～ 15は瓦でい

ずれも丸瓦である。16～20は土錘である。16～ 18は小型で紡錘形を呈する。19・ 20は大型で19は円筒形、20はやや

膨みをもっている。21は輔の羽口と考えられ、外面はガラス化が著しい。22・ 23は木製品であるが、新溝底面より

重なり合った状態で出上した。22は半円形の製品で容器類の底、あるいは蓋かと推測されるが、中央部分に連続し

た貫通孔がみとめられ判然としない。側縁に沿って段差がつくり出されている。23は トチ材の考1り 物容器で盆状の

形状を呈する。裏面には高台が削り出されている。推定直径は30calで ある。

(7)S D28溝跡

遺構状況 (第 140図 )

3区で検出された東西方向の溝状遺構であるが、検出全長3.3mと 小規模なものである。なおこの付近では小溝

遺構群が検出されているが、堆積土の状況に大きな差異が伺われ、これらとは別種の遺構と判断される。上端幅60

clll前後、下端幅45clll前 後で、深さは10clll程度である。底面には小さい起伏がみられ、壁の立ち上 りはゆるやかであ

る。堆積土は 3層に分けられ、いずれも砂である。

中

mm

S D 28溝 跡位置図

第140図  S D28溝跡平面・断面図

層序 色 調 種   類 爾 考

1 25Y3/1  黒4B缶 砂

2 25Y2/1  黒色 粘土質ンル ト

3 25Y3/3  階オリーブ4B色 砂

香 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

1 F-15 瓦 丸 瓦 糸切 り痕、布 目痕、側縁ヘラ削 り 42-3

第141図  S D28溝跡出土遺物



出土遺物 (第 141図 )

堆積土中より瓦片が 1点出上した。 1は丸瓦である。凸面は縄叩きの後スリ消し、凹面には布目痕などが観察さ

れる。

(3)S D30溝 跡

遺構状況 (第 142図)

3区で検出された。 S D109円形周溝を切 り、S18竪穴住居跡、SK4土坑、SD2滞跡などに切られている。

西端は調査区外に延びている。主体は北西から南東への方向を示すが、中央部分でT字状に分岐する。平面形上端

幅は55clll～ 3.3mと 一定せず、それに併わせて下端幅も40cm～2.6mと 不規則である。底面は安定しており、壁の立

ち上 りは急である。なおこの溝跡は平面形で不規則な状況を呈しているものの、断面形は比較的整っており人為的

に掘られた可能性を考えておきたい。堆積土は 2層に分けられいずれも砂であるが、 1層は黒褐色を呈している。

S D30溝跡位置図

層 序 色 調 種  類 隔 考

l 25Y3/2  黒褐色 砂

2 25Y4/4  オツープ褐色 砂

第142図  S D30溝跡平面・断面図

出上遺物 (第 143図 )

堆積上中より非ロクロ成形の土師器および鉄滓が出土した。このうち土師器は比較的多くの破片が出土したが、

図示し得たのは掲載した 4点のみである。 1は 2層出上の上師器で台付甕と考えられる。口縁端部にハケロ状工具

によると考えられる押圧 (刻み)が連続して加えられる。なおこの遺物は本遺構の年代観を示すものとは考えにく

く、混入と理解しておきたい。 2は土師器の外であるが、在来型のものとはやや異なった様相が伺われる。丸底の



�

×

番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出土位置

法  豊  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

医 径 番  目

I C-134
土師器

ケ ロ、 口縁亥Jみ ケヽロ、ミガキ A-lb

番号
鶏

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法    量    御
外 面 調 整  I 内 面 調 整 残  存 分 類 備   考 写真図版

日 径 器  高 器/口 段  高

2 C-133
土師器

界
(28) (029) (20) 横ナデ、肖Jり          1ミ ガキ E-2

番号
録

具

登

選

別

彬

種

盟
出上位置

法  量  い
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備   考 写真図版

産 径 器  高

3 C-60
甑

21 2 横ナデ、肖Jり 、部分的に ミガキ
績ナデ、ヘラナデ、部分的に ミガキ肖!

り、輸積み痕。
D-lb 28-9

4 C-59
土師器

甑
(224) 横ナデ、 ミガキ D-2b

第‖3図  S D30溝跡出土遺物

底部が内弯ぎみに立ち上 り、短かい口縁がつ く。内面はヘラミガキで黒色処理は施されていない。3は土師器甑で、

4に も同じく甑の可能性が考えられる。 3は体部中央部分によわい膨みがあ り、日縁部はごくゆるく外反する。体

部外面の調整は削 りを主体とするが、部分的に ミガキ調整がみとめられる。内面はヘラナデを主とし、一部で ミガ

キが観察される。 4は体部に張 りのない円筒形を呈 し、回縁部はわずかに外傾する。外面は口縁部横ナデで、体部

は粗い ミガキが施されている。内面はていねいな ミガキ調整で仕上げられている。

(9)SD119溝跡

遺構状況 (第 144図 )

3区で検出された。南北方向に直線的に延び、検出全長は約25mである。なおこの溝跡は 3区南端から更に南方

向へ延びて、 4区 SD-162溝跡に続 く可能性も考え得るが、双方で掘 り込みの形状や堆積上の様相が異ってお り、

同一遺構の可能性を指摘 しながら、別遺構扱いとしておきたい。また本溝跡は 3区の状況から一時的に S D26滞 と

接接 し、機能 していた可能性が考えられる。本溝跡の方が早 く機能停止、埋没 したものと理解できる。上端幅 lm

前後、下端幅20～ 50cIIlで 、深さは25clll前 後を計る。底面は安定 してお り、ほぼ平らな状況を示 している。壁の立ち

上 りはゆるやかである。堆積土は 4層に区分されるが、砂混 りのシル トを主体とし、最下層 4層は砂である。また

1層には灰白色火山灰の混入がみとめられる。

出土遺物 (第 145図 )

堆積土中より少量の土師器片が出土 した。小破片が大部分で、図示できたのは 1点のみである。 1は 2層から出

上 したロクロ成形土師器の杯である。内面はロクロナデのみで、ヘラミガキ・ 黒色処理はみとめられない。



S D l19溝跡位置図

第144図  SDl19溝跡平面・断面図

中O SD123溝跡

遺構状況 (第 146図 )

3区で検出された南北方向の溝跡で、南端は調査区外に延びている。 S D26溝跡をはじめ、SK-77、 78、 81、

82土坑などを切っている。なお溝跡の東辺に沿って小溝状の不連続なプランを確認したが、これらは本来のSD

123溝跡の東壁掘 り込みの痕跡であったものと推定される。上端幅3.lm前後、下端幅2.5m前後で、深さは30clllほ

どである。堆積土は単層で、未分解の植物遺体を含む黒褐色の粘土である。

出土遺物

堆積土中より少量の上師器片、須恵器片、および磁器片 1点が出上したが、いずれも小破片であるために図示す

ることはできなかった。これらのうち土師器、須恵器については明らかな混入品と判断される。 1点出土した磁器

は中国産の青磁で碗と考えられる (写真128-5)。 龍泉窯系の製品で、13世紀代を中心とする年代が推定される。

層序 色 調 種  類 備 考

10YR2/3 黒褐角 灰白色火山灰を小ブロックで含む。

2 25Y3/1  黒褐色 砂質ンル ト 未分解の植物遺体を少量含む。

3 25Y3/2  黒褐色 未分解の植物遺体を少量含む。

4 6Y4/3  暗オリーブfh 砂
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第145図  S Dl19溝跡出土遺物



層序 色 調 種   類 傭 考 層 色 調 傭 考

I 7 5YR2/2 黒褐色 Th土 未分解の植惚遺体を多重に含む。

第146図  S D123溝跡平面・断面図

t, S D 134・ 135溝跡

遺構状況 (第 147図 )

S D134溝跡は 3区で検出された南北方向の溝跡であるが、北半部はSR4河川跡堆積± 7層上面の斜面で確認

された。検出全長は約29mである。S D135は S D134溝跡に平行して断片的に検出された小溝状の遺構であるが、

位置的関係や堆積上の類似からS D134溝跡と同一遺構である可能性が高いものと思われる。 S D134は上端幅65clll

前後、下端幅55cm前後で、深さは10cal程度である。底面は安定しており、壁の立ち上 りは急である。堆積土は粘土、

ツル トの 2層に分けられるが、全体的に未分解の植物遺体を含んでいる。 1層中には灰白色火山灰ブロックの混入

がみとめられる。

出土遺物 (第 148図 )

S D134滞跡堆積土中より、少量の上師器片・須恵器片および木製品が出上した。このうち土師器はプ,Pク ロ成

形のものに限られるが、これらが本溝跡の年代観を示すものとは考えにくく、混入と理解しておきたい。木製品は

10数点出土したが、いずれも破損が著しい用途不明品がほとんどで、図示できたのは 1点のみである。 1は木製品



で用途不明の札状製品である。柾目にとられた薄い板材を素材としている。形状から木簡類の断片である可能性が

考えられたため、赤外線カメラによる観察を行ったが、墨書等はみとめられなかった。

S 氏
＼

単1

一

道韓篭尋
( 1  : 1∞ )

―
S D134・ 135溝跡位置図

層序 色 調 種  類 備 考

25Y2/1  黒色 粘土
灰自色火山灰を小プロックで含む。未分解

の植物遺体を含む。

2 10Y R2/2 黒褐色 未少解の植物遺体を含む。

第147図  S D134・ 135溝跡平面・断面図

中D SDl溝 跡

遺構状況 (第 149図 )

4区で検出されたL字状に屈曲する溝跡で、検出全長は約17.5mで ある。SD2溝跡を切っている。上端幅は最

大で1.2mを 計るが、東端部に向って狭くなる。下端幅は90～ 70clll程度で、深さは10clll前 後と浅い。底部には連続

した起伏がみとめられ、壁の立ち上 りはゆるやかである。堆積土は黒褐色粘上の単層である。

出土遺物

堆積土中より上師器細片が少量出上したが、本遺構の年代観を示すものとは考えられず混入品と判断される。

中O SD8溝 跡

遺構状況 (第 150図 )

4区南西コーナー付近で検出された。北西から南東方向のほぼ直線を呈する溝跡で、両端は調査区外に延びてい

る。検出全長は約25mである。上端幅2.0～ 3.5m、 下端幅50clll～ lmで、深さは50～ 55cal程度である。底面には部

分的に小さな起伏がみとめられるものの、ほぼ平らな状況を呈している。壁の立ち上 りはゆるやかである。堆積土

lLL9
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第148図  S D 134溝跡出土遺物
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SDl湾跡位置図

r

牌序 色 調 種  類 隔 考

l 10Y R3/2 4tBrを 全体的に ldI砂含む。

0 _ 
空

第149図  SDl溝跡平面・断面図

は 5層に区分されるが、未分解の植物遺体を含む粘土が主体となっている。このうち 4層は植物遺体の量がきわめ

て多量で、泥炭にちかい様相を呈している。

出土遺物 (第 151図 )

堆積土中より須恵器・ 土師器・陶器・石製品・古銭・木製品が出土した。全体的に小破片が多く、図示できたも

のは以下のとおりである。なお須恵器、土師器、石製品については本溝跡の年代観を示すものとは考えられず混入

品と理解 しておきたい。 1は須恵器の外である。 2は鉄釉の陶器で鉢と考えられる。日縁端部によわい肥厚がみと

められる。胎土は灰褐色を呈し、やや砂粒が目立っている。常滑産の製品で、13世紀代を中心とする年代が推定さ

れる。底面直上の 5層から出上した。 3は石製模造品で勾玉である。全面に彩しい擦痩が観察される。 4は底面出

上の北宋銭で、皇宋通宝である。初銭は1039年 (宝元 2年一北宋)と されている。 5、 6の本製品はともに底面か

らの出上である。 5はスギの柾目板が用いられた用途不明製品である。何らかの部材とも考えられる。 6は箸と考

えられる。

中O SD10溝跡

遺構状況 (第 152図 )

4区で検出された南北方向の溝状遺構である。 S K20土坑を切 り、 S D18・ 20・ 24溝跡に切られている。ほぼ直

線を呈するが南側で西方向へゆるく弯曲し、南端は調査区外に延びている。上端幅1.3～ 1.5m前後、下端幅1,0～

1.8mで深さは 8 clll程度とごく浅い。底面では著しい起伏が全面におよんでいる。壁の立ち上 りは非常にゆるやか

である。堆積土は黒色粘上の単層であるが、全体的に黄橙色の砂を含んでいる。

出土遺物 (第 153図 )

堆積土中よりとの上師器界が 1点のみ出上した。非ロクロ成形で椀形を呈し、日縁は内弯ぎみに立ち上っている。

内外面ともにミガキ調整の後、黒色処理が施されている。

中O SDll溝跡



層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

I 10Y R4/1 褐灰色 砂質ンル ト 本田耕 作土。 4 25Y2/1  黒色 猫 土

2 25Y3/1  黒褐色 粘土
全体的に細砂を含む。禾分解の植物遺体を

5 5Y3/1  オリーブ黒色 粘土
全体的に綱砂を含む。未分解の種物遺体を

3 10Y R3/1 黒褐色 粘土
細砂を編状に含む。本分解のIE物選体を多

量に含む。炭化物を少量含む。

第150図  SD8溝 跡平面・断面図

遺構状況 (第 154図 )

4区で検出された。北西から南東方向に直線状を呈するが、西端は調査区外に延びている。検出全長は約45mで

ある。S125竪穴住居跡・ S D140溝跡などを切 り、SD2溝跡・ SB7堀立柱建物跡ほかに切られている。上端

幅70ctll前 後、下端幅20～ 35clll、 深さは14～ 20clll程 度である。底面は安定しており、ほぼ平らな状況を呈している。

壁の立ち上 りはやや急である。堆積土はA地点で 4層、B地点で 3層に区分されるがいずれも砂層である。

出土遺物

堆積土中より少量の上師器片と、土錘が 1点出上した。このうち上師器片は磨滅の著しい細片ばか りで、特長を

把握し得るものは含まれていない。1は A地点 4層から出土した土錘である。やや大型で張 りのない円筒形を呈する。



QD
中

mllllllllllllllllllllll骨

中O SD139溝跡

遺構状況 (第 156図 )

4区の北東コーナーから東壁に沿って検出された南北方向の溝跡で、検出全長は約20mである。 S D163溝跡・

S K74土坑を切 り、SD2溝跡に切られている。遺構の東半部は調査区外に延びており上端、下端幅は不明である。

深さは20clllで底面にはゆるやかな起伏がみとめられる。推積土は 3層に分けられたが と、 3層が黒色～黒褐色の粘

上質シル トで、 2層は砂である。なお当溝跡はSD2溝跡との重複部分をすぎた後に消滅してしまうが、方向や堆
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第151図  SD8溝 跡出土遺物



積上の状況からこの南側で検出された S D147溝跡と同一のものである可能性も考えられる。

出土遺物 (第 157図 )

2層中より木製品が 1点出土したのみである。 1は下駄である。板日のクリ材が用いられており、連歯型でやや

角ばった形状を呈している。久損のために詳 しい様相は分からないが、先端と両側部に穿孔がみとめられる。

第152図  S D10溝跡平面・断面図

|つ  S D 162溝跡

遺構状況 (第 158図 )

4区北東コーナー付近で検出された南北方向の溝跡であるが、北端部分は調査区外に延びており、全体的な様相

は不明である。検出全長は約15mを計る。 S D163溝跡を切 り、SB8掘立柱建物跡に切られている。上端幅80call

前後、下端幅15～ 20calで深さは45clll程 度である。断面形はU字状を呈し、壁の立ち上が りは急である。堆積土は 5

層に分けられるが、いずれも砂である。なお当遺跡は位置的な関係から、SD2溝跡をはさんでこの南側で検出さ

0 _  |
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第153図  S D10溝跡出土遣物



れた S D 144溝跡 と同一のものである可能性も考えられる。

出土遺物

堆積土中より少量の上師器片が出土 したがいずれも磨滅の著 しい細片ばか りで、特長を把握 し得るものは含まれ

ていない。

α9m亀  23    農

。    ___       IP
B地点

層序 色 調 種  類 鷹 考 層序 色 調 種  類 隔 考

10YR2/1 黒色 25Y3/1  黒褐色 砂質ンル
黒色粘上を縞状に含む。黄褐色の砂を小ブ

ロ ックで合どF^
2 10Y R6/2 灰黄褐色 砂 2 25Y4/2  階灰黄色 砂

3 10Y R6/2 灰黄褐角 砂 3 25Y4/3  オツープ4B徹 砂

10Y R2/1  黒色

第154図  S Dll溝跡平面 。断面図
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氏

Ｐ

日

――

リ

層序 色 調 種  顔 備 考

l 10YR1 7/1緊 色 粘上質ンル ト

2 10YR1 7/1黒 色 砂

3 25Y3/1 黒褐色 i土質ンル ト 黄褐色砂をラミナ状に含む。
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第157図  S D139溝跡出土遺物

中O SD163溝跡

遺構状況 (第 159図 )

4区】ヒ東コーナー付近で検出された。西側のS D162溝跡に平行して、遺構の西半部分をこの溝跡に切られてい

る。検出全長は約6.5m、 深さは1 5clll前後を計 り底面は安定している。断面形は逆台形を呈し、壁の立ち上 りは急

である。堆積土は 2層に分けられ、双方ともに褐色系の砂である。

出土遺物

堆積土中より数点の上師器片が出土した。磨滅のすすんだものが大部分であるが、非ロクロ成形内面黒色処理の

不が含まれている。

中9 SD17、 18溝跡

遺構状況 (第 160図 )

r48



第158図  S D 162溝跡平面・断面図
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層序 色 調 種  顔 備 考

I 25Y4/3  オリーブ褐色 砂

3 25Y4/4  オリープ褐色 砂

25Y4/3  オリープ掲色 砂

5 砂

Ｅ‐７■

層序 色 調 種  類 備 考

I 10Y R4/3 にどい黄褐色 砂

第159図  S D163溝跡平面 。断面図
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4区北西部で検出された小規模な溝跡で、北西から南東方向にほぼ直線的に延びている。検出全長はS D17が約

3m、 SD7は 22.5mである。 S D18は SD5、 6溝跡およびS D19溝跡を切っている。 S D17は両端をS D18に

切られているが両者には規模・形状・堆積土につよい共通性がみとめられる。上端幅はともに18～ 20ctll前 後で安定

しており、深さは 5～ 8 clllで ごく浅い。また底面のところどころには半円形の鋤痕跡が確認された。堆積土はいず

れも黒褐色の砂質ツル トが主体となっている。なお、両滞跡は規模・形状から稲作や畑作に伴う耕起痕跡である可

能性も想定されたため、 S D18溝跡堆積上でプラント●オパール分析を実施した。1,500個/gのイネのプラント・

オパールが検出されたが、他の裁培植物に由来するものは確認されていない。遺物は出土しなかった。

ー

10 SD19溝跡

遺構状況 (第 161図 )

4区北西部で検出された小規模な溝跡でS D18溝跡にはば平行して延びるが、遺構の南半部分はこの溝跡に切ら

れている。またSD5、 6溝跡を切っている。検出全長は約8.5mである。上端幅18～ 20clll、 深さは 5～ 1 0clll程 度

である。底面の数ケ所では半円形の鋤痕跡がみとめられた。堆積土は黒褐色の砂質ンル トが主体となっている。遺

物は出土しなかった。なおこの溝跡は規模・形状、堆積上の特長が S D17、 18と きわめて類似しており、成因や機

能の共通性が推測される。

|, SD9・ 13・ 16・ 20021・ 22・ 23・ 24溝状遺構・鋤痕跡

遺構状況 (第 162～ 164図 )

これらは 4区北西部で検出されたごく小規模な溝状遺構 (SD9・ 20022・ 23)と 、鋤痕跡が列状に並ぶ鋤痕列

である。溝状を呈するSD9・ 20。 22・ 23の底面でも鋤痕がみとめられ、鋤痕列として検出されたものも本来は同

様の溝状遺構であった可能性がつよい。滞状遺構のSD9・ 20・ 22・ 23は規模がほぼ共通しており上端幅22～ 30cal

前後、深さは 5～ 8 clll程度である。鋤痕列を形成する鋤痕跡の平面形は不整形なものもあるが、いずれも半円形の

ものを基調としている。大きさは多少のばらつきはあるものの、各列ごとに大まかな統一性がみとめられる。

S D18

S D17

。
一

 卸

第160図  S D17・ 18溝跡平面・ 断面図



最も良好に検出されたS D13B地点では底辺長15cal前後、これに直交する長さ8～ 10clll前 後のものが主体をなし

ている。深さはいずれの列でもほぼ共通しており4か ら7 cmの 間である。堆積土は溝状遺構、鋤痕列ともに非常に

類似しており、黒色～黒褐色の砂質シル トが主体となっている。遺物の出土は皆無であった。なおこれらの遺構は

検出位置にまとまりがあり規模・形状・堆積土等に類似性が伺われることから、時期や機能にも共通性が推測され

る。遺構の様相から水路や区画溝等の性格は考えにくく前記のS D17～ 19滞跡などとともに本来は畑等の耕作痕と

考えられている小溝遺構群状の様相を呈していた可能性も考えられる。そのためS D13鋤痕列推積上についてプラ

ント・ オパール分析を実施したが、1,700個/gのイネのプラント●オパールが検出され、ほかの栽培植物に由来す

るものは確認されなかった。

―

層序 色 調 種  類 備 考

1 10Y R3/2 黒褐色 黄褐 角砂 (墓 2層 】

"合
▼伝

第161図  S D19溝跡平面・ 断面図

?O SD144溝跡

遺構状況 (第 165図 )

4区北東部で検出された北東から南西方向の溝跡であるが、位置・形状や推積上の状況からS D163溝跡と同一

のものである可能性がつよい。検出全長は約19mである。SD2・ 7溝跡に切られ、南端部はSRI河川跡内で消

滅する。上端幅40clll以 上、下端幅は17cm前後、深さは25clll以 上である。底面は安定した状況を呈している。堆積土

は図示の箇所では 5層に分けられ、下位の 4・ 5層は砂であるが上位は黒～黒褐色系の粘上が主体となっている。

3層には未分解の植物遺体が混じる。なおSD2と接する南側部分では褐色の砂が主体で、位置による堆積上の相

違がみとめられる。

出土遺物

非ロクロ成形の上師器外・甕が数点出上したが、いずれも細片で図化や特長を把握し得るものはみられない。芥に

411)と

て

馬



は内面黒色処理が施されている。
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第162図  SD9。 13溝跡平面・断面図 ―
S D13溝跡B地点
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S D16溝跡A地点

S D24清跡

0 _ 4

―

S D20・ 21溝跡

第163図  S D16・ 20・ 21024溝跡平面図

S D46溝跡B地点
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S D 22

層序 色 調 纏  頼 備 考

I 10Y R2/1 黒fI ―

第164図  S D22・ 23溝跡平面 。断面図

S D144溝跡位置図
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岡肝 色 調 種  類 備 考

1 10Y R2/1 黒色 絶土質砂

唐序 色 調 種  取 隔 考

10Y R2/2 黒褐色 粘 土
未分解の植物遺体を多量に合む。全体的に

2 25Y3/1  tttB色 砂

3 10Y R2/1 黒色 粘土
未分解の植物遺体をきわめて多量に含む。

泥炭にちかい^

4 5Y3/2  オリープ黒色 砂

5 砂

第165図  SD‖ 4溝跡平面・断面図



,9 SD147溝跡

遺構状況 (第 166図 )

4区北東部でほぼ東壁に沿って検出された。検出部分は南北方向を示すが、両端部ともに調整区外に延びてお り、

全体的な様相は不明である。検出全長は約 4mを計る。上端幅35～ 40clm、 下端幅25～30cm前後で深さは1 5clllほ どで

ある。堆積土は上下 2層に分けられ、上層はやや泥威質の黒色粘上、下層は砂である。

出土遺物 (第 167図 )

堆積± 1層中より木製の櫛が 1点出土した。全体的な形状等は知 り得ないが、棟はゆるい弧を描き櫛歯の間隔は

非常に密である。

S D147
―

溝跡位置図

〆

E20

■s∝

。 
一

一   」n

色 調 種  類 備 考

I 10Y R2/1 黒色 砂質ンル ト 禾分解 の種物遺体 を含む。

2 7 5YR2/1 黒色 砂

第166図  S D 147溝跡平面・断面図

番 号
球

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り 備 考 写真図版

長  さ 輻 曝  さ

1 し-6 未製品 櫛 イスノキ属の一種 板  材 凍は緩い弧を描 く。欠損部多 し。 58-5

第167図  S D147溝跡出土遺物

側  S D 164澪 S状遺跡

遺構状況 (第 168図 )

4区南西部に設けたSRl河川跡試掘 ト

河川跡堆積± 3層上面で上端幅 1～ 1.4m、

レンチで検出された北西から南東方向の澪跡である。検出層序はSRl

下端幅は60cal前後で、深さは30cm程度である。堆積土は泥炭質の黒色



粘土を主体とし、全体的に粗砂の混入がみとめられる。なおこの延長と考えられる落ちこみが、調査区西壁部分の

SRl本調査区でも確認されたが、この部分では平面・断面形ともに不安定な状況を呈した。この様相から本溝跡

は人為的に掘られたものではなく、SRlの埋没過程で一時的に形成された自然流路痕跡である可能性が考えられ

る。遺物は出土しなかった。

A

第168図  S D 164溝跡平面 。断面図
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第169図  S D 100 0 143溝 跡平面 。断面図



oo S D158滞跡

S D 158溝跡位置図

00 S D159。 160'毒跡
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S D159。 160湾障位置図

第170図  S D158・ 159・ 160溝跡平面 。断面図
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S D 141

S D 138。 141。 136湾跡位置図

学

m

S D 89・ 29溝麟位置園
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00 S D 89。 29溝跡

S D138・ 141・ 136・ 89。 29溝跡平面・断面図



00 SD 53・ 54溝跡
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1つ S D12溝跡

S D12溝跡位置図
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第172図  S D53・ 54・ 12溝跡平面・ 断面図
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S D161'韓 跡

S D161溝跡位置図
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OD SD4溝跡

SD4湾 跡位置図

第173図  S D16卜 3・ 4溝跡平面・ 断面図



S D 142溝 跡

S D 142湾跡位置図

聰斗

09 S D 165溝 跡

S D165溝跡位置図

第174図  S D 142・ 165溝跡平面 。断面図



h 遺 構 h 区 幅 仰 出 土 遺 物 遺 構 No 区 幅 0 深さ御 検出長ω 出 上 遺 物

1 S D 100 2 80 0 非 ,タ ロ+師器小片 S D29 3 130 0 D-1芥、F-41丸 瓦

2 S D143 3 910前後 な し 11 S D53 4

3 S D158 3 非 ロクロ上師器細片 S D54 4

4 S D159 3 S D12 4

5 S D160 3 22 0 S D161 70 非 ロクロ上師器細片

6 S D138 3 ロクロ土師器小片 SD3 4 な し

S D141 3 SD4 4 20

8 S D136 3 な し S D142 4 70 な し

S D89 3 S D165 4 139 0 95

第34表 溝跡観察表

2 SD‖ 3

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 10Y R3/3 贈褐色 3 25Y2/1  黒色 粘土 未分解の植物遺体を多重に含む。

2 25Y2/1  黒色 粘土 未分解の植物遺体を多量に含む。

5 S D 160

色 調 種  類 爾 考 層 斤 色 調 種  類 備 考

25Y4/2  膳灰黄色 砂

6 S D138
層 斤 色 調 種  類 傭 考 層序 色 調 種  類 輔 考

1 25Y8/2  灰自色 夫山灰 灰白色火山灰集積層 2 25Y2/1  黒色 粕土質ンル ト

7 S D141
層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 10Y R6/3 にがい諏褐色 3 10Y R6/2 灰黄褐色 砂

2 10Y R5/2 灰責褐色 砂

10 SD29
臀厨 色 調 種  類 備 考 層斤 色 調 備 考

1 26Y4/2  階灰薦色 砂質ンル Ⅲ 水田耕作土 ? 3 25Y3/3  暗オツーブ稿色 砂

2 25Y2/1  黒色 未分解の植物潰体を少登各むハ

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 25Y4/2  贈灰黄色 砂 3 25Y5/3 黄褐色 砂

25Y3/2  黒掲角 砂

13 SD12
層序 色 調 種  類 購 考 層序 色 調 種  類 備 考

1 25Y3/1  黒褐色 黄褐色の砂をブロックで多量に含む。

14 S D161

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  願 備 考

I 25Y4/2  皓灰黄色 砂 2 25Y4/4  オツーブ褐色 砂

層序 色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

I 10Y3/2  黒4B色 砂質粘上 基本層 1層に票伊

16 SD4
層序 色 調 種  類 偏 考 色 調 種  類 備 考

全体的に細層を含む。 10YR2/1 黒負 ンル ト質粘上 褐色の砂をブロッケで含む。

17 S D 142

色 調 種  類 偏 考 色 調 種  類 偏 考

10YR2/2 黒褐色 ンル ト質砂 4 10Y R5/4 にボい貢再色 砂

2 10Y R2/1 黒色 秒 5 7 5YR1 7/1黒 褐色 植物遺体を縞状に合む。

3 10Y R2/1 黒色 粘土 未分解の漬物語体 ″多母 に合どf.

層序 色 調 種   類 備 考 層序 色 調 種   類 備 考

10Y R2/1 黒色 粘土 未分解の植物遺体を多量に含む。 3 25Y3/1  黒褐色 粘土 未分解の植物遺体を多量に含む。

2 絶 土 未分解の植物遺体をきわめて多量に含む。 4 25Y2/1  黒色 共分解の権物遺体をきわめて多量に含と。

第35表 溝跡堆積土註記表



6.円形周溝遺構
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第175図 円形周溝平面 。断面図(1)
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第176図 円形周溝平面・断面図(2)
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(7)S D 90円 形周溝

(6)S D109円 形周溝

層肝 色 調 種  類

I 10YR2/2 黒褐色
2 10YR3/3 暗PB色 砂

第177図  円形周溝平面 。断面図(9

層序 色 調 種   類

1 25Y4/2  暗灰貢色 砂

2 25Y4/3  オツープBBL 砂

円形周溝は 2区で 1基、 3区で 8基、合計 9基が確認されたが、 S D27を除きいずれも部分的な検出である。他

遺構との重複関係をみると、すべての箇所で他の遺構に切られている。また円形周溝間での重複 (S D33・ 56)も

一箇所でみとめられる。遺構の位置的分布に特に規則性は看取されないが、W-0-Eラ インより西側に分布し、

東側部分にはみられない。また 8区の西側部分では近接して 5基が集中している。

平面形は比較的整った円形を示しているが、SDH5は偏平で楕円状況を呈している。直径は最小のS D56が 3.4

×3.3m、 最大はSDH5で長径7.4を計る。溝幅はS D97が最狭で28～ 31ctll、 SDH5が最も広く73～98clllである。

No 遺 構 h 径 上  硼 深   さ 出 上 遺 物 Na 遺 構 聴 径 上  幅 深  さ 出 土 遺 物

1 S D97 40m 28～31m 14～ 19伽 な  し 4c S D56 34X33m 40～ 98cE 15～ 28cE 〕FPク ロ土師器細片

2 S D33 65m 56cm 60伽 非 ロタロ土師器細片 5 S D27 49X47m 48～ 72∞ 12～ 20∞ 非 ロクロ土師器細片

3 74X65m 73～ 98cH H～ 21ca 非ロクロ土師器組片 6 S D109 70m 60c田 32cm な  し

S D31 52m 52～84cD H～ 43伽 7 S D90 60m 60c田 18cE 〕rFク ロ土師器細片

S D43 (52m) 92cn 11∞ な  し

第36表 円形周溝観察表

悪序 色 調 種  類

I 5Y3/1  オツープ黒色 ンル ト質砂

2 10YR3/4 陪褐色 砂

3 5Y4/1 灰色 砂

酒序 色 調 種  類

I 25Y4/3  オリーブ褐色 砂

目序 色 調 種  類

I 10Y R6/6 明黄褐缶 砂

25Y4/3  オツーブ褐色

第37表 円形周溝堆積土註記表



深さは20ctll代が平均的であるが、S D31・ 109な どでは一部でやや深くなっている。また S D33は遺存状態がわる

く、深さは 6 clll前 後と浅い。溝の底面は概ね安定しており、ピットや掘削時の鋤痕跡などはみとめられない。また

溝内側の平場部分には、 トレンチを入れるなどして精査につとめたものの、土坑等の施設は確認されなかった。堆

積土はいずれも褐色系の砂を主体とし、自然流入と考えられる。

出土遺物は全体的に非常に少なく皆無のものもあるが (S D97・ 43・ 90・ 109)、 S D27・ 31・ 56・ 90033か らは

土師器と考えられる土器片が数点ずつ出土した。しかしながらいずれも磨滅の著しい細片ばかりで、器形判別をは

じめとして特長を把握し得るものはない。なおこれらのなかには、内黒の資料はみられない。

7.小溝遺構群

1                0             20n                     l

―

第178図 小溝遺構跡位置図

規模が小さくまとまりをもって検出された溝跡を小溝遺構群とした。 2・ 3区で確認されたが、検出位置からA
～Hの 8群に区分した。これらのうち明瞭に検出されたのは 3区南西部のH群のみで、他のものはいずれも断片的

で規則性やまとまりの把握が困難である。なお 4区北西部分で検出されたSD9・ 13・ 16・ 20・ 21・ 23・ 24は鋤痕

跡を残す点に相違がみとめられたために、今回の報告では別遺構 (溝跡)と して取 り扱ったが、本来は当遺構と同

様の性格を有するものである可能性も想定される。

(1)A群

2区北西隅で検出された。南北方向を示す S D92溝跡 1条のみである。この溝跡は南端を撹乱に切られているが、



方向や堆積上の状況からC群のS D98溝跡と同一のものである可能性がつよい。上端幅30clll前 後、下端幅は15ctn程

度で深さは 8 cal前後を計る。底面に鋤痕等はみとめられずほぼ平坦な状況を呈している。堆積土は黒褐色のシル ト

質砂単層であるが、下位には基本層 2層の黄褐色砂が小ブロックで混入している。遺物は出土しなかった。

(2)B群

遺構状況 (第 180図 )

2区北半東壁部分で検出された東西方向の 5条の溝跡 (S D93・ 94・ 95a・ 95b・ 96)で構成される。西端部は

撹乱に切られ部分的な検出である。いずれの溝跡もN-82° 一W前後を示 し、方向に統一性がうかがわれる。 SD

95a・ 95bには重複がみとめられる。上端幅は20cm～ 30clllで あるが S D95bはやや広く35clll程 度と推定される。深

さは28ctll程度で断面形はほぼU字状を呈するがS D95bは底面に鋤痕等はみとめられず平坦な状況を呈している。

各溝間の中心間の距離は S D93～ 95bでは lm前後で揃っているが、 S D95b～ 96は 1.9mと なっている。堆積土

はいずれの溝跡でも2層に分けられ砂を主体としているが、上層は黒褐色～褐灰色で、下層は基本層 2層にちかい

黄褐色系の色調を呈している。

出土遺物

S D95a堆積± 2層中より非ロクロ成形の上師器片が 1点出土したが、細片であるために図示し得なかった。器

種は不と考えられ、内面黒色処理が施されている。

S D92

ンル ト

第179図 小溝遺構群A平面図・断面図
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S098
腎序 亀 調 種  類

1 25Y3/1  黒召色 砂

2 25Y4/1  黄灰色 砂

S D94

層序 色 調 種  類

I 10YR4/1 褐灰色 砂

2 10YR6/3 にぶい頭褐色

S D95

唇序 色 調 種  類

I 25Y3/1  黒褐色 砂

2 10Y R6/3 頭優色 砂

3 25Y4/1  黄灰色 砂

25Y5/2  暗灰黄負 砂

第180図 小溝遺構群B平面図・断面図

(3)C群

遺構状況 (第 181図 )

2区北半で検出された南北方向の 2条の溝跡 (S D98・ 99)で構成される。 S D97円形周溝・ S116竪穴住居跡

168



S D98

層序 色 調 笹   顔

5Y3/1 黒褐色 砂

S D99

層序 色 調 種  類

10Y R3/1 黒褐色 砂

及び S D100溝跡を切っている。検出全長は S D98が Hm、 S

D99は約6.2mで S D98を 切っている。方向は S D98が N-2°
一E、 S D99は N-5° 一Eで差異がみられる。形状・規模は

ともに類似しており上端幅20clll前 後、深さは 8 call程度である。

断面形はゆるやかなU字状を呈している。底面に鋤痕等はみと

められずほぼ平坦な状況を示している。堆積土は両者とも黒褐

色砂の単層であるが、部分的に層下部に基本層 2層の小ブロッ

クが混入している。遺物は出上しなかった。

い)D群

遺構状況 (第 182図 )

2区南半部で検出された。南北方向を示す 5条の溝跡 (SD
101～ 105)と 東西方向のS D106、 合計 6条の溝跡で構成され

る。 S D106は途中で途切れているが、検出面に不明瞭ながら

連結する痕跡がみとめられ同一のものと判断された。この溝跡

は南北方向の溝跡 S D102 0 104を切っている。西端は撹乱に切

られ、 S D100溝跡を切っている。東端はSR2河 川跡の上端

直前で止まっている。検出全長はHmでぁる。上端幅は30～ 45

clllを計 り、南北方向の溝跡よりもやや広くなっている。断面形

はごくゆるやかなU字状を示し、深さは 6～ 8 clB前 後である。

底面は平坦である。西側の屈曲部を除く全体的な方向はN-70°

一W前後である。推積土は黒褐灰色を呈する砂の単層である。

南北方向の溝跡 S D101～ 105は検出長の短い断片的なもので、

最長の S D105が 4.3m、 最短のS D103は 1.2m程度である。各

溝の平均的な中心間距離は約1,7mで あるが、S D102・ 103の

間は約 lmと 狭くなっている。いずれの溝跡も上端幅、深さは

類似しており前者は30ctll前 後、深さは16ctll程 度である。断面形

はゆるやかなU字状を呈し、底面はほぼ平坦である。方向は全

体的にN-20° 一E前後を示 し、東西方向の S D106と ほぼ直

交している。堆積土は褐灰色砂の単層を基調とするが、下部に

基本層 2層の黄褐色砂を小プロックで含んでいる。

・ °mi SD98と

歳

ーLOmtt SD99圧

革

第181図  小溝遺構群C平面図・断面図

出土遺物 (第 188図)        ‐

S D106溝跡より上師器芥が 1点出土した。ほかの溝跡からは皆無であった。 2は非ロクロ成形の不である。丸

底で外面有段の資料であるが、段の位置が高く短い口縁部は直線的に外傾する。外面の調整は日縁部横ナデ・底部

はヘラケズリである。内面はヘラミガキの後に黒色処理が処されている。

(5)E群

遺構状況 (第 183図 )

3区北半の東壁部分で検出された東西方向の溝跡 3条 (S D131・ 132・ 133)で構成される。いずれの溝跡も調

査区東壁や他遺構に切られ検出長の短い断片的なものである。 S D132は ピットにS D133は S K70土坑に切られて

いる。上端幅は S D13とが30clB前 後、S D132・ 133は 20～25cIB程度で、深さは 5～ 10ctllを 計る。断面形はU字状 (S



D132・ 133)、 ごくゆるやかな船底形 (S D131)を 呈し、底面は平坦である。方向は以下のとおりであるが、かな

りのばらつきがみられ規則性はみられない。 S D131・ N-65° 一E、 S D132・ N-60° ―W、 S D133・ N-85°

一W。 各溝跡間の距離は 4m前後を計る。堆積土は共通しており未分解の植物遺体を含む黒色または黒褐色の粘土

質ツル トを主体としている。遺物は出土しなかった。

1‐ Om~ SDl"

=呻
m引

Ⅶω時 mm、

導
的デ‐

~嚇デ酢
時的「%咋

S D101

ユ 110YR3/1 黒褐色 砂

S D 104 S D 105

層斤 色 調 種   類

l 10Y R2/1 黒色 砂

2 25Y5/2  謄灰黄色 砂

第182図 小溝遺構群D平面図・断面図

10YR4/1 4B灰 色        I砂

(6)F群

遺構状況 (第 185図 )

3区南半の東側で検出された。南北方向の 8条の溝跡 (S D153・ 128・ 152・ 151・ 150・ 156・ 148)と 東西方向

を示す 2条の溝跡 (S D154・ 155)である。これらの溝跡は S D153 0 128を除外すれば方向や配置に大まかな規則

性も伺われるが、全体的なまとまりは不明瞭である。 S D153 0 128・ 152・ 151の 南北方向のものが、東西方向の溝

跡 S D154・ 155を 切っている。他遺構と本群の主な重複をみると、SD5・ H9・ 123澪跡に切られている。各溝跡

の規模は次のとお りである。上端幅は20～ 30clllの ものが主体であるが、S D153・ 154は広い。深さは10cal前後から15

cal程度を計る。断面形はゆるやかなU字状と船底形を塁するものがあリー様ではない。底面に鋤痕等はみとめられ

ずほぼ平坦な状況である。各溝跡の中心間距離は南北方向のS D152～ 151～ 156～ 149お よび東西方向のS D154～

155では1.5～ 2mの間で大まかな近似性がうかがわれるが、方向の異なるS D 153・ 128や S D150を加えた全体で

みるとばらつきが目立っている。堆積土はいずれの溝跡も特長がよく類似してお り、褐色系の砂を主体としている。

S D 103

雷序 色 調 種  類

1 10Y R3/1 黒褐色 砂

S D 105



S D 133  ■氏

S D 13]

α9n」  SDlユ  差

|lψ
輸

機

生 ∝9m~C SD勁  監

マ

S D121

層序 色 調 種   類

1 10Y R4/4 褐色 砂質 ンル ト

2 25Y6/4  にぶい貢褐色 砂

S D120

1 110YR4/4
類

第184図 小溝遺構群G平面図・断面図

出土遺物

S D 153・ 128・ 152・ 1510150・ 149。 154・ 155の 各溝跡から土師器が出

土 した。磨耗はみられないが細片ばか りで図示 し得なかった。特長の把握

も困難であるが、 ロクロ成形のものは含まれていないようである。

(7)G群

遺構状況 (第 184図 )

3区南東コーナー部分で検出された。南北方向の 1条の溝跡 (S D120)

と東西方向の溝跡 (S D121・ 122)2条で構成される。 S D120が S D121

・ 122を切っている。他遺構 との主な重複をみるとSDH9溝跡や S K48・

75土坑等に切られてお り、ほかの遺構を切る状況はみとめられない。上端

第183図  Jヽ溝遺構群 E平面図・断面図  幅、深さは各溝跡 とも類似 してお り前者は45～50cln前後、後者は10～ 13ctll

程度である。底面に鋤痕等はみ とめられずほぼ平坦な状況を呈 している。方向は南北方向の S D120が N-7°一

E、 東西方向のS D121・ 122は N-90° 一E前後で直交にちかい様相を示 している。 S D121。 122の 中心間距離は

約2.7mを計る。堆積土はいずれの溝跡 も非常に類似 してお り、褐色の砂を主体として下層には基本層 2層 の黄褐

色砂が混入 している。

出土遺物

S D121・ 122推積土中より上師器片が数点出土 した。いずれにも磨耗はみられないが細片ばか りで図示のできる

ものはない。 Pク ロ成形のものは含まれていないようである。
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第185図 小溝遺構群 F平面図・断面図

い)H群

遺構状況 (第 186図 )

3区南西部で検出された。今回検出された小溝遺構群のうち最も明瞭な一群である。本群は大別すると南北方向

の溝跡19条 と東西方向の溝跡25条から構成される。溝群としての良好なまとまりを呈しているが、 S D32・ Hl・

117・ 118・ 119の ようにやや離れた位置で断片的に確認されたものもある。遺構の広がりは東西26m程度、南北は

的    的

讐

噌n
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09m~・  S D 12B  卜~

||▼IF

G
03m―引

的

I         r
08n_   s D 148   トー

一

５６

２

S D153

層斤 色 調

1 10YR4/3 にがい貢褐色
2 25Y5/3  黄4B色 砂

S D132

層序 色 調 種  類

10Y R4/2 灰黄褐色
25Y4/3  オリープ褐色

S D 155

唐岸 色 調 纏  頼

1 10Y R3/3 暗褐色

S D 154

唇序 色 調 種  類

1 10Y R3/3 贈褐色
2 25Y7/3  浅蓄fh 砂

S D 156

腎序 色 調 種   豪

1 10YR3/2 黒褐色 猫土質ンル ト

2 10Y R5/3 【摩い黄褐色

S D 149

臀層 色 調 績  額

1 10Y R5/6 貢褐色
10Y R6/4 に淳い黄橙色

瀞Na 検出長  tll 上端幅 口 深 さ 側 方   向 選 物 藩Na 検出長 卿 上瑠輻 口 深  さ 田 万   向 韻 物

N-38。 一W 土師器片 23 N-18。 一E
8 N-4 ―W 土師器片 11 N-20。 一E 土節器片

N-80-E 土師番片 1 7 8

N-24。 ―E 土師器片 9 N-80。 一W 土師器片

1 5 5 N-17。 一E +師器片 5 N-75。 ―W 土師番片

第38表 小溝遺構群 F群観察表
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25Y3/3  暗オリー l 125Y3/2

色     調   I種
1 125Y3/3  階オツー 砂

色     調   I種  類

I 125Y3/3  暗オリーブ

1 125Y3/3  暗オリーブ 砂

第39表 小溝遺構群H群堆積土註記表

第40表 小溝遺構群H群観察表

25m以上であるが南側では 4区への延長はみとめられない。各小溝遺構間の重複は一定で、南北方向のものが東西

方向の溝跡を切っている。他遺構との主な重複関係をみるとS D56・ 90円形周溝とS113竪穴住居跡を切 り、SD

2・ 6溝跡、S18・ 18竪穴住居跡に切られている。

南北方向の溝跡は19条を教える。分布域の西端部分ではやや乱れているが全体的な方向はほぼそろっており、各

澪跡の弯曲の様子にも規則性がみられる。溝跡の中心間距離はS D62・ 60・ 67が入る部分では近接して狭くなるが、

それ以外では0.7～ 1.3m程度である。上端幅と深さとも類似しており前者は80clll程 、後者は20clll前後を示すものが

多い。断面形はゆるやかなU字状のものと船底状のものがあり、ややばらつきがみられる。底面に鋤痕跡等はみと

められず平坦である。堆積土はいずれもほぼ共通で褐色系の砂を主体とし、層中に基本層 2層 と考えられる黄褐色

砂の小ブロックを含むものが多い。

層序 色 調 種   類

I 25Y3/3  暗オヅーブ褐色 砂

2 25Y4/3  オリーブ褐色 砂

25Y3/3  陪オリーブ褐色
25Y4/4  オツーブ

25Y4/4  オリーブ

25Y3/3  暗オリーブ

層岸 色 調 種  類

砂

25Y4/3  オリーブ

25Y4/6  オリーブ

溝N9 検出長 61 上端幅 61 深 さ 倒 方   向 遺 物 XNo 検出長 m 上端幅 倒 方   向 遺 物

8 N-48。 一E 土師番片 土師器片

30～ 40 6
N-37。 一E

土師器片
4 N-61。 ―W 土師器片

8 30-50 N-54。 ―W 上師器片

20-45 N-32。 一E 7 土師器片

30-40 30-45 4 N-610-W 土師器片

1 N-28。一E 4 N-710-W
30-75 6 N-35。 ―E 3

25-45 N-350-E 鉄澤 40-60 N-600-W 上師器 片

N-37。 一E 77 5 N-66。 一W 鉄津

25-35 N-35。 一E 土師器片 76 30-50 N-50。 一W 土師器片

N-25。 一E 土師器片 3 8 N-57。 一W
30-60 8 N-35。 一E 土師器片 20-40 N-63。 一W 土師器片

2 6 N-31。 ―E 7 N-58。 一W
4 N-47。一E 72 5 20-30 6

30-45 N-36。―E 耳 環 3 8 N-55。 ―W 上師器片

25～ 50 N-36。一E 土師器片 70 8 8 N-56。 ―W 土師器片

N-34。―E 土師器片 107

6 N-350-E 土師器片 4 8 N-520-W
86 N-39。―W 30-60 N-39。 一E 土師器片

N-45。―W 土師器 片

N-57。一W 土師器片 N-54° ―W 土師器片

N-58。―W 土師器片
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8.河川跡

自然流路跡 (河川跡)と みられる遺構を、 2区で 2条 (SR2・ 3)、 3区で 1条 (SR4)、 4区で 1条 (SR
l)確認した。

このうち、 3区封ヒ端部分で検出したSR4河川跡については、 2区で確認されたSR2河川跡、あるいはSR3

河川跡と同一のものである可能性も強いが、重複関係を引確に確認することができなかったため、別遺構として取

り扱っている。

(1)SRI河
'II跡

遺構状況 (第 190・ 192図 )

確認状況・ 重複 4区で確認された東西方向の河川跡であるが、調査区面積の2/3以上を占めている。この遺構の

調査では、時間的な制約から、調査区西辺に 7× 28mの トレンチを設け、この部分でのみ掘 り下げを行った。なお、

この遺構の堆積土中で、水田跡と杭列が検出された。

主な重複関係をみると、SB203掘 立柱建物跡を切 り、北辺で中世屋敷跡の区画溝とみられるSD2溝跡、南

辺ではSD8溝跡に切られている。

規模・方向 調査区を東西に横断してお り、方向はN-60° 一Wである。南岸はほぼ直線状に延びているが、】ヒ岸

ではかくらみがみられ、平面形は全体的にやや不整である。

上端幅は34m(調査区西辺)～43m以上、深さは西端部分で1.2mと なっている。

堆積土 全体で50層に区分された。各層の状況は第191図のとおりであるが、 1～ 10層は植物遺体を含む黒色の粘

土層、H層以下では砂層がそれぞれ主体となっている。

下面に著しい起伏がみとめられる2層は水田耕作上で、この上面において水田遺構が確認された。 7層では灰白

色火山灰の集積がみとめられる。

水田跡 (第 190図) 1層 中において、 2列並行する斑鉄の帯を検出した。 1層は目視による層の状況が、市内水

田遺構にみられる水田土壌の様相を呈していることやプラント・ オパール分析の結果からも、水田土壌の可能性が

きわめて高く、また市内富沢遺跡の水田跡において同様の検出事例が確認されていることなどから、この斑鉄の帯

を水田に伴 う畦畔の痕跡と判断した。

5条確認された畦畔は、前述のように高まりではなく、 2ヽ列並行する斑鉄の帯として検出したものである。上幅

は、基幹的な畦畔とみられる畦畔 とが0.9～ 2m、 そのほかは50clll前後となってお り、畦畔 1の方向はN-35° 一

番 号
球
号

黛
番

冽
形

醒
洛

出上位置
法  登  仰

外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版
口  径 騒 径 器  目

1 C-359
土師器

台付種
積ナデ、口緑刻み ハケロ、部分的に ミガキ 破 片 A-lc 17-H

番 号
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号

登

番

冽

形

建

器
出上位置
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外 面 調 整  I 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口 径 器  高 器/ロ 段  高

2 C-389
土師器

S D106 (186) (022) 猿ナデ、却り          |ミ ガキ D-2

番 号
録

昇

登

基

別

形

種

嬰
出上位置

法  量  口
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口 径 底 径 器  高

3 C-410
壷

ナ デ D-3

番 号
録

号

登

香
種 別 器  種 出上位置

法 量

残 存 備 考外  径   ● 内  径  い 厚 さけ I 陳 暇口 I 璽 重lgl 写真図版

最  大 最  小 I最  大 I最  小

N― 金属製品 I耳 環 30  1  40  1  17  1字 形 45-3

第188図 小溝遺構群出土遺物



Eである。

これらの畦畔で区画される水田区画は 6区画以上である。このう

ち区画 2は完全な検出で、南北方向9m、 東西方向は約8.5mで比

較的整った方形を呈している。その他の区画はいずれも部分的な検

出で詳細は不明であるが、同様に方形を基調としているものとみら

れる。

耕作± 1層は層厚15clll前後の黒色粘土で、全体的にうすく砂が混

入しており、下面には著しい起伏がみとめられる。

杭列 (第 192図) 河川堆積± 8層中で検出された。

総計で62本の木杭からなる南北方向の杭列で、河川跡の方向には

ば直交してお り、方向はN-40° 一Eと なっている。杭列は大きく

東側と西側の 2条に区分される。

当遺構の機能については、判断することができなかった。

出土遣物 (第 193～ 197図 )

河川堆積土より、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、磁器、

土製品、古銭、金属製品、木製品などが出上 した。図示をなし得た NJて
ものは次の45点であるが、以下特徴のあるものに限 り記述する。

1・ 2・ 3は縄文土器で、河川跡のほぼ底面付近で出上 した。細

片であるために器種等の詳細を知 り得ないが、いずれも沈線 とLR
の充填縄文がみ とめられる。 4・ 5は弥生土器とみられる。 5は台

付注目土器と考えられる。外面は全体的に ミガキ調整が施されてい

るが、沈線の間は省略されている。 6・ 7はそれぞれ、器台 。高界

である。 8・ 9は土師器の不で、 ともに内面黒色処理が施されてい

る。

14は中国磁器の青磁碗である。外面に画花文がみとめられる。15

～17の土製品は土錘である。

22～45は木製品で、 8層検出杭列を構成する杭である。樹種同定

の結果、大半がヤナギ属である点に特徴がみられる。

(2)SR2河 川跡

遺構状況 (第 198図 )

確認状況・ 重複  2区南半部東辺に沿って確認された。部分的な検

出であ り、全体的な詳 しい様相は知 り得ない。

なお、少な くとも埋没の段階ではSR3河 川跡を切っている。

規模・ 方向 検出したのは西岸部分の一部にすぎない。遺構は大き

く調査区外へ延びてお り、全体的な規模・形状や方向は不明である。

検出長は南北方向に30m、 最大幅は 9mで、確認することのできた、

る。壁の立ちあが りはごく緩やかで、深さは1.5mを 計る。

なお底面レベルは、南端部が北端部より約 4 clll低 くなっており、北―南方向に流下したものとみられる。

堆積土 検出部の堆積土は20層に細分されたが、土質の状況から以下のように大別される。

10   20n

第189図 河川跡配置図

西岸を基準 とする方向はN-10° 一Wであ
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第190図  SRl河川跡と検出水田跡

1～ 10層は、全体的にしまりのない黒色系の粘上が主体となっており、 1・ 2・ 7層では未分解の植物遺体がみ

とめられる。■～13層はやや還元状態の粘上層であるが、H・ 12層 には未分解の植物遺体が多量に含まれていて、

泥炭層に近い様相を呈している。このうち12層では、枝部を中心とする流木が多量にみとめられた。14層は灰白色

火山灰の集積層であるが、粘土ブロックが多く混在しており、 2次的な集積と考えられる。15層以下は砂、粘上の

互層となるが、溝状に窪む18層の粘上では、未分解の植物遺体がみとめられる。最下部の19・ 20層は砂層である。

出上遺物 (第200～205図 )

堆積土中より上師器、須恵器、手捏ね土器、陶器、瓦、上製品、石製品、木製品など、比較的多くの遺物が出土

したが、図示をなし得たものは65点である。

1～46は最も多量に出土した土師器である。 1は高不の不部とみられるが、内外面ともに朱がみとめられる。 2



Ⅷ
Ⅷ

輯
敵

舞
輯「

|!!ttiiill!| 

―

| |
!鵜

|1卍Ⅲ
「鞠

籍
脳
卍

刊

一

０
ト
ー

の

図
旧
垣
喬
軍
庶

中
Ｅ
∽
　
図
３
一搬

い
い
―

∽

′

/

/

慕

斡
辮

解
榊
紳 ]

,

日
０
言

―

磨
０

【
Ｉ

Ｉ

日
０

０

179。 180



S-604

／

た

′
′

W-18

siれ斗

C
0=4-

/
/

げ

Ｉ

第1.02図 SRl河川跡と検出された杭列

は甕の口縁部小片と考えられる。日唇部に連続した押圧が加えられている。3は台付養の台部とみられる。 4は壷

の日縁部|であるが、折り返しによる複合口縁となっている。

5、 6～36は土師器の外・椀である。いずれも非ロタ
'成

形である。 0以下の外は、段の有無・位置、底部形状

などの器形や、外面の調整技法にバラエディーがみとめられる。内面の様相をみると、ヘラミガキ後
―に黒色処理が

施されている資料が大半を占めているが、34～36ではナデ調整で、器形のうえからも―特徴のある資料となっている。

なお、7の芥は内外面に多量の漆が付着している。18～26は椀で、大型のものと小型のもの (21～23)ヵ あヽる.。 外

面調整は削り調整主体の資料と (18～ 22)、 ていねいなミガキ調整が加えられるものとがある.が (23。 24,26)、 25

ではハケロ調整となっている。内面はいずれもヘラミガキ後に黒色処理が施されているが、22・ 23は外面
―
にも黒色

処理がみとめられる。



37～44は土師器の甕である。完全な資料はないが、大きく球胴形 (37～ 40・ 44)と 長胴形 (42・ 43)がある。調

整技法の特徴を体部外面についてみると、ハケロ調整のものが主体となっているが、39044ではヘラミガキが最終

的な調整として加えられている。

47は手捏ねの成形であるが、内外面に黒色処理が施されている。

48・ 49は須恵器である。49の不底部は回転ヘラ削りとなっていて、切 り離し技法は分からない。

50は陶器である。底部の小破片で、甕壷類とみられる。無釉で茶褐色を呈している。

51は九瓦である。凸面に縄叩き、凹面には布目痕が観察される。

52～65は土製品である。52・ 53は土錘であるが、52は小型で紡錘形、52はやや大型で円筒形を呈している。54～

56は土玉、57～ 65は輸羽日の破片である。

66～68は石製品で、それぞれ石製模造品 (剣 )、 紡錘車、砥石である。

69・ 70は木製品である。69は連歯型の下駄で、正面先端には指痕とみられる磨滅が観察されるほか、「水」の刻

字がみとめられる。70は竪杵である。芯去 りの分割材が用いられており、持部と握部の境に焼痕がみとめられる。

なお、図示をなし得なかった遺物も土器類を中心に出上しているが、このうち土師器芥の出土状況についてみる

と、16層以下では非ロクロ成形の資料に限られ、これより上層ではロクロ成形のものが混在するようになる。

(O SR3河川跡

遺構状況 (第206図 )

確認状況・ 重複 2区南半部で確認された、東西方向の河川跡である。部分的な検出であり、全体的な詳しい様相

は知 り得ない。

主な重複関係をみると、SR2に切られ、小溝遺構F群を切っている。

なお、この堆積土中において、水田遣構を検出している。

規模・方向 調査区の南半部を東西に横断する状態で確認されたが、遺構はさらに大きく調査区外へ延びており、

全体的な規模・形状や方向は不明である。検出全長は東西方向に25。 4mを計 り、最大幅は20mで、北岸を基準とす

る方向はN-80° 一Wと なっている。自然地形の傾斜に沿って、西方向から東方向に流下したものと考えられる。

河川跡中心から北岸への壁の立ち上がりは非常に緩やかで、深さは1.lmである。

堆積土 検出部の堆積層は12層に細分されたが、土質の状況等から以下のように大別される。

1, 2層は黒色系のシル ト質粘上で、水田耕作土である。 3a, 3b層は火山灰をブロック状に含み、また火山

灰層である。 3b層は10世紀前半の火山灰堆積層とみられる。

3a～ 7a層 までは黒及び黒褐色 (3a層は火山灰層で灰白色)の粘土と砂の互層になっているが、 7a層から

9層 までは砂層となっている。

4a層は黒褐色粘土であるが、未分解の植物遺体を多量に合み、また全体的に砂粒を含んでいる。

水田跡 (第208図) 1層 中において、L字に屈折する斑鉄の帯を確認した。 1層はSRI同様、日視によるこの

層の状況が、市内の水田遺構に見られる水田土壌の様相を呈していることや、プラント・ オパール分析の結果から

も水田土壌の可能性が極めて高く、また富沢遺跡の水田跡においても同様な検出事例が確認されていることなどか

ら、この斑鉄の帯を水田に伴う畦畔の痕跡と判断した。

L字状に確認された畦畔は、前述のように高まりとして検出されたものではなく、斑鉄の帯として検出したもの

である。南北方向が大畦で幅約1.8m、 東西方向が小畦で幅約0.4mである。大畦方向はほぼN-10°一Eである。

SRlの水田畦畔とSR3で検出された畦畔を比較した場合、その方向が若千異なるものの類似しているといえ

ること、検出層位・土壌等にも共通性が認められることなどから、ほぼ同時期に経営されていたものと考えられる。

検出された畦畔の状況から、SR2で検出されなかったのは、現水田耕作による削平とみられる。
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第193図  SRI河 川跡出土遺物(1)
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長  さ 幅  I厚 さ

L― ■1 本製 品 容器 頓動 H3,1 08

L-13 木製品
用途不甥

板 材 板  目 05) 上端欠損

番 号
奪

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹 糧 素 材 分 類 備 考 写真図版

長  さ 最大径 加工の長さ 加工最大後 加 工 回 数

L-172 木製品 抗 ヤナギ属の一雹 丸太材 (102) (36) 18 I Aa 49-5
木製品 抗 広鍵樹 (散孔材 ) 丸太材 (134) 1 3 2 誌が空洞 49-6

L-170 木製品 税 21 : I 闘皮残石

L-168 木製品 杭 ヤナギ属の一雹 丸太材 (■ 5) 31 3 聞皮残存 49-2
六製 品 航 (lo ω 31 1 B 鶴皮義存、節払い痕 lケ 所あ り、 49-3

第194図  SRI河 川跡出土遺物(2)
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番号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹 種 素  材

法 量 ω 瑠   郡
分 類 備 考 写真図版

長  さ 最大径 加工の長さ 加工最大幅 加 工 面 数
L-197 木製品 杭 ヤナギ屋の一箱 丸六材 (14.1 (43) 欄皮残浮 48-:3
L-156 末製品 航 丸太材 (139〕 (41】 : 樹皮残 49-I

本製 品 杭 ヤナギ属の一纏 九太材 (17.6Ⅲ (33) (20) 1 鶴 皮 48-12
L-169 木製品 杭 丸太材 (45) 節払い展 2ケ 所あ り。 40-8
L-200 木製品 抗 丸太材 (253) (36) 3.3 1 樹皮凌 50-6

碗 ヤナギ属の一種 丸太材 2 49-7
L-202 木製品 杭 (25o (S2) OD 50-3
L-190 木製品 太材 (268) 68j 30

第195図  SRl河 川跡出土遺物(3)



◎

日

Ｈ
Ｈ
日
日
日
顔
‰
‰
凹
伊

◎

◎

番 号
録

具

登

番
種 別 器  種 出上位置 樹   種 素  材

法 量 0 末  端  部
分 類 摘 考 写真図版

長  さ 晟大径

L-162 木製品 抗 ヤナギ属の一種 丸太材 (265) l 箇皮残存 50-7
L-186 未製品 杭 丸太材 (201) 2 闘皮残存、節払い反 lケ 所あ り 50-8
L-157 本製 品 抗 丸太材 : 2 Bb 50-2
L-181 木製品 抗 ヤナギ属 の一 種 丸太材 l 49-13

L-191 木製品 航 広葉樹 (環孔材 ) 丸太材 49-H
杭 ヤナギ属 の一 績 丸太材 囲皮義 存、節払 ぃ慶 2ケ 所 あ り 40-4

第196図  SRI河 川跡出土遺物(4)



一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

日



■
N-48

第198図 SR2河川跡平面図

出土遺物 (第209～211図 )

堆積土中より、土師器、須恵器、土製品、瓦などが出上したが、図示をなし得たのは36点である。

1～28は最も多く出上した土師器である。そのうち 1～20ま でが塩釜式に該当し、21～ 28の ものが栗囲式から国

分寺下層式と考えられる。ただし20の高不片は南小泉式の可能性もある。

1, 2に ついて第209図の注記表では芥と記したが、形状は対形に近い。また 2は内外面朱塗 りされているもの
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(1 :80)
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00n一

03m一

00m――

層序 色 調 種  類 偏 考 色 調 種  類 備 考

: 25Y3/1  黒褐色 猫土
禾分解の植物遺体を多量に含む。全体的に

砂を含む^救甍
^

11 5Y2/2  ォツープ黒色 粘土 未分解の植物遺体を含む。

2 5Y2/2  オリーブ黒色 粘土
禾分解の植物遺体を含む。全体的に砂を合

む。欺弱。
25Y3/1  黒褐色 粘上

未分解の植物遺体をきわめて多量に合む。

流木 (枝 )力ζ多 く混入。
5Y4/2  灰オ リーブ色 砂 黒褐 色稲 上 を涌状 に含む。 5Y5/3  灰オリープ角 猫 土

4 25Y2/1 黒色 絡土
禾分解の植物遺体をきわめて多量に含む。

泥炭にちかい。故弱、
25Y8/2 灰白色 火山灰

灰白色火山灰。灰オリーブ色

の粘土ブロッタと混在。

5 5Y2/1  黒色 粘上
禾分解の4H物遺体をきわめて多重に含む。

泥炭にちかい。
3Y2/2  オリープ黒色 砂 全体的に粘土をうすく含む。

6 5Y2/2  オツーブ黒角 紗 5Y2/1  黒色 粘土 全体的に砂を含む。
25Y3/1  黒再色 粘土 未分解の植物遺体を含む。 25Y2/1  黒伍 砂 全体的に粕上を うす く合む。

8 25Y3/1  黒褐色 粘土 全体に砂を多 く含む。 25Y2/1  黒色 粘土
未分解の植物遺体を含む。全体的に砂を合
と,^

9 25Y2/1  黒色 粘土
示分解の種物遺体をきわめて多量に含む。

泥炭にちかい。砂を帝状に含む.
5Y3/1  オリーブ黒色 砂 粘土をブ

「
ックで含む。

5Y2/1  黒色 粘上
未分解の植物遺体をきわめて多量に含む。

泥炭にちガヽ ヽ̂ S Y3/1  オリープ黒色 砂 全体的に猫上を うす く含む。

第199図 SR2河 川跡断面図
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番号
番  号

別

形

種

器
出上位置

法  豊  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口  径 底 径 器  局

C-409
上師器

高 芥
(122)

ミガキ、ハケロ ミガキ
(1/4) A-1

朱塗 り

2 C-147
土師器

台付な
(202) ケロ、口縁亥Iみ ミガキ (1/6) A-1つ

番 号
録

号

登

番 器  形
出上位置

法  重 回 外 薗 調 整 月 由 調 整
残  存 分  類 備 考 写真図版

器  高 底 径 夏 部 台 部 唇 部 台 部

3 C-398
土師器

台付甍
71 ナデ、輪積み痕   |ナ デ、木葉痕

部

形

台

守

琵台部粘土貼 り

つけ

香 号
録

具

登

碁

別

形

種

器
出上位置

法 御
外 面 調 整 内 面 調 整 残  √ 分  類 備 考 写真図版

曰 径 底 径 器  高 底/ロ

4 C-13
土師器

(146) ケロ、 ミガキ ケヽロ、 ミガキ (1/3) A-1 複合口縁 17-17

5 C-40
土師器

界
(134) (40) 51 (03) 部分 的に ガキ、 ヘ ラナア、部分的 に ミオキ B-1 18-1

番 号
球

号

笠

番

冽
形

種

器
出上位置

法 倒
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口  径 器  局 段  高

C-42
土師器

芥
(184) (50) (027) (15) 横ナデ、′ヽケロ D-4

黒色処理

7 C-36
不

176 41 横ナデ、削 り、輪積み戻 D-4 内外面に漆多量

に付着

22-7
70-1黒色処理

C-29
土師器

界
173 42 19 横ナデ、削 り D-4

黒色処理

C-23
上師器

不
47 横ナデ、削 り、輪積み反

ガキ、倫積み反 ′工  ′
= D-4 21-9

黒色処理

C-20
ネ

17 7 40 0 22 横ナデ、肖Jり 、 ミガキ
完  形

D-4 22-4
黒色処理

II C-31
芥

(028) (14) 横ナデ、 ミガキ D-4
21-10

65-2黒色処理

12 C-33
土師器

不
176 (37) (021) (15)

横ナア、削 り、部分的に ミガキ

輪積み痕

ヽガキ D-4 22-2
黒色処理

13 C-27
土師器

芥
41 績ナデ、首1り D-4

21-8
64-5黒色処理

190

第200図  SR2河 川跡出土遺物(1)



番号
番  号 器  形

出上位置
法 倒

外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版
口 径 器  高 器/口 段  高

C-32
土師器

必
17 横ナデ、ハケロ、削 り、輸積み戻

ミガキ ぼ

形

は

を死
D-4

21-H
63-4黒色処理

C-21
土師器

必
0 35 17

横ナデ、肖1り 、部分的に ミガキ、

輪積み痕

ミガキ

完  形 D-5
‐４

３

６

３黒色処理

C-28
土師器

ネ
43 19 横ナデ、削 り

ミガキ
D-5 22-15

黒色処理

C-412
必

(42) (531) (20) 横ナデ、削 り (V8) D-5

番 号
録

昇

登

碁

別

彰

種

塞
出上位置

法 い
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

騒  径 器  風

C― H5
芥

(191) 横ナデ、削 り (1/6)
D-7

b①

C-138
土師器

不
(188) 積ナデ、削 り

横ナア、 ミオキ
(1/8)

D-7
b①黒色処理

C-34
土師器

(164) (54) 72 (044) 横ナデ、削 り
D-7

b①
礎/Q― (033)

黒色処理

C-24
芥

132 横ナデ、割 り、部分的に ミガキ
D-7

b②
22-22

黒色処理

C-35
土帥器

必
(134) (58) (043)

ミガキ
(1/4)

D― 7

b②
22-23

黒色処理 黒色処理

C-26 土師器

ネ
107

オキ、 ミガキ

黒色処理
完  形

D-7
b②

23-1
黒色処理

C-19 土師器

芥
横ナデ、削 り、 ミガキ

肛

形

は

か
死

D-7c 23-4
黒色処理

C-18
邦

(77) (646) サ ロ、横ナデ
ミガキ

(v2) D-7c 23-3
64-3黒色処理

C-135
土師器

界
(132) (78) (059) ミガキ、肖Jり

ガヽキ、ヘラナデ
D-7d 23-6

黒色処理

C-39
土師器

界
56 横ナア、 ミガキ、削 り、ハケロ D-8b 23-16

C-41 土師器

芥

横ナア、削 り、部分的に ミガキ 横ナア、 ミガキ ぼ

形

ほ

か
万

D-8b 23-14

65-5黒色処理

C-136
土師器

(175) (45) (026) 横ナデ、割 り (1/8) D-8b
黒色処理

C-9
界

(168) (36) (021) 横ナア、 ミガキ、音Jり
ミガキ

(1/4) D-8b
処 理

第201図  SR2河 川跡出土遺物(2)



番 号
藩
号

霊
番

卿
形

極
器

出上位置
法 畳 い

外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版
口  径 器  局 器/口 段 高

C-22
土師器

赤

横ナア、肖1り 、部分的に ヽガキ

巻き上げ痕

ミガキ
完  形 D-8c

23-17
65-4

黒色処 理

C-137
然

(140) 横ナア、 ミガキ
ミガキ

(1/4) D-8c
黒色処理

香 号
碧

【号

登

番

卿

形

種

器
出上位置

際 重 口
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備 考 写真図版

口 径 底 径 器  高 器/口

C-37
土師器

不
0 25 撲ナア、削 り

頂 ナア、 ミガキ
D-9a 底/ロー042 23-18

黒色処理

C-38
土師器

横ナデ
完  形

E-3 31-6
66-4

C-25
外

横ナデ、肖1り
積ナデ ほ ぼ E-5b 31-8

71-7漆処理

C-411
土師器

(202〉 憤ナア、肖Jり 横ナデ (1/8) E-6b

番 号
番  号 器 形

出上位置
法   量   仰

外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版
口 径 底 径 器  高

C-146
土BD番

甍
(236) 僚ナア、ハケロ 横ナデ、ハケロ、ヘラナデ (1/4) D-la 預部に段 25-3

C-15
上師器

奄
(160) 横ナデ、ハケロ、一部ナデ 横ナブ、ヘラナデ (1/4) D-1 預部に段 25-2

C― H 土師器

菟
(222)

横ナデ、 ミガキ、ハヶ口、口唇部に沈

線
横ナデ、ヘラナデ (1/4) D-la

頚部に段

最大径底部

26 4∝

24-4

C-397
莞

(56) ケヽロ、肖1り 削 り、ヘラナア、ナデ (1/2) D-lb

C-396
土師器

奏
(70) 削 り、 ミガキ ケヽロ、ナデ (1/3) D-2

C-10
上師器

(141) 横ナア、輸積み戻 横ナデ、ヘラナデ、輪積み痕 (1/3) D-2 預部に段 26-6

C-428
土師器

甕
(161) 横ナデ、′ヽケロ 横ナデ、ヘラナデ、一部ナデ (1/5) D-2 頚部に段

第202図 SR2河 川跡出土遺物(0



番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法  量  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口  径 監 径 番 高

C-17 土師器

萄
(244) ハケロ、横ナア、 ミガキ

ハケロ、横ナデ、ヘラナデ、一部ナデ

輸積み痕
D-lb

体部に妖化物付

着、最大径、体

部35 0cB

26-1

C-12
土師器

(135) 横ナデ、ハケロ、百1り 横ナデ、ヘラナデ、輸積み痕 D-2a

C―的
土師番

蔓
横ナア、ハケロ、ナデ、 ミガキ

ハケロ、ヘラナア、ナア、部分的にヽ

ガキ
D-2b

番 号
幕
号

露
番

卿
形

観

器
出上位置

法 重 曾
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口 径 底 径 器 高 と/日

C-30
ね

剰

捏手

不
(047)

ナア、 ミガキ

黒色処理 黒色処理

E-2
器

杯
懸
鮒

須

高
ロタ7ナデ ロクロナア 1

E― I

須恵器

杯
(16.2) (33)

Fク ロナア、底部一回転ヘラ削 り

●I性 i不服
ロタロナデ 6 35-1

I-2
器

奎

開

甕
(205) ナ デ ロタロナデ (1/6)

無和陶器、常滑

産
39-7

第203図 SR2河 川跡出土遺物(4)
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番 号

録

昇

登

懸
種  別 器  種 出上位置

特 長
分  類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

51 F-42 瓦 丸  瓦
縄叩き、ス リ消 し (ナ デ)

側縁ヘラ削 り
糸切 り痕、布 目痕、側縁ヘ リ削 り   I側 面ヘラ肖!り 、灰色 4-10

番 号
録

号

登

番
種 ,」 器  種 出上位置

法 量 倒
分 類 残  存 偏 考 写真図版

長 最 大 径 孔 径 重 量 lg)

P-4 土製品 土  錘 4 1 5 216 0 完 形 外面ナデ 43-15

P-5 土製品 土  鍾 2  1完 形 I外面ナデ 43-33

番 号
尊

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

法 登 い
分  類 残 存 備 考 写真図版

軸 長 最  大  径 孔 径 軸長/員下径 重  豊  ω

P-1 土製品 土  玉 I ほぼ完形 43-9
-2 土製 品 土  玉 完  形 外面ナデ 43-2

P-3 土製西 土  玉 12 5 完  形 外面 ナデ 43-n

番 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

法 量 ロ
備 考 写真図版

残 存 長 残 存 幅 孔 径

P-41 土製 品 羽  ロ 36 外面 ナデ 44-1

P-49 土製品 羽  口 32 外 画 ナデ 44-2

P-45 土製品 羽  口 44-3

P-44 土製 品 羽  口 26 外面 ナデ 44-7

P-43 土製品 羽  口 外面ナデ 44-9

P-42 十製品 外面ナデ 44-8

P-48 土製品 外面 ナデ 44-4

P-17 土製品 羽  口 44-5

P-46 土製品 47 外面ナデ 44-6

第204図 SR2河川跡出土遺物(→
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番号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

法 量 い
残 存 1   備 考 写真図版

長   さ 幅 厚   さ 璽  Hlgl

K-1 製
器

石

燃
剣 はぼ完形 I全面に擦痕あ り、貫通孔径 15日 46-2

番号
率

号

登
番

種 別 番  種 出上位置
法 量 口

残 存 1   備       考 写真図版
拙  長 上面最大径 底面最大径 孔  径 重 菫 J

K-2 石製品 紡錘草 490  1完  形 I全面に捩痕あ り 46-5

番号
球

号

登

番
種 別 器  種 出上位置

法 登 側
残 存 1    備          考 写真図版

長   さ 轄 厚   さ

K-14 石製品 砥  石 ほぼ字形 I使用面は2面 46-7

番 号
番  号

種  別 器 種 出上位置 樹   種 蒸  材 木取 り
法 皇

備 考 写真図版
長   さ 幅   I厚   さ

L-2 木製品 下駄 ケヤキ 板材 板日 I(219)
2ケ所に線刻「水」 ?、 先端部に指痕跡、鼻緒孔 (

最大径1 4ca)3ケ 所あり
55-6

L-224 木製品 杵
ヨナラ属 ヨナラ亜

屋クヌギ節の一箔

分割材 発部最大径8 1cB、 握部最大径3 8cH、 撮部 と握部の

焙に峰慮あ り、前鰐に欠措あ り、
49-1

第205図 SR2河 川跡出土遺物(6)



である。 9～ 15は甕の口縁部片である。外面に塩釜式の特徴であるハケロ痕と、日唇部に刻みが連続して施されて

いる。18の甕と19の壷の口縁部片は複合口縁になっている。

また 6～ 15の甕日縁内面の調整をみると、 6が横ナデ、それ以外はヘラミガキである。10以外にはハケロ調整痕

も観察される。

高不・器台のうち脚部に円孔が穿たれているのがわかるものは 3～ 5である。 3には 4つの孔、 4には 3つの孔

が、 5の器台には 2孔が施されている。

21～28は全て芥として登録してある。内面が黒色処理されているところと、調整としてヘラミガキされていると

ころが共通点としてあげられる。

21～25はネの体部に段を持つのが特徴である。21は外面の段は明瞭であるが、内面は段になっておらず、内弯気

味のカーブが日縁部にむかって外反するのが特徴。22・ 23の不は、外面のほか、内面にも軽く段を持ち、日縁部は

外傾するのが特徴。24、 25は外面の段も形骸化し、浅い沈線状のものになっている。内面には段はなく、内弯しな

がら日唇部まで至るという形状になっている。外面調整は、段より上部がヨJナデ、下部から底面が手持ちのヘラ

ケズリである。底部は平底風の九底である。

26～28は芥としているが椀形である。外面調整は26がヘラミガキ、27がヘラケズリの後のヘラミガキ、28が横位

のヘラケズリとなっている。28は底面が欠損していて不明だが、他の 2点は九底風平底を呈している。

29、 30は須恵器の芥片である。断面を観察すると、底部と体部の境が「 く」字状に折れており、外面が軽い稜線

となっている共通点がある。31は須恵器の蓋片である。ツマミ部も欠損する小片であり、日端部がカエリ風に折れ

ている。

第206図 SR3河 川跡平面図
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色 調 種  類 備 考 層序 色 調 種  類 備 考

I 10Y R2/2 黒褐色 現代の水田耕作土_ 5 10Y R2/1 ttBB角 採 む 。

2 10Y R2/1 黒色 水H耕作土。 6 10YR1 7/1黒 色 粘土

3 10Y R3/3 暗褐色 粘土質ンル ト
灰白色火山灰を大 ブロッタで大量に含む。

2層 の常拌を受けている^

25Y3/1  黒褐色 砂

10Y R7/1 灰白色 火山灰 灰白色火山え 2_5Y6/2  灰黄色 砂 全体的に粘土を うす く挟七.

10Y R2/1 黒褐色 粘士
未分解の植物遺体を多 く含む。全体的に砂

を含む。
8 25Y3/2  黒褐色 砂

10Y R2/1 黒褐色 砂 全体的に粘上を うす く含む。 9 25Y3/1  ttBB色 砂

第207図 SR3河 川跡断面図



第208図 SR3河 川跡検出の水田跡

土製品として図化できたのは32の輔羽日の小破片 1点

である。 SR2で は多量に出土 してお り、古代集落では

欠かせない道具の一つであったことを伺わせる。

33～ 36は九瓦の小片である。外面は縄叩きされている

のがナデ消されてお り、内面には布 目跡・ 糸切 り跡を残

している。35、 36は焼成によるのか、再酸化を受けたの

か不明であるが、にぶい橙色や褐灰色を呈 している。

●)SR4河 川跡

遺構状況 (第212図 )

確認状況・ 重複  3区北東部で確認された。部分的な検

出であ り、全体的な詳 しい様相は知 りえない。

なお、調査区をづないでいないので確実なことは言え

ないが、位置的状況などから、 SR2も しくは 3と 同一

河川跡と考えられる。

規模・ 方向 検出したのは西岸部分の一部にすぎない。

遺構は大きく調査区外に延びてお り、全体的な規模・ 形

状や方向は不明である。

検出長は南北方向に21m、 最大幅は35mで、確認する

ことができた西岸を基準 とする方向はN-25° 一Wであ

る。壁の立ち上が りはごく緩やかで、深さは1.6mを 計

る。

堆積土 検出部の堆積土は21層 に細分されたが、土質の

状況から以下のように大別される。

la、 lb層は黒色系のシル ト質砂で、水田耕作であ

る。 la層は現在のものであ り、 lb層 は近世の耕作土

と考えられるものである。 2a～ 2c層は黒色の粘土層で、未分解の植物遺体が認められる。 3層はグライ化 した

砂層である。 5a～ 5c層はまた未分解の植物遺体を多量に含む黒色の粘上である。また 2・ 5層 と同様な層は 7

層、10層、Ha層、Hc層にも認められる。 6層は灰白色火山灰層であるが、粘土ブロックが多 く混在 してお り、

2次的で、10世紀前半以降の堆積 と考えられる。

7層以下は砂、粘土の互層 となるが、Hf、 12b層以外は未分解の植物遺体が認められる。最下層の12b層 は細

砂層である。

特筆されるのはHa～ Hf層である。 7世紀後半の堆積層 と考えられ、植物遺体や土器 も多 く含んでいるが、貝

殻を含む層でもある。Ha～ Hd層が顕著であ り、中でもHcと Hd層は純貝層に近い状況であった。 Vの貝類の

分析・ 同定で詳 しく報告されているが、83%がヤマ トンジミ、15%がイガイ、その他が 2パ ーセントである。

出土遺物 (第214～228図 )

堆積土から多量の遣物の出土があ り、その種類は土師器 (第214～222図 )、 須恵器 (第222,223図 )、 瓦 (第223

図)、 土製品・ 石製品・ 金属製品 (第 224図 )、 木製品 (第225～228図)である。出土遺物の多 くは土師器 と木製品

といえる。

図面中の 1～ 105が土師器である。
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番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 重 口
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

口  径 器  高 器/口 段  高

1 C-408
土師器

界
(106) 横ナア、 ミガキ ミガキ (1/5) A-1 17-1

2 C-153
邦

横ナデ、ハケロ
破  片 A-2 17-2

朱塗 り 朱塗 り

番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

9 外 面 調 整 内 面 調 箪
残  存 分 類 備 考 写真図版

口 径 器  高 脚裾径 芥 部 脚 郎 ネ 部 脚 部

3 C-8 上師器
(n3) (202) ミガキ ミガキ A-1 四孔スカシ 17-6

番 号
舞

号

登

番

冽

形

種

器
出上位置

法  量  倒 外 面 調 整 月 向 調 整
残  存 分  類 備 考 写真図版日 径 器  高 脚裾径 壁 部 脚 部 受 部 脚 部

C-3
器

台

師土

器

ケヽロ、横ナア、
横ナデ

ヘラナデ、ナデ、

横ナア
A-1 三孔スカシ 17-3

5 C-402
土師器 ハケロ、割り、 ミ

ヘラナデ A-1 二孔スカシ

番号
番  号 器 形

出上位置
法  量  回

外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版底  径 器  高

6 C-407
土師器

莞
(200) 横ナデ ケヽロ、横ナデ (1/7) A-1

7 C-406
土師器

(218) ハケロ、横ナデ ハケロ、 ミガキ (1/9) A-2
― I

62-4

8 C-154
土師器

養
(172) ハケロ、横ナデ、部分的に ミガキ ハケロ、 ミガキ (1/4) A-2

C-150
土師器

台付莞
ケヽロ、日縁刻み ハケロ、 ミガキ (1/8) A-la 17-3

61-4

C-148
土師器

(200) ハケロ、横ナデ、口縁刻み ミガキ (1/8) A-la 62-1

C-2
台付養

(210) ケヽロ、口縁刻み ケロ、 ミガキ、愉積み痕 (2/5) A― la -3

C― H9
器

受

師

付

上

台
(156) アヽロ、横ナア、日縁為み ケヽロ、 ミガキ (1/4) A-1 17-4

C-404
上師器

(210) ケヽロ、 ミガキ、日縁刻み ケヽロ、 ミガヤ (1/10) A― la 複合口縁
一
一
一

C-152
器

交

師

付

土

台
(158) ケヽロ、横ナデ、日縁劾み ケヽロ、 ミガキ (1/8) A-la 17-10

C-151
土師器

(130) ケロ、日縁刻み ケヽロ、ミガキ (1/7) A-lb
-7

61-5

第209図 SR3河 川跡出土遺物(1)



番 号
録

号

登

番

型
形

機
器

出上位置
法  重 口 外 向 調 整 内 面 調 整

残  仔 分  類 備 考 写真図版
器  高 底  径 甕 部 台 部 唇 部 部

C-399
土師番

台付莞
ケ ロ ア`メ、一部ナブ (4/5) A-lc V-14

17 C-400
土師器

ケロ、ナデ ミガキ ミガキ
ヘラナア、削 り

ミガキ
(1/3) A-lc

番 号
録

具

登

番

冽

形

磯

器
出上位置

法 重 ロ
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口 径 底  径 器  高

C-405
土師器

受
(234) (1/12) A-1 複合口縁 17-23

19 C-7 土師器
(146) ガキ、横ナテ A-1 複合口縁 17-16

番 号
録

号

登

番

別

形

儘

器
出上位置

法  量 仰 外 面 調 整 内 面 調 整
残 存 分  類 備 考 写真図版

器  高 底 径 芥 部 脚 部 芥 部 脚 都

C-401
器

芥

師上

高
ナデ、ミガキ ナア、輪積み戻 (V3) B-1 18-2

番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 量 ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

器  高 器/口 段  高

21 C-4
杯

(158) (48) (030) (19) ケヽロ、 ミガキ、肖Jり
ミガキ

(1/4) D-3
21-5
63-6黒色処理

C-6 土師器

不
(143) (28) (020) (09) 横ナア、一部 ナデ、削 り、愉積み痕 1/4 D-4 22-6

黒色処理

C-413
土師器

芥
(172) (39) (523) (18) 横ナア、削 り

ミガキ
(1/12) D-4

黒色処理

C-414
土師器

不
(182) (42) (023) 横ナア、削 り、輪積み痕 (1/8) D-5

黒色処理

C-5
土師器

邦
(159) (31) (020) (07) 横ナデ、一部ナデ、削 り、輸積み痕

ミガキ
D-5 22-16

黒h処理

番 号
録

号

登

番 器  形
出上位置

法 量 仰
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

口 径 底 径 器  高 底/回

C-156
土師審

界
(93)

D

b①黒色処理

C-157
土師器

(74) 削 り、 ミガキ
D-7

番 号
録

号

登

番 器  形
出上位置

法 量 仰
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

口 径 器  高 器/ロ 段  高

C-158
土師器

ネ
(186) (58) (031) (1/6) D-8b

黒色処理

第210図 SR3河 川跡出土遺物(2)
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第211図  SR3河川跡出土遺物(3)

と～ 6は奏と壷の日縁部片で、塩釜式に比定されるもので、 4世紀の遺物である。 1～ 3にはハケロがみられ、

4～ 6は複合口縁となっている。土師器の中では少量である。

7～ 13は新式の南小泉式 (旧引田式)に該当するものと考えられ、 5世紀末から6世紀前葉の年代観か。 9、 10

は対形で、 9は内外面ヘラミガキと黒色処理されている。

14～55の殆どは栗囲式を主体とした有段丸底・ 内黒の外であり、 7世紀のものである。

12、 13はそれらと共伴する鉢と甕であり、14・ 27・ 28・ 29031038041～ 43・ 50・ 52の11点には内面の黒色処理

が見られない。

56～83の殆どは有段丸底の鬼高式期の関東系不と考えられ、内面が横ナデ・漆処理されている。関東系土器と言

った場合、いつも問題になるのは、持ち込んだものか現地生産かということであるが、Vの蛍光X線分析で詳細が

延べられているように、当地の粘上を使って成形・焼成されたものであることが分かった。

88～96は甕で、体部中央付近に最大径をもつ球胴形のものであり (88は球胴か長胴かはっきりしない。)、
ハケロ

調整されているなど塩釜式の特徴を持っているといえよう。共伴関係から栗四式と考えられるD群の芥や甕と一括

しているが、古い遺物が混入している可能性もある。97～ 100の 甕は長胴形でハケロがあり、体部と口縁部の境に

段を有する栗囲式に該当するものと考えられる。101～ 103も 同時期のものとみられる。

106～ H5は須恵器である。

番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法 量 仰
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考口 径 I器 高 器  高 島 /口 字具図廠

須恵器
ロクロナデ 7ク ロナデ 2

E-45 須恵器

然
Fク ロナデ ロクロナデ 破片 2

31 E-49 須悪器

蓋
IPタ ロナデ Eク ロナデ 3 36-6

番 号
録

号

登

番
種  別 器 種 出上位置

法      量   0
備 考残 存 長 I残 存 幅 I孔  径 手 具凶麒

土製品 羽 口 57  1  49 外面ナア 44-11

番 号
録

具

登

懸
種  別 善 種 出上位置

特 長
分 類 写真図版凸 面 凹 面 備 考

瓦 丸瓦 ナデ、側緻ヘラ首こり 糸切 り反、布目反、側最ヘラ着Bり ラ副 り、灰色
F-38 瓦 丸瓦 ナア、個縁 ヘ ラ削 り 米切 ,7R、 布 日展、側縁 ヘ ラ酎 り 側面ヘラ湾1り 、灰色

F-37 瓦 丸瓦
隠叩き、ス リ消 し (ナ デ)、 狭端縁ヘラ

歯Iり
布日痕 (粗い)、 側緑、狭端縁ヘラ湾】り 側面、狭端面ヘラ削 り、に摩い慢色

F-40 瓦 丸瓦 き、スリ消しくナ 糸切 り痕、布 日痕、布鍵 じ痕 褐灰色



106～■0は外で、底部の切 り離し技法は不明である。ただし106と 108は 回転ヘラケズリ、107と 109は手持ちのヘ

ラケズリである。H01ま高台付外で全体がロクロナデされている。

113、 114は甕片で、外面に平行叩き痕、内面に青海波文と言われる同心円文押さえ具痕が残っている。

116～H91ま丸瓦片である。内面に布目痕を残す所謂布目瓦で、外面は縄叩き痕がナデ消されている。

120～ 125は土玉である。最大径が2.6～4,Ocmで、122は全体が朱塗 りとなっている。

126は大型の剣形の石製模造品である。127と 128は金属製品である耳環である。金環と称されるものが多いが、

128が銀箔が部分的に付着しており、銀環であったことが知られる。129は碧玉製の管玉、130は石製の紡錘車、131

は砥石である。

132～154は木製品である。

そのうち132～ 141は円形容器の一部分で、1320134・ 136～ 140は その底板である。樹種は分かっているものだけ

■N当
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色 調 種  類 備 考 色 調 種  顆 偏 考

5YR2/2 黒BB色 シル ト質砂 水田耕作土。 8 25Y4/1  灰貢褐色 砂 灰貢色粘上を1ヽプロックで含む。

5YR1 7/1黒 色 本 田耕 作■.本 分解 の種物遺 体を夕 く含む。 10Y R2/1 黒色 粘土

75Y17/1 黒色 猫 土 25Y2/1  黒色 粘土 未分解の植物浚体をきわめて多量に合▼f^質を多 く合
=f_7 6Yl,7/1 黒色 粘土 25Y3/1  無褐色 砂 禾分解の種物遺体を含む黒色粕土を小ブコックで含む。貝を多 く含む。

75Y17/1 緊色 絶土 25Y2/1  黒色 粘土 員を特に多く含む。
3 砂 5 灰 自 砂 未分解の植物遺体を含tr黒色粘上ををヽブロッタで含む。員を特に多 く含む。

5Y3/1  黒褐色 砂 未分解の植物遺体を含む黒色粘上を小ブロッタで含む^貫 を含む^

10YR1 7/1黒 色 緒土 5Y4/1  灰色 砂 ミを看干含む。
10Y R2/1 黒色 粘土 粘 土 全体的に細砂を含む。

6 10Y R8ノ I 灰白色 火由灰 灰白色火出灰。黒色粘上の小プロックが混在。 2 5GY3/1 階オツーブ灰色 砂 弱還元層。細秒。

禾分解の種勃遺体を多量に含む。

第213図 SR4河 川跡断面図
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番号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

重  trl
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備 考 写真図版

口 径 底 径 器  高

1 C-353
土師器

(224) ハケロ、ナデ ケヽロ、一部ナデ (1/10) A-2

2 C-352
土師器

甕
(182) ハケロ、横ナデ、ナデ 横ナデ、ナデ (1/6) A-2 61-2

3 C-358
土師器

獲
(132) ハケロ、横ナデ 横ナデ、輪積み痕 (1/6)

4 C-355
土師器

菱
(178) ハケロ、横ナデ、ナデ こガキ (1/8) A-1 複合口縁 17-20

C-357
土師器

費
猿ナデ 横ナデ、部分的に ミガキ 破片 A-1 複合口緑 17-21

C-356
土師器

書
横ナデ、 ミガキ 横ナデ、ハケロ、 ミガヤ 破片 A-1 複合口縁 17-19

香 号
警

一，

笠
番

冽
形

聰

器
出上位置

法 量 ω
外 面 調 整 内 両 調 整 残 存 分 頻 脩 考 写真図版

口 径 器  高 器/口 段  高

7 C-190
土師器

不
(158) (039) 横ナア、削 り

ミガキ
C-1 19-1

黒色処理

8 C-222
土師器

赤
(152) (038) 横ナア、 ミガキ、削 り C-1 19-3

黒色処理

9 C-242
界

(132) (42) (032) (1
横ナア、 ミガキ

(1/6) C-2 20-1
黒色処理 黒色処理

C-214
土師器

外
(122) (038) 横ナデ、肖1り 、輸積み痕

ミガキ
(1/6) C-2 20-2

黒色処理

II C-215
土師番

赤
(156) (034) 横ナデ、 ミガキ C-3 19-2

黒色処理

番号
緑

号

登

番 器 形
出上位置

法  量  ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版口 径 底  径 器  高

C-352
土師器

(128)
猿ナア、ハケロ、下部 ミガキ、

底部―削 り
横ナデ、ナデ、ヘラナア C-1 預部に段

20-3
67-4

第214図 SR4河 川跡出土遺物(1)
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番 号
球

号

登

香

別

形

種

器
出上位置

法  量  回
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口 径 底 径 器  高

C-380
土師器

覺
横ナデ、 ミガキ、削 り、底部―湾1り 横ナア、ヘラナデ、ナデ C-1 145∝ 、最大径

25 0GE

20-4

番 号
録

具

登

碁

別

形

種

器
出上位置

法 量 側
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分  類 備 考 写真図版

口 径 器 高 器/口 段  高

C-217
不

(196) 横ナデ、削 り (1/8) D-7

15 C-250
土師器

邦
(209) (59) (028) (34) 横ナデ、 ミガキ、商1り

ミガキ
(1/4) D-2 21-1

黒色処理

C-420
邦

(188) (44) (023) (22) 横ナデ、削 り (1/12) D-2
黒色処理

17 C-207
土師器

杯
(178) (10) (028) (27) 横ナデ、ハケロ、削 り (1/12) D-2

黒色処理

C-315
土師番

然
(138) (39) (028) (23) 横ナデ、 ベガキ、肖1り

ミガキ
(1/6) D-2

21-3
71-2黒色処理

C-213
芥

(134) (44) (033) (27) 横ナデ、肖1り 、 ミガキ (1/8) D-2
黒色処理

C-210
土師器

不
(131) (33) (025) (13) 横ナデ、歯1り (1/8) D-3

黒色処理

C-200
上師器

ネ
(170) (46) (027) (18) 横ナア、首1り 、 ミガキ、愉積みFR

ミガキ
D-4

黒色処理

C-212
上師器

系
4) 僚ナデ、一部ナデ、肖1り 、愉積み痕 (1/8) D-4

黒色処理

C-238
界

(166) (30) (023) (13) 横ナア、部分的に ミガキ、削 り D-4 22-8
黒色処理

第215図 SR4河 川跡出土遺物(2)



番 号
球
号

登
番 器  形

出土位置
法 重 側

外 面 調 整 内 面 調 整 残 仔 分  類 的 考 写真図版
口 径 器  高 器/口 段  高

C-247
土師器

郷
(163) (43) (026) (19) 横ナデ、削 り (1/6) D-4

黒色処理

C-232
土師器

赤
(132) (43) (032) (15)

横ナデ、湾1り 、輪積み痕
D-4 rH向に ル 状

の付着物黒色処理 黒色処理

C-229
芥

(140) (41) (029) (20) 横ナデ、 ミガキ
ミガキ

(1/8) D-4
黒色処理

27 C-197
土師器

不
7) (38) (026) (17) 検ナデ、肖」り 横ナア、 ミガキ (1/8) D-4

C-230
土師器

邦
(151) 横ナデ、削 り、一部ナデ 横ナア、 ミガキ (1/6) D-5

C-249
界

(146) (62) (035) (24) 横ナデ、ナデ、削 り ミガキ (1/8) D-5

C-203
土師器

不
(162) (023) ケヽロ、ナア、ミガキ D-5

22-■

64-2黒色処理

C-234
土師器

(144) (027) 横ナデ、肖Jり D-9 22-9

C-209
邦

(156) (37) (024) (071 横ナデ、一部ナデ、肖Iり
ミガキ

(1/8) D-5
黒色姻理

C-237
土師器

然
(194) (025) 1 3 横ナデ、削 り D-5 22-10

黒色処理

C-221
芥

(172) (39) (023) (15) 横ナア、削 り、ナデ
ミガキ

D-5 22-13

C-243
土師器

不
(173) 横ナデ、削 り (1/4) D-6

黒色処理

C-241
土師器

不
(138) (42) (030) (28) 横ナデ、肖1り 、 ミガキ、輸積み展

横ナデ、 ミガキ
(1/4) D-6

黒色処理

C-248
芥

(136) (37) (027) (24) 削 り、 ミガキ
ミガキ

(1/6) D-6 22-18
黒色処理

C-224
土師器

不
(150) (51) (034) (31) 横ナア、 ミガキ、割 り 横ナア、 ミガキ D-6 22-17

C-206
土師署

ネ
(49) (039) 横ナデ、一部ナデ、ハケロ、削 り

ヘラナア、 ミガキ
D-7a 22-21

64-4黒色処理

C-239
邦

1) (59) (039) 横ナデ、肖】り、 ミガキ
ミガキ

D-7a 22-20
黒色処理

第216図 SR4河 川跡出土遺物(3)



番 号
録

号

登

番

冽

形

機

器
出上位置

法 量 0
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

日 径 器  高 器/口 段  高

C-191
不

(164) 憤ナデ、削 り、ナデ ミガキ (1/6) D-7a

C-204
土師器

然
(178) (75) (042) 横ナデ、剤 り、 ミガキ ミガキ D-7a

22-19
65-1

C-228
芥

(202) 横ナア、肖!り 、 ミガヤ ミガキ、一部ナデ (1/6)
D-7
b①

C-220
土師器

必
(043)

くガキ
D-7d 23-7

黒色処理

C-194
土師器

芥
(170) (026) 横ナデ、肖1, D-8a

黒色処理

C-193
土師器

杯
(139) (48) (034) 横ナア、削 り、 ミガキ

ミガヤ
D-8a 23-8

黒色処理

C-219
土師器

(128) (034)
横ナデ、削 り、 ミガキ、倫積み痕

(1/3) D-8a 23-9
黒色処理 黒色処理

C-241
ネ

(167) 横ナデ、肖】り、 ミガヤ (1/4) D-3a 23-10
黒 色処 理

C-192
土師 器

不
(154) 横ナデ、首Bり

ミガキ
(1/4) D-3a

C-205
土師器

不
(148) (027) 横ナデ、謝 り、 ミガキ ミガキ D-8b

C-199
ネ

(160) (39) (024) 横ナデ、削 り、巻き上げ痕 D-8b 23-12
黒色処理

C-240
芥

(146) (033) 横ナア、剤 り、 ミガキ ミガキ D-8b 23-13

C-226
土師器

外
79 横ナア、削 り、 ミガキ

ミガキ
D-8b 23-15

黒色処理

C-211
土師器

然
(170) (32) (019) 横ナデ、削 り (1/8) D-9b

黒色処理

C-246
芥

(160) 僚ナデ、首1り
ミガキ

(1/8) D-9b
黒色処理

第217図  SR4河 川跡出土遺物(4)
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番 号
録

暑

登

き

別

形

種

器
出上位置

法 量 ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版口  径 器  高 器/ロ 段  高

C-314
土師器

界
(136) (56) (041)

顔ナア、ハケロ、出 り 積ナデ
E-la 30-1

70-6漆処理 漆処理

C-320
ネ

(132) 横ナデ、首1り ミガキ (1/16) E-lb 30-2

C-317
土印器

邪
(152) 横ナデ、削 り、 ミガキ (1/16) E-lb

黒色処理

C-268
土師善

然
(148)

積ナデ、高1り 横ナデ
(1/16) E― Ib

漆処理 漆処理

C-272
邦

(124)
横ナデ、削 り 債ナデ

(1/8) E-lb
漆処理 漆処理

C-275
土師器

不
4層

横ナア、肖ほり
(1/5) E-lb

漆処理 漆処理

C-270
土師器

(110) (34, (031) (18) 横ナデ、削 リミガキ
ミガキ

E-lb 30-5
黒色処理

C-318
不

横ナデ、尚こり 積ナデ
破片 E-lb

日縁部のみ漆処理 漆処理

C-316
土師器

然
(146) 横ナデ、削 り 横ナデ、ナデ (1/8) E-2a

C-269
雰

0 38
賦 ナア、酬 り、 ミガキ ミガキ

E-2a 30-7
黒色処理 黒色処理

C-218
土師器

然

慣ナア、湾Hり
破 片 E-2a

蔭処理 漆処理

C-305
赤

H層 僚ナア、削 り 僚ナデ
E-2a 30-6

71-1ロー黒色処理―漆処理、底―黒色処理

C-311
土師器

不
(90) (32) (036) (18)

横ナデ、歯Jり 積 ナ ア、 ミガキ
(1/8) E-2b 31-3

:処理 漆処理

C-295
上師器

界
(114〕 (46) (040) (36) 横ナデ、肖Iり 横ナデ (1/8) E-2b

C-418
土師器

12a層 (136) (50) (0 36, (35) 横ナデ、削 り
横ナア、 ミガキ

(1/12) E-2b
孤 理

C-271
ネ

4層 (120) (32) (027) (21)
横ナデ、肖1り 債ナデ、ヘラナデ

(1/16) E-2b
ロー漆処理、底―黒色処理 漆処理

C-306
土師器

界
横ナデ、削 り

傾 ナア、 ミガキ
E-2b 30-9

黒色処理

C-264
上師器

然
I層

積ナデ、肖1り
E-2c 31-4

71-6口線部のみ漆処理 漆処理

C-117
ネ

(120う (033)
頂 ナア、副 り 積ナア、 ミガキ

E-2c 31-5
7,-3回線部のみ漆姐理 漆処理

第218図 SR4河 川跡出土遺物(5)



短 い ジ 家

香 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出土位置

法 量 田
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

器  高 器/日 段  高

C-233
土師器

然
10層 横ナデ、肖1り 、 ミガキ 積ナデ E-4 31-7

C-419
ネ

(146)
横ナデ、歯1り 績ナデ

(1/4) E-5
口縁部のみ漆処理 漆処理

C-287
土師器

6層 (144)
横ナデ、首1り 横ナデ

(1/8) E-5a
漆処理 漆処理

C-288
芥

(158) 横ナデ
積 ナデ

(1/8) E-5a
漆処理

C-296
土師器

不
7層 横ナデ、削 り 横ナデ E-6a

31-9
66-3

C-277
土師器

(152)
慣ナデ、削 り 積ナデ 部分的に ミガキ

(1/16) E-6c
漆処理 漆処理

C-304
士 師 番

郭
H層 (153) (48) (031) (15) 横ナデ、削 り 横ナデ E-6d

31-10
66-5

C-276 土師器
4層

横ナデ、削 り 積ナデ、部分的に ミガキ
破 片 E-6c

日緻部のみ漆処理 漆処理

C-313
不

積 ナデ、荻射状 ミガキ
破 片 E-9

漆処理 漆処理

C-235
土師器

(■ 0) (31) (028) (15) 横ナデ、 ミガキ
ミガヤ

(1/8) F-2a

番 号
録

号

登

番 器  形
出上位置

法  量  倒 外 面 調 整 内 面 調 整
残 存 分 類 備 考 写真図版

器  高 脚柱径 脚裾径 外  部 脚 柱 部 I脚 裾 部 芥  部 脚 柱 部 1脚 裾 部

C-225
高  芥

削 り  I 横ナデ 削 り  1 横ナデ D-1 24-1
黒色処理

番 号
球
号

鐘
番

冽
形

租

器
出上位置 残 存 分  類 備 考 写真図版

器  属 匠 径 不 部 脚 部 秀 部 脚 部

C-367
土師器

(53) (76)
ハケメ、肖1り

横ナデ
ヘラナア      Iナ デ (1/2) D-3 一孔スカシ

番 号

録

暑

登

懸 器  形
出上位置

法  量  僻
外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考 写真図版

口 径 底 径 器  高

C-227
高  芥

(170) 横ナデ、肖Jり 、 ミガキ、沈線一本 (1/2)
黒色処理

第219図  SR4河 川跡出土遺物(6)



番 号
録

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法  量  口
外 面 調 整 内 面 調 整 残 〒 分  類 備   考 写真図版口 径 底 径 器  高

C-344
土師器

甕
横ナア、ハケロ 横ナデ、ナデ、ヘラナデ D-la 預部に段

C-369
土師器

横ナア、肖1り 、 ミガキ 憤ナア、ヘラナア、一部ナデ D-la
最大径19 2ca

24-0
6ター 5

C-343
土師器

甕
ケヽロ、横ナデ 横ナア、ヘラナデ、ナデ D-la 預部に段

C-378
土師器

甕

横ナア、ハケロ、下部削 り、 ミガキ

底部―削 り
横ナア、ヘラナデ、ナア、輪積み戻 D-lb

体部最大径位置

9 0cB、 最大径

21 購

25-4

C-379
土師器

菱
ハケロ、底部―木葉痕 横ナデ、ハケロ、ヘラナデ D-lb

体部最大径位置

■ 2cB、 最大径

23 0oB

26-2
66-6

C-374
土師器

ケヽロ、底部―ナデ、削 り
ハケロ、ヘラナア、ナア、部分的に ミ

(3/5) D― lb 外面に炭化物付

第220図  SR4河 川跡出土遺物(7)



Ⅷ

一

¶

番号
録

昇

登

碁 器  形
出上位置

法   重
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備   考 写真図版

口 径 底 径 器  高

C-382
土師器

甕
横ナア、削 り 横ナデ、ヘラナア、ナデ D-lb 25-5

C-130
土師器

養
(254) 横ナデ、 ミガキ 検ナデ、ヘラナデ D-lb

C-383
土師器

ケヽロ、底部―木葉戻 ヘラナブ、ナデ (3/5) D-lb 25-6

C-376
土師器

莞

横ナデ、ハケロ、下半部は部分的に剤

り、底部―木葉戻
横ナデ、ヘラナデ、ナデ D-2 ■ Oca、 最大径

15 1cu

26-7
67-2

C-341
土師器

甕
(120) ケヽロ、横ナデ 横ナア、ヘラナデ、一部ナデ D-2 頚部に段

C-384
上師器

受
ケヽロ、底部―木葉痕、松薬痕 ? ヘラナア、ナデ (3/5) D-2 27-6

C-347
土師器

荘
(208) 横ナア、肖1り 横ナア、一部ナブ、ヘラナデ D-3a 預部に段 28-2
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番号
録

号

登

番

卿

形

機

器
出上位置

法   豊
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分 類 備 考底 径 器  高 写真図版

C-364
土師器

菱
(89) 横ナデ、ハケロ 横ナデ、ナデ (1/4) D-1 頚部に段

C-351
土師器

(91) 横ナア 横ナデ、ナデ (1/2) D-2b 外面体部磨減 29-6

C-385
土師器

吏
ケヽロ、底部―ナア ナ ブ (1/2) D-4 29-8

C-350
土師磐

甑
(120) 首Jり 、 ミガキ ミガキ、下端部削 り (1/7) D-lb

C-223
土師器

(164) 横ナデ、弱い削 り
債ナデ、ヘラナア、ナデ

D-2 29-4
黒色処理

番号
薄

号

登

番

冽

形

機

器
出上位置

法 量 ω
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備 考口 径 1底 径 器  高 底/口 与 具図版

E-6 須恵器

邦
(77) (49) Eケ Pナア、底部一回転ヘラ肖1り ロクロナデ 1 35-4

E-26 須恵器 ロクロナデ、底部―手持ちヘラ肖J

り、切 り離し不明
ロクロナデ 3 35-5

E-7 察悪器

界
(150) (107) ロクロナデ、底部一回転ヘラ肖Jり ロクEナ デ (1/5) 4 35-3

E-24 須恵器

界
(141) 43

Pク Eナア、底部―手持ちヘラ削

り、切 り難 し不明
Fク ,ナ デ 5 35-2

E-30
高台付芥

(178) (137) ロクロナデ ロクロナデ 2 36-1

番号
録

号

登

番
冽
形

種
器

出上位置
法  量  ロ

外 面 調 整 内 面 調 整 残  存 分 類 備 考口 径 径 写真図版

E-27 須恵器

蓄
ロクロナデ、回転ヘラ削 り ロクロナデ、ナブ I

ツマ ミ最大径

14銀
36-4

E-8 察悪器

蓋
(198) ロクロナデ、回転ヘラ肖Jり ロクロナデ (1/12) 3 36-6
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―
′吼

劇
辮

番号
無

号

登

番

別

形

種

器
出上位置

法
外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 分  類 備   考 写真図版

口 径 I底 径 器  局

E-32 須恵器

甕
(194) ロクロナデ、平行叩き、ナデ タロナア、同心円文押え (2/3) 1

体部最大径

(32 3ca)
36-9

E-5 須悪器

甍
(224) ロクロナデ、平行碑Pき ナア、同心円文押え 36-7

E-31
須恵器

ロクロナデ、隆線 ″ロナア 破 片 37-3

番号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置

特 長
分 類 写真図版

凸 面 凹 面 備 考

F-34 瓦 丸瓦 縄ppき 、スリ消し (ナ デ)

糸切 ,痕、布日痕、一部ナア、側縁 と

広端縁ヘラ湾Bり
側面と広端面ヘラ首Jり 、にイい橙色 41-5

F-35 瓦

ヽ

丸瓦
隠町

'き
、ス リ消 し (ナ ア)、 側縁ヘラ削

り

糸切 り反、布目FR、 布綴 し戻、一部ナ

デ側縁 と広端緻ヘラ商Bり
側面と広端面ヘラ削 り、にホい橙色 4-4

F-33 瓦 丸瓦 縄即き、ス
'消

し
糸切 り痕、布目痕、粘土板合わせ 日痕

側緑ヘラ削 り
側面ヘラ削 り、にぶい橙色 40-2

F-32 瓦 丸瓦 縄叩き、スリ消し (ナ デ)、 自然釉
布 目痕、布綴 し痕、側縁ヘラ削 り、広

端最肖1り 、ナデ
側面と広端面ヘラ削 り、灰色 41-3
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C)128

①
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――ュー
煙◎ 0

|

て)127

ど _ )

｀ ラ

番 号
録

具

登

碁
種 別 器  種 出上位置

法 量 い
分 類 残  存 備 考 写真図版

さ 最  大  径 孔   径 璽 量 lg)

P-27 土製品 土 錘 IC 字形 外面ナデ 43-20

番 号
録

号

登

香
種  別 器 種 出上位置

法 量 僻
分 類 残  存 備 考 写真図版

軸 長 最 大 径 孔   径 軸長/最 T径 重 登 lg)

P-24 土製品 土 玉 13 死 形 外 面 ナア、 一部 ハ ケ ロ 43-1
P-22 土製品 上玉 1 0 0 76 27 5 完 形 外面ナデ、全面朱塗 , 43-8
P-23 土製品 土玉 第形 外面ナデ 43-6
P-25 土製品 土 玉 43-5
P-39 土製品 土 玉 1 2 完形 外面ナデ 43-10

番号
藩
号

堂
香

種  別 器 種 出上位置
法 量 倒

残 存 備 考 写真図版
長   さ 幅 厚   さ 董 登ω

126 K-5
製

ユ准

石

摘
40 0 ほぼ完形

全面に擦痕、光沢あ り、両面に鍋あ り、貫通孔 (最大孔径 1 8DE)1

ケ所あ り。
46-1

番 号
録

号

登

番
種 別 器 種 出上位置

法 置

残 存 備 考外   径 内   径  9
厚 さω 隙 幅0 重 量lg)

写真図版

最 大 f最 な 最 大 I最 小

N-8 金属製品 耳環 160 1 150 完形 45-4
N-10 金属製品 耳環 180 1 170 完形 45-2

番 号
球

号

登
番

種 別 器  種 出上位置 材  質
法 量 ω

残  存 備 考 写真図版
長   さ 径 孔  径 竜 Ilg)

K-4 石製品 管玉 碧玉 46-4

番 号
尊
号

登
番

種  別 器  種 出上位置
隊 登 仰

残 存 備 考 写真図版
軸  長 上面最大径 底面最大径 孔  径 重 Alg)

130 K-9 石製品 紡錘牽 完形 全面研暦 46-6

番 号
尊

号

登
番

種  別 器  種 出上位置
法 量 回

残 存 考簾 写真図版
長   さ 幅 厚   さ 重 量 gl

K-13 石製品 I 砥石 (108う ―  Iほ ぼ冗形 I便用面は 2面 46-3
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番号
驀
号

霊
香

種 別 番 種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り
法 量 0

縮 考 写真図版
長   さ 幅 厚   さ

L-135 本製品
器

ヽ

容

儀
ヒ′キ属の一種 板材 板 日 t27.9) 0.0

正面の緑辺に段差.正面t背面に毎あり。

両側面欠損。
48-8

138 L-136 木製品 呻靭
ヒノキ属の一種 板材 柾 日 (303) 0.4) 上部に貫通■ (径 0 6enJあ り。左側面が欠猟 52-0

L=133 木製品 蜘線 “

3_4)
樹皮裏。縁辺に添 って買通孔 (最大劉 .40)19ケ
ふ
"_釣

■′4た鵜_催学蒼径郎 0"^
47-4

135 L-132 木製品 盆 ケヤキ 標材 柾 目
直径32_8cB。 挽き物。両面黒漆塗り。裏面台部商1

り。像辺2/3欠孔
47-1
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番 号
録

■

登

差
種  別 器  種 出上位置 樹 種 素  材 木取 り

法 量 田
備 考 写真図版

長   さ 幅 厚   さ

L― i30 木製品 容器 (底 )
鶴皮製。全面に加工展あ り。縁辺に添って貫通孔 (

最大径0 5ca)42ケ あ り̂ 直径54 8cB_察み
47-9

L-41 木製品
木 製 品

(348) 0_9)
樹皮裏。縁辺に添って頁適■ (最大径0 5cB)力 1`1

ケあり。推定直径42 8cD。 約4/5欠 孔
47-3

L-46 本製品 容器 (打渤 ヒノキ属の一種 板材 柾 目 0_2) 1 2
正面縁辺に段差。段差部分に桜皮の貫通孔 1ケ 所あ

り、背面に傷あ り、ほぼ字形^

48-1

L-67 木製品
木 製 品

(135) (58)
関反製。加工痕あ り。貫通孔 く最大径0 4cD)7ケ

あり。両端と左側面欠損
`

47-?

:40 L-125 木製品
用途不明

木 製 品
(142) (″.0)

樹皮製。緑辺に添って買通孔 (最大径0.4cB)4ケ

あり。両端と左価面欠亀
47-8

第226図 SR4河 川跡出土遺物10



帥
――――

―――――
‐‐―――

―――――
悧

Ｖ

―
―

脚

― ―― ――

脚

― ―Ｉ Ｉ

ＩＩ‐ １

‐ ‐‐ Ｉ

Ⅲ

‐ ‐ ― ――

― ― ― ――

‐ ‐ ― ――

剛

‐ ‐Ｉ Ｉ

‐ ― Ｉ Ｉ

‐ ‐ １ １

‐ ‐ ｌ ｌ

Ｍ

ＩＩ Ｉ Ｉ Ｉ‐

― ― ― ‐ ――

‐ ‐ ‐ ― ――

‐ ‐ ― ― ――

‐ ‐ ‐ ― ――

― ― ― ‐ ‐‐

― ― ― ‐ ――

‐ ‐ ‐ ― ――

‐ ‐ ― ― ――

‐ ‐ ― ― ― ―

― ― ― ‐ ‐ ‐

― ― ― ‐ ――

‐ ‐ ‐ ― ――

‐ ‐ ― ― ――

‐ ‐ ― ― ――

‐ ― ― ― ―‐

― ― ‐ ‐ ――

‐ ‐ ‐ ― ――

‐ ‐ ― ― ――

‐ ‐ ‐ ― ――

―― ― ― ―‐

脚

― ‐

口

Ｗ

Ｖ

‐ ４ ４

一

閑

Ⅷ

Ｉ Ｉ Ｉ ＩＩＩ

‐― ‐ ― ― ―

脚

脚

― ― ― ―――

― ― ― ‐‐‐

―― ‐ ― ―――

‐‐ ‐ ― ―‐‐

―― ― ― ―――

‐‐ ‐ ― ――‐

―― ― ― ‐‐‐

―― ‐ ― ――Ｉ

Ⅷ

Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ＩＩ

脚

剛

‐― ― ― ― ― ‐

腑

Ⅷ

‐― ― ― ―― ―

‐― ― ― ―‐ ‐

―― ‐ ―― ――

脚

Ⅳ

脚

ワ

‐

　

⑬

‐Ｉ
ｍ
聞
―――‐
――――
‐‐――
‐‐――
‐‐――
‐――‐‐―‐‐――
‐‐‐――
‐―――‐
―――‐‐
―――‐‐
―‐‐――
‐‐‐ｌｉ
‐‐‐――Ｉ
Ｔ‐―――
―――‐‐‐
ｌｌ‐‐‐
――‐‐‐
――‐‐―
‐‐‐――
‐‐‐―‐
‐‐―――
‐‐‐――
‐‐‐――
‐‐‐――
‐‐――‐
―‐‐‐―
‐‐――‐
―‐‐‐
‐‐――
‐‐――
‐‐‐‐
‐―‐―
‐‐――
‐‐――
‐―‐‐
――‐‐
――‐―
‐‐――
‐‐――
‐―‐‐
岬
ィ一⑫

巳

郎

目

図
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Ｒ

Ｍ

‐十

日

番号
無

号

登

香
種  別 器  種 出上位置 樹   種 素  材 木取 り

法 重 曽
備 考 写真図版

長   さ 幅 厚   さ

L-134 木製品
曲  惚

r稲簿ヽ 柾 目 20,0 (20)
闘反製。とし反 (桜反,が 9ケ 所にある。左側が殆

ど欠損。つぶれている。
48-2

L-211 木製品
木 製 品

″剖柄

(芯去 り)
多角材。最大径96∞。上端と下端の一部欠孔 48-J

L-318 木製品
切

品
筋
製

用

木
分割材

(芯去 り)
多角材。最大径 :0 2cB。 上部の一部炭化 している。

L-219 木製品 柄 モミ属の一種 板材 柾 目 (575) 最大径2 1tB。 両端部欠損。
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一

凰
――――

円

―――

円

―――

酬

剛

咽

中

切 断 痕

一

い

磐

番 号
録

号

登

番
種  別 器  種 出上位置 樹 笹 素  材 木取 り

法 量 僻
備 考 写真図版長   さ 幅 厚  さ

L― SI 木製品 本銀
ヨナラ属 ヨナラ亜

属 ヨナラ節の一種 (芯去 り)
両側面に決 りあ り 48-7

L-58 木製品 樽 広葉樹 (故丸材 ) 板材 (24) (19) 右側面欠損。歯の先端欠損。 48-5

L-5 木製品 櫛 イスノキ属類似種 板材 (40) 左側面欠猟 歯の先端欠損。 48-4

148 L-108 木製品
用途不切

木 製 品 (96) (4.0)
樹皮製。貫通孔 (最大径 1 7ca)lケ あ り。上端―

部を除いて殆 ど欠娼^
52-7

L― H7 木製品
用途不明

木 製 品
モミ属の一種 板材 板 目 上端面が鈍い切断痕。

L― n9 木製品 浮 子
マ ツ房撥維 管東 亜

屋の一緒
板材 板 目 両端部の両側面に換 りあり。ほぼ完形。 48-9

L― ■6 木製品
木 製 品

板材 柾 目 (206) 上端欠損

L-107 木製品 箸 板材 板 目 (109) 両端欠損

L-106 木製品 讐 板材 板 目 (■ 2) 両端欠損 48-3

L-105 木製品
用途不明

木 製 品
板材 柾 目 中心付近に貫通孔 (径0 3ca)lケ あり。完形。 52-8
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だが、ヒノキ属の一種である。13401360137・ 139。 140は樹皮製である。141は側板であり、桜皮で綴 じられてい

る曲物である。135は直径約33calの ケヤキ製の盆で、表裏面とも黒漆塗 りとなっている。

142・ 143は用途不明。多面取 りされて丸棒風に仕上げられてお り、一端が細くなるように削られている。144が

これらと比べて大変細いが、杓などの柄と思われるもので、この両者も容器の柄とも考えられよう。

145～ 154は錘・ 櫛・浮子・箸、その他用途不明品である。

9.遺構の年代観

前段で記載した遺構の年代観をつかんでいただくために、V-6の灰像分析の結果を参考のために前記しておき

たい。

S12竪穴住居跡 7世紀後半    SK9上 坑 中世

S13竪穴住居跡   ″      S K26上 坑 古代 (7世紀後半 ?)

S14竪穴住居跡   ″      S K27上 坑 中世以降

S15竪穴住居跡   ″      S K30土 坑 7世紀後半

S18竪穴住居跡   ″

S19竪穴住居跡   ″

S110竪穴住居跡   ″

S114竪穴住居跡   ″

S118竪穴住居跡   ″

S125竪穴住居跡   ″



V 分析 。同定

1.2つの河川跡 (SRl、 SR2)の 地形学的背景

東北大学理学部 松本 秀明

1.仙台平野と下飯田遺跡の地形学的位置

(1)仙台平野と浜堤列

仙台平野は利府町から山元町に至る南北約50kmの 臨海沖積平野であり、北から七北田川、名取川、阿武隈川が流

下し、地表には自然堤防、浜堤列、後背湿地および旧流路などの微地形が明瞭に分布している (第229図 )。 地下に

は層厚20～40mの沖積層が堆積しており、沖積層の堆積構造については長谷 (1967)、 小元ほか (1978)な どによ

って調査されているが、松本 (1981)は沖積層を 8層に細分し、沖積層の基底の深度は現海岸線直下において最大

で-80m(阿武隈川地下の埋没谷)におよぶと考えた。その後、ボーリング資料や14c年代試料の蓄積とともに、

それまで沖積層として区分されていた下部の砂礫層の年代が、26,000yBPあ るいは33,000yBPよ り古いことが求め

られ、松本 (1981)の中部陸成シル ト粘土層直下の砂礫層を沖積層の基底とすべきとの修正が加えられている (松

本、1986、 1988、 1994)。

仙台平野の浜堤列は連続性や曲率の違い、堤間湿地の深さなどから現在の海岸線に沿うものを合めて地表では 3

列に区分されており、内陸側から第 I浜堤列、第I浜堤列および第Ⅲ浜堤列と呼ばれている。仙台平野北部地区に

おいては第 I浜堤列は、沼向―中野一四ツ谷―神屋敷―藤田新田―下飯田東部を通過し、第I浜堤列は新浜一笹屋

敷―長屋敷一三本塚に連なる。第Ⅲ浜堤列はほぼ現在の海岸線に沿うものである。いずれの浜堤列も七北田川、名

取川の河道付近で分断されており、内陸側のものほど地表での連続性は乏しい。

浜堤列は、約7,000年 前以降の沖積平野の拡大期において、汀線堆積物とその上を覆 う風成堆積物の准積高度が

時間の経過とともに上下振動することにより形成された地形であることが明らかにされている (松本、1984)。 す

なわち、地表で確認される各浜堤列は、海岸線の海側への連続的な前進と海面高度の上下微変動とを背景として、

海面が相対的に上昇した時期に堆積した海浜堆積物 (汀線堆積物と風成堆積物)の頂部が現在の地表で砂堆として

確認されている地形と解釈される (第230図参照)。 各浜堤列の形成時期である海水面の一時的上昇期はそれぞれ5,

000yBP(第 I浜堤列に相当)、 3,100yBP(第 I'浜堤列注
)、 2,000yBP(第 正浜堤列)および700yBP～現在 (第Ⅲ浜

堤列)と されている。

仙台湾岸の沖積平野において得られた年代試料およびその産出高度から求められた過去6,000年 間の連続的な海

面微変動は第231図 (松本、1994)に示す通 りである。すなわち、①約6,000年前の海水準は-3m付近 (現海面を

Omと する)にあり、その後上昇速度をゆるめながら約4,500年前には最終氷期最盛期以降最高のキ lmに達した。

②4,500年前以後、海面はやや急速に低下し、約3,700年前頃には-4m付近に到達したが、海面は再び上昇に転じ

約3,100年前には-lm付近に達した。③さらにその後は約2,500年前にかけて海面は低下に転じ、-2mま で落ち

込んだ後、 3度 目の上昇期を迎え、約1,800年前には-lm前後の高度に達した。④その後、海面は低下傾向に転

じ約1,000年前に-2m以下に下がった後、最終的には現在の高度に到達している。

(2)下飯田遺跡の地形学的位置

下飯田遺跡は仙台平野北部、名取川左岸に位置し、仙台平野に分布する3列の浜堤列のうち、もっとも内陸側に

認められる第 I浜堤列の海側の斜面上に位置する (第229図 )。 第 I浜堤列は現在の海岸線から約 3 km地 点を通過し、

北北東―南南西に延びており、約5,000年～4,500年前の高海水準期に形成された海浜の砂堆である。下飯田遺跡の

地表面付近には小規模砂丘を構成する風成の細粒砂質堆積物が確認され、地表面下約 2mの海抜0.lm以 下には浜



Ｎ
Ｉ

物

下飯 田遺跡

浜 堤 列

自然 堤 防

後 背 湿 地

旧 流 路

第229図 仙台平野北部地区の地形と下飯田遺跡の位置
(松本 1984に よる)

堤の核 ともいえる汀線の粗粒砂質堆積物が確認される。また海側の第 I浜堤列上に相当する長屋敷の集落までは約

700mの距離があ り、その間の地帯は低湿な後背湿地 となっている。第 I浜堤列は、形成後、周辺部分から後背湿

地を構成する堆積物により徐々に覆われ現在の地表面では微高地 としての性格は失われているが、形成時およびそ

の後のしばらくの期間は周囲の湿地帯よりも地盤が高 く、沖積低地の中にあって比較的乾燥 した土地を提供 してい

たと考えられる。
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第231図 仙台湾岸の沖積層から求められた完新世後期の海面変動

2.2つの河川跡

下飯田遺跡およびその周辺には、幅30m前後の河川跡が幾つか認められている。いずれの河川跡も、地表面から

河底までの深度は 2m前後であり、主に粘上分を多く含むやや分解した泥炭質層によって埋積されており、調査区

域の西方 (上流側)および東方 (下流側)に明瞭に追跡される (第232図 )。 ここではSR2お よびSRlの河川跡

についての調査結果について報告する。

(1)SR2
SR2は調査区域の北東端を西北西から東北東へ通過する河川跡である。調査区においては河川跡の右岸側が確

認されるのみであるが、ハンドオーガーによる試掘によると幅約40mにおよぶ河川が西方から流下し東へ通過して

いるのが分かる。河川跡は第 I浜堤列を構成する砂層を下刻して形成されている。河底付近の-1.0～ -0,75m
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a,s.1.(現 海面を基準とした高度)にはマツジミの貝殻を含んだ細粒砂層が堆積しており、貝殻を含む層準は当時

の地表面に沿って右岸側に海抜高度を増している。貝殻層の直下の河底にあたる砂層からは木片が採取され、そ

の14c年代は1,460± 30yBP(TH-1740)で ある (第233図 )。 このことから、河川の最下刻期は、約1,500年前で

あったと考えられる。したがって、この河川跡は第 I浜堤列が形成された約5,000～4,500年前以後のある時期から

約1,500年前にかけて下刻・形成されたもので、河底面は-1.25m a,s.1.付 近まで低下していたものと考えられる。

0    10
1        1

第232図  2つの河川跡
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1,500年前以降はしだいに中粒砂により埋積が開始され、-0.5m aos,1.付 近からは泥炭層による埋積へと変化し

ている。さらに、-0.25～ -0.30m a,s,1.付 近には特徴的に灰白色火山灰 (To― a)力 3`～ 5 cIIlの 厚さではぼ水

平に堆積している。

これらの状況から、それ以前のある時期から約1,500年前にかけて海面が低下し、その後は海面は上昇傾向に転

じ、河川跡の埋積が進んだものと考えられる。埋積の初期には流水があったと考えられるが、次第に水の流れは停

滞し、泥炭質粘土を堆積させながらゆっくりと埋積が進行したものと考えられる。

(2)SRl
SRIは、調査区域の南側に位置し、ほぼ東西方向に延びた河川跡である。調査区の西側壁面において谷幅は約

40mであ り、第 I浜堤列を構成する砂層を下刻 し地表面から河底までは約 2mである。河底の高度は-0.8m

a.s.1.付 近にある (第234図 )。 河川跡を埋積しているのは泥炭を多量に含む粘土質推積物であるが、一部には細砂

層および中粒砂層がレンズ状に薄く准積している。また河川跡の中央付近で+0.7m a.s,1,、 両岸部で+1.0～ 1.2

ma.s.1.に は灰白色火山灰 (To― a)が 3～ 5 clllの厚さで連続して堆積している。河川跡を埋積した堆積物中か

ら弥生時代の遺物 (16d層 )、 および 7世紀後半の遺物 (8b層 )力 出`土している。この河川跡断面において、河

底は二重構造を示している。すなわち、はじめに第 I浜堤列を下刻して、16d層を河底とする弥生時代の河川が形

成され、それが泥炭質粘土層によりゆっくり埋積された。その後に再び泥炭質粘土層が削り取られ、細粒砂層や中

粒砂層を河底に堆積させた 7世紀後半の 2つ 日の河川が成立しているようである。これら2期の河川跡をそれぞれ

下位の河川跡、上位の河川跡とすれば、上位の河川跡の成立年代は、SR2(第 233図参照)で得られた年代試料

の年代値1,500yBPと 時代的にもほぼ一致している。

SRlの下位の河川跡を上流側と下流側に追跡した河道の縦断面形は第235図に示した通 りであ り、計測を行っ

た上流端で-0.lm a.s。 1.、 下流端で-1.Om a.s.1.の高度を示し、勾配は7.8/1,000である。この勾配は沖積平野

を流れる河川としては極めて急勾配である。このことから、河川跡SRlについては、当時第 I浜堤列の海側に広

がっていたと考えられる潟湖から延びる澪筋 (Tidal channel)に 連続する広く浅い感潮河川ではないかと考えて

いる。

3.2つの河川跡と完新世後期の海面高度

前述のように、仙台湾岸の沖積平野において産出された年代資料をもとに、完新世後期 (5～ 6,000年前以降現

在まで)の海面変動が求められている (松本、1994)。 河川跡はいずれも河底が-1.Om aos.1.以 下に達してお り、

また、これらの河水面は海面高度の指標となる潟湖の水面に連続していた可能性が高い。第 I浜堤列を 2度にわた

り下刻した河川跡の成因を海面高度の一時的な低下と関連づけて考えることができるとすれば、SRlの下位の河

20 403010Om
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第234図 SRlの 西壁断面図
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第235図  SRIの下位河川跡の河床縦断

川跡は約 2千数百年前の海面の低下 (第231図参照)に より下刻・形成された河川であり、 SRlの上位の河川跡

およびSR2の河川跡は約1,700年前以降の海面の低下期に下刻・形成された河川と考えて時期的な矛盾はない。

このような考え方に立つと、①SRlの下位の河川跡が形成された弥生の時代 (こ こでは2,700～ 2,000年前)に

は海面が低下し、海岸線の位置も沖合いへ移動し、下飯田遺跡の東方に存在したと考えられる潟湖はかなり縮小・

乾燥化 していた。②それに引き続く時期には海面は上昇傾向に転じ、潟湖やその周囲の湿地帯が拡大し、約2,000

年前～1,700年前にかけて第I浜堤列が形成され、同時にSRIの下位の河川跡は埋積された。③さらに、約1,700

年前頃からは海面が再び低下し、SRIの上位の河川跡およびSR2の河川跡が形成され、東方の潟湖や湿地帯は

縮小・ 乾燥化 していた。④そして、その後約1,500年前頃から海面は再び上昇しSRと の上位の河川跡およびSR
2の河川跡が埋積され現在に至るものと考えられる。

仙台平野北部では、現在いくつかの考古学生の発掘調査が行われており、その多くの発掘調査において河川跡が

発見されている。これらの河川跡の形成と過去の海面高度の変化とを結びつけて考えて行 くことにより、仙台平野

の全域にわたる面的な地形環境変化の復元を行うことが可能であり、沖積低地の河川跡の存在は今後注意深く追跡

して行 く必要があると考えている。

注)第 I'浜堤列は下飯田遺跡付近では確認されていない。しかし、仙台平野南部をはじめ、石巻平野臨海部や秋

田県八郎潟南部平野ではその存在が明確に認められている (松本、1984)。
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2-1.下 飯田遺跡の花粉分析 (4区 SRI河 川跡)

東北大学理学部 守田 益宗

はじめ(こ

下飯田遺跡は、仙台市若林区下飯田および三本塚地内の名取川によって形成された仙台平野の浜堤列上に位置し

ている。発掘調査の結果、古墳時代後期～奈良時代にかけての集落跡や 3条の河川跡が見つかっており、 4区河川

跡の最下部からは弥生式上器片が出上している。また、10世紀前半に降下したとされる “灰白色火山灰
″

(山田・

庄子 1981、 山田・井上1990)も検出されている。

本報告では、上記 4区河川跡の堆積物の花粉分析結果をもとに遺跡周辺の植生や堆積環境の変化などについて考

察を加えた。

試料および方法

花粉分析用試料は、基本層の 1～16d層 より計35試料を採取した。特に、16dの砂層から15dの粘土層にかけて

は堆積物が漸移的に変化するため採取間隔を短かくした。

試料の処置法、花粉・胞子の同定および出現率の算出は、これまでの報告と同様にして行なった (例えば、守田

1988な ど)。

結果および考察

各試料について検出された花粉・胞子を第41表に示し、主要な花粉・胞子の消長を第236図 に示す。主な花粉・

胞子の消長から、下部より次の I～ Ⅳの各時代を区別できる。

I時代 (試料配35～28)

働 ιπ熔 (コ ナラ属)は 35～40%前後の出現率で最優勢を示し、n?熔 (ブナ属)、 働ゅ力熔 (ア カンデ属)がこ

れに次いで多く、のじみうαJf響ハλ (ア カガシ属)も 比較的多く出現する。2%%s(マ ツ属)、 浜漉 肋肥ηα (ス ギ属)

などの針葉樹の花粉の出現率は低い。現植生から判断して o%"%sは ミズナラとヨナラから主に由来したと考え

られる。これらは、いずれも自然林を何度も伐採した後にできる二次林を形成する樹種である。しかし、 ミズナラ

は古い時代には自然林を形成していたと考えられている (日 比野1983)。 陸 sは山地帯に生育するブナと丘陵帯

のイヌブナから由来したと考えられる。働ゅ力%Sは大部分がアカンデからであ り、一部はイヌンデ、サワシバな

どであろう。●εんbF力ηψSλ はアカラン、ウラジ解ガン、阿%%sは アカマツ、クロマツ、勤 物″擬 はスギであ

る。これらは、海岸付近にも生育するアカマツ、クロマツを除き、いずれも丘陵以上で見られる植物であることか

ら、ここで示された花粉組成は主に丘陵以上の植生を反映したものと考えてよいであるう。当時はナラ類を主とし、

イヌブナ、アカンデなどからなる落葉樹林が繁茂していたと言える。しかし、 ミズナラの自然林や二次林がどの程

度の広が りをもっていたかは、今回の結果からは判断できない。C″みうα力ηψSAは本時代の出現率が最も高い。

しか し、筆者の知る限りでは、過去には食料源として、あるいは、材として重要なカシ類の堅果や材が官城県から

は報告がない。また、より丘陵部に近い富沢遺跡の同時代の分析結果では増加傾向が認められず (守田1987)、 過

去に現在よりもカシ類が多く生育していたかどうか疑わしい。なお、浜堤上に林があったとすれば、花粉出現率か

ら判断してナラ類の可能性が高い。(ハ ンノキ亜属)

A膨熔 (ハ ンノキ亜属)をはじめ低木花粉は、本時代を含め全試料を通 じて極めて低率である。平野部の湿地林

として重要なハンノキ林は、本地点付近では現在まで発達しなかったと判断される。

草本花粉ではGramineae(イ ネ科)の野生型 (WildType)と Иル物λ舵 (ヨ モギ属)が大部分を占め、Cyper‐

aceae(カ ヤツリグサ科)は比較的低率である。Mりγ妙 力′′%物 (フ サモ属)も わずかではあるが連続的に出



現する。また、試料血32では海水中に生育する藻類の仲間である Dinonagdlata(渦 鞭毛藻類)が検出されている

ことから、海水の影響を受ける環境下にあったと推定される。しかし、海成堆積物では草本花粉が極めて低率なの

が一般的であることから、汽水であったと考えられる。こうしたことから、水域にはキンギョモが、水ぎわや湿地

にはヨンなどが、浜堤の乾いた場所にはヨモギ属を主とする植生が存在していたと推定される。

I時代 (試料血27～ 17)

2%%sお よび発趣肋%掏αがやや増加することで特徴づけられる。2η熔 の増加の原因は、海岸付近のアカマツ

やクロマツが増加したか、あるいは、丘陵地の植生に人手が加わったことによるアカマツニ次林の増加が考えられ

る。スギは、東北地方の日本海側では約3,000～ 2,500年前から増加するが (川村1977)、 宮城県内ではスギの自生

地は限られてお り、この時代に植林も考え難いことから、9″続 ιttα は遠距離から飛来した花粉が原因であろう。

革本花粉では Gramineaeの 野生型や 愛滋物た力 が減少して、Cyperaceaeが 高率を占めるようにな リカヤツリ

グサ科の湿地が広がったことを物語る。小生植物は種類も多く、その出現が日立つようになる。海水の影響は認め

られなくな り、ミ蛉 力αγ(コ ウホネ属)、 �ヵψ力α露 (ヒ ツジグサ属)、 T″花″ (ヒ シ属)、 勤み励  (サ ンショウモ属)

など浮葉植物が検出されることから停滞した水域が広がっていたと見られる。なお、粗砂を所々に挟むことは、し

ばしば洪水による土砂の供給があったことを物語っている。

Ⅲ時代 (試料血16～ 3)

斃 %sが増加するとともに、相対的に 傷
"財

sが減少することで特徴づけられる。本時代の始まりは 8b層 よ

り出上した土器片より7世紀末～ 8世紀初めとみられ、終末は近世と考えられる。また、試料血 8は “灰白色火山

灰 (10世紀前半)"層からのものであるが、花粉・胞子をかなり含むことから二次堆積の可能性がある。

この時代はすでに指摘 したように (守田1991)、 以下のように考えるのが妥当である。他の樹種より伐採に弱い

とされるブナ属がこの時代に実際に増加したとは考え難いことから、丘陵部の植生に人手が加わったものの、アカ

マ試料血12、 13でみられる Oηzα 型は、遺跡周辺部からもたらされたものであろう。本地点で水田耕作が行なわ

れるようになったのは試料血 6の時代以降である。

なお、Mり aη ttιs(ミ ツガンフ属)が散発的ではあるが検出され注目される。 ミツガンフは、宮城県では山地

帯以高の湿地や水辺に生育する植物として知られているが、過去には平野部にも普通に生育していたのであろう。

Ⅳ時代 (試料醜 2～ 1)

現在の耕作土である。2η
"s、

9″力物ι施 が急増し、働 s、 物ι%跡 をはじめとする落葉樹の花粉は減少して

低率となる。

丘陵部以上の植生に対する人間活動が強くなってもはやナラ類の二次林も維持できなくなり、アカマツの二次林

や植林、スギの植林が増加した結果と言える。アカマツニ次林の急増期は約1,500年前で、西日本ではこれより古

く、東日本では新 しいことが知られているが (安田1980)、 仙台付近ではかなり新しい時代 (近世以後 ?)の出来

事であったと言える。

草本花粉では ∽ zα 型がさらに高率となる。これは、箱作の集約化の結果と考えられる。
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48.同上 .位相差像

49.Gramineae(Wild type)、 血22

50。 同上、位相差像

51.Gramineae(Wild type)、 配 7

52.同上.位相差像

53.Gramineae(0りzα Type)、 No 2

54.同上.位相差像

55.Gramheae(鞍α初形)、 配22

56.同上.位相差像

57. Dinonagenate、  Nα 32
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第41表 花粉・胞子出現表
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(第41表)花粉・胞子出現表
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2-2.下 飯田遺跡 (3区 SR4河 川跡)の花粉分析

東北大学理学部 守田 益宗

はじめに

下飯田遺跡は、仙台市若林区下飯田および三本塚地内の名取川によって形成された仙台平野の浜堤列上に位置し

ている。これまでの発掘の結果、古墳時代後期～奈良時代にかけての集落跡や河川跡が見つかってお り、 3区の河

川跡からは、主にシジミからなる厚さ約10calの貝層が見つかっている。貝層からは、 7世紀頃の上器や木製品など

も出土している。さらに、 4区河川跡最下部からは弥生式上器の破片が出土しており、 3区・ 4区の河川跡堆積物

中には、10世紀前半に降下したとされる"灰白色火山灰
″

(山田・庄子 1981、 山田・井上 1990)が狭在してい

る。

本報告では、上記 3区河川跡の堆積物の花粉分析結果をもとに、遺跡周辺の植生や堆積環境の変化などについて

考察を加えた。とくに、貝層では、堆積物を平面的に採取・分析し、花粉・胞子の平面的な分布状態を明らかにす

ることにより、この貝層がどのような原因で形成されたかを知る手がか りを得ることに重点をおいた。

試料および方法

花粉分析用試料の堆積物は、3区の北壁断面の基本層 la～ 12b層およびその直下の層より計41試料を採取 した。

また、Hc層上面では南北12m東西 3mの区画を lmメ ッシュで区切 り、その交点から計39試料を採取 した。これ

らの試料の採取地点とその層位を第237、 238～257図に示す。

試料は、KOH―ZnC12'Acetolysis法 を用いて処理した。各試料について高木花粉 (Trec Pollen)が200粒以上に

達するまで同定することを目標とし、その間に出現する全ての花粉・胞子を記録した。イネ科花粉の区別は、中村

(1974)に 基づいて位相差顕微鏡の観察によって行ない、ブナ属 lFEFzd)花粉の区別は内山 (1980)、 イヌンデ

俄 ゅ加盗 た肋οηos筋ゲ)花粉の区別はYamanaka(1988)にそれぞれ従った。花粉・胞子の出現率は、北壁断面の

基本層の41試料については高木花粉では高木花粉総数を、その他の花粉・胞子は高木花粉を除いた花粉・胞子の総

数を、1l c層上面の39試料では高木花粉総数をそれぞれ基本数として百分率で求めた。前者は 4区の分析結果との

比較を容易に、後者は地点間の出現率の違いをより強調するためである。なお、高木花粉に合めた花粉は、第42表

-1に示した河%"s～E樋までの諸属である。

結果および考察

各試料について検出された花粉・胞子を第42表-1～ 15に示す。

a)北壁断面基本層の花粉分析

基本層 la～ 12b層およびその直下の層の花粉・ 胞子の出現率の変化を第259、 260図に示す。なお、図中、白ヌ

キで示した層準は、花粉・胞子の合量が少なくて高木花粉の総数が200粒に満たず、花粉出現率の計算に十分な信

頼がないところである。

高木花粉は最上部の la層―Aでは、マツ属とスギ属が優勢であり、ブナ属、コナラ亜属などの落葉広葉樹は比

較的低率である。 しかし、 la層―B以下では、マツ属とスギ属の出現率が低下し、かわって、ヨナラ亜属が最優

勢でブナ属がこれに次ぎ、クマンデ属、ニレ属―ケヤキ属、サワグル ミ属などの落葉広葉樹も出現率が比較的高く

なる。低木花粉は全層にわたって低率であるが、ハンノキ亜属はHb層以下で出現率がやや増加する傾向がある。

草本花粉は、イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属が全層にわたって高率を示す。イネ科 (イ ネ属型)は、12b層一

A以上の所々で認められ、 3層以下では出現率も低く断続的であるが、 2b層以上では連続的で出現率も比較的高

い。イネ科 (ト ウモFコ ン属型)は、 la層一Aで認められるのみである。その他の栽培植物では、 ンバ属が la



層一c、 2a層―B、 2b層―A、 5c層で検出されている。水生植物のうち挺水植物のオモダカ属、 ミズアオイ属

などは12b層 より断続的に検出されるが、イネ科 (イ ネ属型)に同調するように 2b層以上では連続的で出現率も

比較的高い傾向を認める。一方、沈水植物のフサモ属は、■b層以下で目立つ傾向がある。コオホネ属は断続的に

認められる。サナエケデ属、セリ科はほぼ全層にわたって検出されるが低率である。アブラナ科は、オモダカ属、

ミズアオイ属などと同様な出現傾向を示す。オオバコ属はlo層―B以下の所々で見られる。全花粉・ 胞子に対する

シダ胞子の割合は比較的低率であるが、浮水植物のサンショウモ属はンダ胞子の中でも比較的多くほぼ連続して検

出される。また、緑藻類の接合胞子もサンショウモ属と同様の傾向で検出される。ヌマミズキ属のような明らかな

二次堆積花粉はほとんど検出されなかった。

高木花粉の変化から、下部より12b層～ la層一Bま での時代 (3区―I時代)と最上部の la層―Aの時代 (3

区―I時代)を区別できる。さらに 3区―I時代はイネ科花粉の出現率の変化から3層 までと2b層以降の 2つの時

代に細分できる。なお、13層は花粉・胞子が少なく時代を区分できない。 3区―I時代の始まりはH、 12層 より出

土した遺物 より7世紀後半からと推定され、終末は近世と考えられる。また、イネ属型花粉が多くなる2b層は近

世と考えられる。 3区―I時代は 4区のⅢ時代に、 3区―I時代は 4区のV時代に対比できる。両発掘区の花粉・胞

子の出現率やその傾向および各時代の境界年代はかなり良く一致することから、 4区の場合 (守田 1995)と 同様

な植生や堆積環境が推定できるので、遺跡周辺の植生、稲作、雅積環境の変化などの論議は 4区の報告書を参照し

てもらいたい。

ここでは 4区 とやや異なる点について補足する。 3区ではサンショウモ属と緑藻類の接合胞子が連続的に認めら

れ、出現率もやや高い。これらは止水域あるいは極めて緩やかな流水域に生育することから、 4区 よりもさらに停

滞した水域が広がっていたと推定される。しかし、堆積物中に砂を所々に挟むことは、しばしば流速が速くなった

りしたことがあることは 4区 と同様である。

b)貝層 (Hc層 )の花粉 。胞子の平面分布

Hc層上面の12mX 3 mの方形区について、39試料の花粉分析結果をもとにコンピューターにより主要な花粉・

胞子の平面分布図を作図した。ただし、これら39試料中には高木花粉総数が200粒に満たない試料も多くあるため、

高木花粉の信頼のおける平面分布を図化することはできない。一方、高木花粉以外の花粉・胞子総数は試料Hを除

きいずれも200粒 を超えているので、これらの花粉・胞子の図化を行なった。なお、コンピューター・ プログラム

は、エーアンドエー株式会社のコンタープロ日本語版を使用した。以下、その産状について説明する。

高木花粉 (第 238図 )

高木花粉は方形区全面にわたってあまり出現率は高くないが、北から西方向にむけて30%以上の出現率を示す区

域が認められ、東から南方向にかけては20%以下の区域が広がっている。

低木花粉 (第 239図 )

低木花粉は低率であるが、北東方向の試料12、 14と 南西方向の試料34付近で8%以上のやや出現率の高い区域が

見られる。

草本花粉 (第 240図 )

草本花粉は方形区のほとんどの区域で50%を超す高い出現率を示しており、とくに南半では60%超える区域が広

い面積を占める。50%以下の区域は北端の試料 2付近に限られる。

シダ胞子 (第 241図 )

シダ胞子は、北端付近と東側の試料21、 24、 30、 33付近に 6%以上のやや高い区域が見られるが、その他では比

較的低率である。

ハンノキ亜属 (第242図 )



ハンノキ亜属は、南東端でやや高い区域が見られるほかは、10%前後の出現率の区域が広い面積を占め地点間の

違いはあまり認められない。

ヤナギ属 (第243図 )

ヤナギ属の出現率は地点間による違いが大きく、 0%から40%を超える区域まで認められる。高出現率の区域は

北東方向の試料12か ら14付近と南西方向の試料34付近に見られるが、その他の区域では極めて低率である。

イネ科 [野生型](第244図 )

イネ科 [野生型]は出現率が高く50%を超える区域が方形区の大部分を占め、南端部付近や東部から中央部にか

けての区域などでは100%を超えている。50%以下の区域は北側付近にわずかに認められる。

イネ科 [イ ネ属型](第 245図 )

イネ科 [イ ネ属型]は試料10、 12、 17、 27付近に20%以上の出現率の区域が見られ、北半部の広い区域で10%を

超えている。南半部は5%以下の比較的低率な区域が広がるが、南西部付近の一部にも10%以上の区域が認められ

る。

カヤツリグサ科 (第246図 )

カヤツリグサ科は30%以下の区域が広い面積を占めるが、北東端、東端の試料24、 南端付近に比較的高率の区域

が存在する。

ガマ属 (第247図 )

ガマ属は方形区全域で 2%以下の低い出現率であるが、東端の試料24や南東端付近でやや高い出現率の区域が認

められる。

ミズアオイ属 (第248図 )

ミズアオイ属は南半部ではほとんど出現しないが、北部では4%を超す区域が広が り、中には、10%を超すとこ

ろも認められる。

クフ科 (第249図 )

クフ科は中央部やや北寄 りの区域で高い出現率を示す区域が存在し50%に達する場所もあるが、その他の区域で

はほとんど出現しない。

サナエタデ属 (第250図 )

サナエタデ属は中央部やや北寄 りの試料14付近を中心として出現率の高い区域が見られるが、その他の区域では

2%以下の出現率である。

アカザ科―ヒユ科 (第251図 )

アカザ科―ヒユ科は試料10、 26、 38付近で 6%を超しているが、その他では 4%以下の区域が広がっている。

ナデシヨ科 (第252図 )

ナデンコ科は北端付近の試料 5付近で 6%を超す所も見られるが、その他では一部区域で4%を超す部分が見ら

れるだけで、大部分の区域では4%以下の出現率である。

セ リ科 (第253図 )

セ リ科は南東端付近に高い出現率の区域が見られるが、その他では 6%以下の比較的低率の区域が広がる。

オオバコ属 (第254図 )

オオバコ属は方形区域ではほとんど見られないが、それでも試料14付近に比較的多 く見られる区域が存在する。

ヨモギ属 (第255図 )

ヨモギ属は南部で高率を示し200%を超える区域が広がっているが、北半部では150%以下の区域が大部分を占め

ている



他のキク科 (第256図 )

他のキク科も南部で多く認められ10%以上の区域が広がるが、北半部では5%内外の区域が広い面積を占める。

サンショウモ属 (第257図 )

サンショウモ属は北部と東部の試料24付近にやや高い出現率の区域が認められるが、その他の大部分の区域では

4%以下である。

方形区を北半部 と南半部に分けて考えると、北半部では相対的に高木花粉の比率が高く草本花粉が低い傾向があ

る。草本花粉のうちイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科一ヒユ科、ヨモギ属など風によって花粉が飛ばされる傾向

が強いものは南半部で多い。イネ科、カヤツリグサ科のように乾湿どちらの立地にも生育するものもあるが、アカ

ザ科―ヒユ科、ヨモギ属は乾いた所を好む植物が多い。これに対し北半部では、 ミズアオイ属、サンショウモ属の

ような水生植物やサナエタデ属、クワ科が多い傾向がある。サナエタデ属は乾いた所に生育する種類もあるが、そ

の多くは水湿地を好む。クフ科は水路沿いや河原の土手などに多く見られるカナムグラであろう。こうしたことか

ら、北半部では南半部に比べより湿潤な環境であったと考えられる。北半部では湿潤なため花粉生産量の大きな植

被が南半部より少なかったため、相対的に高木花粉が多く表現されたとみなせる。ただし、南北いずれにも風によ

って運ばれにくいサンショウモ属が見られることから、南半部でも湿潤な環境であったが、北半部に比べその継続

期間が短かったと考えるべきであろう。すなわち、ある時期には方形区全域が水湿な環境下におかれたが、南半部

では早く水がひいたのに対し北半部では遅くまで水湿な環境が続いた。このことは、方形区の北半部に貝の集積層

が多くみられることと関連して注目される。 ミズアオイ属、サナエタデ属は水がひたるほどから地面が現れている

ような場所、いわゆる水辺に生育するのが普通である。このような場所にシジミが生活していたとは考えにくいの

で、この貝層は人為的なもの (貝塚)である可能性が高い。花粉・胞子の堆積した後に、貝が下にもぐって貝層が

形成された可能性も考えられるが (自 然貝層)、 ここでは前者の考え方をとりたい。

こうした水湿な環境に生育する樹木のうちハンノキ亜属は、南北で分布の片寄 りが見られるが、差は小さく出現

率も高くないので、方形区の近辺に生育していたとしても背丈が低く本数も極めて少ないものであったろう。ヤナ

ギ属は分布の片寄 りも大きく出現率も高いことから、近辺に確実に生育していたといえる。

なお、分布図を書 くほど出現しないが注目される花粉・胞子としては、試料13よ リキュウリ属が 1粒検出されて

いる。
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3.仙台市下飯田遺跡出土材の樹種

高橋 利彦 (木工舎「ゆい」)

1.釧

試料は土木・ 建築材や日用品とみられる木製品・加工材219点で、 7世紀代および 7世紀末～ 8世紀、中世のも

のと考えられている種々の遺構から検出されたものである。なお、所属時期検討中とされているものも2点合まれ

ている。また、本稿中の試料番号の頭にL―を付したものが遺物番号となる。

2.方法

剃刀の刃を用いて試料の木口・柾目・板目の 3面の従手切片を作製、ガム・ クロラール (Gum Chloral)で封入

し、生物顕微鏡で観察 。同定した。同時に顕微鏡写真図版 (写真図版 6～■)も 作製した。なお作製したプレパラー

トはすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

3.結果

試料の中には劣化や変形が進んでいたため確実な同定ができず類似種としたものや、手元の現生標本中には該当

するものが見あたらず同定できなかったものもあったが、215点が以下の18種類 E分類群 (TaxOn,複数形 Taxa)

をさす.こ こでは属・亜属・節・種の異なった階級の分類単位を総称している。]に同定された。試料の主な解剖

学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。なお、各TaxOnの 科名・学名 。和名およびその配列は

「二本の野生植物 木本 I・ I」 (1989)とこしたがい、一般的性質などについては「木の辞典 第 1巻～第17巻」(1979

～1982)も 参考にした。また、( )のついた試料番号は類似種としたものを示している。

●マツ属単維管束亜属の一種 (物盗 subgen.Я″テθヮカ%Sp.) マツ科 血292.

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく樹脂道が認められる。放射組織は仮道管、

柔細胞とエピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁は滑らか、分野壁孔は窓状、単列、 1～ 15細胞高のものと樹脂道

をもつ紡錘形のものがある。

単維管束亜属 (いわゆる五葉松類)には、ハイマツ (2η%s´ %物ケ肋)、 チョウセンゴヨウ (2々θ陶力%sA)、 ヤク

タネゴヨウ (ユ
"物

αη′″vero αttα物力%α )、
ゴヨウマツ 彼 ″ηttο紹)と いくつかの変・ 品種がある。ハイマツ

は北悔道・本州 (中部地方以北)の高山・寒冷地に、チョウセンゴヨウは本州 (中部地方および愛媛県)の亜高山

帯に、ヤクタネゴヨウは種子島・屋久島に特産し、ゴヨウマツは北海道 (日 高・渡島・奥尻島)・ 本州・ 四国 。九

州に分布する。ゴヨウマツは尾根筋や斜面に生育する常緑高木で、まれに植栽される。材の硬さは中程度で、加工

や乾燥は容易、保存性は中程度である。建築・建具・器具・家具材などの用途がある。

●マツ属複維管束亜属の一種 停物熔 subgen.Dヵ Jθヮん%Sp.) マツ科 血120.

早材部から晩材部への移行は急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく樹脂道が認められる。放射組織は仮道管、柔

細胞とエピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は窓状、放射組織

は単列、 1～ 15細胞高のものと樹脂道をもつ紡錘形のものがある。

複維管東亜属 (二葉松類)には、クロマツ 停物熔 滋%%b聖″)。 アカマツ 似 諺盗抑 2)と 琉球列島特産のリ

ュウキュウマツ ¢ 励θ力%ι%sた )の 3種がある。アカマツは北海道南部から九州に、クロマツは本州から琉球に分

布するが暖地の海沿いに多く生育し、また古くから砂防林として植栽されてきた。材は重硬で強度が大きく、保存

性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具・家具材など広い用途が知られている。

●モミ属の一種 似う泳 sp.) マツ科 血1,4,9,14,20,21,22,30,34,35,48,62,70,72,86,H7,142,143,146,147,

148,192,215,219,230,231,232,233,234,235,236,237,238,239,240,241,242,243,244,245,246,247,248,249,250,



251,252,253,254,256,257,258,260,261.

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞・ 樹脂道はないが、傷害樹脂道が認めら

れることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の末端壁には じゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型

(Taxodioid)で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～30細胞高。

モミ属には、 ウラジロモミ υ生う力s力θ物河砂λ)・ トドマツ Q4.sαι力″力ι%sA)・ モミ lA.ヵ知孵)。 シラビソ

14.%ゲんカケガ)・ オオンラビソ 似 .物″泳″)の 5種があり、 トドマツを除く4種はいずれも日本特産種である。モ

ミは本州 (秋田・ 岩手県以南)。 四国・九州の低地～山地に、ウラジロモミは本州中部 (福島県以南)・ 紀伊半島

・ 四国の山地～亜高山帯に、オオンラビンは本州 (中部地方以北)の亜高山帯に、シラビソは本州中部 (福島県以

南)。 奈良県・ 四国に、 トドマツは北海道に分布する常緑高木である。モミを除いては山地～高山・寒冷地に生育

する。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易で、保存性は低い。棺や卒塔婆など葬

祭具に用いられるほか、建呉・器具・家具・建築材など各種の用途が知られている。

●スギ (C?″力陶ι%α 力少θ万随) スギ科 血10,26,29,71,74,80,89,138,139,141,144,216.

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが樹脂道はない。放射仮道管はなく、放

射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はスギ型で 2～ 4個。放射組織は単列、 1～ 15細胞高。

スギは本州・ 四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では現在ヒノキに次ぐ植林

面積をもち、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度である。建築

・土木・樽桶類・ 舟材など各種の用途がある。

●ヒノキ属の一種 (C力αttαι朝″ηS Sp.) ヒノキ科 血8,12,44,45,46,(47),124,127,135,136,145,149.

早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが樹脂道はない。放

射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型 (Cupressoid)で 1～ 4個。放射組織は単列、 1

～15細胞高。血471ま劣化が進んでいたため類似種とした。

ヒノキ属にはヒノキ に力αttαιり,αtt θbttsα)と サフラ 徳.夕λ披密)の 2種がある。ヒノキは本州 (福島県以

南)・ 四国 。九州に分布し、また各地で植栽される常緑高木で、国内では現在植林面積第 1位の重要樹種である。

材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きいが強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知られている。

サフラは本州 (岩手県以南)。 九州に自生し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は

大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが、耐水性が高いため樽や桶にするほか各種の用途がある。

●アスナロ ω助巧ψsλ あJF肋筋) ヒノキ科 血 (85),103,150。

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが樹脂道はない。放射仮道管はなく、放

射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔は小さくヒノキ型～スギ型で 1～ 6個。放射組織は単列、 1～ 15細胞高。血85は

劣化が進んでいた。

アスナロは本州・ 四国・九州に分布する日本特有の常緑高木で、時に植栽される。北海道 (渡島半島以南)・ 本

州北部には変種 ヒノキアスナロ (ヒ バ)(aヵ 肋ぅ密ヵ var.力ο%肋ケ)がある。材はやや軽軟で保存性は高い。建築

・土木・ 家具・器具材など各種の用途が知られている。

●カヤ ●的物 %%芝″町)イ チイ科 配310,311.

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細

胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 10細胞高。仮道管内壁には対をなしたら

せん肥厚が認められる。

カヤは本州 (岩手・ 山形県以南)・ 四国 。九州の常緑広葉樹林中に点生する常緑高木で、樹高25～30mに もなる

が生長は極めて遅い。庭木として植栽されることも多く、いくつかの変・ 品種がある。その材は針葉樹としては重



い方で、強度は中程度、割裂性は大きく、加工は容易、保存性とくに耐水性に優れる。建築・ 各種桶類・木地・器

具・家具材など各種の用途が知られ、碁盤としては最高級品とされる。

●ヤナギ属の一種 働 肋 sp.) ヤナギ科 配152,154,155,156,157,159,161,162,163,164,165,166,167,168,170,

171,172,173,174,175,176,177,178,179,180,181,182,183,184,185,186,187,188,189,190,194,195,196,197,198,

199,200,201,202,204,206,207,287,293.

散孔材で、道管は年輪全体にはば一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。道管は横断面では楕円

形～やや角張った精円形、単独および 2～ 3個が複合する。単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間

では網目状となる。放射組織は異性、単列、 1～ 15細胞高。柔組織は随伴散在状およびターミナル状。年輪界はや

や明瞭。

ヤナギ属は国内に約35種が知られ、種間雑種も多く分類の困難な植物群である。属としては全国に分布し、時に

植栽される落葉低木または高木である。ネコヤナギ (肋肱 騨 冽たゥめ などのように水辺に生育する種が多いが、

バ ッコヤナギ G肋 膀ο)、 ノヤナギ (Ss"″″θsゲカ)な どのように乾燥した立地に生育するものや、シライヤナ

ギ Gs肪陶ゲケ)、 コマイフヤナギ 徳 解肋物7)の ように岩場に生育するものもある。材は一般に軽軟で、割裂性

が大きく、保存性は低い。大径木が少ないため小細工物にする程度で、特に重要な用途は知られていない。

●ハンノキ属の一種 傲励熔 sp。) カバノキ科 血75,282,283,284,285,286,307,308.

散孔材で、管孔は放射方向に 2～ 4個が複合または単独で配列、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は階段穿

孔をもち、段 (bar)数は10～ 30、 壁孔は密に対列状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は同性、

単列、 1～ 30細胞高で集合組織が認められることもある。柔組織は短接線状～散在状。年輪界はやや不明瞭。

ハンノキ属は国内に約10種が自生し、ハンノキ 倣励%sヵ″カカ)の仲間 (=ハ ンノキ亜属)と ヤシャブシ 彼 .

=積
敬α)や ミヤマハンノキ 傲.妨 励ο″滋″)の仲間 (=ヤ シャブツ亜属)に分けられる。属としては全土に分布

し、いずれも根に根瘤菌が共生しているため痩地でもよく生育する。材はやや軽軟～やや重硬で、加工は容易、薪

炭材や各種器具材などとして用いられる。

●コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (o%ι拓陽侭subgen.⑫θ緒困 sect.働施 sp。) ブナ科 血203,224.

散孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射上に配列する。大道管は横断面

では円形、小道管は管壁は厚く、横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放

射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状

および短接線状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で果実 (いわゆるドングリ)が 2年 目に熟するグループで、クヌギ

(蝕跡防s αθ崩溢励α)と アベマキ (o%物 うゲ′た)の 2種がある。クヌギは本州 (岩手・ 山形県以南)・ 四国・九

州・琉球に、アベマキは本州 (山形・静岡県以西)・ 四国 。九州 (北部)に分布するが、中国地方に多い。材の解

剖学的特徴のみで両者を区別することはできないが、試料はクヌギである可能性が高い。クヌギは樹高15mになる

高木で、材は重硬である。古くから薪炭材として利用され、人里近くに萌芽林として造林されることも多く、薪炭

材としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材・精木などの用途が知られる。

●コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (O夕ι%防s subgen.働
"協

s sect.降tη夕s sp.) ブナ科 血81,(115),264.

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は横

断面では円形～楕円形、小道管は管壁はやや薄く、横断面では多角形、ともに単独。単穿孔をもち、壁孔は交互状

に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合組織よりな

る。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。血H5は組織の変形が著しい。

コナラ節は、コナラ亜属の中で果実が 1年 目に熟するグループで、カンフ (O%%%s諺 %勉筋)・ ミズナラ (0.



蒻ψ
"物

)・ コナラ (O sι77F力)・ ナラガンフ (o αttηα)と いくつかの変・品種を含む。 ミズナラ・ カシフ・ コ

ナラは北海道・本州・ 四国・九州に、ナラガシフは本州 (岩手・秋田県以南)・ 四国・九州に分布する。このうち

平野部で普通に見られるのはヨナラである。コナラは樹高20mに もなる高木で、古くから薪炭材として利用され、

植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途が知られ、薪炭材としてはク

ヌギに次ぐ優良材である。

●クリ (G体力ηπ じ%%,力) ブナ科 血3,52,68,69,121,123,193,225,226,227,228,229,255,259,262,263,265,

266,267,268,269,270,279,280,281,288,289,290,291,294,295,296,297,298,299,300,301,302,303,304,305,306,

312,313,314,315.

環孔材で孔圏部は 1～ 4列またはそれ以上、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では

角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。

放射組織は同性、単 (～ 2)ア J、 1～ 15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部 。本州・ 四国・九州の山野に自生し、又植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強度

は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・ 家具・薪炭材、情木や海苔粗柔などの用途

が知られている。

●ケヤキ (カルθ%s物 力) ニレ科 訛姥,39,97,132,153,271,272,274,275,276,277,278.

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線～斜方向の紋様をなす。

大道管は、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管壁はやや薄 く、横断面では多角形で複合管孔をなす。道管

は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 10細

胞幅、 1～ 30細胞高であるが時に60細胞高を越える。しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州 。四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木で、時

に樹高50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高く、木理が美しい。建築

・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つに上げ

られる。

●イスノキ (Dλ炒″
"物

留χttοS%") マンサク科 血 (5),6,7.

散孔材で、ほとんど単独、横断面では多角形。道管は階段穿孔をもち、段数は10前後。放射組織は異性Ⅱ型、 1

～ 3細胞幅、 1～ 10細胞高。柔組織は独立帯状または短接線状で目だつ。年輪界はきわめて不明瞭。配 5は道管内

や柔細胞内腔に黒い物質 (漆か ?)が詰まっていた。

イスノキは本州 (関東南部以西)・ 四国・九州・琉球の常緑樹林内に生育する常緑高木である。イスノキ属には

他に小笠原に分布するシマイスノキ (D物拓θ筋の がある。材は重硬で加工困難、強度・耐朽性は大きい。家具

・器臭・建築材として用いられるほか、櫛としてはツゲに次ぐ良材とされている。

●サクラ属の一種 lP/2%%s sp.) バラ科 配309.

散孔材で、横断面では角張った精円形、単独または 2～ 5個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管

は単穿孔をもち、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 5細胞幅、 1～ 30細胞高。柔組織

は周囲状および散在状。年輪界はやや明瞭。

サクラ属は、ヤマザクラ ギ゙転η%s″ηαsαカク紹)やウワミズザクラ 似 割りαηα)な ど15種が自生し、多 くの変

・ 品種がある。また、モモ 似 ″俗滋 )やスモモ は M脆力α)な ど古い時代に伝えられ栽培されているも?も あ

る。このうちヤマザクラは本州 (官城・新潟県以南)・ 四国・九州の山野に分布する落葉高木で、材は中程度～や

や重硬・強靭で、加工は容易、保存性は高い。各種器具材をはじめ、機械 。家具・楽器 。建築・薪炭材など様々な



用途が知られている。また樹皮は樺皮細工に用いられる。

●トチノキ 似協盟崩暦協ん焼 ヵ) トチノキ科 配40.

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 4個が複合する。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に

配列、放射組織との間では網目状～櫛状となり、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、 1～
15細胞高で階層状に配列 し、肉眼では横縞のリップル・ マーク (ripple mark)と して認められる。柔組織はター

ミナル状。年輪界はやや不明瞭。

トチノキは北海道 (南西部)・ 本州・ 四国 。九州の主として谷沿いの肥沃地に生育する落葉高木で、東北地方に

多く九州には少ない。材は軽軟で、加工・乾燥が容易で、耐朽性は小さい。器具・家具材や旋作材・木地などに用

いられる。

●エゴノキ属の一種 (里

"筋
sp.) エゴノキ科 血33,273.

散孔材で管壁は薄く、横断面では楕円形、 2～ 4個が複合または単独で配列、年輪界付近で管径を減ずる。道管

は階段穿孔をもち、段数は 5～ 10。 放射組織は異性I型、 1～ 6細胞幅、 1～30(50)細胞高。柔組織は短接線状

および散在状。年輪界はやや不明瞭。

エゴノキ属にはエゴノキ (sゥ
ト鶴ぬ οηぢ露)、

ハクウンボク G οttss力 )、 コハクウンボク は s肪密力筋)の 3種

がある。エゴノキは北海道 (渡島)・ 本州・ 四国・九州・琉球に、ハクウンボクは北海道 (北見・ 石狩以南)・ 本

州・ 四国・九州に、コハクウンボクは本州 (栃木県以南)・ 四国 。九州に分布する落葉高木～低木である。材はや

や重硬で割裂しにくく、加工はやや容易、旋作・器具・薪炭材などに用いられる。

● ニ フ ト コ ∈弦η う
"α

否 物 体α Subsp.d″ うο

"防
ηα) ス イ カ ズ ラ科  血 (160),169,(205).

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、2～ 5(10)個が複合または単独で、接線方向に配列することがある。

道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は大型で異性I型、 1～ 4細胞幅、 1～ 30細胞高。直立

細胞が鞘状となることがある。年輪界は不明瞭。血160は組織が変形 していた。血205は当年枝であった。

ニワトコは本州・ 四国 。九州の山野に普通な落葉低木～小高木で、いくつかの変・ 品種が知られときに植栽され

る。御幣など民俗的には重要な用途があり、若葉は緑肥とされ、花は民間薬として利用されたが、材の用途には重

要なものはない。

h58は散孔材で、放射組織は異性I型で 1～ 2細胞幅、多室結晶細胞が日立つなどの特徴があったが、劣化も進

んでいたため種類は明かにできなかった。血151と 血158も 散孔材で、ともに灌木生の樹種と思われる。血158は 1

年生 (枝)であったため不確実ではあるが、配151と 同一TaxOnの 可能性もある。血191は環孔材であるが、道管配

列や広放射組織が多いことなどから「つる」生のものの可能性がある。

以上の同定結果を推定されている用途や所属時期とともに一覧表で示す (第43表 )。

4.考察

同定対象となった219点からは針葉樹 7 Taxa、 広葉樹Htaxa(種類不明を含めると14～ 15Taxa)が認められた。

試料数ではモミ属 (54点)が最も多く使用され、ヤナギ属 (49点 )・ クリ (46点)ん こ`れに次ぎ、スギ・ ケヤキ・

ヒノキ属 (各 12点)な ども多く用いられている (第44表 )。 推定されている用途別の使用樹種組成をみると、用途

ごとに特定の樹種を用いている傾向が窺える。所属時期を古代 (7世紀代および 7世紀末～ 8世紀)と 中世に 2大

別すると時期的にも使用樹種に偏 りが認められるが、これは古代の試料が杭に集中し、柱がやや多いもののその他

の用途がほとんどないことによるともいえ、必ずしも使用樹種が時期的に異なっているとは言いきれない。

杭は57点が対象となったが、ヤナギ属 (47点)を中心に、種類不粥の広葉樹 2ま たは3 Taxaを含め 8～ 9 Taxa



が用いられていた。ヤナギ属は上記のように低 (湿)地に生育する種とは限らないが、試料のほとんどが小径であ

ることや、その中には後述するように樹皮付きで出上しているものも含まれていること1)な どから、ヤナギ属のほ

とんどは出土地点近傍の湿性な立地に生育していた樹木に由来するものであり、その他の樹種も遺跡周辺に生育し

ていた樹木や他用途に使われていた木材を転用したもののと考えている。また、その形状からは勿論のこと、樹種

組成からみてもこれらの杭は本格的な土木工事用のものとは考えにくい。

井戸材47点のうちS K60出 上の45点の用材をみると、四隅の柱にはクリが、横枠にはクリ7点・ コナラ節 1点が、

縦枠にはモミ属30点・ クリ3点が用いられ、部材ごとに使用樹種に明かな偏 りが認められた。このことは、主要構

造材には強度と耐朽性に優れるクリを用い、これにモミ属 (モ ミと考えている)の板0を組み合わせたことを示し

ているといえよう。S K57の 隅から検出された杭もクリと同定されたが、井戸という日常生活に欠かせない施設の

構築材であることから、上記の杭とは明かに異なった用材となったものと思う。また、同定された針葉樹 7 Taxa

の中でモミ属が最も多く用いられていることは、当時の森林植生の中にモミ属 (モ ミ)が多く含まれていた、すな

わち当時の人々にとってモミ (属 )力 身`近な針葉樹であったことを示しているのかも知れない。ヒノキ属 1点は曲

物粋であり、これは容器の山物とも共通する用材である。割裂性の良さや、加工性・耐朽性から選択されたもので

あろう。

柱にも井戸 (構造)材と同様にクリが多用されている。この用材は掘立柱としては首肯できるものであるが、同

時にハンノキ属やヤナギ属のように強度や耐朽性に難がありそうな樹種も用いられている。特にS18検出試料で

は対象となった 6点のうち 5点がハンノキ属、 1点がヤナギ属であった。また、S114では、遺跡のある低 (湿 )

地では入手できなかったと思える単維管束亜属を (わざわざ)使っている一方でヤナギ属も併用しているなど、用

材が一貫性に久けている印象を受ける。なお、筆者は以前富沢遺跡第15次調査出土材の検討に当たって、クリを含

め杭に使用されていた樹種のほとんどは低湿地には自生しないため自然堤防上などの乾性な微高地上に生育してい

たものであろう (高橋 1987)と したが、少なくともクリは流水面との比高がそれほど大きくない小河川の岸や、

ヨンの生育 しているような低湿地にも生育可能であるから、その生育地として周囲に微高地などの乾性な立地の存

在をあえて想定する必要はなさそうである。したがって、上記の単維管束亜属などのように他所から運んできたと

思える樹種もあるものの、多くは遺跡のある低地内で入手可能であったと思う。

漆器を中心とした容器類の用材はケヤキが多く、今日の用材と同様と言えよう。

曲物はヒノキ属が多く、モミ属・スギのいずれも針葉樹が用いられていた。モミ属の多用されている草履4).箸

・木簡状製品などとともに、木材を割って薄板や小角材を得ていた時代の樹種選択を表しているものといえよう。

すなわち、割裂性の良さを理由にこれらの針葉樹を選んだものと考える。

櫛は古代のものとされる 1点 と中世とされるもの 3点が対象とされ、中世とされる3点はいずれもイスノキに同

定された。イスノキの現生種は上記のように関東南部以西南の常緑樹林内にのみ自生するとされていることから、

試料も現地生の材料を加工したものではなく関東以西からもたらされたものであろう。本遺跡より南に位置するも

のの、やは り現生種の自生しない福島市御山千軒遺跡からも平安時代前期 (9世紀後半)と されるイスノキ製の櫛

1点の出上が報告され、同様に遠方から搬入されたものと考えられている (鳴倉 1983)。 この点に関して報告書

では `他に多数の樹木が存在しながら櫛の木だけが他地方それも南の遠方からもとめて加工されたのか、製品とし

て移入されたものかは不明である'(鈴鹿 1983)と しているが、原木を遠方から求めて当地で製品に加工したと

するよりも、当時の物流や人的な交流の中で製品として搬入された可能性の方が大きいと筆者は考えている。

(本材の伐採季節について〉

杭とされる試料の中に樹皮の残存したものが 7点 (血 152、 154、 167、 170、 199、 202、 207)認められた。いず



れもヤナギ属に同定されたが、 4点 (血 167、 170、 201、 207)は道管が放射方向に 2～ 4個作られたばか りの春

季めに、 3点 (血 152、 154、 199)はほぼ当年の生長を終えようとするか終えてしまったと思われる秋季のに伐採

されたものと判断できた (写真図版12)。 伐採時期の違いが使用時期の違いを示しているとするにはいくつかの前

提条件や仮定が必要になるが (高橋 1988)、 伐採後長期間乾燥すると樹皮の剥離をもたらしこのような試料は得

られないであろうから、おそらく伐採直後に使われたものと考えている。秋季としたものはかなりの時間幅をもっ

ている可能性はあるものの、ここでは一連の杭列に使用されていた杭材の中に明らかに伐採時期の異なるものが含

まれていることと、そのことから考えて全ての杭が一時期に打ち込まれたものではない可能性があることを指摘し

女こい。

また、柱 とされる試料の中にも2点 (血 309、 312)の樹皮付きの試料が認められた。 これ らは出土遺構 も樹種も

異なっていたが、ともに秋季に伐採されたものと判断できた。木材利用の立場では、落葉時 (晩秋～晩冬)に伐採

した材料の方が狂いや割れなどが少ないとされているが、これらの試料はそ うした利用が当時から行われていたこ

とを示 しているものかも知れない。

注

1)遠方から運搬するとすれば、伐採から使用までの間に多少とも乾燥が進むことが考えられる。その場合には乾

燥時間の長さに比例 して樹皮の剥離の程度 も大きくなるであろう。 したがって、樹皮付きの試料の存在は伐採後

間 もない時期での使用、ひいては遠方からの運搬のなかったことを示 していると考える。

2)高 木性の樹種 4 Taxa(モ ミ属・ クヌギ節・ クリ・ ケヤキ)4点 の うち、モ ミ属 (血192)は板材、 クリ (血

193)は角材と他の試料 とは形状が異なっていることから転用の可能性を考えた。

3)ク リ3点の うち 2点は明かに他の板材 とは形状が異な り、補強材と考えられている。

4)群 馬県高崎市吹屋遺跡出土の中世 (13c後半～14c前半)の ものとされる板草履 8点 (板草履かとされるもの

1点を含む)は、いずれもヒノキ属 (報文中ではヒノキ類 と表記)に同定されている (鈴木・ 能城 1982)。 こ

れはヒノキの現生種の自然分布域内にある吹屋遺跡と、 ヒノキの分布北限より北に位置 し、モ ミが港在 自然植生

の主要構成種 と考えられている本遺跡の周辺植生の違いを反映 しているものかもしれない。

5)こ こでは生物季節的な意味での春を指 し、必ず しも気象学的な季節 とは一致 しない。ヤナギ属は種によって開

花が開葉に先行するものとほぼ一致するものがあるが、材形成 (細胞分裂)の開始が開花 (開葉)に先行するも

のかどうか、先行する場合にはどの程度の日数なのかはわからない。 しか し、形成された細胞数が少ないことか

ら、これらの試料は開花または開葉の前後に伐採されたものと考えている。ただし、 これらがすべて同一年に伐

採 された保証はないことはい うまでもないだろう。

6)同 じく生物季節的な意味での秋であって、正確には晩夏以降冬季 (翌春の生長開始以前)のかな り長い期間の

どこかで伐採されたとしか言えない。
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第43表 下飯田遺跡出土材の樹種

試料番号 種樹

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

14

20

21

22

26

29

30

33

34

35

39

40

44

45

46

47

48

52

58

62

68

69

70

71

72

草履

下駄

下駄

草履

櫛

櫛

櫛

山物底

木簡状

木簡状

曲物底

木簡状

草履

草履

木簡状

草履

桶底 ?

木簡状

杓

箸

箸

椀

容器

由物底

曲物底

曲物底

井戸山物

木簡状

柱

櫛

筈

柱 ?

柱 ?

山物底 ?

不明板材

不明板材

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

7c末 8c?

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

7c功に-8c?

中世

中世

中世

7c?

中世

中世

中世

中世

中世

中世

モミ属の一種

ケヤキ

クリ

モミ属の一種

イスノキ属類似種

イスノキ属の一種

イスノキ属の一種

ヒノキ属の一種

モミ属の一種

スギ

ヒノキ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

スギ

スギ

モミ属の一種

エゴノキ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

ケヤキ

トチノキ

ヒノキ属の一種

ヒノキ属の一種

ヒノキ属の一種

ヒノキ属類似種

モミ属の一種

クリ

広棄樹 (散孔材)

モミ属の一種

クリ

クリ

モミ属の一種

スギ

モミ属の一種

木簡状

不明

曲物

木錘

箸

木簡状

車履

漆塗椀

不明板状

柱

不明

不明

柱

不明板状

山物底

容器底

容器

容器底

容器底 ?

不明板状

不明板状

不明板状

有孔木簡状

有孔木簡状

不明板状

不明板状

草履

へら状

へら状

不明板状

不明

杭

抗

抗

杭

杭

74

75

76

81

85

86

89

97

103

115

117

120

121

123

124

127

132

135

136

138

139

141

142

143

144

144

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

7c

7c舅に-8c

7c?

7c

中世

中世

7c?

7c?

7c?

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

7cラに-8c

7cЯに-8c

7cヲに-8c

7cヲに-8c

7c末 8c

スギ

ハンノキ属の一種

スギ

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

アスナロ類似種

モミ属の一種

スギ

ケヤキ

アスナロ

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節類似種

モミ属の一種

マツ属複維管束亜属の一種

クリ

クリ

ヒノキ属の一種

ヒノキ属の一種

ケヤキ

ヒノキ属の一種

ヒノキ属の一種

スギ

スギ

ス ギ

モミ属の一種

モミ属の一種

スギ

ヒノキ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

ヒノキ属の一種

アスナロ

広葉樹 (散孔材)

ヤナギ属の一種

ケヤキ

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種



試料番号

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

広葉樹 (散孔材)

ヤナギ属の一種

ニフトヨ類似種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ニフトコ

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一笹

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

広葉偶 (環孔材)

モミ属の一種

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

抗

杭

杭

抗

杭

杭

杭

不明板状

箸

柄 ?

杵

井戸柱

井戸柱

井戸柱

井戸柱

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

7cttR-8c

7cЯに-8c

7c末 8c

7c末弓c

7c木-8c

7c末■c

7c舅に-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7c〕R-8c

7cヲに-8c

中世

中世

7c?

7c末-8c?

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

種樹

杭

杭

杭

杭

杭

抗

抗

抗

抗

椀

抗

抗

抗

杭

杭

椀

杭

杭

杭

杭

椀

杭

杭

杭

杭

杭

抗

杭

杭

抗

抗

杭

抗

抗

抗

杭

杭

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

215

216

219

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

7c末-8c

7cЯに-8c

7c末鍔c

7c末鍔c

7cヲに-8c

7cЯに-8c

7c末■c

7c舅に-8c

7c舅に-3c

7c末おc

7cЯに-8c

7c舅に-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7c末-8c

7c末駕c

7c末 8c

7c末■c

7c末葛c

7c末嗚c

7cヲに-8c

7c夕に-8c

7c末弔c

7cЯに-8c

7c舅に-8c

7c舅に-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7cЯに-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7cЯに-3c

7cЯに-8c

7cЯR-8c

7c舅に-8c

7cЯに-8c

7cЯに-8c

クリ

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クスギ節の一種

ヤナギ属の一種

ニフトコ類似種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

モミ属の一種

スギ

モミ属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

クリ

クリ

クリ

タリ

クリ

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種



試料番号 種樹

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

7c?

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

柱

柱

柱

住

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

住

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

7c?

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

井戸縦粋

井戸縦枠

井戸縦粋

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦粋

井戸縦粋

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦粋

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸縦粋

井戸縦粋

井戸縦枠

井戸縦粋

井戸縦枠

井戸縦枠

井戸横粋

井戸横枠

井戸横枠

井戸横枠

井戸横枠

井戸横枠

井戸横枠

井戸横枠

杭

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

柱

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

クリ

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

クリ

モミ属の一種

モミ属の一種

クリ

クリ

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

ケヤキ

ケヤキ

エゴノキ属の一種

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

クリ

クリ

ハンノキ属の一種

ハンノキ属の一種

ハンノキ属の一種

ハンノキ属の一種

ハンノキ属の一種

ヤナギ属の一種

クリ

クリ

クリ

クリ

マツ属単維管束亜属の一種

ヤナギ属の一種

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

タリ

タリ

タリ

ハンノキ属の一種

ハンノキ属の一種

サ クラ属の一種

カヤ

カヤ

クリ

クリ

クリ

クリ

281



第44表 主な用途別の使用樹種組成

所属時期は古代 (7世紀代および 7世紀末～ 8世紀 ;古)と 中世 (中)に 2大別した.

類似種としたものと?のついた用途・時期もそれぞれの樹種・用途 。時期に含めた。

写真図版 6 1.マ ツ属単維管束亜属の一種 Nは292        2,マ ツ属複維管束亜属の一種 Nα 120

3.モ ミ属の一種 N&245

写真図版 7 4.ス ギ N&26                  5.ヒ ノキ属の一種 N&8

6.アスナロ Nは 103

写真図版 8 7.カ ヤ Nは311                  8.ヤ ナギ属の一種 N&162

9.ハ ンノキ属の一種 Nは 285

写真図版 9 10,コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 N&203    11.ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種 Na264

12. クリ Nは 262

写真図版10 13.ケヤキ Nは 2                  14.イ スノキ Nは 7

13.サクラ属の一種 Nは 309

写真図版11 16.ト チノキ Nは40    17.エ ゴノキ属の一種 N&273    18.ニ ワトコ N&169

a.木口 x40 b:柾 目 x100 c:板目 x100

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上、柾日では左から右。

用   途 杭 井戸 柱 容器 曲物 草履 箸 櫛 下駄 その他 合 計

樹種＼時期 古 中 古 中 古 中 古 中 中 中 古 中 中 中 中

単維管東亜属

複維管東亜属

モ ミ属

スギ

ヒノキ属*

アスナロ

カヤ

ヤナギ属

ハンノキ属

クヌギ節

コナラ属*

クリ

ケヤキ

イスノキ

サクラ属

トチノキ

エゴノキ属

ニフトコ

不明広葉樹

l

l

l

3

3

1

15

1

2

5

1

19 9

1

l

1

1

1

1

1

1

3

5

2

1

1

1

1

2

1

12

7

2

2

1

1

l

1

1

54

12

12

3

2

49

8

2

3

46

12

3

1

1

2

3

4

小   計 2 5 7 1 3 2

合   計 2

*:時期の確定していないもの各 1点があるため用途別の組成と合計値は一致しない。



写真図版 6



写真図版 7



写真図版 8



写真図版 9



写真図版 10



写真図版 11



写真図版12 樹皮の残存していた試料の水口写真 (x40).

A:春季に伐採されたと判断した例 (ヤ ナギ属,Nは 167).

B:秋季に伐採されたと判断した例 (サ クラ属,N&309).

両者の最終年輪の構成は明かに異なっている.その最終年輪の外側

部)に不連続な黒い塊となって見えているのが樹皮細胞 .

(画面最上





4.下飯田遺跡出上の貝類

石巻専修大学理工学部 大越 健嗣

はじめに

下飯田遺跡は、仙台市者林区下飯田および三本塚赤沼にかけて所在し、仙台平野に認められる三列の浜堤列のう

ちその最も内陸の第 1浜堤列上に立地している。現標高は1.Om前後、遺構検出面である浜堤堆積物上面標高は0,9

m前後である。発掘調査は1991年から1992年 にかけて仙台市教育委員会によって実施され、 7世紀後半代の集落跡

および13世紀代と推定される中世屋敷跡、および 4条の自然流路跡が確認された。

貝層は1992年 7月 、 3区 SR4河川跡の調査に伴って発見された。SR4河川跡は 3区北東コーナー部で確認さ

れた浜堤列を切る河川跡であるが部分的な検出であるために全体的な規模、形状、方向などは粥らかではない。全

体的に推積物中には泥炭状の植物遺体が目立ち、また花粉分析の結果 (守田、1994)か らも流速のよわい比較的停

滞した水域環境が予測される。貝層は推積物H層中に形成されたものである。貝殻の破片や殻皮は■層全域で見ら

れるが、とりわけHa、 b、 c、 d層で顕著である。このうちHc、 d層では貝層層厚が10clll前 後におよび純貝層

に近い状況を呈している。貝層中からは土器、土製品、木製品等の人工遺物が多量に出土したが、これらはいずれ

も考古学的に 7世紀後半代の年代観を有するものに限定され、貝層形成時期の年代を示すものと判断される。

本報告では、今回の発掘調査によって採集された貝層から得られた貝類について、その種組成、貝殻や殻皮の存

在状態について検討するとともに、これらの貝層が自然只層か投棄貝層かという点についてもあわせて検討した。

本報告に先立ち、計測を担当された伊藤晋也氏、板垣富士子氏、大友泰子氏、松葉美代子氏、関内文子氏、相沢せ

い子氏、考古学的見地からいろいるとご指導いただいた東北大学文学部考古学研究室の富岡直人氏に感謝の意を表

する。

材料および方法

貝層の調査は 8か所の トレンチに限定して実施した。このうち 7ト レンチでは 3× 12mの範囲に lmメ ッシュの

方形区を設けた。各メッシュから出土した貝類について種同定を行ない、一部の種については殻高、殻長等の計測

を行なった。出土サンプルは殻皮のみのものがほとんどで殻質層をともなったサンプルはごくわずかであったため、

種同定、計測等は殻皮を用いて行ない、貝殻破片や巻貝のふた等のサンプルは実体顕微鏡で観察し、貝殻内表面の

いわゆる内殻層が確認できるサンプルについては金属顕微鏡で構造観察を行なった。

結果および考察

確認された種はヤマ トンジミ、イガイ、イツガイ、マツカサガイ、アサ リ、スガイの 6種であった。通常種同定

は殻皮を含め、貝殻の形態や構造の特徴をもとに行なわれるが、本調査のサンプルは、ヤマ トシジミ、イガイ、イ

ンガイ、マツカサガイについては殻皮のみ、アサ リは貝殻破片、スガイはかたのみであったため、それらの形態や

構造をもとに種同定を行なった。

ヤマ トシジミは形態的にはマンジミと似ているが、出土サンプルの殻皮の輪肋が現生種のマシジミと比較 して弱

いこと、マシジミ殻皮に見られる焦げあ‐と状の小黒互がほとんど認められないこと等からヤマ トシジミと同定した。

一部のサンプルには弱い光沢が認められた。ヤマ トツジミは後述のように多くのグリットから出上し、出土した貝

殻の中では量的にも最も多い種であり、すべてのサンプルを調査できなかった。サンプルにはインガイやマツカサ

ガイも認められたことから、一部淡水性のマシジミが混在している可能性も考えられる。

イガイも殻皮のみのサンプルで完全個体は得られなかったが、腹縁部の特徴等から近縁種のエデイガイとは区別

される。現生種のイガイ標本とも比較して同定した。一部の個体には真珠光沢の内殻層が残っていた。



インガイとマツカサガイも殻皮等の特徴から同定した。インガイでは殻頂部の彫刻や腹縁にわずかな湾入がみら

れること、マツカサガイでは、殻表の大きなさざ波模様とインガイのような腹縁部の湾入がみられないことなどの

特徴からそれぞれ同定した。

アサ リは、貝殻破片の表面彫亥Jか ら、スガイは摩たの形状から同定した。このほかに同定できなかった種 (摩た

のみの出土)が数種あった。

本調査で出上 した貝類の多くは殻皮のみで出上し、殻質層は溶解または脱落したものと考えられる。殻質層の主

成分は炭酸カルシウムと貝殻有機基質 (organic matr�)であり、酸性溶液中では炭酸カルシウムは溶解 し二酸化

炭素が放出される。本調査で確認された貝類のうち、ヤマ トシジミ、イガイ、イシガイ、マツカサガイは黒褐色の

厚い殻皮層を持つという共通点があるが、これらの貝類だけが多数出土したことから酸性土壌により殻皮層の薄い

貝類の貝殻 (た とえばアサリ、マガキ等)が発掘までに失われてしまった可能性が考えられ、出土貝類相は貝層形

成時の貝類組成を反映していないかもしれない。

本調査で出土 した貝類は、海産種で通常潮下帯岩礁域に生息がみられるイガイ、内湾の潮間帯に生息するアサ リ、

スガイ、汽水産のヤマ トンジミ、淡水産めイシガイ、マツカサガイとなり、生息域がそれぞれ異なっている貝類が

同所的に出上しているのが特徴である。同所的出土の要因としては、まず、人為的な投棄貝層 (貝塚)の可能性が

考えられる。(1)出上し同定された貝類がすべて食用可能な貝類であること、(2)海産種から淡水産種まで含まれ、同

所的な生息は不可能であることが投棄貝層である可能性を支持している。第261、 262図には 7ト レンチに設定 した

lmメ ッシュ、計36グ リッドから出土したヤマ トツジミ殻皮のうち、殻高、殻長の計測 (推定値)が可能なもの

1793個体についてそれぞれ計測を行なった結果を示した。横軸は 2 1HIllご とに殻高または殻長をとり、縦軸は個体数

を示した。殻高は201Mllに モードを持つ単峯型で平均値±標準偏差ωは21.07± 2.46で あった。一方、殻長は241mllに

モードを持つ単峯型で24.23± 2.91(平均値±標準偏差)の値をとった。殻高、殻長とも1011ull以下の個体は認めら

れなかった。現生のヤマ トシジミの自然個体群では (実際には漁獲等の影響があり厳密には自然個体群とはいえな

いが)、 谷田・ 平野 (1952)の官城県東名運河の殻長組成の調査では、殻長約 7 1nlll、 Hlmll、 1 611ullに 3つの山があり

(第263図 )、 101mll以下の小型個体も多数みられることが報告されている。高城川、貞山運河では山は 1つのように

みえるが、両者 とも10111111以 下の個体が多数含まれている。これらの結果は、本調査の小型個体がみられず、単峯型

の殻長組成とは異なっており、本調査の殻長組成は自然個体群のある一部が抽出されたものと考えることができ、

食料としての人為的な採集・投棄の可能性が考えられる。守田 (1994)の花粉分析のデータも投棄貝層の可能性を

支持している。

これに対して自然貝層の可能性も考えられる。(1)松本 (1994)の推定海水準の調査から自然貝層の可能性が指摘

されていること、(2)網走湖のヤマトツジミの調査によると、複数年稚只の発生がほとんど認められないことがあり

(宇藤、1981)、 小型個体の認められない個体群が存在する場合があること、(3)イ ガイ等の貝類は前述のように殻

皮が厚いが、自然死亡により足糸がはずれる場合や台風などにより海が荒れ足糸が岩礁からはずされ浜に打ち上げ

られた場合、貝殻の乾燥にともなって殻皮が殻質層からはずれることがしばしば認められる (第264図 )。 この場合、

有機質で軽い殻皮は風によって波打際から海浜植物が自生しているところまで運ばれることがある。(4)本調査のヤ

マ トシジミの殻長分析では1011un以下の小型個体は確認されなかったが、小型個体は殻皮が相対的に薄く破壊されや

すいことを考えれば1011111以 下の個体の殻皮は発見できなかった可能性もある。以上のことから川の上流から流され

てきたインガイ、マツカサガイの貝殻とはずれてとばされてきたイガイの殻皮が汽水域のヤマ トシジミの分布域に

同所的に存在しそれが集積し貝層を形成したという可能性も否定できないものと思われる。ただ、計36の グリット

から採集されたイガイの殻皮が710で、同じグリッドのヤマ トンジミの殻皮総数4056の 2割弱になってお り (第 45

表 )、 これだけの量のイガイ殻皮が自然状態で波打際から運ばれるのはかなり特殊な状態を想定しなければならな



いだろう。

引用文献
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第45表  トレンチより出土した貝類

グ リッド

貝 類

ヤマ トシジ ミ
イ ガ イ インガイ マツカサガイ ア サ リ 巻貝 (フ タ)

計 測 可 計測不可 総  数

A-1

A-2 4

A-3
A-4
A-5 2 3 1

A-6
A-7 1 1 1

A-8
A-9 4

A-10
A-11
A-12
B-1 1,162 1

B-2 1,106 1,837 2

B-3 1 0 1 l l

B-4

B-5

B-6

B-7
B-8
B-9

B-10
B-11 4

B-12

C-1 2 1

C-2 8

C-3
C-4 2

C-5
C-6
C-7
C-8
C-9
C-10 1 5 1

C-11
C-12
計 1,793 2,263 4,056
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第263図  3調査地厘のヤマ トシジミの殻長の組成 第264図 殻皮と殻質層が分離したイガイ
(現生.宮城県牡鹿町清崎産)



5.下飯田遺跡出土脊椎動物遺存体

東北大学考古学研究室 富岡 直人

1  はじめに

下飯田遺跡からは古墳時代後期から平安時代初頭 (7～ 8世紀)と 平安時代 (10世紀)、 中・近世に属する脊椎

動物遺存体を出土した。

2 出土動物遺存体の内容

出土した動物遺存体の種名を第46a表に掲げる。これらの出土量と各属性は第46b表にまとめて記載している。

以下に種類ごとに内容を詳述する。

魚類 1科 1種、スズキのみが古墳時代後期に形成されたSR4河川跡の貝層からまとまって検出されている。左

歯骨の歯骨高は9.611ullで体長50～ 60clll程 度の成魚であったと推定される。付近の汽水域に入 り込んだときに捕獲さ

れたものであるとすると、 4～ 9月 に捕獲された可能性が高い (小坂 1969参照)。

鳥類 7世紀後半に属する遺構と考えられるS19の第 6床面から火を受けて白色に変化した骨片が出上 してお

り、そのうち 1点は趾骨であったが、いずれも日・科・種は特定できなかった。

哺乳類 ニホンジカは奈良時代末期前後に形成されたSR2河川跡の18層から左踵骨、時期不粥のSR2の 12層か

ら左胚骨、SR4の貝層から右腸骨 (寛骨)が出土している。

ウンは奈良時代末期前後に形成されたSR2の 18層から右胚骨、右腸、時期不明のSR4の貝層から左基節骨、

萌出直前下顎の左第 4乳臼歯、SR4の 12層からは左肋骨破片が出土している。仙台平野周辺でのウンの飼育開始

年代は不明であるが、出上した乳臼歯は胎児あるいは出産直後の個体のものであると考えられ、この地域で種付け

と出産といったウシ飼育がおこなわれていたことを明らかにした。また所属時期は不明であるがSR4の貝層から

出土した基節骨は最大長46.51nlllで あり、西中川他 (1988)が示す日本在来牛での平均値を 6～ 10111111程下回っている。

これは本資料が若齢であることを考え合わせれば大きな差ではないことが予想され、小型ウンが飼育・再生産され

ていたと考えられる。

ウマは所属時期が不明であるSR2か ら左第 1大臼歯が 1点出上しているのみである。

イエネコはやはり所属時期が不明であるSR2の 11層から左右大腿骨、上腕骨、肩甲骨が出上している。これら

はまとまって出土しており同一個体の可能性がある。所属時期は不明であるものの古代から中世(?)の 時期と推定さ

れることから、周辺の遺跡ではまだ類例がほとんど知られていない貴重な資料である。

3 下飯田遺跡における家畜と野生動物のあり方

出上した哺乳類遺存体は、ウシ、ウマやイエネコのように家畜として利用されたものと、ニホンジカのように野

生動物として狩猟の対象となっていたものとに分けられる。家畜は動力として農耕、建築に利用される一方、狩猟

獣ととも解体された痕跡がみられる。ニホンジカでは睡骨と腸骨、ウンでは胚骨と腸骨、イエネコでは大腿骨、上

腕骨に鋭利な刃器で傷つけた切痕がみられた。これらは食用となったり、膠の原料、雑具類に加工された可能性が

考えられる。

ニホンジカの睡骨は近位端前方を長さ 2 clll程 にわたってそぎ落とされている。これは膝関節部をはずすために膝

蓋骨のわずかに下の部分から切 り込むことによって膝関節をはずし、手際よく解体されたものである。



ウシの腸骨には激しく何回にもわたって両面 (背側・腹側)から切 りつけられた痕跡がある。これは仙椎近 くの

胴部から下肢―特に腰肉・腿肉―をはずすために残された痕跡であり、肉食のためにこそ意義がある解体法が採ら

れたと考えられる。ウンの匹骨の遠位端にも鋭利な刃器の切痕と、骨体を横位に折 り割った痕跡 (螺 溌状の割れ)

が観察される。また、SR4の 12層から出上したウンの左肋骨にも鋭利な刃器の切痕がみられ、肋骨周辺の肉 (バ

ラ)をはずす際に残された痕跡であると考えられる。

これらは奈良時代末頃におこなわれた解体方法を具体的に示唆する好資料であるとともに、肉食の風習、あるい

は資材とする風習が盛んであったことを示す資料である。

また、イエネコの遺存体のほとんどにも鋭利な切痕がみられる。これらはニホンジカやウンでみられたような深

い傷を残すような激しい切痕ではなく、骨に l llllll未満程の切痕を残す程度の軽微な解体痕跡であり、処理具の違い

を伺わせる。

古墳時代の竪穴住居跡の床面から出上した焼けた骨片には、鳥類と哺乳類が含まれていた。これらはカマ ドなど

で長時間強い火を受けたため骨体が白色に変化し破片になってしまっている。同じように哺乳類骨が破片化した資

料は仙台市山口遺跡の奈良時代のカマ ドからも出上してお り (富岡1991)、 食料残滓あるいは祭祀にかかわる残滓

であると考えられる。

本遺跡で出土量が多かった脊椎動物遺存体はウンであったが、これは周囲の湿潤な環境においてウンの踏破性が

適応 していたことの反映と考えられる。特にS19竪穴住居跡から検出された巨大なクリ材を当時の悪路の中から

搬入するには、ウンが欠かせない動力であったのではないだろうか。

引用文献

小坂昌也 1969 「仙台湾岸スズキの生態」『東海大学海洋科学部』 3:pp.67-85

富岡直人 1991「出土骨同定 仙台市山口遺跡第10次調査 S12竪穴住居跡カマ ド出土骨片について」『山口遺跡

第 9次・第10次発掘調査報告書』 (仙台市文化財調査報告書第151集):pp.96-97

西中川駿、松元光春 1989 「 日本在来牛および現代和牛 (黒毛和種)の骨に関する形態計測学的研究」『古代遺

跡出土骨からみたわが国の牛、馬の起源、系統に関する研究 ―とくに日本在来種との比較―』 (昭和63

年度文部省科学研究費研究成果報告書):pp.3-14

脊椎 動 物 Ftt VERTEBRATA

硬 骨 魚 綱   OSTEICHTHYES                 哺乳綱    MAMMALIA

スズキ科 Seranidae                    ウマロ (奇蹄日)Perissodactyla

ス ズ キ LF″ο励 %筋 ヵ″ %ゲ協S               ウマ科  Equidae

ウマ  BT%熔 励 肋暦

ウシロ (偶蹄 日)Artiodactyla

イノシン科 Suidae

イノシシ SPs spη協

シカ科  Cervidae
ニホンジカ働ηtt ηヵクο%

ネコロ (食肉日)Carnivora

ネコ科  Felidae

イエネコ れぬ
"肱

第46a表 下飯田遺跡出土脊椎動物遺存体種名表
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写真図版13-1 出土動物遺存体
魚類 1・ 2 スズキ (1 左前上顎骨  2
哺乳類 3～ 6 イエネコ (3・ 4 右肩甲骨

左歯骨)

5 左上腕骨 6 右大艦骨

に 悪3

8～10 ニホンジカ (8 左睡骨
11 ウマ (左第 1大臼歯)

12～16 ウン (12 左第 4乳日歯
15 右腸骨  16

9 左踵骨

13 左基節骨
左肋骨)

右腸骨)

14 右胆骨遠位端

(scale 3/4)

左大腿骨 )

写真図版132 出土動物遺存体
哺乳類 8～ 16

(scale 3/8)
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1 3 12層 SR 4 哺 乳網 ウマOrウ ン 肋骨 L 骨幹部 成獣 切痕、スパ イラル割れ 茶褐色 な し

肋 曾 外 側 部 に 削 つ

か 篤 Rk

2 2 H層 SR 2 哺 乳細 ニホンジカ 犀 唇 L 骨幹部 Uな し化骨化了 切痕 茶褐色 な し

返位璃 に切 副 、残

左辱つAo mmm
18層 SR2 哺乳網 ウ シ 隆 管 R 遮位 端 切痕 、スパ イ ラル割 れ な し 鴨670m4

2 18層 SR2 1哺 乳網 ニホンジカ 距 骨 L 霊 形 化 了 茶 な し 92 0mm
5 2 12層 SR 2 EH乳綱 イエネコ 天 LR官 冤 形 1ヒ曾1ヒ 切 晨 な1フ 106 65mm
6 12層 SR 2 哺 乳網 夫腿 曾 L 完 形 切戻 茶褐色 な し 全長 106 92Hul

7 12層 SR 2 購 乳綱 イエネコ 上腕骨 L 完 形 イレ各イヒイ 切 痕 茶楊色 /k・ 1

還位靖 に切創、全

長96“dull

貝 層 SR 4 哺 乳網 師 管 L 完 形 化骨イヒ了 な し 茶褐色 な し 全長46 mm

9 12冦 SR 2 購コ細 ウ マ

上顎第 1後

臼歯 L 完形 成獣 な し 茶梱 fb な し 全長62 27Hul

3 貝 層 SR 4 哺乳網 ニホンジカ 腸 曾 R 切痕 茶褐色 な し

2 18層 SR 2 ウ シ 陽 曾幹訃 切 痕 な し 全面 に激 しい切

12層 曾 R 還位 端 4ヒ骨4ヒ了 な し 関師 衝 鴨 8 70mm
3 貝 層 SR 4 哺乳網 不 明 不 明 昔幹部 Vl狼、 スバ イ ラル割 れ 茶褐色 な し

3 貫層 SR 4 1種 骨魚網 スズキ 前 L窺召 還α 瑞 大 形 な し

6 目層

曾魚網

函 曾 L 還位端 夫 形 /Fし 函 肯 局 1004硼
3 貝 層 SR4 ススキ 腹 椎 M 破 片 茶褐色 な し

8 2 12層 SR I イエネコ? 眉 甲骨 R 厩 獣 な し No1 2と は7u個体
貝層 SR4  1 4ヽ明 小 明 曾幹部 スタヾイラル割れ な し

20 4 SD5 哺乳綱 ウマOrウ シ 上 類後 臼詢

曾幹部

ht片 成獣 ? な し 茶褐色 な し

3 第 6 S191 哺乱細 不 明 4ヽ 明 曾幹部 チョークイ監
窮 6 S19 小 甥 小 朔 管幹部

3 第 6床 向 S19 哺乳紹 不 明 不 明 日 1 チヨーク化
3 第 6床面 S191 島網 小形鳥類 釉卜各 チョークイヒ 議卜骨 幅 1 82mm

24 3 第 1床 面 S191 4ヽ 明 4ヽ朝 曾眸部 fL な し

S12 哺乳網 小 明 不 朝 骨幹部 日 色

貝唐 SR 4 購ヨ細 ウ シ

下頚第 4後
白歯 L 完形 萌出途次 な し 茶梱Th /Fi

空長35 20mm、

高さ24 10mm、

胎児～生後直後

第46b表 下飯田遺跡出土動物遺存体属性表



6.仙台市下飯田遺跡から検出された穀物の灰像

東京大学総合研究資料館 松谷 暁子

i  はじめに

遺跡から出土する灰を顕微鏡で観察すると、さまざまな形態の細胞が観察されることがある。これらの大部分は、

イネ科植物の表皮細胞に由来する珪酸形骸 (シ リカスケレトン)である。イネ科植物の表皮細胞には高温や酸に耐

性のある珪酸が多く含まれているため、燃焼によって有機物が消失した後の灰の中に、珪酸の含まれていた部分が

残る。灰像というのは植物を灰化したときに顕微鏡で観察される組織像を指し、この時に残った無機物には珪酸ば

か りではなくカルシウムも含まれるが、カルシウムは酸に溶けてしまうことが多く、長期間にわたって埋もれてい

た遺跡の灰に残っているのは、珪酸による表皮細胞の形骸であり、イネやアワなどに特徴的な灰像を見いだすこと

によって、イネやアフなど穀物の存在を知ることが出来る (渡辺 1973、 1974、 1981)。

筆者はこれまで仙台市の諸遺跡で灰像による観察を行なっているが、下飯田遺跡でも、 7世紀後半のカマ ド跡や

中世の上羨から灰が採取されており、イネ科の栽培植物が存在したかどうかを知るため、顕微鏡による観察を行な

った。

試料は、第47表 に示してあるように、 7世紀後半のカマ ド跡と土羨から採取されたもの17点および中世の上坑 5

点の計22点である。

2 方法

灰像の検出は、以下のような手順で操作を行なった。

i 試料の一部を時計皿に移し、稀塩酸を注ぐ。カルシウムが多いときは発泡して溶解する。

� 時計皿を回転させながら砂や上が沈んだ頃を見計らって、懸濁液をるつばに空け、しばらく放置する。

� 上澄みを捨て、残った部分を蒸留水にて水洗する。この操作を 3回繰 り返す。

� 洗浄および乾燥の目的でアセ トンで処理を行なう。

v ホットプレートで乾燥させる。

� 封入剤で封入し、検鏡用ブレパラートを作成する。

� 検鏡および写真撮影を行なう。

3 結果

下飯田遺跡の試料は22点 とも稀塩酸処理で発泡しなかった。すなわち、カルンウムは存在しないことを意味して

いる。作成されたプレパラートを検鏡した結果、さまざまな灰像が検出された。ススキ属やヨシの秤と考えられる

灰像も含まれているが、イネ科の作物としては、藁と籾殻の灰像によリイネの存在が判明した。

イネ籾殻は、長い側枝を持ち、側壁が波状で、大きな乳頭突起を有する長細胞の存在が特徴的である (写真図版

14の 1-3)。 この突起は側面観では「先端の尖ったくちばし状」 (渡辺 1974、 57頁)を している (写真図版14の

2、 3)。 イネ菓は、イネ細胞とも呼ばれるまゆ状をした細胞列の存在が日印になる (写真図版14の 4-9)。 イネ

細胞は「蝶がはねをひろげて葉の縦の方向に 1列に飛んでいるような恰好の細胞」 (渡辺 1973、 71頁 )と 表現さ

れているように、まゆ状細胞は長軸方向に直角に連続して配列している。しかし、マコモやサヤヌカグサ属などイ

ネ連 (イ ネ族)に も同様の細胞列が存在するので、この細胞だけではイネとの断定は出来ない。刺毛 (写真図版14

の4)や乳頭突起のある独特の汽孔 (写真図版14の 4、 6、 7)の存在などと合わせるとイネの可能性が高くなる。

イネの籾殻または藁と考えられる灰像が認められたのは、以下の試料である。
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試料番号

Nα l

Nα 5

Nα 7

Nα 8

Nα 10

No14

Nα 17

Nα32

Nα33

Nα51

Nα52

Nα53

試料

S12

S18

S19

同上

S110

S114

S12

S K30

SK9

S K74

同上

同上

時代

カマド前

カマ ド堆積物

カマド前第 1床面

カマド前第 6床面

床面

カマド堆積物

カマド堆積物

土坑堆積物 4層

土坑堆積物

土坑堆積物 1層

土坑堆積物 2層

土坑堆積物 3層

灰像

7世紀後半  藁、籾殻

7世紀後半  藁

7世紀後半  藁

7世紀後半  藁

7世紀後半  藁

7世紀後半  藁

7世紀後半  藁

7世紀後半  藁

中世     藁、籾殻

中世     藁、籾殻

中世     藁、籾殻

中世     籾殻

このように、 7世紀後半の遺構では17試料のうち 7遺構 8試料から主としてイネ藁と考えられる灰像および少量

ではあるが籾殻に相当する灰像も認められ、イネの存在が推定できた。このうち7試料はカマ ドの燃料と考えられ

るもので、ススキ属やヨン、タケなどの灰像も存在するが、イネもカマドで燃やされたことを示している。土羨か

らの 1試料は起源不男ということであるが、やはリイネ藁が含まれていた。観察されたイネの灰像の量は試料によ

ってことな り、配 1と 血 8では多いが他の試料では少なかった。中世の試料 5試料では、 2遺構 4試料からイネの

存在が認められた。中世の上療からの試料は、イネ籾殻および藁の灰像がきわめて多く、他の灰像は混在 していな

いと言えるくらいである。一方、ムギ類やアフ、ヒエ、キビなどの穀物の存在はどの試料についても確認すること

が出来なかった。

4 考察

上記のように下飯田遺跡の 7世紀後半のカマド跡と上羨および中世の土羨からの灰試料からはイネの籾殻やイネ

藁に由来すると考えられる灰像が検出された。仙台市の他の遺跡では、六反田遺跡の 1号住居カマ ド灰 (古墳時代

以降)ん らヽは、イネ藁と籾殻が、また 7号住居 (古墳時代以降)床面からもイネ籾殻が灰像によって検出されてい

る (松谷1987)。 古墳時代の郡山遺跡 (84次)の カマ ドからもイネ藁とイネ籾殻の灰像が見いだされている (松谷

1990a)。 また、山口遺跡では奈良時代の住居 3件 と中世の井戸跡 5、 中世土倉跡 2について、灰像を調べたが、

住居跡、井戸跡、土倉からの試料のほとんどのに、イネ籾殻およびイネ藁の灰像が観察されており、特に、井戸跡、

土倉からの試料にイネ籾殻とイネ藁の灰像が多かった (松谷1991)。 井戸跡からの灰像でイネの籾殻と藁が多かっ

た例として、岡山大学構内遺跡での観察 (松谷1990b)があるが、祭祀跡と考えられている。上坑や井戸からのイ

ネの灰像はイネの存在を示すが、必ずしも燃焼されたことを意味しない。腐植によって珪酸分が残った可能性が高

い。

文献

松谷暁子 1987  六反田遺跡出土物の灰像。「六反田遺跡Ⅲ」 仙台市教育委員会、397-399。

松谷暁子 1990a 仙台市郡山遺跡 (第84次調査)の灰像。「郡山遺跡第84次 。第85次発掘調査報告書」 仙台市

教育委員会、101-106。
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財調査研究センター、103-106。
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渡辺直経 1981  遺跡の灰から穀物をさぐる一灰像による鑑別。「考古学のための化学10章」 東京大学出版会。

写真図版 14説明

1 イネ籾殻に特有の長細胞由来と考えられる灰像。視野を広範囲になるように低倍率で示してあるが、ほとんど

純粋にイネ籾殻の灰像で構成されている。試料53。

2 側面観で観察された、イネ籾殻特有の長細胞由来と考えられる灰像。右方の黒いのはイネ細胞らしい。試料33。

3 イネ籾殻 (側面観)に由来すると考えられる灰像。試料 5。

4 まゆ状細胞の配列 (イ ネ細胞)と刺毛および独特の気孔からイネ藁由来と考えられる灰像。試料 1。

5 まゆ状細胞列 (イ ネ細胞)。 試料14。

6 楕円形で内側に突起のある独特の気孔とイネ細胞 (右上のx字状)。 試料 8。

7 まゆ状細胞列 (イ ネ細胞)と突起のある気孔。試料33。

8 まゆ状細胞列 (イ ネ細胞)。 試料32。

9 まゆ状細胞列 (イ ネ細胞)。 試料 5。

配 1  4区 S12

血 2  3区 S13

血 3  同上

血 4  3区 S14

血 5  3区 S18

血 6  同上

血 7  3区 S19

血 8  同上

配10  3区 S110

血13  3区 S H8

血14  3区 S114

配15  4区 S125

血16  3区 S15

血17  4区 S12

配30  3区 S K26

血31  3区 S K27

血32  3区 S K30

血33  4区 SK9

配34  3区 S15

第47表 下飯田遺跡の灰像試料一覧

竪穴住居跡床面カマ ド前

竪穴住居跡カマ ド堆積物

同上

竪穴住居跡床面カマ ド前

竪穴住居跡カマ ド堆積物 4層

同上 9層

竪穴住居跡第 1床面カマド前

同上   第 6床面カマド前

竪穴住居跡床面

竪穴住居跡カマド堆積物

竪穴住居跡カマド堆積物

竪穴住居跡カマド堆積物

竪穴住居跡床面 1号土羨

竪穴住居跡カマド堆積物

土坑

土坑

土坑堆積物 4層

土坑堆積物 2層

竪穴住居跡カマド堆積物

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

古代 (7c後半 ?)

中世以降

7世紀後半

中世

7世紀後半



Nα 51

No 52

鴻、53

爾

4区 SK4

同上

同上

土坑堆積物 1層

2層

3層
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中世

中世

中世
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7.仙台市下飯田遺跡におけるプラン ド・ オパール分析

古環境研究所

1. はじめに

下飯田遺跡では、発掘調査によって、水田土壌と考えられる土層および畑作跡と考えられる遺構が検出されてい

た。この調査は、プラント・ オパール分析を用いて、これらの上層や遺構における稲作跡の検証およびイネ科栽培

植物の検討を試みたものである。

2.試料

試料は、遺跡の調査担当者によって容量50面の採土管を用いて採取され、当研究所に送付されたものである。試

料数は計20点である。

3.分析法

プラント●オパールの抽出と定量は、「プラント●オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をもとに、次の手順で行

っ た 。

(1)試料上の絶乾 (105℃・ 24時間)、 仮比重測定

(2)試料土約 lgを秤量、ガラスピーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300W・ 42KH z・ 10分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去、乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラート作成

(7)検鏡・計数

同定は、機動細胞圭酸体に由来するプラント・ オパール (以下、プラント・ オパールと略す)をおもな対象とし、

400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上になるまで行った。これはほぼプレパラート

1枚分の精査に相当する。試料 lgあた りのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・ オパールとガラスビーズ

個数の比率をかけて、試料 lg中のプラント・ オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あた りの植物体乾重、単位 :10お g)を

かけて 6`単位面積で層厚 l ctllあ たりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、ヨン属はヨン、タケ亜

・  科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種実重は1.03)、 6.3と 、0,48である (杉山・藤原、1987)。

4.分析結果

プラント●オパール分析の結果を第48表および第49表に示す。なお、農耕跡の検証が主目的であるため、同定お

よび定量は、イネ、ヨン属、タケ亜科、ウンクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含ま

れる)の主要な 5分類群に限定 した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考察

水田跡 (稲作跡)の検証や探査 う場合、一般にイネのプラント・ オパールが試料 lgあた りおよそ5,000個 以上

と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、その層にプラン

ト・ オパール密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲
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作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、稲作の可能性について検討を行

った。

2区河川跡 (SR3)の 2層 と3a層、および 4区河川跡 (SRl)の 2層は、土層の肉眼観察によって水田土

壌と推測されていた。分析の結果、これらのすべての試料からイネのプラント●オパールが検出された。このうち、

近世とされる2層ではプラント●オパール密度が1,300～3,200個 /gと 比較的低い値である。直上の 1層 (現代の

水田耕作土)ではイネのプラント・ オパールが5,000個/g前後と高い密度で検出されていることから、 2層で稲作

が行われていた可能性は考えられるものの、 1層から比較的最近のプラント●オパールが混入した危険性も否定で

きない。中世とされる3a層では密度は800個 /gと 微量である。このことから、同層で稲作が行われていた可能性

は考えられるものの、上層からの混入の危険性も否定できない。上記以外の層では、イネのプラント・ オパールは

まったく検出されなかった。

3区と4区の小溝遺構 (S D57、 S D82、 S D18)お よび 4区の鋤痕跡 (S D13)は、畑作跡などの農耕跡と考

えられていた。これらの遺構内の堆積土について分析を行った結果、 S D57を除く各試料からイネのプラント●オ

パールが検出された。密度は600～ 1,700個 /gと 比較的低い値である。直上の 1層 (現代の水田耕作土)ではイネ

のプラント・ オパールが7,000個 /g前後と高い密度で検出されていることから、これらの遺構で稲作が行われてい

た可能性は考えられるものの、 1層から比較的最近のプラント・ オパールが混入した危険性も否定できない。

なお、.プ ラント●オパール分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネ以外では、キビ

族 (ヒ エなどが含まれる)やムギ類、ジュズダマ属 (ハ トムギが含まれる)などがある。しかし、本遺跡ではいず

れの試料からもこれらのプラント・ オパールは検出されなかった。

6。 まとめ

以上のように、水田耕作土 (近世および中世 ?)と 考えられていた土層では、いずれもイネのプラント・ オパー

ルが検出され、稲作が行われていた可能性が認められた。また、畑作跡と考えられていた遺構 (奈良時代～平安時

代)でも、ほとんどの試料からイネのプラント・ オ′く―ルが検出され、稲作が行われていた可能性が認められた。

ただし、プラント・ オパール密度はいずれも比較的低い値であることから、上層 (現代の水田耕作土)な どからの

混入の危険性も考えられる。

なお、イネ以外のイネ科栽培植物に由来するプラント・ オパールはいずれの試料からも検出されなかった。

【参考文献】

杉山真二・藤原宏志 (1987)'II口 市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント●オパール分析.赤山一古環境編―.川 口市

遺跡調査会報告、10:281翌 98.

藤原宏志 (1976)プ ラント●オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の注酸体標本と定量分析法―.

考古学と自然科学、 9:15-29.

藤原宏志 (1979)プ ラント・ オパール分析法の基礎的研究(3)一福岡・板付遺跡 (夜臼式)水田および群馬 。日高遺

跡 (弥生時代)水田におけるイネ (0,sat�a L.)生産総量の推定―.考古学と自然科学、1212941.
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探査―.考古学と自然科学、17:73-85,



第48表 仙台市下飯田遺跡におけるイネのプラント・ オパールの検出状況

区 地 点 (遺構 ) 層 奉 (試料 )
密  度

(1画 /2)
考備

2区
河 デII跡 (SR3)

1,雷

2層
3a層
4b層
5層

5,600
3,200

800
0
0

現 代 の本 田耕 作 土

水 田土 壌 (近世 )

本 田土 壌 (中世 ?)

3区
小溝 遺 構  (S D57)

打哺詩遺 構  (S D82)

1,膏

溝 内堆 積 土

2層 (同上 B9」 )

溝 内堆 積 上

2層 (同 上 陽 )

現 代 の 水 田耕 作 上

奈 良時 代 ～ 平 安 時 代

奈 良時 代 ～ 平 安 時 代

4区
河 )II跡 (SRl)

1層
2層
3層
4層
氏 目

1,300
0
0

0

現 代 の 本 田耕 作 上

本 田土 壌 (近世 )

擬 似 畦 畔 B

4区
鋤痕列 (S D13)

/Jヽ溝遺構  (S D18)

1,膏

鋤 痕 内堆 積 上

2層 (同上 BpJ)

溝 内堆 積 土

2層 (同上 脇 )

現 代 の本 田耕 rF土
奈 良時 代 ～ 平 安 時 代

奈 良時 代 ～ 平 安 時 代

仙 台 市 下 飯 田遺 跡

2区 SR3地 点

試 料 名   深 さ 仮 比 重 イ ネ

第49表 プラント・ オパール分析結果

(初総 量 ) ヨ ン 属 タ ケ 亜 科 ウ シ クサ 族 キ ビ族厚

ｍ

層

ｃ

ヨ ン 属 タケ亜 科

4]/

ウ ン ク サ 族 キ ビ族

4ヨ /

1             0        10       1・ 10

2            10       33       1.16
3 a          43        8       0.92
4 b          51        24       1.03
5           75       30       1.27

3区 S D57地点

試 料 名   深 さ 仮 比 重

“

]/
5,600
3,200

800
0

0

t/10
6.28
12.58
0.58
0,00
0 00

1,600
0

1,600
0
0

4,800
5,600

800
2,200
2,400

3区地点

試料 名   深 さ   層厚   仮比童    イネ   (籾 総量)  ヨン属   タケ亜科   ウンクサ族   キ ビ族

cm   clm        個 /g   t/10a   個 /g   個 /g    個 /g    個 /g
l             ―        -       1.27      7,400            -        700        8,100               0          0

(籾総量 )

t/10a れヨ/1]/
ネ

み

ィ

個騨
卿埋

比 較 上

3区 S D82地点

試 料 名   深 さ
個

匪
　
伽
一
．　
．

イ ネ (籾総量 )

t/10a
ヨ シ 属 タ ケ 亜 科 ウ ン クサ族 キ ビ族

布ヨ/ ■]/

ヨン属   タ ケ亜 科   ウ ン クサ 族   キ ビ族

個/質    個/g    個/g    個/g

埋  土    ―

比 較 上     ―

4区 SRl地 点

試 料 名   深 さ

1_47
1 37

仮 比 重騨
伽

イ ネ   (籾 総 量 )

個 /g    t/10a

ネ
施
一７。。

ィ

個

一６
，

癬
　
伽
一
．

1.05
0.87
0.23
0.84
0.26

仮 比 重

4,700
1,300

0

0
0

9.08
3.06
0.00
0.00
0.00

(初総 量 )

t/10a

(籾総量 )

t/10a

0

2,700
1,400

0
800

7,000
4,700
2,100

0
3,300

4区地 点

試 料 名

4区 S D18地点

試 料 名   深 さ 仮 比 重    イ ネ

ヨシ属
循]/

タ ケ亜 科 ウ ン クサ族 キ ビ族

4ヨ / 1]/ 4]/
06,700

ヨ ン 属 タ ケ亜 科   ウ シ クサ 族 キ ビ族

0

4区 S D13地点

試 料 名   深 さ   層 厚   仮 比 重    イ ネ   (初 総 量 )  ヨン属   タ ケ亜 科   ウ ン クサ族   キ ビ族

とm  と薗      個 /g  t/10a 個 /g  個 /g  個 /g  個 /g_

4  」L        ―        -       1・ 23      1,700            -        800          800              0          0
,ヒ車吏土        ―        -       1・ 58          0            -        800        1,600              0          0

駆

卿
一
．　
．

埋  土

比 較 土

1,500
0

1]/ 1]/

305



写真図版15 下飯田遺跡から検出されたプラント・ オパールの顕微鏡写真

分 類 群 地  点 試料名 倍率
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8.下飯田遺跡出土土師器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三辻 利一

粘土は岩石が風化して生成したものであるが、その分布状況と化学特性については不明確な点が多い。しかし、

須恵器や中世陶器の陶上の化学特性については窯跡出土須恵器や中世陶器の蛍光X線分析により、日本全域にわっ

てある程度は明らかにされている。しかし、同一地域内にある窯跡出土陶器胎土と、土師器・埴輪などの窯跡が残

っていない土器の胎土は必ずしも同質ではなく、そのため、これらの上器の産地推定には窯跡出土須恵器の化学特

性がそのままス トレートに適用できない場合が多い。それでも、窯跡が残されていない土器類の胎上分析の研究は

土器形式と胎上の化学特性との対応という形で基礎データが集積されつつある。これまでのデータでは土器形式と

化学特性が対応しない場合がかなりあるということである。このことは何を意味するのか。同じ形式の上器があち

こちで作られたために、化学特性と対応しなくなったのではないか。したがって、同じ形式の土器が各地で作られ

たということは人が動き、土器形式が拡散して伝播したと考えてもよいのではないか。このような観点に着日して、

基礎研究が進められている。

本報告では、 7世紀代後半と推定されている飯田遺跡から出土した形式の異なる土師器胎上の蛍光X線分析の結

果について報告する。すなわち、形式的に在地産とみられる土師器と、関東地域からの搬入品である可能性をもつ

土師器の胎上が同質か、それとも、異質かについて検討した結果を報告する。

土師器試料はすべて、表面を研磨してのち100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は15ト ンの圧力を加えてプ

レスし、内径2011ull、 厚さ3～ 5 1mllの 錠剤試料を作成して蛍光X線分析を行った。波長分散型の完全自動式の蛍光X

線分析装置が使用された。標準試料には岩石標準試料 JG-1が 使用された。そして、全分析値はJG-1の 各元

素の蛍光X線強度を使って標準化 した値で表示された。

全分析値は表 1に まとめられている。今回分析した土師器芥は形式からA群、B群、C群、D群、E群の 5グルー

プに分けられている。このうち、在地産と推定されるのはE群外で、A、 B、 C群の外は関東地域からの搬入品で

ある可能性をもつ。果して、形式によって胎土の化学特性は異なるのであろうか。

はじめに、K、 Ca、 Rb、 Sr因子を使って群平均法でクラスター分析を行った結果を第265図に示す。下段

に並べた数字はコンピューターヘの入力順番号であるとともに、試料番号でもある。そのうち配 1～ 4はA群芥、

血 5～ 7は B群芥、配 8～ 42は C群芥、h43、 44は D群不、血45～84は E群芥である。デンドログラムを点検する

と、血 1、 2の A群不は血54の E群必とともに 1本の枝に結び付けられてお り、これらの外の胎土は類似している

ことを示している。血 1、 2は土器形式と胎上の化学特性とは一致した訳である。しかし、配54と は一致しない例

となる。さらに、形式的には同じA群芥の配 3と 配 4は別の枝で結び付けられており、血 1、 2と は異質の胎上を

もつことを示している。このことは図 2の A群外のRb一 Sr分布図でもよく理解できる。Rb― Sr分布図は全

国各地の窯跡出土須恵器の分析データから有効に地域差を表示する分布図であることが見つけられた。なお、第

266図に描かれている領域はC、 D芥をすべて包合するようにして描いた定性的な領域である。

B群外の� 5、 6、 7の 3点のうち、配 5は他のどの上師器胎土とも似ておらず、デンドログラムでは最右端に

駅立している。このことは第267図 のB群芥のRb― Sr分布図でもわかる。血 6、 7は C群不領域に分布 してい

る。

クラスター分析法の欠点は類似度の違いがある、どこで区切るかについての客観的な判断基準がない点である。

第265図でも配 3に結びつく配 3～血29を一括すべきなのか、それとも血 8に結びつく血 8～配29を一括すべきな

のかの判別基準はない。筆者は通常、Rb― Sr分布図における分布を参考にして区切ることにしている。第268

図にみられるように、 C、 D群不はよくまとまって分布していることがわかる。そこで C、 D群芥 (血 8～血44)

を合む枝をデンドログラムで探してみた。その結果、血 3から血29ま でを一括して区切らなければならないことが
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わかぅた。 C、 D群不は血 8～血29の グループにも、血 3～血81の グループにも含まれるからである。そうすると

今日分析 したほとんどの上師器が血 3～血29の グループに含まれることになる。当然、このグループの中にA、 B、

C、 D、 E群不が含まれる。 E群杯の大部分もこの中に含まれることは第269図のE群不のRb― Sr分布図から

わかる。

以上の結果から、今回分析した土師器界は形式に無関係に同じ胎上をもつことが明らかになった。E群芥が在地

産の上師器外だとすれば、それと同じ胎土をもつA、 B、 C、 D群不も形式が異なるとはいえ、在地産の土師器外

と考えざるを得ない。

なお、第269図のE群不のRb一 Sr分布図で大部分のE群はC、 D群領域に分布するが、血49、 54、 66、 78の

4点は明らかに C、 D領域をずれる。また、図 1の デンドログラムでも別の枝に結び付いている。これら4点は異

質の胎土をもつと判断される。このうち、配54は配 1、 2の A群杯と同質の胎土である。これら3点の土師器胎土

の特徴はK、 Rb量が多いことである。この特徴は官城県を中心とした地域の上器胎上のものではない。この点か

ら血 1、 2、 54の 3点は外部地域からの搬入品と推定される。他のすべての上師器はK、 Rb量の少ない、宮城型

の胎上の特徴をもってお り、在地産と判別してもおかしくはない。

そして、A、 B、 C、 Dの外は型式的に関東型であれば、関東型を模倣した在地産の上師器外であると考えざる

を得ない。

以上が今回の分析結果の結論である。

仙台市下飯田遺跡土師器

芥A

不B

亦C

No  K   Ca
5-4516   1  0.411   0,348
4517   2  0 399  0.225

4518   3  0 342  0.620
4519   4  0 438  0.477
4520   5  0 210  0 878
4521   6  0.178   0 520
4522   7  0 202   0 322

4523   8  0.260  0.481
4524   9  0 301   0.476

4525  10  0 305  0 338

4526  11  0.279  0 448
4527  12  0 285   0 529

4528  13  0 321   0 609

4529  14  0 288   0.498

4530  15  0 317   0.496

4531  16  0 290  0.446

4532  17  0 247  0.239

4533  18  0 269  0 234
4534  19  0.267  0 259

4535  20  0 252   0 555

4536  21  0 229   0 429
4537  22  0 290  0.309

4538  23  0.226  0,354
4539  24  0.279   0 321

4540  25  0.292   0 348
4541  26  0.292   0 263
4542  27  0.207  0 247

4543  28  0 312   0.365
4544  29  0 361   0.281
4545  30  0 308  0 390

4546  31  0.297  0 454
4547  32  0 312  0 486
4548  33  0.291   0 480

4549  34  0.317   0.506
4550  35  0.327  0.527

4551  36  0.324   0.484

4552  37  0 251   0.552

4553  38  0.327  0,495

4554  39  0 288   0.280

4555  40  0 301   0.486

4556  41  0.337   0.522
4557  42  0.286  0.313

Sr  Na
0 471  0.326

0 462   0 311

0 736   0 453

0.605   0 507

1 11   0 408
0 524   0 272

0 405  0.137

0 659   0.263

0.549   0 386

0 471  0 346

0 464   0 349

0 602   0 347

0 508   0 401

0 529   0 325

0 575  0 394

0 497  0.358

0.423   0 365

0 397   0 349

0 438   0 354

0墾0 0364
0 525   0 171

0.405   0 329

0,361   0.252

0 588   0.390

0.461   0 348

0 469   0 370

0.382   0 145

0 430   0 360

0.541   0 349

0 434   0 367

0 596   0 402

0 559   0 380

0.466   0 374

0 578   0 360

0 633   0 361

0 582   0 400

0 664   0 295

0 601   0 387

0 513  0 388

0 574   0 374

0.715  0 345

0.425   0,347

NO  K   Ca
5-4558  43  0 279   0,397

4559  44  0 324   0.571

4560  45  0.231   0 434

4561  46  0 267  0 462
4562  47  0 294   0,729
4563  48  0 206   0 319
4564  49  0 288   0 388

4565  50  0 263   0 467
4566  51  0 146   0 286

4567  52  0.298   0.507
4568  53  0.228   0.501

4569  54  0 512  0.234

4570  55  0 231   0,399

4571  56  0 301   0.531

4572  57  0 285  0 473

4573  58  0 288   0 377
4574  59  0 183   0 553

4575  60  0 210  0 502

4576  61  0 285   0 393

4577  62  0.248   0.485

4578  63  0.275   0 620

4579  64  0 237   0 551

4580  65  0 140  0 377

4581  66  0 204   0 412
4582  67  0.294   0 478
4583  68  0.234   0 474

4584  69  0 198  0 329

4585  70  0 236   0.398
4586  71  0.285   0 539

4587  72  0.220  0.458
4588  73  0 176   0 234

4589  74  0.188   0.334
4590  75  0 213   0 497

4591  76  0,303   0.332

4592  77  0 212  0.368
4598  78  0.251   0.196

4594  79  0.217  0,284

4595  80  0 228  0.436
4596  81  0 208  0.323

4597  82  0.174   0.316

4598  83  0.155   0.489
4599  84  0 261   0.338

Sr  Na
0 603   0 238

0,702  0 391
0 466  0.267
0.462  0.202
0,731   0.338

0.541   0.239

0 577  0 237
0.606  0 266
0 444  0 212
0.633  0.271

0.493  0.288
0,364   0.230

0.566  0.335
0.434  0,369
0.552  0.363
0 405  0.164
0 535  0 225
0 543  0 229
0 688  0 270
0 612   0 217

0 795  0 292
0 611   0 285

0,347  0 137
0 443  0 207
0,588  0,440
0,450  0.227
0.350   0.197

0.502  0,192
0.504   0.374

0.471  0.219
0 388  0.181
0.706  0.238
0.478  0 169
0 387  0.311

0 438  0 191

0 234  0.134
0.549  0.199
0 555  0.376
0 708  0.269
0 517  0.200
0.498  0.203
0 693  0.226

Fe  Rb
3 18   0 484

2 66   0 507

2 63   0 266

4 21   0 300

2 34   0 201

2 29   0 140
1.63   0 205

1.16   0 287

3 01   0 260

2 11   0 248

2 58   0 282

2.30   0 297

4.15   0_219

3.08   0.289

2.33   0 266

1 96   0.314

1 81   0 204

1 96   0 266

2.68   0.191

2.50   0.209

1.32   0.212

2.83   0 269

2.35   0 196

1.44   0.234

2 18   0 232

1 32   0 276

1.94   0.232

2.74   0 348
1 18   0.312

2 32   0 324

2 67   0 331

2 66   0 272

4 09   0 188

2 27   0 280
2.01   0,336

2.84   0.285

1,73   0,260

2 84   0.277

1 06   0.272

2.48   0 265
2.33   0 246

2.42   0 229

芥D

芥E

Fe  Rb
1 58   0 325

2 17   0 243

2.29   0 199
2 26   0 307

2 58   0.229
1 14   0 190

1 29   0 489

1.47   0 308

1 68   0,147

2.36   0.347

2.70   0.278

1,77   0.512

1.91   0 260

4.85   0 196

2.28   0 265

2 72   0 384

1 71   0 160

1 99   0 272

1 27   0 245

1 94   0 271

1 47   0 245

1 72   0 256

3.51  0213
3 21   0 422

2 15   0.307
3.39   0.244
3 06   0 184

2 10   0 266
3 95   0 228

3 03   0 190
1 39   0 201

1.12   0.223
2 39   0 234

3 18   0 272
2 02   0 254

3.51   0.300
1.18   0.203

1.60   0 263

1.19   0.231

1,06   0.210

1,75   0 140

1 20   0.312
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第26S図 クラスーター分析 (K,Cれ ,Rb,Sr因子使用)
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Ⅵ  ま  と  め

1.海岸から約 3 1an、 標高 lmの浜堤上にある当遺跡では縄文から近世までの遺物が発見されているが、その中心

となるのは古墳時代後期から奈良時代にかけてのものである。これらについては以下に集成図 (第270図～296図 )

として提示した。

今回発見された河川跡からは栗囲式上師器と関東系の鬼高式上師器 (7世紀後半)等が多量に出土しているこ

とから、周囲から発見された竪穴住居跡の年代の主体もこの時期に見て大過ないだろう。Vに掲載 している灰像

分析の結果もこのことを裏付けている。

一方、同一浜堤上北側に位置する藤田新田遺跡が古墳時代前期から平安時代と、各時代それぞれに主体となる

遺構・遺物が多く (1994;宮城県教育委員会・ 日本道路公団)、 浜堤上の時代による土地利用の差異が伺われる。

集成図のうち、土師器のA群は塩釜式 (4世紀)、 B群は南小泉式 (5世紀)、 C群は住社式 (6世紀)、 D群

は栗囲式 (7世紀)、 E群は関東系の鬼高式 (7世紀)を主体とする一群、F群は国分寺下層式 (8世紀)、 G群

は表杉ノ入式期に入ると思われるものであり、 9世紀以降のものである。

2.関東系土器の出土は、当遺跡の西側にある南小泉遺跡や郡山遺跡などで確認されているが、今回の出土は一括

して多量というところに特徴があり、また藤田新田遺跡に見られない特徴である。

またVに掲載した胎上分析結果からは、ここで出土した関東系土師器外の殆どは搬入品ではなく、こちらで成

形・焼成したものであることが分かった。

3.藤田新田遺跡、下飯田遺跡が仙台平野浜堤の最初の発掘調査となったが、今後、海岸部の遺跡の実態を把握す

るためにも、海と川を利用した人の移動や物の搬入・搬出、浜堤から内陸自然堤防上などへの人と物の展開など

を注意して確認していく必要があるだろう。

4.第 6、 25、 26号溝などからは 7世紀頃に作られたとみられる布目瓦片が出上している。大部分は九瓦の破片で

ある。

一般的に集落跡から瓦が出土することは少ないが、この遺跡からは比較的多く出土する。付近に瓦を使用した

建物が存在するのか、瓦の運搬等に関係するものなのか、今後の検討課題である。

5,SR4河 川跡のH層はD、 E群土器を出土する7世紀後半堆積したヤマ トシジミを主とする屎層である。発見

された住居跡での食生活の一部を示すものであり、貝塚形成の初期状態を示すものであろう。市内で初めての貝

塚確認例と言える。

古代の漁網の重 りである土錘が第25、 26号溝跡などから出上しており、これらも海や川に近いこの集落の生活

跡を示すものである。

また、Vに各資料を分析・ 同定した結果を掲載しているが、そこからも生活の様子が再現できる。

6.調査区南側の 3, 4区からは、「 コ」の字型と考えられる溝 (SD2)で 囲まれた13～ 14世紀ごろの屋敷跡も

検出された (SB6～ 8掘立柱建物跡等)。 常滑産の陶器や青磁片、下駄、草履、箸等の生活用具も多数出土し

ている。

7。 発見遺構のまとめ

(1)竪穴住居跡

4区の北半から3区にかけて、河川跡に挟まれた地域を中心として21軒発見された。

S19竪穴住居跡からは、東日本最大級のクリ材と見られる柱の一部が 4本検出された。直径約30cal、 長さ約

50calの ものもある。



S19竪穴住居跡はD、 E群の遺物が多く出土してお り、灰像分析では 7世紀後半の年代が出されている。こ

の住居跡は S111、 19竪穴住居跡とS D109円 形周溝を切っている。

この遺跡の住居跡の特徴として、崩れやすい砂地にカマ ドとその煙道を作るときに、灰白色の良質の粘土を多

量に使用することがあげられる。

(2)掘立柱建物跡

2号溝周辺には特にビットが集中して検出され、それらには柱根が残存しているものや柱痕跡の見られるもの

が多数存在 している。 (中世の)建物がその周囲にあったことを示すものであり、ここでは 7軒認められた。

(3)溝跡

掘削の目的と形成時期に多様性がある。主なものについてみると、 2号溝は中世以降の堀または用水路、 5号

溝は 1号河川が埋没する以前 (10世紀前半以前)の河川と接続する水路、 6号溝は中世以降の水路、 8号溝は 1

号河川の調査課程で検出された近世以降の水田跡に伴 う水路、26号溝は古代の水路と考えられる。

なお 5号溝と26号溝は改修の痕跡が認められる。

(4)土坑

これらの性格 (機能)は不明である。ただ 4号土坑については、堆積土中に古墳時代末期から奈良時代にかけ

ての土器片が多量に合まれていることから、捨て場として掘られた可能性が指摘できる。

(5)井戸跡

SD2溝跡に囲まれた中に 3基発見された。溝と掘立柱建物跡等と組み合って、中世屋敷跡を構成するもので

ある。

(6)円形周溝

直径 4m前後の円形に、幅50cal前後の溝を巡らした遺構である。削平された小円墳や円形周溝墓ということも

考えられるが、性格については不明である。27号溝とした円形周溝の年代は、出土遺物から古墳時代中期以降と

考えられる。

(7)小溝状遺構群

幅30clll前後の比較的幅の狭い溝が、広い範囲に渡って、同一方向に規則的に並んでいるもので、「畑」に関係

する遺構と考えられつつある。

今回の調査では、 3区の中央から南部にかけて検出された43～50号溝跡等がこれに相当するものである。年代

としては、 8号住居跡に切られているので、奈良時代ないし古墳時代末期以前である。

(8)水田跡

1号河川跡堆積土上面の東半部で畦畔の痕跡が検出された。 1号河川跡の中央部に、河川を横断して幅1.2～

2mの大畦があ り、その東側は幅30～60cIIlの 小畦で水田が区画されているという状況である。その年代は近世以

降と考えている。

3号河川跡の調査課程においても、水田畦畔を若干検出している。

(9)河川跡

調査区それぞれで番号を付したのでSRl～ 4河川跡まであるが、 4号 とした河川跡は 2号か 3号河川跡と同

一と考えられるので、基本的には 1～ 3号である。
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登録番 号 器 形 分  類 出土遺構 層  位 番 号 登録番号 番 形 層   位

1 C-408 亦 A-1 SR3 台付甍 A SR3
2 C-153 赤 A-2 SR3 C-400 台付憂 A SR3
3 C-8 高  郷 A-1 SR3 C-407 車 A
4 C-409 高  芥 A-1 SR2 質 SR4
5 C-76 高  不 A-2 SRI C-406 甕 SR3
6 C-3 器  台 A-1 SR3 C-352 莞 SR4
7 C-402 器  台 A-1 SR3 莞 SR3
8 C-150 台付発 A SR3 C-405 壷 SR3
9 C-404 台付電 A SR3 C-132 壷 S D26

C-2 台付荘 SR3 C-355 蔓 SR4
C― H8 台付莞 A SR3 C-360 萱 SD5

台付受 A SR2 C-7 菱 SR3
C-152 台付琵 A SR3 吏 A― SR2
C-149 台付墓 SR3 C-131 質 A S D26
C-359 台付甕 A SD■ 8 C-356 壷 A SR4
C-134 台付甍 A S D30 C-129 S D26
C-151 台付甕 A SR3 SR4
C-54 苔付 喜 S D26
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ー
番 号 登録番 号 器   形 分   類 出土選襦 層   伍 番 号 登録番 号 器 形 分  療 出土遺構 層  位

1 C-40 雰 B― 】 SR2 2 C-401 高 芥 B-1 SR3

第271図  B群土器集成図

C群 土 器

需

分  類 出土潰構 1層   位 口 径 底 径 器  高 段  高 ,卜 蕊雪ld 器高/口径 底  部 外面調準 内面調軽

1 C-190 C-1 SR4 (158) 0 48 (130, 743 6 (039,
2 C-222 C-1 SR4 57 0 55 (138) 07 765 6 (038)

平   均 31 11 754 6

標 準偏震 0 05 494 15 56

番 号 登録番号 分  類 出土遺構 I層   位 口 径 底 径 器 高 段  高 段位置 段 径 開  き 体 積ιa 器高/口径 底 部 外面調整 内面調整

3 C-2 SR4 132) (42) (032) 468 2 032う E3

4 C-214 C-2 SR4 (122) 1 2 0 26 3257 038)

平  均 1 3 0 29 397 0

標準偏差 00 76

番号 登録番号 分  類 出上遺構 I層   位 口 径 底 径 器  高 段 高 段位置 段 径 開  き 体 積ιa 器高/口径 底 部 外面調整 内面調整

C-215 C-3 SR4 156) 0 38 (128) 14 564 2 (034う A

番号 登録番号 器 形 分 類 I 出土遺構 1層   位 I番 号 登録番 号 器 形 分 類 I 出土遺構 I層  虚

6 C-380 甕   I C-l I SR4 1    17 C-372 鉢    I  C-1 R4

第272図 C群土器集成図
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番号 登録番号 分  顔 出土遺構 層   位 段 径 開  き 体 積 t・a 器高/口径 底  部 外面調整 内面調整

C-217 D-1 SR4 (196) 9 A

番号 登録番号 分  類 出土遺籍 層   μ 底 径 番 高 段  高 段位置 段 径 開  き 体 積ω 器高/口径 区 部 外 面調整 内画調整

2 C-250 D-2 SR4 (209, (34) (057) (194) 028) A

3 C-420 D-2 SR4 (188) (049) (166) 11 780 3 023) A

4 C-389 D-2 S D106 (186) (059) (170) 7542 022)

5 C-207 D-2 SR4 (178) (156, 786 6 028) A

6 C-72 (163) (051) 7) 578 3 024, A

7 C-105 D-2 S19 (148, (052) (135〕 485 9 027)

8 C-315 D-2 SR4 (138) (059, (130, 414 5 028)

9 C-213 SR4 (134う 27: (061) (121) 394 5 0 33, C2

C-435 D-2 S14
平  均 0 711 8

標準偏差 26 60 24 13 2 15 356 82

号 登録番 号 分  類 出土遺構 層  位 口  径 底 径 器  高 段  目 段位 置 段 径 開  き 体 積ω 器高/口 径 底 部 外面調整 内面調整

I】 C-92 D-3 S19 (167) (42) (043) (139, 025)

C-4 D-3 SR3 (153) 19) (040) (126) 1 7 567 8 030)

13 C― ■7 D-3 S114 (160) (34, (130Ⅲ 1 5 463 2 (021)

C-93 D-3 S19 ll

15 C-55 D-3 S D26 (158) 14 (140) 4979 023)

C-210 D-3 SR4 (131 (33) (13) (039う (100) 1 5 254 1 (025)

17 D-3 S126
平  均 12 8 13 477 7

標準偏差 12 55 14 67 128 68

3

5

6

'7冒 ヲ 駆
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番号 登録番号 出4」HIF 層   使 医 径 器  高 段 高 段  径 開  g 体 積Ce 器高/口径 底 部 外面調整 内面調箪
I C-104 D-4 S19 (188) (45) (038) (142) 779 3 024)
2 C― ■1 D-4 S18 (186) 4 17) (036) (141) 845 5 〔025) A
3 C-20 D-4 SR2 177 661 2 A
4 C-88 D-4 S114 (176) (35) (16) 044) (144) (020〕 A
5 C-36 D-4 SR2 07 117 633 8 A
6 C-33 D-4 SR2 041う 156 (021) A
7 D-4 SR2 (184) (030) 8165 (027) AI A
8 C-200 D-4 SR4 (46) (039) (126う 636 4 A
9 D-4 SR4 174) 136, A

C-29 D-4 SR2 1 2 652 8

C-413 D-4 SR3 (39, (18, (046) 150) 614 5 A
C-1 D-4 (40) (13) (033) 591 9 (024) A

D-4 SR4 (166) (39) (13) (032) (137, 1 5 6127 (023) A
C-23 D-4 SR2 11 674 9 A
C-247 D-4 SR4 (163) (43) (19) (044) (132) (026, A

SR2 (45) (14) (031) 21 590 6 (028)
C-27 D-4 SR2 1 0 527 9 0 26 A
C― H3 D-4 S19 (160) (39, 17) (044) (123) 1 9 (024, A
C-89 D-4 S19 17 0 48 13 4191 0 23 BE A
C-197 D-4 SR4 147) 17) (043) 1 1 7 396 1 026) B
C-108 D-4 S19 150, (40) (16) (039) 127 480 3 026) A

D-4 SR2 23 : 3 461 7 0 28 A
C-229 D-4 SR4 140) く41 049) 445 5 (029) A
C-232 D-4 SR4 132) (43) (15) 035) 17 356 6 (032) A
C-6 D-4 SR3 (143) 032) 3226 (020) A
C-430 D-4 S12 144) A
C-177 D-4 S125 (32) (13) (04 (92) 206 9 (027) A
C-433 D-4 S123 A

平  均 16 2 1 7 558 4

標準偏差 17 05 15 19 15705

3
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番号 登録番号 分  類 出土遺構 層   位 口 径 器  高 段 高 段位置 段  径 開  き 体 積40 器高/口 内向調 整

1 C-237 D-5 SR4 194) 37 B44 6 025) A
C-414 D-5 SR3 182) (42) (047) (160, 11 7404 (023) A

3 C―■9 D-5 SK4 178う (146) 16 不 明 A
4 C-221 D-5 SR4 172) (39) (15) (037) 6123 023) A

D-5 SR4 (162) 123) 5196 023) Fl A
6 C-5 D-5 SR3 159) (07) (023) 124) 020, A
7 C-386 D― S K90 154) (15) (033) 588 7 030) A

C-21 D-5 SR2 1 7 0 38 E2 A
9 C-28 D-5 SR2 1 14 448 B2 A

C-209 D-5 SR4 37) (07) (019) 024) A
ll -74 D-5 SRI (155) (171 1046, 473 6 024) A

C-103 D-5 S19 (148) (023) (108) 597 8 026) A
C-240 D-5 SR4 (146) (24) (046) (126) 586 0 035) B2 A
C-230 D-5 SR4 (151) (120) B2

15 C-234 D-5 SR4 (144) (■ 6) 439 7 (0271 A

C-412 D-5 SR2 (134) (42) (20) (046〕 4000 03り A
17 C-186 D-5 SB3 A

平  均 41 15 546 0

標準偏差 1581 5 00 0 10 15 12 128 53

番 号 登録番号 分   顆 出土遺構 層  位 口 径 底 径 段  高 段舷置 段 径 開  き 体 積60 器高/口径 底 部

C-243 D-6 SR4 173) (168)
SR4 150) (51 061) 599 0 034)

C-244 D-6 SR4 ,38) 067) (13_0) 404 0 030〕 2

C-248 D-6 SR4 (37) 065) (130〕 03 370 6 027,
平  均 1493 457 9

標準匡差 17 00 1796 123 36 003
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番 号 登録番号 分  類 出土遺橋 層   往 口 径 底 径 器  局 段  高 段位 置 段 螢 開  き 体 預te 器高/日径 区  部 外面調整 内面調整

l C-204 D-7a SR4 (173) (75) 11028 (042) A

2 D-7a H2

3 C-239 D-7a SR4 (59) 6193 (039) Ll A

4 D-7 SR4 (126) (49) 406 3 (039う HJ

平  均 709 5

標準偏差 22 11 13 12 356 90

底 径 器  高 器高/口径 底  部 外面調整 内面調堆

5 -228 D-7b① SR4 (202)

6 C-145 D-7b① SR2 H2

7 C-86 D-7b① S114 190)

8 -138 D-7b① SR2 (188) H2

9 C-34 D― 7 b① SR2 (54) 999 1 (044) H2

-156 D-7b① SR3 (93) N2

-157 D-7b① SR3 (74,
平   均

標準偏差 13 96 1950

C-35 D-7b② SR2 (134) t58, (043, l

C-64 D-7b② S I18 (134) (53) 503 9 (040) N2

C-24 D-7b② SR2 474 8

C-26 D-7b② SR2 41 224 6 Ml

平  均 127 4011

標準偏 差 1314 153 54

番 号 登無番 号 分   類 出上遺籍 層   位 口  径 医  径 器  局 段  日 段仁 置 段 径 開  ぎ 体 積ω 器局/口 内画調整

C-18 D-7C SR2 77) 1266 1 (046, G】

C-91 D-7C S19 (150) (60う 883 4 (047う

D-7C SR2 758 5

C-90 D-7C S19 (133) ( 55) 557 6 (04, N2

平  均 866 4

保準偏差 15 37 298 36

番号 登録番号 分  類 出土遺構 層   位 口 径 底 径 器 高 段  高 段位置 段 径 開  き 体 績ta 器高/口径 底 部 外面調整 内面調格

SR4 (156) (043)
C-135 D-7d SR2 (132) 896 6 (050) MI

C-163 D-7d S D10 (144)

平 均

標準偏差 12 00 56 00
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番 号 登録番号 分  類 出土遺構 層  位 口 径 段  目 段位置 段  径 開 体 積ta 器高/口径 底 都 外騒

1 C-194 D-8a 170) 611 6 (026)
C-241 167) LI A

3 C-192 D-8a 154)

139) (48) 2

5 C-219 D-8a (128) 342 3 (034) と , A
平  均 15 2 473 0

標 ヨ 1801 1 80 134 82

番号 登録香号 分  類 出土遺構 層  位 口 径 底 径 器  高 段位置 段 径 開  き 体 積ω 器高/口径 底 部 外面調整 内面調準

6 C-158 D-8b (58, 1023 9 031) I A
7 C-41 D-8b SR2 1808 0 29 2

8 C-136 D-8b SR2 170) 6718 (026) H2 A
9 C― H8 D-3b S114 (169) A

D-8b SR2 (168) (36) 696 8 A
11 C-39 D-8b SR2 721 6 II A

C-106 D-8b S19 (164 (38) 498 2 023)
-199 D-8b (160) (39) 508 3 024) H2 A

C-58 D-8b 1層 (160) 760 1 034) N2 A
C-183 D-8b S122 (153) (52) 674 2 034) H2 A
C-205 D-8b SR4 453 8 027) A
C-240 D-8b SR4 146) 033) A
C― ■0 D-8b S18 146) i47) 482 7 032) 2 A

D-8b S III 136) (36) 346 6 026) 不明 A
C-187 D-8b S14 132) (39) 361 7 030) MI
C-226 D-3b SR4 27 826 4 A

SB2 H2 A
平  均 45 580 6 0 29

標準偏差 25 31 21482 0 04

層  位 口  径 騒 径 器  高 段  高 段位置 段  径 医 部 外 面調整 内面調整
SR2 51 658 1 I? A

C-137 D-8C SR2 (140) 13 A
平  均

保 HE偏を 18 38

番 号 登録番号 分  類 出土遺構 層  位 口 径 底 径 器  高 段  高 段笠置 段 径 開  き 体 積ω 器高/口 径 底 部 外面調整 内面調搭

C-107 D-9a S19 (228) A
C-178 D-9a S125 (38) 701 5 022) N2 A
C-181 D-9a S125 (172Ⅲ 666 9 022) N2 A

D-9a S K27 (163) (38) 554 2 023, H2 A
C-44 D-9a S K30 (162) 3911 017) A
C-37 D-9a SR2 435 6 0 25 H2

半   翔 549 9 0 22

標準便差 29 03 136 00

層   位 騒 径 器  高 段  高 段位置 段 径 麟調重 n面調整
C-21: D-9b SR4 (170) (32) 562 5 (019) H2 A
C-246 D-9b SR4 (160) H2 A

平   均

標準偏差
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番号 登録番号 番  形 分  願 出 蛹 酒  位 番 号 登録番号 器                            

―,レ 2 擦 H土遺格

1 C-225 高 然 D‐ 1 SR4 3 C-367 高杯 D-3 SR4
SRl C-368 書 D-1

第277図  D群土器集成図(5)



D群 土 器

/,;]:;::,,''Fキ

lliil''II【
(、

Ⅲ
2

;昌
昌昌昌昌昌

骨蜃
目目目

写
昌冨冨昌ξ

昌雷霊彙雷

ミ(3

7

形 分   烈 H上遺構 層   位 番 号 登録番号 器   形 分  委

I C-343 受 D SR4 C-130 莞 b SR4
2 C-366 甕 D― S K101 C-365 質 D b SD5
3 C-69 D SX5 C-122 礎 D S18
4 C-146 更 SR2 C-379 寛 D b SR4
5 C― H 甕 SR2 17 C-378 甍 D b SR4
6 C-364 : S D140 C-382 奄 D SR4
7 受 D― SR4 C-373 莞 D S124
8 C-15 甕 D― SR2 C-124 莞 D b S D26
9 C-79 覺 SD5 C-383 甕 D SR4

C-47 賓 S K30 C-98 荘 S19
C-344 甕 D― SR4 -374 琵 D b SR4
C-17 畜 C-397 甍 D b SR2

第278図 D群土器集成図(6)
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番号 登録番号 器   形 分  類 出土遺構 層  位 番号 登録番号

I C-96 4 D-2 C-396 寛 D-2 SR2
琵 D-2 S19 C-384 甕 D-2 SR4

3 C-78 蔓 D-2 SD5 C-347 墓 D-3a SR4
4 C-376 甕 D-2 SR4 C-51 菟 D-3a S D26

C-10 莞 D-2 SR2 C-99 蔓 D-3a S19
6 C-370 甍 D-2 S125 莞 S114
7 発 C-164 冤 D-3b SD5

受 D-2 SR2 C-45 甍 D-3b S K30
9 C-62 整 D-2 S118 C-48 琵 D-3b S K30

発 D-2 S K30 C-67 憂 D-3b
11 C-53 蔓 D-2 S D26 C-66 奎 D-3b

C―鶴 苑 D-2 S114 -342 受 D-3b 1

発 SR4 ,-81 斑 D-3b
C-381 莞 D-2 S13

第279図  D群土器集成図(7)



D群 土 器

舗 Lの に

F騒 ヽ 《 § 5高 寺 )16 ⑭ 8

番 号 登録香号 器   形 分  類 出土遺構 層   位 番 号 登録番 号 碁   形 分   療 層   位

I C-75 甑 D― la 11 -121 更 D-1 SK4
C-60 甑 D-lb S D30 C-354 蔓 D-1

3 C-350 甑 D-lb 更 D-2a
4 C-346 甑 D-2a C― ■6 巨 D-2a
5 C-59 甑 D-2b S D30 C-351 壷 D-2b
6 第 D-1 C-50 壱 D-2b SR2
7 C-61 鉢 D-1 17 C-87 巨 D-3 S114
8 C-223 鉢 D-2 C-410 菱 D-3 S D45

9 C-85 鉢 C-385 荘 D-4
C-371 鉢 D-2

第280図  D群土器集成図(3)
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番 号 分  類 出土遺構 層  位 日 径 底 径 器 高 段  高 段位置 体 積la 外 面 処 理 困  山  処   理

1 C-314 E-la SR4 (43) (077) 677 1 漆処理 漆処理

2 C-144 E-lb S D25 漆処理 漆処理

3 C-317 E-lb SR4 52) 黒色処理

4 C-268 E-lb SR4 (148) 漆処理 漆処理

5 C-320 E― lb SR4
6 C-275 E-lb SR4 漆処理 漆処理

7 C-272 E-lb SR4 漆処理 漆処理

8 C-56 E-lb S D26 326 4

9 C-270 E― Ib SR4 (■ 0) ( (18) (051 282 2 漆処理

C-318 E-lb SR4 回縁部のみ漆処理 漆処理

C-127 E-lb S D25 口縁部のみ漆処理 漆勉理

C-316 E-2a SR4
C-259 E-2a S123 (146) 口縁部のみ漆処理 漆処理

C-269 E一 つ SR4 457 4 黒色如理 黒色処理

C-260 E-2a SB2 (129) (42) (069) 404 2 口縁部のみ漆姐理 森処 理

C-305 E― ?a SR4 ロー黒色処理→漆処理、底―黒色処理 黒色処理→漆処理

C-218 E-2 SR4 漆処理 漆処理

152) (34) (21) (062) 7 漆処理 漆処理

C-168 E-2b 1層 (40) 127) 487 3 口縁部のみ漆処理 漆処理

C-418 E-2b SR4 136) t35, (071) 5179 漆処理

C-65 E-2b S118 132) (50) 832 5

-159 E-2b S118 (126) (40) 32) (079) 口縁 部 のみ漆処理 漆処 理

C-271 E-2b SR4 (120う (32う (066) 267 1 ロー漆処理、底―黒色処理 漆処理

C-295 E-2b SR4 14) (46) (078) 276 2

-256 E-2b S 122 9)

C-306 E-2b SR4 黒色処理

SR4 (32) (056) 1470 漆処理 漆処理

C-264 E-2c SR4 I 日縁部 のみ漆処理 漆処理

C-417 E-2c SR4 291 9 口縁部のみ漆処理 漆処理

S D30 (28) (20) (071) 133 5

C-142 E-2ぐ S D25 口縁部のみ漆処理 漆処理

C-49 E-3 S K30 37Ⅲ (64) く50) 479 0

C-38 SR2 252 0

C-233 E-4 SR4

第281図  E群土器集成図(1)
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番号 登録番号 分  類 出土遺構 層  位 日 径 底 径 番  高 段  高 段位置

: C-288 E-5a SR4 (158) 漆処理

2 C‐ 287 E-5a SR4 (:44) 漆処理 漆煙

3 C-419 E-5a SR4 (146) 口縁 部のみ 森処理 漆 鰹

S14 漆鬼理

5 C-25 E-5b SR2 2178 漆処理

6 C-296 E-6a SR4 0 38 659 8

C-4H SR2 (202)

8 C-277 E-6c SR4 (152) 淡処理 漆処理

9 C-304 E-6d SR4 (153) (48) (15) (031)
E-6 SR4 口緑部のみ漆処理 漆処理

C-252 E-7 SII (93)
C― H4 E-7 S19
C-167 E-8 S116 (156) 6t121

C-313 漆処理 魏

C-126 E-0 S D25 漆処理

漕 受〃

番号 登録番号 分  類 協土遺輌 層   位 口 径 底 径 器  高 段  高 段虚置 段 径 開  き 体 積ta 碧高/口径 底 都 外面調整 内面調整

: C-80 F-1 SD5 (174) (135〕

C-70 SD2 (158) (12_5, 450 3 (019) B2 A

平  均 485 6

標準個差 H31 0 03 7 07 49 92 0 02

口  登 騒 径 器  局 段 高 段仁筐 段 径 開  き 体 積個 器高/口径 底 部 外面調整 内面調整

C-179 F-2a S125 (15_3) (40) (17) (0_43) (131) 497 9 (026) A

4 C-180 F-2a S125 (153) (38) (16) (042】 (128j A

C-235 F-2a SR4 (■ 0) (31) (047, (00, 1701 (028) E3 A

平  均 380 5 0 26

標準偏差 24 83 0 02

段  高 段磁世 段 径 開  き 体 碩側 器高/口径 氏 部 外面調整 A面調整
6 C-188 F-2b SD5 (161) (150〕 A

第283図  F群土器集成図(1)
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G群 土 器
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番号 登録番号 器   形 分  類 出土遺構 層  位 番 号 登録番号 番   形 分  類 出土叢構 層  位

l C-362 奎 F-1 甍

2 C-377 甍 F-1 S C-375 電 F-2b S125
3 C-363 甕 F-2a 6 C-36: 鉢 F-1

第285図  G群土器集成図
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番 号 登無番号 器 形 分  類 出土遺稲 層  位 番 号 登録番号 器 形 分   類 出土遺樹 層   位

1 E-6 芥 I SR4 E-8 華 SR4
2 E-46 芥 SR3 E-5 莞 SR4

E-50 芥 2 S19 E-32 養 SR4
4 E-45 芥 2 SR3 E-47 甍

5 E-26 不 3 SR4 E-25 更 SRI
6 E-7 芥 4 SR4 E-12 壺 SRI
7 E-24 芥 5 SR4 更 S125

不 6 SR2 E-21 蔓 S14
9 E-59 芥 6 S D25 E-28 平 瓶 SRI

E― H 芥 6 S18 E-23 長頚 瓶 SD7
SR2 E-22 長頚瓶 S125

E-30 高台付雰 2 SR4 E-31 源 SR4
E-2? 蓋 I SR4 E-36 譲 S125
E-9 蓋 2 SD5 不 切

E-49 蓋 3 SR3

第286図 須恵器集成図
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番 号 登録番号 器 形 分  類 出土遺構 層  位 番 号 登録番号 器   形 分  類 出土遺構 層  位

, P-24 土 玉 SR4 P-27 上釘 lC SR4
2 P-19 上  玉 P-16 上 経 2

3 P-2 土  玉 SR2 P-34 土鍾 2 S13
4 P-22 土 玉 SR4 P-20 上鍾 2 SRI
5 P-30 土  玉 S122 P-38 土 霊 2 S D26
6 土  玉 SR2 P-5 土鍾 2 SR2
7 P-40 土 玉 P-33 上鍾 2 SRI
8 P-39 上  玉 SR4 P-37 土鍾 2 S D26
9 P-25 土  玉 SR4 P-29 土鍾 2 S D26

P-3 土  玉 I SR2 P-11 土鍾 2 SD6
P-23 土 玉 ! SR4 土鍾

P-32 土 玉 , 土 錘 2 SD6
土 玉 S124 P-26 土鍾 2 SRI

P-9 土 錘 la S D26 P-18 上鍾 2 SD5
P-35 土 錘 S'5 P-17 土鍾 2

P-4 上 鋒 SR2 P-14 土鍾 2 SD6
土 錘 lb S D26 P-10 土錘 2 S18

P-21 土 錘 lc SDH P-15 上毎 2

第287図 土製品集成図(1)
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番 号 登録番号 器   形 分  類 出土遺構 層  位 番号 登録番号 器   形 分  類 出土遺構 層  位

1 P-36 紡錘車 SD2 8 P―開 羽 口 古代

2 P-41 羽 ロ 中 世 SR2 9 P-6 羽 ロ 古 代

3 P-43 羽 口 中世 P-56 羽 ロ 古代

4 羽 口 中世 SR2 P-52 羽 日 時競不明 S K32

5 羽 ロ 中 世 SR2 羽 口 時期不明 S K32

6 羽 ロ 中世 P-53 羽 日 時期不切

7 P― タ 羽 口 古代

第288図 土製品集成図(2)
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番 号 登録番号 霧   形 分  類 出土遺構 層  位 器   形 分  類 出土遺構 層  位

1 案J傾 造品, SR4 4 K-4 管玉

2 K-1 1(模造品〕 SR2 5 K-2 紡錘車
3 K-3 SD8 訪錘軍 SR4

第289図 石製品集成図

辟号 器   形 分   顔 出土遺構 霊録香号 器   形 雰  額

1 N-10 耳環 3 N-9 耳褒 S D59
2 N― ? 耳 環 4 耳環

第290図 金属製品集成図
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縮尺 1、 3、 13は 1:8, 7は 1:12,14、 15は 1:3。 それ以外は 1:6

番号 登録番号 器   形 翔 種 兎 樹 種 出上遺稿 層   位

L-132 盆 ケヤキ 9 L-12 容器 (底 ) ヒノキ属の一種

L-40 高台付容器 S D26 L-124 容器 (底 ) ノキ属の一種 SD5
3 L-133 用途不明木製品 (樹 皮う 11 L-135 容器 (直う

4 L-41 用途不明木製品 (樹皮 , し-46 容器 (底 )

5 用途不切木製品 (樹皮 ) 13 L-134 曲物 (側板 ) (樹皮 )

6 用途不明木製品 (樹皮う L-5 櫛 イスノキ属類似種

L-130 容器 (区 ) (樹皮 ) 15 櫛 広葉樹 (故丸材う

8 L-44 容器 (底 ) ヒノキ属の一種 S D26 L-81 木錘 コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

第291図 木製品集成図(1)
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番 号 登録番 号 器   形 樹       種 出土遺構 層  位 器   形 樹       種 出土遺構 層  位

I 杵 ヨナラ属ヨナラ亜属タヌギ銃の一緒 SR2 L-169 杭 ニワト SR
L― ■9 浮 子 8 L-159 航 ( SR

用途不明木製品 9 航 ( ヤナギ属の一種 SR
4 L-214 用途不明木製品 L-204 杭 (

L-172 碗 (IAa ヤナギ属の一種 II L-191 杭 ( 広乗樹 (環孔材 ,

6 L-197 杭 (IBa) ヤナギ属の一種 (

第292図  木製品集成図修)
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縮尺 1、 10は 1:8それ以外は 116

中
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一

２５

一
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一
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螂

日
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ー

一
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番号 登録番 号 番   形 樹 種 出土潰構 層  位 番号 登録番号 器   形 樹 種 出土遺構 層   筐

1 L-47 井戸曲物 ヒノキ類似種 SE2 L― H9 用途不 明 本製品 SEl
L-80 曲物 (側板 ス ギ SE3 L-2 下駄 ケヤ■ SR2
L-90 曲物 (側板 S K61 下 駄 S D 139

L-98 曲物 (健板 ) SEI L-89 軍腹 S K61

曲物 (質板 S K61 L-319 草履 SK?5
L-88 曲物 (衡板 S K61 L-4 軍 履 S K78

7 L― H3 曲物 (側板 SEI L-1 軍履

L-29 容器 (底 ) S K81 L-146 薫履 屋の一種

L-8 容番 lE) SD2 鞭

L-127 容器 (底か菱 ) ヒノキ属の一纏 SE2 L-21 朝

L一 HI 容 器 (蓋 , SRI 24 L-26 履 ス ギ

L-70 容器 儀 )

L-150 用途不明水製品 SEI L-28

第294図 木製品集成図(4)
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縮尺 9、 10は 1:3。 それ以外は116
番 ; 登録香号 器 形 樹 種 出土遺縞 層  位 番号 登録番号 器 形 樹 種 層   臣

1 L-34 箸 モ ミ属の一種 S K80 用途不 明本製 品 SEl
L-216 箸 モ ミ属の一種 SD8 L― H 用途不明木製品 属の一種 S K75

3 L-35 箸 S K61 L-22 用途不明木製品 S K61

4 L-36 箸 S K61 用途不 明本製品 SEI
5 と-85 箸 S K61 L-142 用途不明木製品 属の一種 SEI
6 L-37 箸 S K61 L-311 用途不明木製品 属の一癒 S K75

7 L-62 箸 モミ属の一種 S K61 L-138 用途不 切本製品 ス ギ S K80
8 箸 S K61 L 用途不切木製品

9 L-6 間 イスノキ属の一種 S D 146 L 9 用途不明未製品

L― ? 筒 イスノキ属の一績 SEI L 3 用途不明木製品 SR
L-33 杓 S K77 L 用途不明木製品 モミ属の一種

L-9 木簡 ? モミ属の一種 S K81 L-49 用途不 明木製 品

L-32 竹本 ラ 竹 SE3 L-48 用途不 明本製 品 S K80

SEI L-511 用途不明木製品 S K80

第296図 木製品集成図(6)
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西方向から見た下飯田遺跡全景 (上部は太平洋)





南上空から見た下飯田遺跡周辺
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写真 2 東上空から見た下飯田退跡
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写真 5 4区完掘状況

写真 6 91年 3区遺構検出状況 (北 より)



写真7 92年 3区遺構検出状況 (南より)

写真8 91年 4区遺構検出状況

写真 9 92年 4区遺構検出状況
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写真H 4区 S12堅穴住居跡

写真12 3区 S13堅穴住居跡
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写真13 3区 S13堅穴住居跡カマ ド検出状況
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写真15 3区 S15堅穴住居跡
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写真16 3区 Si6堅穴住居跡

3区 Si8堅穴住居跡

写真18 3区 S18堅穴住居跡掘り方



写真19 3区 S19堅穴住居跡
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写真20 3区 Si9堅穴住居跡カマ ト付近断面 (西より)
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写真21 3区 S19堅穴住居跡柱材
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写真22 3区 S19堅穴住居跡柱材
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3区 S19堅穴住居跡掘り方底面の鋤痕
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写真24 3区 S19堅穴住居跡掘り方
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写真25 3区 S l13竪 穴住居跡

韓

写真26 3区 S114堅穴住居跡カマ ド検出状況

写真27 2区 S115堅穴住居跡
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2区 S116竪穴住居跡
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写真29 3区 S118堅穴住居跡

写真30 3区 S122堅穴住居跡
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写真31 4区 S12・ 24・ 25堅穴住居跡

写真33 4区 S125堅穴住居跡



写真34 4区 S125竪穴住居跡カマド検出状況

写真35 3区 S i26堅 穴住居跡

写真36 4区 S81掘立桂建物跡



4区 SB2・ 3掘立柱建物跡

4区 SB2掘立柱建物跡

柱穴遺物出土状況

写真39 4区 SB2掘立柱建物跡柱穴断面



写真40 3区 S K30土坑遺物出土状況

写真41 3区 S K61■ 坑

3区 S K80土坑
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写真44 3区 S K81土 坑
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写真45 3区 S K81土 坑遺物出上状況

写真46 3区 SKHO土坑



写真47 3区 SEl井戸跡

3区 SEl井戸跡遺物出土状況

写真49 3区 SEl井戸跡遺物出土状況
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写真51 3区 SE3井戸跡

写真52 3区・ 4区 SD2溝跡全景



写真53 4区 SD2清跡
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写真54 3区 SD2溝跡断面

衣i:

凛

　

　

一
・

一　
　
　
　
　
〓

．
・
　

．　

一
〓

・
　

　

　

一
一

．
・一一

・

一
ｉ祥
′一

麟■.|:1襲―

=|:
写真55 4区 SD2溝跡断面



4区 SDS溝跡底面の鋤痕

写真58 3区 SD5溝跡遺物出土状況
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写真61 4区 SD7溝 跡断面
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写真64 4区 SD8溝跡底面退物出土状況

要く~ 4L   ‐i ll'iI「〒三こととことil:て1〒
ど
 「

i― IF′  ■fl l !も Tす 輩́ .,r´

ギ|ユ

=:=||・
 :

一ギ
一軒
一一一一一■
一

●
馨
一

一筆
一

一・一一一一】

　一
一
一
一

士
十

一
】

一

・　

　

■

~｀
一こ.~手

争

・ r黛

塩

写真65 4区 S D15・ 16溝跡
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4区 S D18清 跡底面の鋤痕

写真67 3区 S D26溝 跡断面

3区 S D26溝跡底面遺物出土状況
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3区小溝遺構群確認状況 (H群 )

写真70 3区 小溝退構群 (H群 )

3区小溝選構群断面 (H群 )



写真72 3区 S D27円 形周溝確認状況

写真73 3区 S D27円 形周溝

写真74 3区 S D31円 形周溝
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写真78 3区 S D109円 形周溝

4区 SRl河川跡断面

写真80 4区 SRI河川跡断面
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写真81 4区 SRI河川跡杭列
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4区 SRI河 川跡違物出土状況 (16層 )

写真83 2区 SR2河 川跡
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写真84 2区 SR2河川跡断面

写真85 2区 SR2河川跡遺物出土状況
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写真86 2区 SR2河川跡遺物出土状況
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写真87 2区 SR2,3河 川跡

写真88 2区 SR3河川跡断面

■!難

写真89 3区 SR4河川跡貝層検出状況

写真90 3区 SR4河川跡貝層検出状況



写真91 3区 SR4河川跡貝層検出状況
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写真92 3区 SR4河川跡貝層検出状況

写真93 3区 SR4河川跡貝層断面



写真94 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況
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写真95 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況

写真96 3区 SR4河川跡貝層違物出土状況



写真97 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況

写真99 3区 SR4河川跡貝層遺物出上状況
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写真100 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況

写真101 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況
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写真103 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況

写真104 3区 SR4河川跡貝層遺物出土状況
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写真図版78 自然遺叡 n貝、骨、種子
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所収遺跡名
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調査面積
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イ
粽也

拌抜占
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来9 7,500 東部道路建設
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中世
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